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あなたの街でロータリーを！
　　あなたの街からロータリーを！



　ロータリーの皆様、昨年度は大変お世話にな
り有難うございました。
自分の年度を振り返りながら思うことは、多く
の皆様に支えられ励まされて、務め上げること
ができたのだということです。このことに対し
皆様に、有難く篤く感謝申し上げます。

　各クラブの会長・幹事・会員の皆様、地区委
員会の委員長・委員の皆様、ガバナー補佐はじ
め地区のスタッフの皆様、そして諮問委員会の
パストガバナーの皆様、本当に有難うございま
した。ガバナーとは何たるものかを理解できぬ
まま始まった年度でしたが、終わってみれば、
皆様の温かいご理解とご協力に、ただただ感謝
申し上げるだけです。

　坂本龍馬が言った『世の人は我を何とば　言
えば言え　我がなすことは　我のみぞ知る』は私
の好きな言葉です。龍馬が言うから様になるの
ですが、私が言うとただのわがままや身勝手を
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正当化しているようにしか、取られないかも知
れません。しかし私は奉仕の理念をともに考え
よう、思いやりの心を皆で示そう、クラブを強
くしようと活動をしてまいりました。どこまで
この思いが伝わったかは分かりませんが、私な
りに全力を尽くしたつもりでおります。

　松尾芭蕉の『よく見れば　ナズナ花咲く　垣
根かな』これも私の好きな俳句です。
私はもともと大輪を咲かせるような大きな事業
ができる能力を持ち合せておりませんが、この
１年を終えるにあたり、ナズナ（ペンペン草）
程度の花ですが、何も目立つことがなくても、
しっかりと頑張って咲いていたことを誇りに思
っております。

　私はガバナーとして会員皆様のご協力を得
て、MyROTARY登録率の向上、会員増強、ポ
リオ募金の呼びかけ、分区内交流など、数字で
表せることは、ご案内の通りまずまずの結果を
出すことが出来ました。

　しかし、私がやろうとしたことは、皆様のロ
ータリー活動の『インスピレーションになるこ
と』でした。奉仕の理念の解釈を熱く語り、あ
なたの街でロータリーを！あなたの街からロー
タリーを！と奉仕の実践を訴えることでした。
皆様の中の例え一握りの方だけでも、この思い
が伝わっていればうれしく思います。

　そして、2019－20年度は伊藤靖祐ガバナーの
もと、皆様が更なる素晴らしいロータリー活動
を続けられますことを祈念いたします。

　最後に次のことばで私の年度のガバナー月信
を締めくくります。

少年のような純粋さで　
　　　少年のような好奇心で
少年のような情熱をもって　　　
　　　私は明日も生きてゆきたい
　　　　　　　　　　　　　（村井總一郎）

村井總一郎
国際ロータリー第2760地区
2018-19年度
ガバナー

第6回ワールドフード＋ふれ愛フェスタ

地区大会にて

地区役員及び会長幹事懇談会にてお世話になった事務局員とともに

第2760地区
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第６回『ワールド・フード+ふれ愛フェスタ』
 2018年10月27日（土）・28日（日）

2018-19年度 地区大会　2018年11月10日（土）・11日（日）

ロータリー国際大会 2019年６月１日（土）～５日（水）

ポリオ撲滅大使　ジュディ・オング氏 ハンブルグ本会場外のビューイングエリアも大盛況

市庁舎からBinnenalsterの周囲を回るウォーキングイベント

「ハンブルグの夕べ」での挨拶

174名の参加者の元、盛大に行われました

久屋大通公園

収益金の一部でパキスタンでの『教育支援ユニット』を寄贈

特別講師　浅田次郎氏 蒲郡市民会館

第2760地区
ガバナーフォトメモリー
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インターシティーミーティング（IM）報告

東三河分区 〈ホスト〉田原パシフィックＲＣ

2019年３月２日（土）
田原市　崋山会館にて

南尾張分区 〈ホスト〉東知多ＲＣ

2019年２月23日（土）
名鉄グランドホテルにて

東名古屋分区
2019年２月27日（水）
名古屋マリオットアソシアホテルにて

東尾張分区〈ホスト〉名古屋守山ＲＣ 〈ホスト〉春日井ＲＣ

2019年２月23日（土）
キャッスルプラザホテルにて

西名古屋分区
2019年２月18日（月）
名古屋観光ホテルにて

西尾張分区
2019年２月16日（土）
名古屋マリオットアソシアホテルにて

西三河中分区
2019年２月16日（土）
名鉄トヨタホテルにて

西三河分区

〈ホスト〉名古屋中ＲＣ 〈ホスト〉名古屋清須ＲＣ

〈ホスト〉豊田三好ＲＣ 〈ホスト〉三河安城ＲＣ

2019年２月16日（土）
ホテルグランドティアラ安城にて



ガバナーフォトメモリー
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この銘板はシカゴロータリークラブ創立100周年の記念に
エバンストンの歩道に飾られたものです。

その場所はポール・ハリスとその仲間４人が最初に集まった事務所の跡地付近です。
よく見ると１行目にSERVICE ABOVE SELF（超我の奉仕）、

２行目にHE PROFITS MOST WHO SERVES BEST（最もよく奉仕するもの最も多く報われる）
と書かれています。

写真中の銘板

エバンストンはアメリカ合衆国イリノイ州シカゴ市の北に
位置する街です。青年弁護士ポール・ハリスが1905年2月
23日に、様々な分野の職業人が集まって知恵を寄せ合い、
生涯の友を作ろうとロータリークラブを創立した街です。

2017年６月撮影

エバンストンの街で

ロータリー発祥の地　エバンストンの街
写真提供：村井總一郎ガバナー

2018

7月号

ガバナー月信
表紙の振り返り

　2018 -19年度の地区活動方
針は、「あなたの街でロータ
リーを！あなたの街からロータ
リーを！」でした。
　ガバナー月信表紙の写真では、
ロータリー発祥の地から始まり、
ガバナー、各ガバナー補佐、地
区大会、そして次年度に繋げる
という思いも込めガバナーエレ
クトの街を順に掲載させていた
だきました。
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　写真は街中を走る国道１号線から豊橋市役所を望んだものです。豊橋市役所は、一級河川の豊川と支
流の朝倉川を従えた丘陵地に残る吉田城址の一郭にあります。豊橋市役所を含む一帯は豊橋公園と呼ば
れ、吉田城址、豊橋市美術博物館、野球場や陸上競技場、武道館、テニスコートも併設され、緑も多く
市民の憩いの場となっております。
　市役所の手前に写る豊橋市公会堂は、1931年（昭和６年）に完成した半球ドームと鷲の彫像がシンボ
ルのロマネスク調の鉄筋コンクリート製の建物で、戦災を免れ、ほぼ当時のままの国指定の登録文化財
です。現在も、講演会や各種式典はもちろん、歌謡大会、舞踊大会などが数多く開催され、市民に親し
まれています。最近では、映画やＴＶドラマの撮影誘致も積極的に行なわれています。
　こんな豊橋の街からロータリーを！今年も１年頑張ります。

　表紙に写る電車は「ほっトラム」。市民の足である路面
電車（豊橋鉄道市内線）ですが、全国で唯一、国道１号線と
並んで走っています。地元では、市電と呼ばれ親しまれて
います。同じ場所を走る旧型の市電もチンチン電車として
親しまれており、多くは地元企業の広告ラッピング車両と
なっています。未来的なデザインの新車両「ほっトラム」
は、豊橋ＲＣのメンバーが多数参加する「とよはし市電を
愛する会」の努力により導入がすすみました。

八 町 通

路 面 電 車

ガバナー居住（豊橋の街・東三河分区）
写真提供：久保田充三（豊橋RC）

し でん

2018

8月号

蒲郡クラシックホテルは蒲郡ロータリークラブの例会場。
昭和９年創業の外観は当時の雰囲気を残し数々のドラマの舞台にも
なっております。
また市内からも見渡せる高台にあり名所でもある竹島からの外観も
風光明媚。

蒲郡のシンボルと言えば竹島。三河
湾に浮かび、長さ387ｍの橋で陸地
と結ばれており、国の天然記念物に
指定されています。
また島には、日本七弁財天のひとつ
である「八百富神社」があり観光ス
ポットでもあります。

蒲郡クラシックホテル

竹  島

地区大会開催地の蒲郡市
写真提供：安川貴也（蒲郡RC）

2018

9月号

表紙の
  おはなし
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　こんな豊橋の街からロータリーを！今年も１年頑張ります。

　表紙に写る電車は「ほっトラム」。市民の足である路面
電車（豊橋鉄道市内線）ですが、全国で唯一、国道１号線と
並んで走っています。地元では、市電と呼ばれ親しまれて
います。同じ場所を走る旧型の市電もチンチン電車として
親しまれており、多くは地元企業の広告ラッピング車両と
なっています。未来的なデザインの新車両「ほっトラム」
は、豊橋ＲＣのメンバーが多数参加する「とよはし市電を
愛する会」の努力により導入がすすみました。

八 町 通

路 面 電 車

ガバナー居住（豊橋の街・東三河分区）
写真提供：久保田充三（豊橋RC）

し でん

2018

8月号

蒲郡クラシックホテルは蒲郡ロータリークラブの例会場。
昭和９年創業の外観は当時の雰囲気を残し数々のドラマの舞台にも
なっております。
また市内からも見渡せる高台にあり名所でもある竹島からの外観も
風光明媚。

蒲郡のシンボルと言えば竹島。三河
湾に浮かび、長さ387ｍの橋で陸地
と結ばれており、国の天然記念物に
指定されています。
また島には、日本七弁財天のひとつ
である「八百富神社」があり観光ス
ポットでもあります。

蒲郡クラシックホテル

竹  島

地区大会開催地の蒲郡市
写真提供：安川貴也（蒲郡RC）

2018

9月号
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2017年８月19日三好大提灯の３基中の１基がギネス世界記録最大の吊下げ提灯に認定されました。
三好大提灯の大きさは高さ10.8ｍ、幅6.50ｍです。

祭りの当日は棒の手保存会による棒の手奉納があり、多くの人々で混雑します。

みよし市三大夏まつりの一つ「三
好池まつり」は夜空に花火が花開
き、三好池湖面には提灯を山に灯
した巻き藁船が繰出し、幻想的な
夏の夜となります。

三好大提灯

ギネス世界記録最大の吊下げ提灯に認定

三好池まつり

花火と巻き藁船

西三河中分区
写真提供：鈴木正輝ガバナー補佐（豊田三好RC）

2018

10月号

表紙の
  おはなし

ガラスで出来た「水の宇宙船」の大屋根がシンボルの平成14年にオープンした複合施設。
夜になるとライトアップされてカップルや家族連れにも大評判。

奥には、毎年開催されているワールドフード＋ふれ愛フェスタ会場のテレビ塔です。
こちらもプロジェクションマッピングで彩られています。

名古屋と言えば金のシャチホコで有
名な名古屋城が浮かぶ方が多いと思
います。８月22日は「金鯱の日」
名古屋市の市章がまるはちであるこ
とから８月、数字の２がシャチホコ
の形に似ており左右に２つあること
から22日としたそうです。
昭和20年に空襲で焼失した後、名
古屋のシンボルとして昭和34年に

再建された現在の名古屋城ですが、設備の老朽化や耐震性の確保から天守閣の復
元が進められております。写真では確認出来ませんが、現在は石垣に足場が組ま
れています。竣工は2022年12月の予定、名古屋のシンボルとして益々輝いて欲
しいものです。

オアシス 21

尾張名古屋は城でもつ

東名古屋分区
写真提供：伊藤陽介分区幹事（名古屋守山RC）

2018

11月号
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本年度、三河安城ＲＣは創立20周年を迎えました。
20年前に認証状伝達式がデンパーク（安城市）にて挙行されました。

当クラブの誕生の地に、社会奉仕事業として、
時計塔・テーブル・ベンチの設置作業をし、市民の憩いの場を提供致しました。

我が市には通称デンパークと呼ばれる安城産業文化公園
と言うものがございます。
そこは農業を大切にして来た歴史と近代においては都市
化が進む過程においてその交流を考え、憩いと安らぎの
場を提供されています。
正にこの公園が完成した時にうぶ声を上げた当クラブは、
認証伝達式もこの地で行いまたとないメモリアルな地と
なって胸に深く刻み込まれています。
そこで、会長の「温故知新」と言う思いを形にしようと、
当時寄贈したもののリニューアルを含め会員の手に依っ

て丁寧に設置させて頂きました。
今回時計を設置したことは、図らずも？我々とともにこの２０年と言
う成長の証を刻んで来ました…と言うメッセージにも繋がっています。

共に迎えた成人式（20周年）

我々の考える
「インスピレーション」発信へ

の回答

西三河分区
写真提供：渡辺真一幹事（三河安城RC）

2018

12月号

表紙の
  おはなし

「あいち健康の森」は、大府市と東浦町にまたがる丘陵地に整備された、
保健・医療・福祉・生きがいを推進することを目指した県立の総合施設。
約100haの敷地に「あいち健康の森公園」と「あいち健康プラザ」により

構成されています。

あいち健康の森

徳川家康公の生母の名に因んだ「於大公園」は、その於大
の方の菩提寺「乾坤院」東隣の自然地形を生かして作られ
た公園です。面積12.1ヘクタール、外周散策コース約1.4
キロメートル、四季折々の緑や花が溢れ、野鳥や昆虫も多
く集まる自然豊かな環境が特徴です。

於 大 公 園

南尾張分区
写真提供：熊澤　岌ガバナー補佐（東知多RC）

2019

1月号

おだいこうえん

けんこんいん
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構成されています。
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徳川家康公の生母の名に因んだ「於大公園」は、その於大
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キロメートル、四季折々の緑や花が溢れ、野鳥や昆虫も多
く集まる自然豊かな環境が特徴です。

於 大 公 園

南尾張分区
写真提供：熊澤　岌ガバナー補佐（東知多RC）

2019

1月号

おだいこうえん

けんこんいん
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　春日井市玉野町は春日井市東部の高蔵寺ニュータウ
ンに東接する町で、愛知高原国定公園に隣接する風光
明媚な里山を有する桃源郷です。古くからの文化財と
郷土芸能伝承を大切に守っている温かい人情の町です。

　写真は玉野鉄砲隊です。玉野町には現在８丁の古式
火縄銃が保存されています。現在は昭和48年に発足
した玉野郷土芸能保存会が保守管理を行うとともに、
毎年玉野五社神社の例祭日に火縄銃の「空打ち」奉納
か行われます。一斉打ちは壮観です。

　水野代官所は尾張藩が天明元年（1781年）に春日井
郡と愛知郡の一部109ヶ村を治めるために設けた代官
所で、玉野村は水野代官所より火縄銃の所持が許され
ていました。第二次世界大戦時、国の刀剣類の強制摂
取命令の中、先人たちの知恵と努力によって摂取を逃
れ、現在に残る極めて貴重な文化財であります。

参考資料：玉野のいま昔

玉 野 鉄 砲 隊

　春日井市のユルキャラの道風くん（右端）です。平成20
年の春日井まつりで「書のまち春日井」のマスコットとし
て市民によって選ばれました。
　平安時代の三跡のひとり「小野道風」は、春日井生誕と
伝えられています。春日井市では「書のまち春日井」をキ
ャッチフレーズにし、道風記念館の事業、全国公募の書道
展である道風展の開催など、書道文化の振興に力を入れて
います。

　春日井市は実生サボテン生産日本一です。サボテンイメージキャラクター
として春日井の漢字をもじって、左から「春代」「日丸」「井之助」の愛称で春
日井商工会議所が応援しています。

道 風 く ん

東尾張分区
写真提供：北　健司会長エレクト（春日井RC）

2019

2月号

とうふう

はるよ にちまる いのすけ

表紙の
  おはなし

1405年に築城され、1478年からは尾張国の守護所
として、1610年「清洲越し」で名古屋に移転するま
で、「関東の巨鎮」と称され「尾張の首府」として
尾張国の中心地でした。
現在の城は平成元年（1989年）に建てられました。

清 洲 城

清須市は2005年（平成17年） 7月7
日に西春日井郡西枇杷島町、清洲町、
新川町が合併し発足し、2009年（平
成21年）10月1日には春日町が編入し
ました。

清 須 市

西尾張分区
写真提供：和田典之ガバナー補佐（名古屋清須RC）

2019

3月号

清洲城から見た五条川と新幹線と名二環

織田信長と濃姫の像
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として春日井の漢字をもじって、左から「春代」「日丸」「井之助」の愛称で春
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道 風 く ん

東尾張分区
写真提供：北　健司会長エレクト（春日井RC）
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で、「関東の巨鎮」と称され「尾張の首府」として
尾張国の中心地でした。
現在の城は平成元年（1989年）に建てられました。

清 洲 城

清須市は2005年（平成17年） 7月7
日に西春日井郡西枇杷島町、清洲町、
新川町が合併し発足し、2009年（平
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ました。

清 須 市
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通水50周年を迎えた豊川用水の最終地点「初立池」です。
奥三河の宇連ダムから始まり、約120㎞に及ぶ用水は東三河全体を、
農業・工業用・水道用水として潤しています。
４月には桜の花が皆様を迎えてくれます。

初 立 池

豊川用水を構想し、港湾整備の重要
性を訴え続けた田原市出身の政治家。
近藤寿市郎。

近 藤 寿 市 郎
こ ん ど う じ ゅ い ち ろ う

東三河分区
文：鈴木美仁分区幹事（田原パシフィックRC）

2019

4月号

写真提供：水資源機構豊川用水総合事業部

は つ 　 た ち 　 い け

はつたちいけ

表紙の
  おはなし

1958年名駅（桜通口）に「青年像」（野々村一男作）が設置され伸びゆく青年都市
名古屋のシンボルを果たしました。1984年桜通線工事で移転され現在は名城公園
にあります。変わって1989年デザイン博の際現在の「飛翔」（伊井伸作）が設置さ
れ、更に発展を続ける名駅のシンボルを30年間果たしました。巨大ビル群を脇に
従えた存在感は見事です。ただし「飛翔」もリニア開通に伴う駅前再整備により
移転予定です。次はどんなシンボルになるのでしょうか。

飛  翔

名古屋市民にとって慣れ親しんだ盛り場はやはり栄です。名駅に
追い上げられて苦戦していたが老舗百貨店丸栄の閉店とか中日ビ
ルの建替とか久屋公園の改修とか再開発が目白押しに計画されて
おり、何年か先には「新しい栄」が実現するでしょう。期待する
反面寂しくもあります。長年楽しませていただき有り難う。

今度の休みは栄に行こう

西名古屋分区
文：星野信利分区幹事（名古屋中RC）

2019

5月号
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こ ん ど う じ ゅ い ち ろ う

東三河分区
文：鈴木美仁分区幹事（田原パシフィックRC）

2019

4月号

写真提供：水資源機構豊川用水総合事業部

は つ 　 た ち 　 い け

はつたちいけ

1958年名駅（桜通口）に「青年像」（野々村一男作）が設置され伸びゆく青年都市
名古屋のシンボルを果たしました。1984年桜通線工事で移転され現在は名城公園
にあります。変わって1989年デザイン博の際現在の「飛翔」（伊井伸作）が設置さ
れ、更に発展を続ける名駅のシンボルを30年間果たしました。巨大ビル群を脇に
従えた存在感は見事です。ただし「飛翔」もリニア開通に伴う駅前再整備により
移転予定です。次はどんなシンボルになるのでしょうか。

飛  翔

名古屋市民にとって慣れ親しんだ盛り場はやはり栄です。名駅に
追い上げられて苦戦していたが老舗百貨店丸栄の閉店とか中日ビ
ルの建替とか久屋公園の改修とか再開発が目白押しに計画されて
おり、何年か先には「新しい栄」が実現するでしょう。期待する
反面寂しくもあります。長年楽しませていただき有り難う。

今度の休みは栄に行こう

西名古屋分区
文：星野信利分区幹事（名古屋中RC）

2019

5月号
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フラワーパーク江南は四季折々の花や各種イベントを楽しめる施設です。一面
の美しい花畑や芝生広場は来場された皆さんの心を癒してくれます。また、子
供たちの遊び場も豊富で暮らしに役立つ情報も発信されています。

フラワーパーク江南

江南市のシンボルとして有名な
「布袋の大仏」。高さは18mあり、
奈良の大仏像より2ｍも高いそうで
す。この大仏は名古屋で鍼灸師を
していた前田秀信さんが “夢のお告
げ”によって1949年に大仏の建立
を始め約５年をかけ1954年に完
成させたそうです。

布袋の大仏

伊藤靖祐ガバナーエレクトの江南市
文：南村朋幸次期地区幹事（江南RC）

2019

6月号

表紙の
  おはなし
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フラワーパーク江南は四季折々の花や各種イベントを楽しめる施設です。一面
の美しい花畑や芝生広場は来場された皆さんの心を癒してくれます。また、子
供たちの遊び場も豊富で暮らしに役立つ情報も発信されています。

フラワーパーク江南

江南市のシンボルとして有名な
「布袋の大仏」。高さは18mあり、
奈良の大仏像より2ｍも高いそうで
す。この大仏は名古屋で鍼灸師を
していた前田秀信さんが “夢のお告
げ”によって1949年に大仏の建立
を始め約５年をかけ1954年に完
成させたそうです。

布袋の大仏

伊藤靖祐ガバナーエレクトの江南市
文：南村朋幸次期地区幹事（江南RC）

2019

6月号

職業奉仕について考える
例会運営について考える
再び職業奉仕について考える
会長スピーチについて考える
奉仕と親睦について考える
Ｓ.Ａ.Ａ.について考える
例会で歌う　について考える

【番外編】牛とステーキ について考える
　　　　　　　～ロータリー牧場物語～
再び例会で歌うについて考える
四つのテスト　について考える
例会出席について考える
ぱっちわーくについて考える

2019. 1

 2

 3

 4

 5

 6

RIテーマについて考える
インスピレーションについて考える
再び『インスピレーションになろう』
　　　　　　　　　　　について考える
地区活動方針について考える
会員増強について考える
分区内交流について考える
映画ブレスをみてポリオについて考える
前年踏襲について考える
英文字略号について考える
三度インスピレーションについて考える
奉仕の理念について考える
地区の現状について考える

2018. 7

 8

 9

 10

 11

 12

執筆

村井ガバナーのロータリーへの
個人的な思いを、2018-19年
度のガバナー月信に毎月投稿し
た記事をまとめたものです。



22 GOVERNOR'S MONTHLY LETTER 2018-19 Final Issue  |  Rotary International District 2760

村井ガバナー的こころ

その1 その2

村井ガバナー的こころ

今年度『ロータリーパッチワーク』という、私がロータリーについて個人的な感想を述
べるコーナーを担当することにした。
体系たてて書くほどの情報量を持ち合わせていないので、毎回の話題にさほど関連はな
いが、１年間を総合的にみると、何かパッチワークの作品の様になっていかないかとの
思いで、スタートすることにした。

さて、ＲＩのテーマは毎年度変わる。今年度はご承知の通り『BE THE INSPIRATION』
（インスピレーションになろう）である。ＲＩ会長のバリー・ラシン氏のこのテーマへの
思いは、地区便覧の巻頭「テーマ講演」を読んでいただきたい。大変興味深い筋立てで
このテーマへのラシン会長の思いが、とてもよく伝わってくる。（今月号月信の39ページにも掲載）

このＲＩテーマであるが、サンディエゴ国際協議会の初日、本会議の場で様々な国の言
葉で発表された。このテーマは当日まで極秘事項らしいのであるが、発表と同時にMy 
ROTARYに発表されるので、一瞬にして全世界に伝わる。

不思議なことに、テーマ発表後、すぐに会場ではテーマバッジやテーマネクタイも売り
出されるし、様々なテーマの入ったパンフレットも出回る。しかし、事前には私たちに
は漏れてこない。このような規制がしっかりされているのも、なかなか興味深いもので
ある。

さて、このＲＩ会長テーマはロータリー活動で、唯一無二のテーマである。地区テーマ
や行事ごとに地区大会テーマ、地区協議会テーマなどを定めていた地区もあったそうだ
が、ロータリーのテーマはＲＩ会長テーマだけであると思っている。

国際協議会でガバナーエレクトとして地区のテーマをどうするか、というような質問が
研修リーダーから出た。私は迷わず地区にテーマはないはずだが、と疑問を投げてみた。
同期のエレクトの数名からも自分の地区でも地区テーマは持つべきでないと言われてい
る、とフォロー発言があった。
この件は翌日にリーダーから、ロータリーのテーマはＲＩ会長テーマのみです、地区は
行動指針活動方針という表現をしてください、と指導があった。

したがってガバナーとしては、ＲＩ会長テーマと無関係な地区方針をしてはいけないと
いうことである。

英語はあまりというか、まったく得意ではないので、今回はその道の識者から突っ込
まれないことを願いたいと思うが、テーマとして触れずには過ぎ去れないので、少し
この言葉について考えてみたい。

インスピレーションは日本語に訳すよりそのまま使われている方が多い。辞書などに
は「ひらめき・思い付き・霊感」と書いてあるが、なんだかわかりにくい。

国際協議会の分科会で研修リーダーにインスピレーションとは何かと聞いたが、研修
が終わるころにはハッキリしてくるはずである、との返答であった。最終日に結局ど
う訳すのかという問いに、あなたがこの研修で感じたまま、それぞれの解釈があると、
結局は統一の解答は得られなかった。

皆さんはどう解釈されるだろうか？『ピンとくる』という表現と『ヒントとなる』と
いう表現がある。後者のヒントになるというのは、疑問を抱え、問題意識を持ってい
るときに、ふとした言動がその解決になるということであろう。例えばサスペンスド
ラマで、刑事が家で食事中に家族の日常の会話に事件解決の糸口を気づくシーンがあ
る。これは解決への障害が取り除けたということだと思う。

『ひらめいた！』ということで、これもインスピレーションの一つとも思うが、
少々ＲＩ会長のテーマの解釈としては弱いと思う。

そこで考えるに、インスピレーションとは、一瞬閃光が走ると言うか、心躍るもの
を浮かべたということではなかろうか。これだ、これをやってみよう、このやり方
があったのだという動機付けになったという方が強いものだろうと考える。

したがって、ピンとくる刺激となること、これではいけないぞ、頑張らなくてはと
鼓舞させること、別の言葉では前進する活力になった瞬間、ということだと考える。
そうだ、と前に進みたくなるようなものが、インスピレーションではないだろうか。

見えない何かが、不意に前進する力を感じさせてくれる、勇気を与える風を感じる、
躊躇を砕く風を感じる、その時がインスピレーションともいえないだろうか。
インスピレーションになるということは『風になる』ということでは格好良すぎる
表現かなぁと自嘲気味に笑ってしまう。

RIテーマについて考える インスピレーションについて考える

RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎 RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎

村井ガバナー的こころ

その1 その2

村井ガバナー的こころ

今年度『ロータリーパッチワーク』という、私がロータリーについて個人的な感想を述
べるコーナーを担当することにした。
体系たてて書くほどの情報量を持ち合わせていないので、毎回の話題にさほど関連はな
いが、１年間を総合的にみると、何かパッチワークの作品の様になっていかないかとの
思いで、スタートすることにした。

さて、ＲＩのテーマは毎年度変わる。今年度はご承知の通り『BE THE INSPIRATION』
（インスピレーションになろう）である。ＲＩ会長のバリー・ラシン氏のこのテーマへの
思いは、地区便覧の巻頭「テーマ講演」を読んでいただきたい。大変興味深い筋立てで
このテーマへのラシン会長の思いが、とてもよく伝わってくる。（今月号月信の39ページにも掲載）

このＲＩテーマであるが、サンディエゴ国際協議会の初日、本会議の場で様々な国の言
葉で発表された。このテーマは当日まで極秘事項らしいのであるが、発表と同時にMy 
ROTARYに発表されるので、一瞬にして全世界に伝わる。

不思議なことに、テーマ発表後、すぐに会場ではテーマバッジやテーマネクタイも売り
出されるし、様々なテーマの入ったパンフレットも出回る。しかし、事前には私たちに
は漏れてこない。このような規制がしっかりされているのも、なかなか興味深いもので
ある。

さて、このＲＩ会長テーマはロータリー活動で、唯一無二のテーマである。地区テーマ
や行事ごとに地区大会テーマ、地区協議会テーマなどを定めていた地区もあったそうだ
が、ロータリーのテーマはＲＩ会長テーマだけであると思っている。

国際協議会でガバナーエレクトとして地区のテーマをどうするか、というような質問が
研修リーダーから出た。私は迷わず地区にテーマはないはずだが、と疑問を投げてみた。
同期のエレクトの数名からも自分の地区でも地区テーマは持つべきでないと言われてい
る、とフォロー発言があった。
この件は翌日にリーダーから、ロータリーのテーマはＲＩ会長テーマのみです、地区は
行動指針活動方針という表現をしてください、と指導があった。

したがってガバナーとしては、ＲＩ会長テーマと無関係な地区方針をしてはいけないと
いうことである。

英語はあまりというか、まったく得意ではないので、今回はその道の識者から突っ込
まれないことを願いたいと思うが、テーマとして触れずには過ぎ去れないので、少し
この言葉について考えてみたい。

インスピレーションは日本語に訳すよりそのまま使われている方が多い。辞書などに
は「ひらめき・思い付き・霊感」と書いてあるが、なんだかわかりにくい。

国際協議会の分科会で研修リーダーにインスピレーションとは何かと聞いたが、研修
が終わるころにはハッキリしてくるはずである、との返答であった。最終日に結局ど
う訳すのかという問いに、あなたがこの研修で感じたまま、それぞれの解釈があると、
結局は統一の解答は得られなかった。

皆さんはどう解釈されるだろうか？『ピンとくる』という表現と『ヒントとなる』と
いう表現がある。後者のヒントになるというのは、疑問を抱え、問題意識を持ってい
るときに、ふとした言動がその解決になるということであろう。例えばサスペンスド
ラマで、刑事が家で食事中に家族の日常の会話に事件解決の糸口を気づくシーンがあ
る。これは解決への障害が取り除けたということだと思う。

『ひらめいた！』ということで、これもインスピレーションの一つとも思うが、
少々ＲＩ会長のテーマの解釈としては弱いと思う。

そこで考えるに、インスピレーションとは、一瞬閃光が走ると言うか、心躍るもの
を浮かべたということではなかろうか。これだ、これをやってみよう、このやり方
があったのだという動機付けになったという方が強いものだろうと考える。

したがって、ピンとくる刺激となること、これではいけないぞ、頑張らなくてはと
鼓舞させること、別の言葉では前進する活力になった瞬間、ということだと考える。
そうだ、と前に進みたくなるようなものが、インスピレーションではないだろうか。

見えない何かが、不意に前進する力を感じさせてくれる、勇気を与える風を感じる、
躊躇を砕く風を感じる、その時がインスピレーションともいえないだろうか。
インスピレーションになるということは『風になる』ということでは格好良すぎる
表現かなぁと自嘲気味に笑ってしまう。

RIテーマについて考える インスピレーションについて考える

RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎 RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎
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村井ガバナー的こころ

その1 その2

村井ガバナー的こころ

今年度『ロータリーパッチワーク』という、私がロータリーについて個人的な感想を述
べるコーナーを担当することにした。
体系たてて書くほどの情報量を持ち合わせていないので、毎回の話題にさほど関連はな
いが、１年間を総合的にみると、何かパッチワークの作品の様になっていかないかとの
思いで、スタートすることにした。

さて、ＲＩのテーマは毎年度変わる。今年度はご承知の通り『BE THE INSPIRATION』
（インスピレーションになろう）である。ＲＩ会長のバリー・ラシン氏のこのテーマへの
思いは、地区便覧の巻頭「テーマ講演」を読んでいただきたい。大変興味深い筋立てで
このテーマへのラシン会長の思いが、とてもよく伝わってくる。（今月号月信の39ページにも掲載）

このＲＩテーマであるが、サンディエゴ国際協議会の初日、本会議の場で様々な国の言
葉で発表された。このテーマは当日まで極秘事項らしいのであるが、発表と同時にMy 
ROTARYに発表されるので、一瞬にして全世界に伝わる。

不思議なことに、テーマ発表後、すぐに会場ではテーマバッジやテーマネクタイも売り
出されるし、様々なテーマの入ったパンフレットも出回る。しかし、事前には私たちに
は漏れてこない。このような規制がしっかりされているのも、なかなか興味深いもので
ある。

さて、このＲＩ会長テーマはロータリー活動で、唯一無二のテーマである。地区テーマ
や行事ごとに地区大会テーマ、地区協議会テーマなどを定めていた地区もあったそうだ
が、ロータリーのテーマはＲＩ会長テーマだけであると思っている。

国際協議会でガバナーエレクトとして地区のテーマをどうするか、というような質問が
研修リーダーから出た。私は迷わず地区にテーマはないはずだが、と疑問を投げてみた。
同期のエレクトの数名からも自分の地区でも地区テーマは持つべきでないと言われてい
る、とフォロー発言があった。
この件は翌日にリーダーから、ロータリーのテーマはＲＩ会長テーマのみです、地区は
行動指針活動方針という表現をしてください、と指導があった。

したがってガバナーとしては、ＲＩ会長テーマと無関係な地区方針をしてはいけないと
いうことである。

英語はあまりというか、まったく得意ではないので、今回はその道の識者から突っ込
まれないことを願いたいと思うが、テーマとして触れずには過ぎ去れないので、少し
この言葉について考えてみたい。

インスピレーションは日本語に訳すよりそのまま使われている方が多い。辞書などに
は「ひらめき・思い付き・霊感」と書いてあるが、なんだかわかりにくい。

国際協議会の分科会で研修リーダーにインスピレーションとは何かと聞いたが、研修
が終わるころにはハッキリしてくるはずである、との返答であった。最終日に結局ど
う訳すのかという問いに、あなたがこの研修で感じたまま、それぞれの解釈があると、
結局は統一の解答は得られなかった。

皆さんはどう解釈されるだろうか？『ピンとくる』という表現と『ヒントとなる』と
いう表現がある。後者のヒントになるというのは、疑問を抱え、問題意識を持ってい
るときに、ふとした言動がその解決になるということであろう。例えばサスペンスド
ラマで、刑事が家で食事中に家族の日常の会話に事件解決の糸口を気づくシーンがあ
る。これは解決への障害が取り除けたということだと思う。

『ひらめいた！』ということで、これもインスピレーションの一つとも思うが、
少々ＲＩ会長のテーマの解釈としては弱いと思う。

そこで考えるに、インスピレーションとは、一瞬閃光が走ると言うか、心躍るもの
を浮かべたということではなかろうか。これだ、これをやってみよう、このやり方
があったのだという動機付けになったという方が強いものだろうと考える。

したがって、ピンとくる刺激となること、これではいけないぞ、頑張らなくてはと
鼓舞させること、別の言葉では前進する活力になった瞬間、ということだと考える。
そうだ、と前に進みたくなるようなものが、インスピレーションではないだろうか。

見えない何かが、不意に前進する力を感じさせてくれる、勇気を与える風を感じる、
躊躇を砕く風を感じる、その時がインスピレーションともいえないだろうか。
インスピレーションになるということは『風になる』ということでは格好良すぎる
表現かなぁと自嘲気味に笑ってしまう。

RIテーマについて考える インスピレーションについて考える

RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎 RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎

村井ガバナー的こころ

その1 その2

村井ガバナー的こころ

今年度『ロータリーパッチワーク』という、私がロータリーについて個人的な感想を述
べるコーナーを担当することにした。
体系たてて書くほどの情報量を持ち合わせていないので、毎回の話題にさほど関連はな
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その4

村井ガバナー的こころ

ＲＩ会長テーマを受けて、地区活動方針として『あなたの街でロータリーを！あなたの
街からロータリーを！』とした。

いつどこで何のために何に対してインスピレーションになるのか、ということを私なり
に考え、この活動方針とした。

まずは、あなたのいる街で、インスピレーションになろうということ。その街とは住ん
でいる街でも仕事をしている街でも良い。サイトの中でも良いと思う。まずはあなた自
身がロータリーとは何か、どのような活動をする団体なのか、を伝えることだと思う。

あなたの行動や考えに接することが、他のロータリアンを前進させる活力となり、色々
な奉仕団体を鼓舞することになれば、インスピレーションになったということであろう。

まずはあなたの街でロータリーを実践しよう、そして広めよう、伝えようということで
ある。その活動によって、あなたの街からロータリー活動を発信していくことになるの
であると思う。

さらに各人、各クラブ、各委員会が行う活動内容がロータリーとして、地域に良い影響
を及ぼし、公共イメージを向上させ、個人の高潔性を養うことにつながって行く。

そういう意味からも、会員一人一人がロータリアンとして、奉仕の理念とは何かに
ついて理解を深めて行動することが必要であると思う。

奉仕の理念のもとで行う活動を、まずは自分たちの過ごしている地域で行っていこ
う、それを『あなたの街でロータリーを』、と私は表現した。

そしてそのことを、あなたの街から発信し、多くの奉仕の仲間と手を取り合って、
奉仕の輪を広げていく、すなわち『あなたの街からロータリーを』、とつながって
行くのである。

あなたの活動が誰かの前進力となり、インスピレーションとなれば、あなたの街で
ロータリー活動が実践されたこととなるのである。

サブタイトルの　―ロータリーの奉仕の理念を学び、奉仕の実践をしよう―　は、
『あなたの街でロータリーを』と、同じことを言っているだけのことであることも、
ご理解いただきたいと思う。

では奉仕の理念とは、何か。それは後日にこのガバナー的こころで、述べてみたい。

地区活動方針について考える

RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎

村井ガバナー的こころ

その3

７月号に続きＲＩ会長テーマを再度考えてみる。このテーマは主語と目的語がないので様
々な解釈がされているというか、自由に考えてよいものであることは７月号で説明した。

そこで主語はロータリアンとしてでも、ロータリークラブがでも、ロータリー活動がでも
良いと思うし、目的語は他のロータリアンやロータリークラブ、他の奉仕団体に、と考え
るのが、分かりやすくはないだろうか。

ロータリアンとして、他のロータリアンにとって、インスピレーションになろう、とする
ことで文章としては成り立ってくると思う。

ここで、バリー・ラシンＲＩ会長のテーマと、昨年のイアン H . S .  ライズリー会長テーマ
のロータリー：変化をもたらす、との関連について考えてみる。

ロータリーは一昨年のジョンＦ．ジャームＲＩ会長の時、潮目が変わったと言われている。
ライズリー氏はロータリーの活動が世の中に変化をもたらす。ロータリーが世の中を変え
て行くエネルギー源となろう、ロータリーは変化をもたらす奉仕団体になる、との思いを
込められたのだと思う。

さらに、２０１８年６月トロントで開催された国際大会のテーマは『いたるところにイン
スピレーション』であった。変化をもたらすにはインスピレーションが必要であるとの
メッセージだと思う。

これを受けてということではないだろうが、ラシン氏は世の中に変化をもたらすには、あ
なたがインスピレーションになりなさいと、このテーマを決められたのではと思う。

あなた自身がロータリーに変化をもたらす、そして世の中を変える（良いことを広めて行
く）インスピレーションになろうということではなかろうか。

とはいうものの、どういう行動がインスピレーションとなるのだろうか。自分では気づか
ないが、周りの人が感じるものということであるから、少々厄介なことではある。

反面教師的なことでなく、真摯にロータリー活動をしている、奉仕の心を持ち続けている
ことが、何らかのインスピレーションに自然となっていくということであろう。

しかし、わざわざＲＩ会長テーマにするのであるから、会員として何らかの努力をせよと
いうことである。

それは、基本はしっかり奉仕の理念を理解し、奉仕の実践を見せることが、インスピレー
ションとなるのだ、ということだと私は考える。

再び『インスピレーションになろう』について考える

RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎
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まずは、あなたのいる街で、インスピレーションになろうということ。その街とは住ん
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ご理解いただきたいと思う。

では奉仕の理念とは、何か。それは後日にこのガバナー的こころで、述べてみたい。

地区活動方針について考える
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７月号に続きＲＩ会長テーマを再度考えてみる。このテーマは主語と目的語がないので様
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いうことである。
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再び『インスピレーションになろう』について考える
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　７月は会員増強月間であった。各クラブ共に会員数の増加には意識を高く持たれ
ている。とはいうもののこの会員増加は当初の目標を達するにはかなりの努力がい
る。会員の増加よりも減少を食い止めて維持をしてゆくのは、なかなか困難である
というクラブの声をも聞く。

　実際に日本の会員数は減少しており、９万人台となり３ゾーンであったのが、2.5
ゾーンになることとなった。元の３ゾーンに戻すには各ゾーン3.5万人として10.5万
人であるから、あと1.5万人の増加は必要となる。
　しかし、これは日本の問題であって、ＲＩの会員増強月間との関係は薄い。
　クラブでなぜ会員増強が必要なのかを考えてみる。

　まず、ロータリーは良いことをしている、これからも良いことをして行こう、だ
から多くの人に参加してもらおう。みんなを誘い合って良いことを広げて行こうと
いう考えが根底にある。つまり全体で行う社会奉仕、国際奉仕に主体をもっていて、
日本のロータリアンの多くが唱える個人の奉仕（アイサーブ）とは少し異なる方向
である。

　次に数の必要性を考えてみる。良いことをするには多くの人と繋がって行かねば
ならない。さらに事業費用の必要性から、多くの人から寄付を集めなくてはいけな
い。そのために会員を増やそうということではないかと感じている。

　これをＲＩ戦略計画では、会員基盤の強化、会員基盤の多様化と言っている。
　本来はロータリーの成長のために、リーダーの養成や革新的な計画の樹立が表に
出なくてはいけないのに、会員増強が当面の課題となっている。

　会員増強については、日本のロータリアンの中で、ロータリーは入れてくれと言
っても入れる会ではない、入ったからには個人が例会の場で学び、各職場で個人と
して奉仕すればよいのであって、数の多さは不要であると考える方々と相入れない
ように思う。

　話が少々ＲＩの方針の説明とは離れていきそうなので、会員増強をもう少し考え
てみる。

　となると、量と質という問題が浮かんでくる。
　会員増強ならばよいが、会員増弱とならないようにと、ある方が仰っておられた。
まさに至言である。増弱とならないためには、会員の増加努力と共に、入会後のオ
リエンテーションは必要である。ロータリーの活動を理解することで、ロータリー
が楽しくなり、長く会員でいることにつながる。

　このオリエンテーションがなかなかタイミングよくできにくく、新会員研修が地
区で毎年行われるがそれだけでは十分ではない。一番は先輩会員が寄り添うことで
あると考える。例会場で自クラブの話をしたり、同好会活動を一緒に行ったりして、
仲間となってもらうことである。これを急ぎすぎると古参会員にとってはクラブの
様相が変わったと感じられ、新会員とともに戸惑いが生じ、去って行こうとする方
も増える懸念がある。ここに世代を超えた会員同士の親睦の重要性を感じる。

　甘い言葉で勧誘して入会させれば良い、ではなかろうが、難しいことは抜きにし
てとりあえず入会を促しても、入会後は早くロータリーを理解してもらいロータリ
アンとしての、自覚と喜びを共有できるように導いてほしい。

　さらに、新会員が定着するには、やはりクラブが輝いていること、奉仕の理念の
もとロータリー活動をしていて、自分もその一員であることに誇りが持てることで
あろう。
　クラブが輝き魅力あることが、会員増強にも退会防止にも必要なことであること
は言うまでもないことである。
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　さらに、新会員が定着するには、やはりクラブが輝いていること、奉仕の理念の
もとロータリー活動をしていて、自分もその一員であることに誇りが持てることで
あろう。
　クラブが輝き魅力あることが、会員増強にも退会防止にも必要なことであること
は言うまでもないことである。
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　７月は会員増強月間であった。各クラブ共に会員数の増加には意識を高く持たれ
ている。とはいうもののこの会員増加は当初の目標を達するにはかなりの努力がい
る。会員の増加よりも減少を食い止めて維持をしてゆくのは、なかなか困難である
というクラブの声をも聞く。

　実際に日本の会員数は減少しており、９万人台となり３ゾーンであったのが、2.5
ゾーンになることとなった。元の３ゾーンに戻すには各ゾーン3.5万人として10.5万
人であるから、あと1.5万人の増加は必要となる。
　しかし、これは日本の問題であって、ＲＩの会員増強月間との関係は薄い。
　クラブでなぜ会員増強が必要なのかを考えてみる。

　まず、ロータリーは良いことをしている、これからも良いことをして行こう、だ
から多くの人に参加してもらおう。みんなを誘い合って良いことを広げて行こうと
いう考えが根底にある。つまり全体で行う社会奉仕、国際奉仕に主体をもっていて、
日本のロータリアンの多くが唱える個人の奉仕（アイサーブ）とは少し異なる方向
である。

　次に数の必要性を考えてみる。良いことをするには多くの人と繋がって行かねば
ならない。さらに事業費用の必要性から、多くの人から寄付を集めなくてはいけな
い。そのために会員を増やそうということではないかと感じている。

　これをＲＩ戦略計画では、会員基盤の強化、会員基盤の多様化と言っている。
　本来はロータリーの成長のために、リーダーの養成や革新的な計画の樹立が表に
出なくてはいけないのに、会員増強が当面の課題となっている。

　会員増強については、日本のロータリアンの中で、ロータリーは入れてくれと言
っても入れる会ではない、入ったからには個人が例会の場で学び、各職場で個人と
して奉仕すればよいのであって、数の多さは不要であると考える方々と相入れない
ように思う。

　話が少々ＲＩの方針の説明とは離れていきそうなので、会員増強をもう少し考え
てみる。

　となると、量と質という問題が浮かんでくる。
　会員増強ならばよいが、会員増弱とならないようにと、ある方が仰っておられた。
まさに至言である。増弱とならないためには、会員の増加努力と共に、入会後のオ
リエンテーションは必要である。ロータリーの活動を理解することで、ロータリー
が楽しくなり、長く会員でいることにつながる。

　このオリエンテーションがなかなかタイミングよくできにくく、新会員研修が地
区で毎年行われるがそれだけでは十分ではない。一番は先輩会員が寄り添うことで
あると考える。例会場で自クラブの話をしたり、同好会活動を一緒に行ったりして、
仲間となってもらうことである。これを急ぎすぎると古参会員にとってはクラブの
様相が変わったと感じられ、新会員とともに戸惑いが生じ、去って行こうとする方
も増える懸念がある。ここに世代を超えた会員同士の親睦の重要性を感じる。

　甘い言葉で勧誘して入会させれば良い、ではなかろうが、難しいことは抜きにし
てとりあえず入会を促しても、入会後は早くロータリーを理解してもらいロータリ
アンとしての、自覚と喜びを共有できるように導いてほしい。

　さらに、新会員が定着するには、やはりクラブが輝いていること、奉仕の理念の
もとロータリー活動をしていて、自分もその一員であることに誇りが持てることで
あろう。
　クラブが輝き魅力あることが、会員増強にも退会防止にも必要なことであること
は言うまでもないことである。
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村井ガバナー的こころ

その5

　７月は会員増強月間であった。各クラブ共に会員数の増加には意識を高く持たれ
ている。とはいうもののこの会員増加は当初の目標を達するにはかなりの努力がい
る。会員の増加よりも減少を食い止めて維持をしてゆくのは、なかなか困難である
というクラブの声をも聞く。

　実際に日本の会員数は減少しており、９万人台となり３ゾーンであったのが、2.5
ゾーンになることとなった。元の３ゾーンに戻すには各ゾーン3.5万人として10.5万
人であるから、あと1.5万人の増加は必要となる。
　しかし、これは日本の問題であって、ＲＩの会員増強月間との関係は薄い。
　クラブでなぜ会員増強が必要なのかを考えてみる。

　まず、ロータリーは良いことをしている、これからも良いことをして行こう、だ
から多くの人に参加してもらおう。みんなを誘い合って良いことを広げて行こうと
いう考えが根底にある。つまり全体で行う社会奉仕、国際奉仕に主体をもっていて、
日本のロータリアンの多くが唱える個人の奉仕（アイサーブ）とは少し異なる方向
である。

　次に数の必要性を考えてみる。良いことをするには多くの人と繋がって行かねば
ならない。さらに事業費用の必要性から、多くの人から寄付を集めなくてはいけな
い。そのために会員を増やそうということではないかと感じている。

　これをＲＩ戦略計画では、会員基盤の強化、会員基盤の多様化と言っている。
　本来はロータリーの成長のために、リーダーの養成や革新的な計画の樹立が表に
出なくてはいけないのに、会員増強が当面の課題となっている。

　会員増強については、日本のロータリアンの中で、ロータリーは入れてくれと言
っても入れる会ではない、入ったからには個人が例会の場で学び、各職場で個人と
して奉仕すればよいのであって、数の多さは不要であると考える方々と相入れない
ように思う。

会員増強について考える

　話が少々ＲＩの方針の説明とは離れていきそうなので、会員増強をもう少し考え
てみる。

　となると、量と質という問題が浮かんでくる。
　会員増強ならばよいが、会員増弱とならないようにと、ある方が仰っておられた。
まさに至言である。増弱とならないためには、会員の増加努力と共に、入会後のオ
リエンテーションは必要である。ロータリーの活動を理解することで、ロータリー
が楽しくなり、長く会員でいることにつながる。

　このオリエンテーションがなかなかタイミングよくできにくく、新会員研修が地
区で毎年行われるがそれだけでは十分ではない。一番は先輩会員が寄り添うことで
あると考える。例会場で自クラブの話をしたり、同好会活動を一緒に行ったりして、
仲間となってもらうことである。これを急ぎすぎると古参会員にとってはクラブの
様相が変わったと感じられ、新会員とともに戸惑いが生じ、去って行こうとする方
も増える懸念がある。ここに世代を超えた会員同士の親睦の重要性を感じる。

　甘い言葉で勧誘して入会させれば良い、ではなかろうが、難しいことは抜きにし
てとりあえず入会を促しても、入会後は早くロータリーを理解してもらいロータリ
アンとしての、自覚と喜びを共有できるように導いてほしい。

　さらに、新会員が定着するには、やはりクラブが輝いていること、奉仕の理念の
もとロータリー活動をしていて、自分もその一員であることに誇りが持てることで
あろう。
　クラブが輝き魅力あることが、会員増強にも退会防止にも必要なことであること
は言うまでもないことである。
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　７月は会員増強月間であった。各クラブ共に会員数の増加には意識を高く持たれ
ている。とはいうもののこの会員増加は当初の目標を達するにはかなりの努力がい
る。会員の増加よりも減少を食い止めて維持をしてゆくのは、なかなか困難である
というクラブの声をも聞く。

　実際に日本の会員数は減少しており、９万人台となり３ゾーンであったのが、2.5
ゾーンになることとなった。元の３ゾーンに戻すには各ゾーン3.5万人として10.5万
人であるから、あと1.5万人の増加は必要となる。
　しかし、これは日本の問題であって、ＲＩの会員増強月間との関係は薄い。
　クラブでなぜ会員増強が必要なのかを考えてみる。

　まず、ロータリーは良いことをしている、これからも良いことをして行こう、だ
から多くの人に参加してもらおう。みんなを誘い合って良いことを広げて行こうと
いう考えが根底にある。つまり全体で行う社会奉仕、国際奉仕に主体をもっていて、
日本のロータリアンの多くが唱える個人の奉仕（アイサーブ）とは少し異なる方向
である。

　次に数の必要性を考えてみる。良いことをするには多くの人と繋がって行かねば
ならない。さらに事業費用の必要性から、多くの人から寄付を集めなくてはいけな
い。そのために会員を増やそうということではないかと感じている。

　これをＲＩ戦略計画では、会員基盤の強化、会員基盤の多様化と言っている。
　本来はロータリーの成長のために、リーダーの養成や革新的な計画の樹立が表に
出なくてはいけないのに、会員増強が当面の課題となっている。

　会員増強については、日本のロータリアンの中で、ロータリーは入れてくれと言
っても入れる会ではない、入ったからには個人が例会の場で学び、各職場で個人と
して奉仕すればよいのであって、数の多さは不要であると考える方々と相入れない
ように思う。

　話が少々ＲＩの方針の説明とは離れていきそうなので、会員増強をもう少し考え
てみる。

　となると、量と質という問題が浮かんでくる。
　会員増強ならばよいが、会員増弱とならないようにと、ある方が仰っておられた。
まさに至言である。増弱とならないためには、会員の増加努力と共に、入会後のオ
リエンテーションは必要である。ロータリーの活動を理解することで、ロータリー
が楽しくなり、長く会員でいることにつながる。

　このオリエンテーションがなかなかタイミングよくできにくく、新会員研修が地
区で毎年行われるがそれだけでは十分ではない。一番は先輩会員が寄り添うことで
あると考える。例会場で自クラブの話をしたり、同好会活動を一緒に行ったりして、
仲間となってもらうことである。これを急ぎすぎると古参会員にとってはクラブの
様相が変わったと感じられ、新会員とともに戸惑いが生じ、去って行こうとする方
も増える懸念がある。ここに世代を超えた会員同士の親睦の重要性を感じる。

　甘い言葉で勧誘して入会させれば良い、ではなかろうが、難しいことは抜きにし
てとりあえず入会を促しても、入会後は早くロータリーを理解してもらいロータリ
アンとしての、自覚と喜びを共有できるように導いてほしい。

　さらに、新会員が定着するには、やはりクラブが輝いていること、奉仕の理念の
もとロータリー活動をしていて、自分もその一員であることに誇りが持てることで
あろう。
　クラブが輝き魅力あることが、会員増強にも退会防止にも必要なことであること
は言うまでもないことである。
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村井ガバナー的こころ

その5

　７月は会員増強月間であった。各クラブ共に会員数の増加には意識を高く持たれ
ている。とはいうもののこの会員増加は当初の目標を達するにはかなりの努力がい
る。会員の増加よりも減少を食い止めて維持をしてゆくのは、なかなか困難である
というクラブの声をも聞く。

　実際に日本の会員数は減少しており、９万人台となり３ゾーンであったのが、2.5
ゾーンになることとなった。元の３ゾーンに戻すには各ゾーン3.5万人として10.5万
人であるから、あと1.5万人の増加は必要となる。
　しかし、これは日本の問題であって、ＲＩの会員増強月間との関係は薄い。
　クラブでなぜ会員増強が必要なのかを考えてみる。

　まず、ロータリーは良いことをしている、これからも良いことをして行こう、だ
から多くの人に参加してもらおう。みんなを誘い合って良いことを広げて行こうと
いう考えが根底にある。つまり全体で行う社会奉仕、国際奉仕に主体をもっていて、
日本のロータリアンの多くが唱える個人の奉仕（アイサーブ）とは少し異なる方向
である。

　次に数の必要性を考えてみる。良いことをするには多くの人と繋がって行かねば
ならない。さらに事業費用の必要性から、多くの人から寄付を集めなくてはいけな
い。そのために会員を増やそうということではないかと感じている。

　これをＲＩ戦略計画では、会員基盤の強化、会員基盤の多様化と言っている。
　本来はロータリーの成長のために、リーダーの養成や革新的な計画の樹立が表に
出なくてはいけないのに、会員増強が当面の課題となっている。

　会員増強については、日本のロータリアンの中で、ロータリーは入れてくれと言
っても入れる会ではない、入ったからには個人が例会の場で学び、各職場で個人と
して奉仕すればよいのであって、数の多さは不要であると考える方々と相入れない
ように思う。

会員増強について考える

　話が少々ＲＩの方針の説明とは離れていきそうなので、会員増強をもう少し考え
てみる。

　となると、量と質という問題が浮かんでくる。
　会員増強ならばよいが、会員増弱とならないようにと、ある方が仰っておられた。
まさに至言である。増弱とならないためには、会員の増加努力と共に、入会後のオ
リエンテーションは必要である。ロータリーの活動を理解することで、ロータリー
が楽しくなり、長く会員でいることにつながる。

　このオリエンテーションがなかなかタイミングよくできにくく、新会員研修が地
区で毎年行われるがそれだけでは十分ではない。一番は先輩会員が寄り添うことで
あると考える。例会場で自クラブの話をしたり、同好会活動を一緒に行ったりして、
仲間となってもらうことである。これを急ぎすぎると古参会員にとってはクラブの
様相が変わったと感じられ、新会員とともに戸惑いが生じ、去って行こうとする方
も増える懸念がある。ここに世代を超えた会員同士の親睦の重要性を感じる。

　甘い言葉で勧誘して入会させれば良い、ではなかろうが、難しいことは抜きにし
てとりあえず入会を促しても、入会後は早くロータリーを理解してもらいロータリ
アンとしての、自覚と喜びを共有できるように導いてほしい。

　さらに、新会員が定着するには、やはりクラブが輝いていること、奉仕の理念の
もとロータリー活動をしていて、自分もその一員であることに誇りが持てることで
あろう。
　クラブが輝き魅力あることが、会員増強にも退会防止にも必要なことであること
は言うまでもないことである。
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　７月にスタートした新年度も二月を過ぎ、ガバナー公式訪問も始まった。
　ガバナー補佐の事前訪問からも、分区内交流の他クラブ訪問について、すでに各
クラブで実施されていることが伝わってくる。

　ガバナーサイトの分区内交流のコーナーにも、投稿が寄せられている。感想の多
くは初めて自クラブ以外の例会に出た人が多いということだ。最近はメークアップ
が前後２週間となり、サインでのメークアップの方が安易にできるので、より他ク
ラブに出席することが少なくなってきている。

　よほど馴染みの方がいて例会場で打ち合わせの必要性でもない限り、訪問する人
が少ないのは仕方がない。おまけにビジターフィを払い、ニコニコＢＯＸまで考え
ると、相当な出費となると考えている人も少なくはないとも思う。

　今回、分区内交流の一つとして、３年未満の会員に他クラブの例会に出て、様々
な体験をしてもらおうと考えてみた。私自身も卓話に呼ばれて地区内３０クラブ以
上にお邪魔したが、各クラブの運営方法にはいつも新鮮な驚きを感じていた。体操
から始まったり、握手で始まったり、例会最後に謡曲（うたい）を謡ったりと様々
なことが体験できた。

　研修リーダーとして参加した新会員研修の場で、多くの新会員から他クラブの例
会に出たことがない、出来れば出てみたいが一人では行きにくい、などの意見がフ
リーディスカッションなどで多く出ていた。
　そこで、先輩会員とともに行くような後押しを地区としてできないか、と考えて
いた。

　ガバナーエレクト研修会の席で、２６１０地区（富山石川）のガバナーエレクト
から、金沢では市内のメークアップのビジターフィは無料で、お互いに行き来して
いるとの話を聞いた。金沢のロータリークラブに在籍されていた神野ＰＧからも同
じ話を聞いた。

　そこで、２７６０地区においては、先輩会員が新会員に同行して他クラブの例
会に訪問し新会員の費用を負担するのはどうかと考えた。
　これにはいくらガバナー方針とは言え、スタッフも驚いたことと思う。しかし
気持ちよく理解してくれて、事業予算も捻出できた。あとはどのくらい、実施し
てくれるかである。

　他クラブに行くというのは結構緊張するものである。また市内の各クラブは親
子関係にもあり、普段からの交流も深い。では少し遠いクラブはどうであろうか。
同じ分区でありながら名前は知っているが、どんな例会をしているかわからない、
それを見に行くのも良いのではと考えた。
　ガバナー公式訪問の組み合わせがそうである。実際のところビジター側は往復
の時間もかかるし、受け入れ側は例会場のキャパシティなど問題があり、様々な
ご意見ご指摘も当然であるが、上記の理由から友愛の精神でご理解を願いたい。

　今年度のＲＩ会長テーマは『インスピレーションになろう』であるから、他ク
ラブに出てインスピレーションを大いに感じてほしいものである。
　また、他クラブの運営の多様性や柔軟性も見てほしい、何かインスピレーショ
ンを感じるものがあると期待している。

　重要なのは、良さを見ることであり、あれはダメ、これはダメ、何の役にも立
たんと考えないことである。ロータリアンの寛容の精神で見てほしい。
　特に会員歴の長い会員には、新会員に適切なアドバイスをお願いしたいもので
ある。
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村井ガバナー的こころ

その6

　７月にスタートした新年度も二月を過ぎ、ガバナー公式訪問も始まった。
　ガバナー補佐の事前訪問からも、分区内交流の他クラブ訪問について、すでに各
クラブで実施されていることが伝わってくる。

　ガバナーサイトの分区内交流のコーナーにも、投稿が寄せられている。感想の多
くは初めて自クラブ以外の例会に出た人が多いということだ。最近はメークアップ
が前後２週間となり、サインでのメークアップの方が安易にできるので、より他ク
ラブに出席することが少なくなってきている。

　よほど馴染みの方がいて例会場で打ち合わせの必要性でもない限り、訪問する人
が少ないのは仕方がない。おまけにビジターフィを払い、ニコニコＢＯＸまで考え
ると、相当な出費となると考えている人も少なくはないとも思う。

　今回、分区内交流の一つとして、３年未満の会員に他クラブの例会に出て、様々
な体験をしてもらおうと考えてみた。私自身も卓話に呼ばれて地区内３０クラブ以
上にお邪魔したが、各クラブの運営方法にはいつも新鮮な驚きを感じていた。体操
から始まったり、握手で始まったり、例会最後に謡曲（うたい）を謡ったりと様々
なことが体験できた。

　研修リーダーとして参加した新会員研修の場で、多くの新会員から他クラブの例
会に出たことがない、出来れば出てみたいが一人では行きにくい、などの意見がフ
リーディスカッションなどで多く出ていた。
　そこで、先輩会員とともに行くような後押しを地区としてできないか、と考えて
いた。

　ガバナーエレクト研修会の席で、２６１０地区（富山石川）のガバナーエレクト
から、金沢では市内のメークアップのビジターフィは無料で、お互いに行き来して
いるとの話を聞いた。金沢のロータリークラブに在籍されていた神野ＰＧからも同
じ話を聞いた。

分区内交流について考える

　そこで、２７６０地区においては、先輩会員が新会員に同行して他クラブの例
会に訪問し新会員の費用を負担するのはどうかと考えた。
　これにはいくらガバナー方針とは言え、スタッフも驚いたことと思う。しかし
気持ちよく理解してくれて、事業予算も捻出できた。あとはどのくらい、実施し
てくれるかである。

　他クラブに行くというのは結構緊張するものである。また市内の各クラブは親
子関係にもあり、普段からの交流も深い。では少し遠いクラブはどうであろうか。
同じ分区でありながら名前は知っているが、どんな例会をしているかわからない、
それを見に行くのも良いのではと考えた。
　ガバナー公式訪問の組み合わせがそうである。実際のところビジター側は往復
の時間もかかるし、受け入れ側は例会場のキャパシティなど問題があり、様々な
ご意見ご指摘も当然であるが、上記の理由から友愛の精神でご理解を願いたい。

　今年度のＲＩ会長テーマは『インスピレーションになろう』であるから、他ク
ラブに出てインスピレーションを大いに感じてほしいものである。
　また、他クラブの運営の多様性や柔軟性も見てほしい、何かインスピレーショ
ンを感じるものがあると期待している。

　重要なのは、良さを見ることであり、あれはダメ、これはダメ、何の役にも立
たんと考えないことである。ロータリアンの寛容の精神で見てほしい。
　特に会員歴の長い会員には、新会員に適切なアドバイスをお願いしたいもので
ある。
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会に出たことがない、出来れば出てみたいが一人では行きにくい、などの意見がフ
リーディスカッションなどで多く出ていた。
　そこで、先輩会員とともに行くような後押しを地区としてできないか、と考えて
いた。

　ガバナーエレクト研修会の席で、２６１０地区（富山石川）のガバナーエレクト
から、金沢では市内のメークアップのビジターフィは無料で、お互いに行き来して
いるとの話を聞いた。金沢のロータリークラブに在籍されていた神野ＰＧからも同
じ話を聞いた。

　そこで、２７６０地区においては、先輩会員が新会員に同行して他クラブの例
会に訪問し新会員の費用を負担するのはどうかと考えた。
　これにはいくらガバナー方針とは言え、スタッフも驚いたことと思う。しかし
気持ちよく理解してくれて、事業予算も捻出できた。あとはどのくらい、実施し
てくれるかである。

　他クラブに行くというのは結構緊張するものである。また市内の各クラブは親
子関係にもあり、普段からの交流も深い。では少し遠いクラブはどうであろうか。
同じ分区でありながら名前は知っているが、どんな例会をしているかわからない、
それを見に行くのも良いのではと考えた。
　ガバナー公式訪問の組み合わせがそうである。実際のところビジター側は往復
の時間もかかるし、受け入れ側は例会場のキャパシティなど問題があり、様々な
ご意見ご指摘も当然であるが、上記の理由から友愛の精神でご理解を願いたい。

　今年度のＲＩ会長テーマは『インスピレーションになろう』であるから、他ク
ラブに出てインスピレーションを大いに感じてほしいものである。
　また、他クラブの運営の多様性や柔軟性も見てほしい、何かインスピレーショ
ンを感じるものがあると期待している。

　重要なのは、良さを見ることであり、あれはダメ、これはダメ、何の役にも立
たんと考えないことである。ロータリアンの寛容の精神で見てほしい。
　特に会員歴の長い会員には、新会員に適切なアドバイスをお願いしたいもので
ある。
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　先日、映画≪ブレス・しあわせの呼吸≫を鑑賞してきた。ポリオに感染した青年
が、周りの人の愛情に支えられ生きていく実話をもとにした映画であり、ロータリ
ーが協力している。
　地区内の地域によっては上映館がないところもある。鑑賞していない会員もいる
かも知れないので、ストーリーの詳細は伏せておく。

　この映画を見ることは、ポリオについて考える良い機会になることは確かである。
　私たちロータリアンはポリオの撲滅を訴え活動を続けている。それもあと少しの
ところまで先人たちの努力もあって、達成するところまで来ている。

　ポリオはなくすことが出来るのであるから、無くさなくてはならない。これは
ロータリアンだけでなく人類の悲願であると思うが、ここ数年で発症数が減少して
きたことは本当に喜ばしいことである。

　地区ロータリー財団委員会の中村公彦委員長から教えていただいた資料の中に次
のようなものがあった。
◎ポリオを地球上からなくす5つの理由
１．犠牲となる子どもをなくす

ウィルスを撲滅せず、感染を抑止するだけでは、今後10年以内に発症者の数が
20万人に跳ね上がると言われています。

２．撲滅は可能
ポリオ撲滅の手段、そしてすべての子どもに予防接種を行うための手段が、私
たちには備わっています。

３．未来への投資
≪ポリオのない世界≫への世界的投資により、今後20年間に400～500憶ドルの
経済的恩恵がもたらされると専門家は見ています。

４．システムの強化
ポリオ撲滅の取り組みによって、感染を徹底して監視するためのネットワーク
が世界各地に築かれました。これにより、今後も世界中の地域社会を守ってい
くことが出来ます。

５．公共保健活動のモデルとなる
世界中すべての子どもへの予防接種が可能であることが実証されれば、今後の
世界的な公共保健活動の可能性をさらに広げることが出来ます。

　本当にポリオは無くせるところまで来ているし、多くの子どもたちが不幸な目に
合わなくて済む世界が近づいている。今回の映画ではポリオ撲滅と言うより、ポリ
オに感染することにより大変な生活をしなくてはいけないことが理解できる。映画
では周りの愛情の強さを表現していたが、現実は今も多くの感染者が大変な思いを
されている。

　一人30ドルの募金をお願いしているが、金額の多寡ではなくロータリーの活動と
して募金に難色を示されている方もいるという話も耳にする。
　しかしポリオは無くせる、無くさなくてはいけないのである、ということは理解
していただきたい。そしてロータリー活動でなくても、別の場面ででも寄付をお願
いしたく思う。

　ポリオ撲滅については多くの動画や資料がMy ROTARYから手に入る。また、10
月24日は世界ポリオデーと制定されており、その週の27日・28日の２日間は当地区
のＷＦＦ（ワールドフードふれあいフェスタ）を開催する。さらに27日の夜は、ポ
リオ親善大使のジュディ・オングさんを招いて「エンドポリオナイト」を開催し、
ポリオへの募金協力をお願いすることにしている。

　ポリオに感染する子どもたちがいてよいわけがない、
これからの子どもたちの為にも、ポリオ撲滅に皆さん
の理解を形に現していただきたいと願うばかりである。
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いしたく思う。

　ポリオ撲滅については多くの動画や資料がMy ROTARYから手に入る。また、10
月24日は世界ポリオデーと制定されており、その週の27日・28日の２日間は当地区
のＷＦＦ（ワールドフードふれあいフェスタ）を開催する。さらに27日の夜は、ポ
リオ親善大使のジュディ・オングさんを招いて「エンドポリオナイト」を開催し、
ポリオへの募金協力をお願いすることにしている。

　ポリオに感染する子どもたちがいてよいわけがない、
これからの子どもたちの為にも、ポリオ撲滅に皆さん
の理解を形に現していただきたいと願うばかりである。
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　先日、映画≪ブレス・しあわせの呼吸≫を鑑賞してきた。ポリオに感染した青年
が、周りの人の愛情に支えられ生きていく実話をもとにした映画であり、ロータリ
ーが協力している。
　地区内の地域によっては上映館がないところもある。鑑賞していない会員もいる
かも知れないので、ストーリーの詳細は伏せておく。

　この映画を見ることは、ポリオについて考える良い機会になることは確かである。
　私たちロータリアンはポリオの撲滅を訴え活動を続けている。それもあと少しの
ところまで先人たちの努力もあって、達成するところまで来ている。

　ポリオはなくすことが出来るのであるから、無くさなくてはならない。これは
ロータリアンだけでなく人類の悲願であると思うが、ここ数年で発症数が減少して
きたことは本当に喜ばしいことである。

　地区ロータリー財団委員会の中村公彦委員長から教えていただいた資料の中に次
のようなものがあった。
◎ポリオを地球上からなくす5つの理由
１．犠牲となる子どもをなくす

ウィルスを撲滅せず、感染を抑止するだけでは、今後10年以内に発症者の数が
20万人に跳ね上がると言われています。

２．撲滅は可能
ポリオ撲滅の手段、そしてすべての子どもに予防接種を行うための手段が、私
たちには備わっています。

３．未来への投資
≪ポリオのない世界≫への世界的投資により、今後20年間に400～500憶ドルの
経済的恩恵がもたらされると専門家は見ています。

４．システムの強化
ポリオ撲滅の取り組みによって、感染を徹底して監視するためのネットワーク
が世界各地に築かれました。これにより、今後も世界中の地域社会を守ってい
くことが出来ます。

５．公共保健活動のモデルとなる
世界中すべての子どもへの予防接種が可能であることが実証されれば、今後の
世界的な公共保健活動の可能性をさらに広げることが出来ます。

　本当にポリオは無くせるところまで来ているし、多くの子どもたちが不幸な目に
合わなくて済む世界が近づいている。今回の映画ではポリオ撲滅と言うより、ポリ
オに感染することにより大変な生活をしなくてはいけないことが理解できる。映画
では周りの愛情の強さを表現していたが、現実は今も多くの感染者が大変な思いを
されている。

　一人30ドルの募金をお願いしているが、金額の多寡ではなくロータリーの活動と
して募金に難色を示されている方もいるという話も耳にする。
　しかしポリオは無くせる、無くさなくてはいけないのである、ということは理解
していただきたい。そしてロータリー活動でなくても、別の場面ででも寄付をお願
いしたく思う。

　ポリオ撲滅については多くの動画や資料がMy ROTARYから手に入る。また、10
月24日は世界ポリオデーと制定されており、その週の27日・28日の２日間は当地区
のＷＦＦ（ワールドフードふれあいフェスタ）を開催する。さらに27日の夜は、ポ
リオ親善大使のジュディ・オングさんを招いて「エンドポリオナイト」を開催し、
ポリオへの募金協力をお願いすることにしている。

　ポリオに感染する子どもたちがいてよいわけがない、
これからの子どもたちの為にも、ポリオ撲滅に皆さん
の理解を形に現していただきたいと願うばかりである。
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　先日、映画≪ブレス・しあわせの呼吸≫を鑑賞してきた。ポリオに感染した青年
が、周りの人の愛情に支えられ生きていく実話をもとにした映画であり、ロータリ
ーが協力している。
　地区内の地域によっては上映館がないところもある。鑑賞していない会員もいる
かも知れないので、ストーリーの詳細は伏せておく。

　この映画を見ることは、ポリオについて考える良い機会になることは確かである。
　私たちロータリアンはポリオの撲滅を訴え活動を続けている。それもあと少しの
ところまで先人たちの努力もあって、達成するところまで来ている。

　ポリオはなくすことが出来るのであるから、無くさなくてはならない。これは
ロータリアンだけでなく人類の悲願であると思うが、ここ数年で発症数が減少して
きたことは本当に喜ばしいことである。

　地区ロータリー財団委員会の中村公彦委員長から教えていただいた資料の中に次
のようなものがあった。
◎ポリオを地球上からなくす5つの理由
１．犠牲となる子どもをなくす

ウィルスを撲滅せず、感染を抑止するだけでは、今後10年以内に発症者の数が
20万人に跳ね上がると言われています。

２．撲滅は可能
ポリオ撲滅の手段、そしてすべての子どもに予防接種を行うための手段が、私
たちには備わっています。

３．未来への投資
≪ポリオのない世界≫への世界的投資により、今後20年間に400～500憶ドルの
経済的恩恵がもたらされると専門家は見ています。

４．システムの強化
ポリオ撲滅の取り組みによって、感染を徹底して監視するためのネットワーク
が世界各地に築かれました。これにより、今後も世界中の地域社会を守ってい
くことが出来ます。

映画ブレスをみてポリオについて考える

５．公共保健活動のモデルとなる
世界中すべての子どもへの予防接種が可能であることが実証されれば、今後の
世界的な公共保健活動の可能性をさらに広げることが出来ます。

　本当にポリオは無くせるところまで来ているし、多くの子どもたちが不幸な目に
合わなくて済む世界が近づいている。今回の映画ではポリオ撲滅と言うより、ポリ
オに感染することにより大変な生活をしなくてはいけないことが理解できる。映画
では周りの愛情の強さを表現していたが、現実は今も多くの感染者が大変な思いを
されている。

　一人30ドルの募金をお願いしているが、金額の多寡ではなくロータリーの活動と
して募金に難色を示されている方もいるという話も耳にする。
　しかしポリオは無くせる、無くさなくてはいけないのである、ということは理解
していただきたい。そしてロータリー活動でなくても、別の場面ででも寄付をお願
いしたく思う。

　ポリオ撲滅については多くの動画や資料がMy ROTARYから手に入る。また、10
月24日は世界ポリオデーと制定されており、その週の27日・28日の２日間は当地区
のＷＦＦ（ワールドフードふれあいフェスタ）を開催する。さらに27日の夜は、ポ
リオ親善大使のジュディ・オングさんを招いて「エンドポリオナイト」を開催し、
ポリオへの募金協力をお願いすることにしている。

　ポリオに感染する子どもたちがいてよいわけがない、
これからの子どもたちの為にも、ポリオ撲滅に皆さん
の理解を形に現していただきたいと願うばかりである。
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ところまで先人たちの努力もあって、達成するところまで来ている。

　ポリオはなくすことが出来るのであるから、無くさなくてはならない。これは
ロータリアンだけでなく人類の悲願であると思うが、ここ数年で発症数が減少して
きたことは本当に喜ばしいことである。

　地区ロータリー財団委員会の中村公彦委員長から教えていただいた資料の中に次
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１．犠牲となる子どもをなくす

ウィルスを撲滅せず、感染を抑止するだけでは、今後10年以内に発症者の数が
20万人に跳ね上がると言われています。

２．撲滅は可能
ポリオ撲滅の手段、そしてすべての子どもに予防接種を行うための手段が、私
たちには備わっています。

３．未来への投資
≪ポリオのない世界≫への世界的投資により、今後20年間に400～500憶ドルの
経済的恩恵がもたらされると専門家は見ています。

４．システムの強化
ポリオ撲滅の取り組みによって、感染を徹底して監視するためのネットワーク
が世界各地に築かれました。これにより、今後も世界中の地域社会を守ってい
くことが出来ます。

５．公共保健活動のモデルとなる
世界中すべての子どもへの予防接種が可能であることが実証されれば、今後の
世界的な公共保健活動の可能性をさらに広げることが出来ます。

　本当にポリオは無くせるところまで来ているし、多くの子どもたちが不幸な目に
合わなくて済む世界が近づいている。今回の映画ではポリオ撲滅と言うより、ポリ
オに感染することにより大変な生活をしなくてはいけないことが理解できる。映画
では周りの愛情の強さを表現していたが、現実は今も多くの感染者が大変な思いを
されている。

　一人30ドルの募金をお願いしているが、金額の多寡ではなくロータリーの活動と
して募金に難色を示されている方もいるという話も耳にする。
　しかしポリオは無くせる、無くさなくてはいけないのである、ということは理解
していただきたい。そしてロータリー活動でなくても、別の場面ででも寄付をお願
いしたく思う。

　ポリオ撲滅については多くの動画や資料がMy ROTARYから手に入る。また、10
月24日は世界ポリオデーと制定されており、その週の27日・28日の２日間は当地区
のＷＦＦ（ワールドフードふれあいフェスタ）を開催する。さらに27日の夜は、ポ
リオ親善大使のジュディ・オングさんを招いて「エンドポリオナイト」を開催し、
ポリオへの募金協力をお願いすることにしている。

　ポリオに感染する子どもたちがいてよいわけがない、
これからの子どもたちの為にも、ポリオ撲滅に皆さん
の理解を形に現していただきたいと願うばかりである。
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が、周りの人の愛情に支えられ生きていく実話をもとにした映画であり、ロータリ
ーが協力している。
　地区内の地域によっては上映館がないところもある。鑑賞していない会員もいる
かも知れないので、ストーリーの詳細は伏せておく。

　この映画を見ることは、ポリオについて考える良い機会になることは確かである。
　私たちロータリアンはポリオの撲滅を訴え活動を続けている。それもあと少しの
ところまで先人たちの努力もあって、達成するところまで来ている。

　ポリオはなくすことが出来るのであるから、無くさなくてはならない。これは
ロータリアンだけでなく人類の悲願であると思うが、ここ数年で発症数が減少して
きたことは本当に喜ばしいことである。
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◎ポリオを地球上からなくす5つの理由
１．犠牲となる子どもをなくす

ウィルスを撲滅せず、感染を抑止するだけでは、今後10年以内に発症者の数が
20万人に跳ね上がると言われています。

２．撲滅は可能
ポリオ撲滅の手段、そしてすべての子どもに予防接種を行うための手段が、私
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いしたく思う。
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のＷＦＦ（ワールドフードふれあいフェスタ）を開催する。さらに27日の夜は、ポ
リオ親善大使のジュディ・オングさんを招いて「エンドポリオナイト」を開催し、
ポリオへの募金協力をお願いすることにしている。

　ポリオに感染する子どもたちがいてよいわけがない、
これからの子どもたちの為にも、ポリオ撲滅に皆さん
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　今回は前年踏襲と言う言葉について考えてみる。
　私が考えている前年踏襲と言う言葉の持つイメージは、すべてのことに対して、
何も考えずに何も変えずひたすら同じことを同じようにすること、という意味合い
を強く感じている。昨年はこれで誰からも文句言われなかったから、今まで誰も変
えることをしてないのに自分の代で変えることはない、といった発想ではないかと
思っている。

　だから私は「前年踏襲はしない」ということがある。

　前年踏襲と言う言葉で何も変えることをしないのは、何も考えない、何も意識し
ないで過ごそうとする言い訳であると言っては言い過ぎだろうか？

　私の家業である糀屋は私で二十八代であるが、戒律的に何ひとつ変えてはならぬ
ということはない。社訓ではないが、社員教育として次の言葉をよく使う。

　『古くして古きもの滅ぶ、新しくして新しきものまた滅ぶ、古くして新しきもの
永遠不滅なり』

　簡単に説明すると、古いものをそのまま受け継いでいては駄目である、古いもの
を基盤に新しい息吹を吹き込んでいくことこそ永遠不滅である、と言う意味合いで
ある。ＩＴ企業のような新進企業には合わない言葉であるが、わが社ではこの言葉
を大切にする社風がある。

　さて話題を戻そう、私は今までのやり方や活動してきたことを今一度見直し、改
革すべきところは改革する。やめることもあるし、変えることもあるし、追加する
こともあるし、熟慮の上に手を加えないことももちろんある、これこそが「前年踏
襲はしない」ということであろうと思っている。

　ガバナーとしての私も、何も考えずに前年踏襲で良しとしていることは無いだろ
うか、間違ったままの運営は無いだろうか、と自分自身や周りの皆さんに問いかけ

ながら、地区委員長の方々の協力で地区の運営を進めている。

　過去のその時に任務に当たった人が間違えたことを誰も気が付かずに、または気
が付いても修正せずに過ぎてきたことはないだろうか、それが標準となり正しいも
のとされていることがないだろうか、という検証もしていくべきと思っているとい
うことである。

　更にガバナーとして皆さんと共に考えたいのは、なぜそうしているのかという問
いかけに、いやそれは昨年もそうだったから、あるいは例年そうだからと納得して
いないだろうか、という部分である。
　なぜこの人たちの集まりなのか、なぜこの時期にするのか、なぜこの順番の進行
なのか、まったく検討されず、前年踏襲されている姿を見受けることが多い。

　繰り返しになるが、全てを否定ではなく、検証した結果同じようにやるべきこと
はやれば良いし、変えるところは変えればよい。この過程を私は『前年踏襲はしな
い』という言葉で表現したいと思う。もちろん、この変化には多くの人の声に耳を
傾けることは言うまでもない。

　変えることには反対派が必ずいる、なぜ変える、しきたりを無視するのか、と
言った声も出てくるだろう。理由があれば理解する人もいるだろうし、正論を振
りかざしても頑なに拒む人もいるなど、様々な説得できにくい場面もあるだろう。

　しかし変えなくてはいけないところは、熱い思いと真摯な態度で信念をもって
突き進むしかない。ガバナーとして前を向いて１年間理解者の協力のもと歩んで
ゆきたい。
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　今回は前年踏襲と言う言葉について考えてみる。
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何も考えずに何も変えずひたすら同じことを同じようにすること、という意味合い
を強く感じている。昨年はこれで誰からも文句言われなかったから、今まで誰も変
えることをしてないのに自分の代で変えることはない、といった発想ではないかと
思っている。

　だから私は「前年踏襲はしない」ということがある。

　前年踏襲と言う言葉で何も変えることをしないのは、何も考えない、何も意識し
ないで過ごそうとする言い訳であると言っては言い過ぎだろうか？

　私の家業である糀屋は私で二十八代であるが、戒律的に何ひとつ変えてはならぬ
ということはない。社訓ではないが、社員教育として次の言葉をよく使う。

　『古くして古きもの滅ぶ、新しくして新しきものまた滅ぶ、古くして新しきもの
永遠不滅なり』

　簡単に説明すると、古いものをそのまま受け継いでいては駄目である、古いもの
を基盤に新しい息吹を吹き込んでいくことこそ永遠不滅である、と言う意味合いで
ある。ＩＴ企業のような新進企業には合わない言葉であるが、わが社ではこの言葉
を大切にする社風がある。

　さて話題を戻そう、私は今までのやり方や活動してきたことを今一度見直し、改
革すべきところは改革する。やめることもあるし、変えることもあるし、追加する
こともあるし、熟慮の上に手を加えないことももちろんある、これこそが「前年踏
襲はしない」ということであろうと思っている。

　ガバナーとしての私も、何も考えずに前年踏襲で良しとしていることは無いだろ
うか、間違ったままの運営は無いだろうか、と自分自身や周りの皆さんに問いかけ

前年踏襲について考える

ながら、地区委員長の方々の協力で地区の運営を進めている。

　過去のその時に任務に当たった人が間違えたことを誰も気が付かずに、または気
が付いても修正せずに過ぎてきたことはないだろうか、それが標準となり正しいも
のとされていることがないだろうか、という検証もしていくべきと思っているとい
うことである。

　更にガバナーとして皆さんと共に考えたいのは、なぜそうしているのかという問
いかけに、いやそれは昨年もそうだったから、あるいは例年そうだからと納得して
いないだろうか、という部分である。
　なぜこの人たちの集まりなのか、なぜこの時期にするのか、なぜこの順番の進行
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りかざしても頑なに拒む人もいるなど、様々な説得できにくい場面もあるだろう。
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突き進むしかない。ガバナーとして前を向いて１年間理解者の協力のもと歩んで
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はやれば良いし、変えるところは変えればよい。この過程を私は『前年踏襲はしな
い』という言葉で表現したいと思う。もちろん、この変化には多くの人の声に耳を
傾けることは言うまでもない。

　変えることには反対派が必ずいる、なぜ変える、しきたりを無視するのか、と
言った声も出てくるだろう。理由があれば理解する人もいるだろうし、正論を振
りかざしても頑なに拒む人もいるなど、様々な説得できにくい場面もあるだろう。

　しかし変えなくてはいけないところは、熱い思いと真摯な態度で信念をもって
突き進むしかない。ガバナーとして前を向いて１年間理解者の協力のもと歩んで
ゆきたい。
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　ロータリー活動をしていて最近感じるのは、英単語を２～３文字で表す言葉が多
くなってきていることである。ＩＡ、ＲＣ、ＲＹＬＡ、ＲＣＣ、ＶＴＴ、ＳＡＡな
どは馴染みがあるのだが、普段の例会ではあまり使わない言葉が増えている。
　特に財団関係やＲＩ組織に関することが多い。ＴＲＦと言う略語があるが、これ
はThe Rotary Foundationの頭文字であり、ロータリー財団のことである。他にもＤ
Ｇ（District Grants）ＤＤＦ（District Designated Fund）など、財団のハンドブック
などには多くの記載を見かける。
　ちなみに私にとってＴＲＦ（trf）と言うと、小室哲哉プロデュースのイージードゥ
ダンスでおなじみの音楽グループがまず思い浮かぶ。わざわざＴＲＦなどと言わず、
ロータリー財団と言っても、Ｒ財団と書いてもそれほど面倒でもないように思う。
　ＤＤＦは長ったらしい英文なので略号でも良いが、略号だけで話すのは、委員会
の中だけにとどめて欲しい。新会員や一般会員にはわかりにくいので、話すときに
はＤＤＦすなわち地区財団活動資金、書く時はＤＤＦ（地区財団資金）とした方が
良いと思っている。

　クラブ財団委員長会議で、略号しか言わずに説明している地区委員がいるが、聞
いている方はついて行きにくいのが現状ではないだろうか。それがかえって聞く側
の理解を難しくしてはいないだろうか。略号から内容がイメージできないのは説明
としては不十分ではなかろうか。
　年度当初の地区財団セミナーで、英略号を話の中で使う時は対応する日本語を話
すこと、略号だけで使わないように、と言ったら、英語禁止ルールのようになって
しまい、村井ガバナーは英語を忌み嫌う人となってしまった。
　まぁ、当たらずも遠からずではあるが。

　ＲＩ（国際ロータリー）関連でも、ＲＣ（ロータリーコーディネーター）ＲＰＩ
Ｃ（ロータリー公共イメージコーディネーター）ＲＲＦＣ（ロータリー地域財団コ
ーディネーター）などがある。これが補佐になると頭にＡ（アシスタント）が付き、
ＡＲＣ・ＡＲＰＩＣ・ＡＲＲＦＣなどとなる。ロータリー用語になじみの少ない会
員に伝わるのかと心配になる。

　最近では、ＣＯＬなる単語を目にすることが多くなった。ＣＯＬとは規定審議会
のことであるが、ロータリー歴も長く、役職経験もある会員ですら『なんだこの言
葉の意味は』とつぶやかれていたほどである。

　そんなわけで、特に一般会員へ伝える場合は、略語＋和文の併記は必要であると
思うがいかがだろうか？
　公的な刷り物や資料にはこの併記がなされているようだが、地区内で使う委員会
で作成された資料やパワーポイントの内容には、この配慮がないものを見かける。
委員会内で通じる暗号ではないのだから、と思う次第である。

　ＲＣと言えばロータリーコーディネーターと書いたが、ロータリークラブのこと
も指すのではないのかと思う会員も多いはずである。しかし、ＲＣはロータリーク
ラブの正規の略号ではないらしい。ロータリーの友では縦組みの目次には『本誌中
のＲＣはロータリークラブ、ＲＩは国際ロータリーの略です』と記載し略号として
使用されている。

　確かに長い英文を略すのは当然であり、仕方ないことであるが、和文の意味が同
時に伝わる方が、理解しやすいのではと考える。

　私の子ども時代はＮＨＫとかＰＴＡとか、略号は少なかったし、その和文併記も
なかったが不自由はなく過ごしていた。いつの世からか多くの外来語について、日
本語に直すとこうですよと和訳が付くか、このような意味ですよと説明付きで使わ
れるようになってきたように思う。

　ＡＫＢ４８などは、スーッと受け入れられているのも現実であるから、と一面で
は妙に納得もできることではあるのだが。そう考えれば和訳を必ず求めたがる、私
一人が時代遅れなのかもしれない。

RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎

村井ガバナー的こころ

その9

　ロータリー活動をしていて最近感じるのは、英単語を２～３文字で表す言葉が多
くなってきていることである。ＩＡ、ＲＣ、ＲＹＬＡ、ＲＣＣ、ＶＴＴ、ＳＡＡな
どは馴染みがあるのだが、普段の例会ではあまり使わない言葉が増えている。
　特に財団関係やＲＩ組織に関することが多い。ＴＲＦと言う略語があるが、これ
はThe Rotary Foundationの頭文字であり、ロータリー財団のことである。他にもＤ
Ｇ（District Grants）ＤＤＦ（District Designated Fund）など、財団のハンドブック
などには多くの記載を見かける。
　ちなみに私にとってＴＲＦ（trf）と言うと、小室哲哉プロデュースのイージードゥ
ダンスでおなじみの音楽グループがまず思い浮かぶ。わざわざＴＲＦなどと言わず、
ロータリー財団と言っても、Ｒ財団と書いてもそれほど面倒でもないように思う。
　ＤＤＦは長ったらしい英文なので略号でも良いが、略号だけで話すのは、委員会
の中だけにとどめて欲しい。新会員や一般会員にはわかりにくいので、話すときに
はＤＤＦすなわち地区財団活動資金、書く時はＤＤＦ（地区財団資金）とした方が
良いと思っている。

　クラブ財団委員長会議で、略号しか言わずに説明している地区委員がいるが、聞
いている方はついて行きにくいのが現状ではないだろうか。それがかえって聞く側
の理解を難しくしてはいないだろうか。略号から内容がイメージできないのは説明
としては不十分ではなかろうか。
　年度当初の地区財団セミナーで、英略号を話の中で使う時は対応する日本語を話
すこと、略号だけで使わないように、と言ったら、英語禁止ルールのようになって
しまい、村井ガバナーは英語を忌み嫌う人となってしまった。
　まぁ、当たらずも遠からずではあるが。

　ＲＩ（国際ロータリー）関連でも、ＲＣ（ロータリーコーディネーター）ＲＰＩ
Ｃ（ロータリー公共イメージコーディネーター）ＲＲＦＣ（ロータリー地域財団コ
ーディネーター）などがある。これが補佐になると頭にＡ（アシスタント）が付き、
ＡＲＣ・ＡＲＰＩＣ・ＡＲＲＦＣなどとなる。ロータリー用語になじみの少ない会
員に伝わるのかと心配になる。

英文字略号について考える

　最近では、ＣＯＬなる単語を目にすることが多くなった。ＣＯＬとは規定審議会
のことであるが、ロータリー歴も長く、役職経験もある会員ですら『なんだこの言
葉の意味は』とつぶやかれていたほどである。

　そんなわけで、特に一般会員へ伝える場合は、略語＋和文の併記は必要であると
思うがいかがだろうか？
　公的な刷り物や資料にはこの併記がなされているようだが、地区内で使う委員会
で作成された資料やパワーポイントの内容には、この配慮がないものを見かける。
委員会内で通じる暗号ではないのだから、と思う次第である。

　ＲＣと言えばロータリーコーディネーターと書いたが、ロータリークラブのこと
も指すのではないのかと思う会員も多いはずである。しかし、ＲＣはロータリーク
ラブの正規の略号ではないらしい。ロータリーの友では縦組みの目次には『本誌中
のＲＣはロータリークラブ、ＲＩは国際ロータリーの略です』と記載し略号として
使用されている。

　確かに長い英文を略すのは当然であり、仕方ないことであるが、和文の意味が同
時に伝わる方が、理解しやすいのではと考える。

　私の子ども時代はＮＨＫとかＰＴＡとか、略号は少なかったし、その和文併記も
なかったが不自由はなく過ごしていた。いつの世からか多くの外来語について、日
本語に直すとこうですよと和訳が付くか、このような意味ですよと説明付きで使わ
れるようになってきたように思う。

　ＡＫＢ４８などは、スーッと受け入れられているのも現実であるから、と一面で
は妙に納得もできることではあるのだが。そう考えれば和訳を必ず求めたがる、私
一人が時代遅れなのかもしれない。

RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎

　ロータリー活動をしていて最近感じるのは、英単語を２～３文字で表す言葉が多
くなってきていることである。ＩＡ、ＲＣ、ＲＹＬＡ、ＲＣＣ、ＶＴＴ、ＳＡＡな
どは馴染みがあるのだが、普段の例会ではあまり使わない言葉が増えている。
　特に財団関係やＲＩ組織に関することが多い。ＴＲＦと言う略語があるが、これ
はThe Rotary Foundationの頭文字であり、ロータリー財団のことである。他にもＤ
Ｇ（District Grants）ＤＤＦ（District Designated Fund）など、財団のハンドブック
などには多くの記載を見かける。
　ちなみに私にとってＴＲＦ（trf）と言うと、小室哲哉プロデュースのイージードゥ
ダンスでおなじみの音楽グループがまず思い浮かぶ。わざわざＴＲＦなどと言わず、
ロータリー財団と言っても、Ｒ財団と書いてもそれほど面倒でもないように思う。
　ＤＤＦは長ったらしい英文なので略号でも良いが、略号だけで話すのは、委員会
の中だけにとどめて欲しい。新会員や一般会員にはわかりにくいので、話すときに
はＤＤＦすなわち地区財団活動資金、書く時はＤＤＦ（地区財団資金）とした方が
良いと思っている。

　クラブ財団委員長会議で、略号しか言わずに説明している地区委員がいるが、聞
いている方はついて行きにくいのが現状ではないだろうか。それがかえって聞く側
の理解を難しくしてはいないだろうか。略号から内容がイメージできないのは説明
としては不十分ではなかろうか。
　年度当初の地区財団セミナーで、英略号を話の中で使う時は対応する日本語を話
すこと、略号だけで使わないように、と言ったら、英語禁止ルールのようになって
しまい、村井ガバナーは英語を忌み嫌う人となってしまった。
　まぁ、当たらずも遠からずではあるが。

　ＲＩ（国際ロータリー）関連でも、ＲＣ（ロータリーコーディネーター）ＲＰＩ
Ｃ（ロータリー公共イメージコーディネーター）ＲＲＦＣ（ロータリー地域財団コ
ーディネーター）などがある。これが補佐になると頭にＡ（アシスタント）が付き、
ＡＲＣ・ＡＲＰＩＣ・ＡＲＲＦＣなどとなる。ロータリー用語になじみの少ない会
員に伝わるのかと心配になる。

　最近では、ＣＯＬなる単語を目にすることが多くなった。ＣＯＬとは規定審議会
のことであるが、ロータリー歴も長く、役職経験もある会員ですら『なんだこの言
葉の意味は』とつぶやかれていたほどである。

　そんなわけで、特に一般会員へ伝える場合は、略語＋和文の併記は必要であると
思うがいかがだろうか？
　公的な刷り物や資料にはこの併記がなされているようだが、地区内で使う委員会
で作成された資料やパワーポイントの内容には、この配慮がないものを見かける。
委員会内で通じる暗号ではないのだから、と思う次第である。

　ＲＣと言えばロータリーコーディネーターと書いたが、ロータリークラブのこと
も指すのではないのかと思う会員も多いはずである。しかし、ＲＣはロータリーク
ラブの正規の略号ではないらしい。ロータリーの友では縦組みの目次には『本誌中
のＲＣはロータリークラブ、ＲＩは国際ロータリーの略です』と記載し略号として
使用されている。

　確かに長い英文を略すのは当然であり、仕方ないことであるが、和文の意味が同
時に伝わる方が、理解しやすいのではと考える。

　私の子ども時代はＮＨＫとかＰＴＡとか、略号は少なかったし、その和文併記も
なかったが不自由はなく過ごしていた。いつの世からか多くの外来語について、日
本語に直すとこうですよと和訳が付くか、このような意味ですよと説明付きで使わ
れるようになってきたように思う。

　ＡＫＢ４８などは、スーッと受け入れられているのも現実であるから、と一面で
は妙に納得もできることではあるのだが。そう考えれば和訳を必ず求めたがる、私
一人が時代遅れなのかもしれない。

RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎

村井ガバナー的こころ

その9

　ロータリー活動をしていて最近感じるのは、英単語を２～３文字で表す言葉が多
くなってきていることである。ＩＡ、ＲＣ、ＲＹＬＡ、ＲＣＣ、ＶＴＴ、ＳＡＡな
どは馴染みがあるのだが、普段の例会ではあまり使わない言葉が増えている。
　特に財団関係やＲＩ組織に関することが多い。ＴＲＦと言う略語があるが、これ
はThe Rotary Foundationの頭文字であり、ロータリー財団のことである。他にもＤ
Ｇ（District Grants）ＤＤＦ（District Designated Fund）など、財団のハンドブック
などには多くの記載を見かける。
　ちなみに私にとってＴＲＦ（trf）と言うと、小室哲哉プロデュースのイージードゥ
ダンスでおなじみの音楽グループがまず思い浮かぶ。わざわざＴＲＦなどと言わず、
ロータリー財団と言っても、Ｒ財団と書いてもそれほど面倒でもないように思う。
　ＤＤＦは長ったらしい英文なので略号でも良いが、略号だけで話すのは、委員会
の中だけにとどめて欲しい。新会員や一般会員にはわかりにくいので、話すときに
はＤＤＦすなわち地区財団活動資金、書く時はＤＤＦ（地区財団資金）とした方が
良いと思っている。

　クラブ財団委員長会議で、略号しか言わずに説明している地区委員がいるが、聞
いている方はついて行きにくいのが現状ではないだろうか。それがかえって聞く側
の理解を難しくしてはいないだろうか。略号から内容がイメージできないのは説明
としては不十分ではなかろうか。
　年度当初の地区財団セミナーで、英略号を話の中で使う時は対応する日本語を話
すこと、略号だけで使わないように、と言ったら、英語禁止ルールのようになって
しまい、村井ガバナーは英語を忌み嫌う人となってしまった。
　まぁ、当たらずも遠からずではあるが。

　ＲＩ（国際ロータリー）関連でも、ＲＣ（ロータリーコーディネーター）ＲＰＩ
Ｃ（ロータリー公共イメージコーディネーター）ＲＲＦＣ（ロータリー地域財団コ
ーディネーター）などがある。これが補佐になると頭にＡ（アシスタント）が付き、
ＡＲＣ・ＡＲＰＩＣ・ＡＲＲＦＣなどとなる。ロータリー用語になじみの少ない会
員に伝わるのかと心配になる。

英文字略号について考える

　最近では、ＣＯＬなる単語を目にすることが多くなった。ＣＯＬとは規定審議会
のことであるが、ロータリー歴も長く、役職経験もある会員ですら『なんだこの言
葉の意味は』とつぶやかれていたほどである。

　そんなわけで、特に一般会員へ伝える場合は、略語＋和文の併記は必要であると
思うがいかがだろうか？
　公的な刷り物や資料にはこの併記がなされているようだが、地区内で使う委員会
で作成された資料やパワーポイントの内容には、この配慮がないものを見かける。
委員会内で通じる暗号ではないのだから、と思う次第である。

　ＲＣと言えばロータリーコーディネーターと書いたが、ロータリークラブのこと
も指すのではないのかと思う会員も多いはずである。しかし、ＲＣはロータリーク
ラブの正規の略号ではないらしい。ロータリーの友では縦組みの目次には『本誌中
のＲＣはロータリークラブ、ＲＩは国際ロータリーの略です』と記載し略号として
使用されている。

　確かに長い英文を略すのは当然であり、仕方ないことであるが、和文の意味が同
時に伝わる方が、理解しやすいのではと考える。

　私の子ども時代はＮＨＫとかＰＴＡとか、略号は少なかったし、その和文併記も
なかったが不自由はなく過ごしていた。いつの世からか多くの外来語について、日
本語に直すとこうですよと和訳が付くか、このような意味ですよと説明付きで使わ
れるようになってきたように思う。

　ＡＫＢ４８などは、スーッと受け入れられているのも現実であるから、と一面で
は妙に納得もできることではあるのだが。そう考えれば和訳を必ず求めたがる、私
一人が時代遅れなのかもしれない。
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いている方はついて行きにくいのが現状ではないだろうか。それがかえって聞く側
の理解を難しくしてはいないだろうか。略号から内容がイメージできないのは説明
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　ガバナー公式訪問を10月で終えた。台風で１例会が11月末にはなったが、当初の
予定は終えることが出来た。
　その中で、私が説明した『インスピレーションになる』を聞けなかった会員のた
めに、ここで説明の場を頂くことにした。各クラブのＷＥＥＫＬＹに卓話の詳細を
書いていただいてもいるが、ガバナーとして文字化しておくことにする。

　私はＲＩテーマとしての『インスピレーションになる』と『インスピレーション
を感じる』は違うと考える。そしてバリー・ラシン氏の講演の中から、インスピレ
ーション＝前進の活力と意味づける。これが前提としての説明である。

　例として次の話を場面を想像して読んで欲しい。
　私がウォーキングをしていたとしよう。もう少し上り坂を歩くと見晴らしの良い
展望台のようなところに到着する。そんな時、大きな岩かベンチがあったとしよう、
私は腰を下ろして持参したペットボトルのふたを開け水を飲みそして汗を拭く、
あぁ疲れたもう少し休もうと思った時、スーッと風が首筋を撫でる。私はハッと気
づき、そうだもう少し歩いて展望台まで行ってから休むのだと思い再び歩き始める。

　私を前進させたのは何だったのか、それは『風』である。風が私にとってインス
ピレーションとなったのだ。風が前進の活力をくれたのだ。物理的に体を吹き飛ば
すような強風でない、そよ風程度のものだ。風は私に動けと言う風に吹いたのでは
ない、誰にでも同じように吹いたのだ、しかし、私にはインスピレーション（前進
の活力）となったのだ。

　風がインスピレーションとなり、私はインスピレーションを感じたのだ。そう、
ロータリアン一人一人の活動、一つ一つのクラブの活動が、周りの人を動かす、前
進させる活力となることが、インスピレーションになろう、と言う言葉ではないだ
ろうか。

　さらにもう一つの話を読んで欲しい。
　日本のロータリー誕生記念の点鍾のゴングをチーンと鳴らす、鐘の音は会場の隅

々まで聞こえる。聞こえた方はいい音色だ、良く響くねと思うだろうから、インス
ピレーションを感じたという表現となるだろう。ここでインスピレーションになる
とは、この鐘自身になろうということではないだろうか、自分から発する音色が周
りの人を感化し、その心に何かひらめきを感じさせる。
　ロータリアンはこの鐘となることが、インスピレーションになることであると、
私はＲＩテーマ『インスピレーションになる』をとらえている。

　『インスピレーションになろう』は、なかなか難しい様に考えるものであるが、
私は以上のように理解し、公式訪問で説明をしてきた。受け手ではなく、送り手と
なることがこのＲＩテーマの神髄ではなかろうか。そしてそれを一瞬にして相手が
感じ取るかどうかは、分からない、しかしロータリアンとして、常に思いやりの心
で奉仕活動を続けることが、送り手となることだと思う。

　ぱっちわーく第１回の結びの『風になる』の説明と思っていただければ嬉しく思
う。
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感じ取るかどうかは、分からない、しかしロータリアンとして、常に思いやりの心
で奉仕活動を続けることが、送り手となることだと思う。

　ぱっちわーく第１回の結びの『風になる』の説明と思っていただければ嬉しく思
う。
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　ガバナー公式訪問を10月で終えた。台風で１例会が11月末にはなったが、当初の
予定は終えることが出来た。
　その中で、私が説明した『インスピレーションになる』を聞けなかった会員のた
めに、ここで説明の場を頂くことにした。各クラブのＷＥＥＫＬＹに卓話の詳細を
書いていただいてもいるが、ガバナーとして文字化しておくことにする。

　私はＲＩテーマとしての『インスピレーションになる』と『インスピレーション
を感じる』は違うと考える。そしてバリー・ラシン氏の講演の中から、インスピレ
ーション＝前進の活力と意味づける。これが前提としての説明である。

　例として次の話を場面を想像して読んで欲しい。
　私がウォーキングをしていたとしよう。もう少し上り坂を歩くと見晴らしの良い
展望台のようなところに到着する。そんな時、大きな岩かベンチがあったとしよう、
私は腰を下ろして持参したペットボトルのふたを開け水を飲みそして汗を拭く、
あぁ疲れたもう少し休もうと思った時、スーッと風が首筋を撫でる。私はハッと気
づき、そうだもう少し歩いて展望台まで行ってから休むのだと思い再び歩き始める。

　私を前進させたのは何だったのか、それは『風』である。風が私にとってインス
ピレーションとなったのだ。風が前進の活力をくれたのだ。物理的に体を吹き飛ば
すような強風でない、そよ風程度のものだ。風は私に動けと言う風に吹いたのでは
ない、誰にでも同じように吹いたのだ、しかし、私にはインスピレーション（前進
の活力）となったのだ。

　風がインスピレーションとなり、私はインスピレーションを感じたのだ。そう、
ロータリアン一人一人の活動、一つ一つのクラブの活動が、周りの人を動かす、前
進させる活力となることが、インスピレーションになろう、と言う言葉ではないだ
ろうか。

　さらにもう一つの話を読んで欲しい。
　日本のロータリー誕生記念の点鍾のゴングをチーンと鳴らす、鐘の音は会場の隅

々まで聞こえる。聞こえた方はいい音色だ、良く響くねと思うだろうから、インス
ピレーションを感じたという表現となるだろう。ここでインスピレーションになる
とは、この鐘自身になろうということではないだろうか、自分から発する音色が周
りの人を感化し、その心に何かひらめきを感じさせる。
　ロータリアンはこの鐘となることが、インスピレーションになることであると、
私はＲＩテーマ『インスピレーションになる』をとらえている。
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　奉仕の理想に集いし友よ、で始まるのは、ロータリーソング「奉仕の理想」である。

　私が入会した２０数年前は“Ideal of Service”を奉仕の理想と言ったが、英文は変わ
らないが、数年前にロータリーの目的の邦訳が現代的に変わった時に奉仕の理念と
なった。

　邦訳であるから元の意味は変わってないと言うが、米山梅吉翁が訳されたと言わ
れている奉仕の理想という言い方の方が私は好きだ。理想と言うと現実にないもの
がそこにある、夢や希望や明日の姿を思い浮かべる。これに引きかえ理念と言うと、
固い不変なものを私は思い浮かべてしまう。だからと言い張るつもりはないが、理
想という言い方の方には夢があって好きだ。

　さて、この奉仕の理念と言う言葉は難解である。私が地区職業奉仕委員長の時、
他クラブに卓話で伺う時にいつも困ったのがこの言葉の意味である。今年度は地区
活動方針で『奉仕の理念を学び、奉仕の実践をしよう』を副題に掲げた。そしてガバ

ナー公式訪問の卓話でその解説もしてきた。

　ロータリーの「超我の奉仕」や「最もよく奉仕するもの、最も多く報われる」と
いう二つのモットーだけで奉仕の理念を説明をするには、聞く側がロータリーによ
ほど精通されていないとちょっとわかりにくい。
　そこで、ありきたりであるが『思いやりの心』ということを強調してきた。あな
たがして欲しいことを他の人にもしてあげましょう、という説明も加えて話をした。
多くの宗教の教義にもこれと似たような表現が書かれていて、人として集団社会で
生きて行くことの根幹の考えだと思う。

　この思いやりを感じ、共に生きている共に助け合っているという意味から、共生
・共感と言う言葉も併せ伝えた。しかしながら人によっては捉え方やイメージする
シーンが違うと思うので、あなたの喜びが私の喜び、あなたの幸せが私の幸せと言
う表現を強調し説明してきた。

　思いやりとは同情することや慰めることだけでなく、手を差し伸べて乗り越える
ことであると思う。その根底は単なる偽善的な行為や金銭の施しなどでなく、さら
に自己満足の為であってはならない。それがあなたの喜びが私の喜びである。良い
汗をかいたではなく、喜んでもらえたということが大切ではなかろうか。

　だからと言って、誰かに認めてもらうということではなく、評価や名声を求める
ものであってはならない。であるからして、この思いやりの言葉は奥深く、さらに
奉仕の理念となると、さらに深い言葉であると思う。

　思いやりとは実際は本当に難しいと思う。
　相手の感情を考慮し声を掛けないという思いやりもあるだろうし、静かに見守る
思いやりもあるだろう。
　しかし、人は一人では生きてはいないということは確かである。ロータリーの奉
仕活動は、思いやりの心を実践してこそ意味があるのではないだろうか。

　現実の問題から未来に向かっての問題まで、世界で良いことをしよう、を合言葉
に思いやりの心を持つ仲間づくりを進めることがロータリアンとして肝要だと思う。

　この奉仕の理念はまた機会があれば、別角度から書いてみたいと思う。
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に自己満足の為であってはならない。それがあなたの喜びが私の喜びである。良い
汗をかいたではなく、喜んでもらえたということが大切ではなかろうか。

　だからと言って、誰かに認めてもらうということではなく、評価や名声を求める
ものであってはならない。であるからして、この思いやりの言葉は奥深く、さらに
奉仕の理念となると、さらに深い言葉であると思う。

　思いやりとは実際は本当に難しいと思う。
　相手の感情を考慮し声を掛けないという思いやりもあるだろうし、静かに見守る
思いやりもあるだろう。
　しかし、人は一人では生きてはいないということは確かである。ロータリーの奉
仕活動は、思いやりの心を実践してこそ意味があるのではないだろうか。

　現実の問題から未来に向かっての問題まで、世界で良いことをしよう、を合言葉
に思いやりの心を持つ仲間づくりを進めることがロータリアンとして肝要だと思う。

　この奉仕の理念はまた機会があれば、別角度から書いてみたいと思う。
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れている奉仕の理想という言い方の方が私は好きだ。理想と言うと現実にないもの
がそこにある、夢や希望や明日の姿を思い浮かべる。これに引きかえ理念と言うと、
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　この思いやりを感じ、共に生きている共に助け合っているという意味から、共生
・共感と言う言葉も併せ伝えた。しかしながら人によっては捉え方やイメージする
シーンが違うと思うので、あなたの喜びが私の喜び、あなたの幸せが私の幸せと言
う表現を強調し説明してきた。
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に自己満足の為であってはならない。それがあなたの喜びが私の喜びである。良い
汗をかいたではなく、喜んでもらえたということが大切ではなかろうか。
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思いやりもあるだろう。
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　地区大会が終わった。私は大盛況と思っているが、人それぞれの感想であるから
評価は様々なことであろう。評価を求めてはいないがガバナーの思いが伝わってい
ればと思う。そのプログラムの中で地区現況報告として午前と午後に内容を分けて
私がする予定であったが、進行時間の関係上、ＷＥＢ上で伝えますとしたので、こ
こで報告させてもらうこととする。

　ガバナー公式訪問で地区内の各クラブに行きクラブ会長幹事と色々な話をした。
多くの会長さんは、楽しい例会をして多くの会員に毎回出席して欲しいと願ってお
られた。ロータリーの基本は楽しい例会の運営であるとの思いを強く感じた。例会
の持ち方として、食事内容や卓話や同好会の報告など様々な工夫を話していただい
た。

　私からは笑いは起きるが私語のない例会の実践をお願いした。また今年度に会員
のミニスピーチをしているクラブの話も聞けた。会長挨拶にも工夫をされているク
ラブが多くあった。いずれにせよ、会員とともに例会を通じてロータリーを楽しも
うとの気持ちが伝わってきた。

　会員増強については全てのクラブで会長の思いをお聞きした。積極的にプロジェ
クトとして会員増強を図っているクラブや、同好会への誘いをもとに増強している
クラブなどがある一方で、他奉仕団体との兼ね合いや、人口の流出で候補者探しに
困っている話も聞いた。
　また、良い人がいれば入会を誘うが積極的な増強はしないとか、現状の仲間で十
分と言われるクラブもあり、さらに退会防止に努めての会員維持が精いっぱいとい
う悩みも聞いた。

　ＲＩの会員増強に逆らってはいけないが、伸ばせるクラブは大いに増強し、無理
なクラブは現状維持も止む無しとも感じた。
　つまり、無理をして数合わせの増強には走らないで欲しいということである。前
にも書いたが会員増強がクラブの弱体とならないことを願う。

　そういうことから、クラブ内の研修について伺ったが、ほとんどのクラブで入会
後の研修は行われていなかった。新会員の手引きとなるような研修のテキストのよ
うなものを作っているクラブは少なく、多くは先輩会員と食事を取りながら、ロー
タリーの話を聞いてロータリアンとして成長を望むクラブが多かった。これも一つ
の方法でロータリーを知る機会となるであろう。

　地区では今年度は２月に新会員研修会を予定しているので、入会３年未満の方の
出席をお願いし、地区研修委員会から講師の派遣もできるので、活用を考えてもら
うように話もした。研修と言うと勉強会となってしまいそうだが、ロータリーの楽
しさを早く知るうえで大切なことであると思う。

　９月末時点ではあるが当地区の会員数は４,９５１人となり、日本で１番会員の多
い地区となった。１１３名の増加である。これには他地区の同期ガバナーも驚いて
いた。数を競っているわけではないが、奉仕の喜びを分かち合い助け合う仲間が増
えていることは喜ばしい事であり、各クラブ会長と地区増強委員会に感謝申し上げ
る。このまま年度末を迎えたいと願っている。

　会員増強として総数で仲間が増えているこの地区は、各クラブの奉仕活動の取
り組みを踏まえて、とても素晴らしい会員がいる地区であるというのが現況の報
告である。
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ラブが多くあった。いずれにせよ、会員とともに例会を通じてロータリーを楽しも
うとの気持ちが伝わってきた。

　会員増強については全てのクラブで会長の思いをお聞きした。積極的にプロジェ
クトとして会員増強を図っているクラブや、同好会への誘いをもとに増強している
クラブなどがある一方で、他奉仕団体との兼ね合いや、人口の流出で候補者探しに
困っている話も聞いた。
　また、良い人がいれば入会を誘うが積極的な増強はしないとか、現状の仲間で十
分と言われるクラブもあり、さらに退会防止に努めての会員維持が精いっぱいとい
う悩みも聞いた。

　ＲＩの会員増強に逆らってはいけないが、伸ばせるクラブは大いに増強し、無理
なクラブは現状維持も止む無しとも感じた。
　つまり、無理をして数合わせの増強には走らないで欲しいということである。前
にも書いたが会員増強がクラブの弱体とならないことを願う。

地区の現状について考える

　そういうことから、クラブ内の研修について伺ったが、ほとんどのクラブで入会
後の研修は行われていなかった。新会員の手引きとなるような研修のテキストのよ
うなものを作っているクラブは少なく、多くは先輩会員と食事を取りながら、ロー
タリーの話を聞いてロータリアンとして成長を望むクラブが多かった。これも一つ
の方法でロータリーを知る機会となるであろう。

　地区では今年度は２月に新会員研修会を予定しているので、入会３年未満の方の
出席をお願いし、地区研修委員会から講師の派遣もできるので、活用を考えてもら
うように話もした。研修と言うと勉強会となってしまいそうだが、ロータリーの楽
しさを早く知るうえで大切なことであると思う。

　９月末時点ではあるが当地区の会員数は４,９５１人となり、日本で１番会員の多
い地区となった。１１３名の増加である。これには他地区の同期ガバナーも驚いて
いた。数を競っているわけではないが、奉仕の喜びを分かち合い助け合う仲間が増
えていることは喜ばしい事であり、各クラブ会長と地区増強委員会に感謝申し上げ
る。このまま年度末を迎えたいと願っている。

　会員増強として総数で仲間が増えているこの地区は、各クラブの奉仕活動の取
り組みを踏まえて、とても素晴らしい会員がいる地区であるというのが現況の報
告である。
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後の研修は行われていなかった。新会員の手引きとなるような研修のテキストのよ
うなものを作っているクラブは少なく、多くは先輩会員と食事を取りながら、ロー
タリーの話を聞いてロータリアンとして成長を望むクラブが多かった。これも一つ
の方法でロータリーを知る機会となるであろう。

　地区では今年度は２月に新会員研修会を予定しているので、入会３年未満の方の
出席をお願いし、地区研修委員会から講師の派遣もできるので、活用を考えてもら
うように話もした。研修と言うと勉強会となってしまいそうだが、ロータリーの楽
しさを早く知るうえで大切なことであると思う。

　９月末時点ではあるが当地区の会員数は４,９５１人となり、日本で１番会員の多
い地区となった。１１３名の増加である。これには他地区の同期ガバナーも驚いて
いた。数を競っているわけではないが、奉仕の喜びを分かち合い助け合う仲間が増
えていることは喜ばしい事であり、各クラブ会長と地区増強委員会に感謝申し上げ
る。このまま年度末を迎えたいと願っている。

　会員増強として総数で仲間が増えているこの地区は、各クラブの奉仕活動の取
り組みを踏まえて、とても素晴らしい会員がいる地区であるというのが現況の報
告である。
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　１月は職業奉仕月間である。ロータリーの友の１月号にも『今に生きる職業奉仕』
と特集が組んである。今回はこの職業奉仕について考えてみる。
　職業奉仕については、まずその言葉の意味が難解であるという方や、漠然と自分
の行っている職業（事業）で奉仕することと思っている方が多いと感じている。

　その他の社会奉仕や国際奉仕、青少年奉仕、クラブ奉仕は『社会に対して奉仕す
ること』のように、間に『対して』と入れると説明がつくのであるが、職業に対し
て奉仕するとしたら意味が通じなくなる。そこで職業を通じて奉仕すると一般に言
われているが、これでは職業が手段になり、職業を通じて社会に奉仕することでも、
青少年に奉仕することでも良くなってしまう。このあたりが難解にしている要因の
一つであろう。

　職業は自分に対して利益を求めることであり、奉仕は相手に対して行うことであ
るから、方向性の違うものを重ね合わせた言葉が職業奉仕である。これは相手に良
質な奉仕をすれば、それにより自分も良くなる（利益をもたらす）ということだと
の解釈がされている。
　アーサー・フレディック・シェルドンの『He Profit Most Who Serves Best』（２
０１０年規定審議会でHeはOneに変更）という言葉の説明がこのことである。

　私は自身の冊子「超入門　職業奉仕の入り口」で『奉仕の心をもってあなたの職
業を営みましょう』と解説をしてみた。

　事業の経営理念として相手（顧客・消費者）のことを考えた商品・サービスを提
供し、企業として倫理観を向上させることをしなさい、儲かるから損をしないよう
にと、悪いこととは知っていながら、商売の道から逸脱し法を犯す判断をしないこ
と、これらのことを身に付けるのが職業奉仕であると解釈もできる。

　私はこの考えが事業経営者に受け入れられ、日本でロータリーが発展していった
大きな原動力になったと思う。ロータリアンになることで、他の奉仕団体にはない、
サービスや倫理の概念が身に付き信用度が上がるという、崇高な経営を目指す人の
集いの要素があったのは確かである。

　このことにより、ロータリーは職業奉仕で各自の事業で高度な倫理性を持った奉
仕をすれば良いのであって、団体で行う社会奉仕のようなことをしなくても、それ
は良いのだと考えている会員が数少なくないことも現実である。
　さらには、アイサーブを強調することで、ウィサーブの団体奉仕をしない言い訳
と言われても仕方ない、E a t ＆ R u n会員と呼ばれる例会に出席しおしゃべりして帰
るだけの会員もまだ多くいると聞くことがある。

　そうでなくても、『職業奉仕こそがロータリーの根幹、金看板である』と他の奉
仕よりも上位概念と位置づけした卓話を聞くことが多いので、専ら自らの事業とし
ての奉仕のみで事足りている、と思っている会員が多いのが現状であろう。
　職業奉仕が無ければロータリーが他の奉仕団体と変わりがない、とか職業奉仕は
他の奉仕に比べ上位概念であるとの思想が日本には根付いている。
　私は、このことのとらえ方を全否定はしない、と言うより個人的には肯定してい
る。

　しかし、世界のロータリアンはどの奉仕も大切にし、特に上位概念を持たず区別
をしなくなってきている。現実には奉仕を受ける側からすれば、奉仕の種類など関
係ないことであろう。奉仕する側の理屈と言ってしまえば身もふたもない話だが。

　例えば、パン屋さんが良質なパンを焼いて商売するのが職業奉仕、パンを焼いて
施設に配るのは社会奉仕、パンを焼いてパンの焼き方や作り方を子供たちに指導す
るのは青少年奉仕、と解釈されると思う。
　しかし、パンを焼いていることには違いはない、それをこちらの理屈というか、
都合で区別しているようにも考えられる。
　事実、ＲＩ理事会では社会奉仕と職業奉仕と青少年奉仕を同一の奉仕とグループ
化することになってきている。

　これらのことを踏まえて私は次のように職業奉仕を考えてはと思う。
　ロータリーの奉仕の理念とはどのような奉仕活動か、それは職業奉仕を上位概念
とするものかということと、商品・サービスを通じて顧客に奉仕し、自らの職業倫
理の向上を図るという事業を営む上での考え方としての職業奉仕、とのふたつであ
る。
　分けては考えにくい問題ではあるのだが、いかがであろうか。
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　１月は職業奉仕月間である。ロータリーの友の１月号にも『今に生きる職業奉仕』
と特集が組んである。今回はこの職業奉仕について考えてみる。
　職業奉仕については、まずその言葉の意味が難解であるという方や、漠然と自分
の行っている職業（事業）で奉仕することと思っている方が多いと感じている。

　その他の社会奉仕や国際奉仕、青少年奉仕、クラブ奉仕は『社会に対して奉仕す
ること』のように、間に『対して』と入れると説明がつくのであるが、職業に対し
て奉仕するとしたら意味が通じなくなる。そこで職業を通じて奉仕すると一般に言
われているが、これでは職業が手段になり、職業を通じて社会に奉仕することでも、
青少年に奉仕することでも良くなってしまう。このあたりが難解にしている要因の
一つであろう。

　職業は自分に対して利益を求めることであり、奉仕は相手に対して行うことであ
るから、方向性の違うものを重ね合わせた言葉が職業奉仕である。これは相手に良
質な奉仕をすれば、それにより自分も良くなる（利益をもたらす）ということだと
の解釈がされている。
　アーサー・フレディック・シェルドンの『He Profit Most Who Serves Best』（２
０１０年規定審議会でHeはOneに変更）という言葉の説明がこのことである。

　私は自身の冊子「超入門　職業奉仕の入り口」で『奉仕の心をもってあなたの職
業を営みましょう』と解説をしてみた。

　事業の経営理念として相手（顧客・消費者）のことを考えた商品・サービスを提
供し、企業として倫理観を向上させることをしなさい、儲かるから損をしないよう
にと、悪いこととは知っていながら、商売の道から逸脱し法を犯す判断をしないこ
と、これらのことを身に付けるのが職業奉仕であると解釈もできる。

　私はこの考えが事業経営者に受け入れられ、日本でロータリーが発展していった
大きな原動力になったと思う。ロータリアンになることで、他の奉仕団体にはない、
サービスや倫理の概念が身に付き信用度が上がるという、崇高な経営を目指す人の
集いの要素があったのは確かである。

職業奉仕について考える

　このことにより、ロータリーは職業奉仕で各自の事業で高度な倫理性を持った奉
仕をすれば良いのであって、団体で行う社会奉仕のようなことをしなくても、それ
は良いのだと考えている会員が数少なくないことも現実である。
　さらには、アイサーブを強調することで、ウィサーブの団体奉仕をしない言い訳
と言われても仕方ない、E a t ＆ R u n会員と呼ばれる例会に出席しおしゃべりして帰
るだけの会員もまだ多くいると聞くことがある。

　そうでなくても、『職業奉仕こそがロータリーの根幹、金看板である』と他の奉
仕よりも上位概念と位置づけした卓話を聞くことが多いので、専ら自らの事業とし
ての奉仕のみで事足りている、と思っている会員が多いのが現状であろう。
　職業奉仕が無ければロータリーが他の奉仕団体と変わりがない、とか職業奉仕は
他の奉仕に比べ上位概念であるとの思想が日本には根付いている。
　私は、このことのとらえ方を全否定はしない、と言うより個人的には肯定してい
る。

　しかし、世界のロータリアンはどの奉仕も大切にし、特に上位概念を持たず区別
をしなくなってきている。現実には奉仕を受ける側からすれば、奉仕の種類など関
係ないことであろう。奉仕する側の理屈と言ってしまえば身もふたもない話だが。

　例えば、パン屋さんが良質なパンを焼いて商売するのが職業奉仕、パンを焼いて
施設に配るのは社会奉仕、パンを焼いてパンの焼き方や作り方を子供たちに指導す
るのは青少年奉仕、と解釈されると思う。
　しかし、パンを焼いていることには違いはない、それをこちらの理屈というか、
都合で区別しているようにも考えられる。
　事実、ＲＩ理事会では社会奉仕と職業奉仕と青少年奉仕を同一の奉仕とグループ
化することになってきている。

　これらのことを踏まえて私は次のように職業奉仕を考えてはと思う。
　ロータリーの奉仕の理念とはどのような奉仕活動か、それは職業奉仕を上位概念
とするものかということと、商品・サービスを通じて顧客に奉仕し、自らの職業倫
理の向上を図るという事業を営む上での考え方としての職業奉仕、とのふたつであ
る。
　分けては考えにくい問題ではあるのだが、いかがであろうか。
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　ロータリークラブに入会するときに、週に１回開催される例会には、必ず出席す
るようにと言われた。止むを得ず欠席する時は、前後１週間以内（当時のルール）
に別のクラブの例会に出席することも併せ言われた。他クラブの例会に出ることを
メークアップと言うとも知らされた。

　推薦者と共に出席した初例会は、緊張してあまり覚えていないが、会員の方が青
や赤のタスキをかけて例会の始まる前から準備に動かれていた。２回目の出席の時
からは自分もタスキをかけて入り口で会員のお迎えをする仕事が回ってきた。当時
は家族会や懇親会の会費の振り込みには、入り口で領収書を配っていた。親睦委員
長から「○○さん来てるからこの領収書を本人に渡してくれ」と言われたが、記載
してあるのは会社名なので顔や名前が分からない。そこで委員長さんから「向こう
の右端のテーブルの背中向けているグレーの上着の人」とか、「真ん中で眼鏡かけ
てお話ししている人」とか、どこに座られているかを教えていただいた。
　これが結構役にたって、この仕事でメンバーの顔と氏名と会社名をあっという間
に覚えていった。しかし、相手は私のことをすぐには覚えてくれてはいなかったの
だが。

　当時入会５年以内は主に親睦委員会とクラブ会報委員会に配属で、３年後くらい
には委員長か副委員長が回ってきた。したがって入会後５年くらいは、ほぼ毎回ホ
ームクラブの例会に出ていたと思う。

　会員として活動していると、他クラブからメークアップ（ＭＵ）に来られる方を
見かけることや、例会変更の時のサインＭＵの受付のお手伝いをする時に、ＭＵに
ついて先輩から色々な話を伺えた。サインＭＵよりもちゃんと例会に出なさい、と
かＭＵは欠席しなくてはいけなくなったならば、早めにやりなさい、欠席してから
の補填よりも前もってＭＵしておいた方が良いよ、あとでやると借金を返すみたい
だからとも言われた。また、他クラブの例会に出るとうちのクラブの良さがわかる
よ、と言われたことが今も頭に残っている。

　初めてＭＵで他クラブに行ったのは、いつ頃だったか定かでないが、勝手が違う
ので先にニコニコを支払いに行ってしまい、ビジターフィの集金の係の人が追いか
けてきたことを覚えている。あやうく只食いするところであった。

　例会場の席は以前からの知人の隣に指定されていたが、その方が例会開始寸前ま
で来なくて、向かい側から初対面の初老の方が色々と話かけてくれた。これがロー
タリーの思いやりなんだと気づかず、ただ開始時間まで話し相手をしていた自分が
今となっては恥ずかしい。

　点鐘と共に例会が始まったがすべてが新鮮と言うか、驚きと言うか、ロータリー
のことが分かってないなりに色々と感じたことは確かだった。
　これらの思い出は、例会に毎週出ることでクラブに早く馴染んだ方がロータリー
は楽しいですよ、と特に新会員に伝えたい。

　さらに本年度ガバナーとして、皆さんに他クラブに出かけて、そのクラブと自ク
ラブの良さを感じて欲しい、とお願いしてきた原風景はここにあるのだ、というこ
とを分かって頂きたい。

　例会の運営方法に手本となるものはないであろうが、例会の場としては、思い
やりの心のあふれる場であるべきと思う。会員同士が例会場で顔と顔を合わせて
色々と話をする中で、発想の交換を行い、倫理性の向上を図り奉仕を通じて平和
な社会を目指すことが例会の在り方だと思う。

　そのためには、常に明るく楽しい例会の雰囲気を醸し出すことに努めるべきで
あろう。
　せっかく例会に来た会員が食事をして卓話を聞くだけであまり話さず、来訪者
へも話しかけずに過ごすことが無いようにと努力していくべきであろう。

　また、楽しい例会と言う言葉を勘違いして、馴れ合いで一部の人がふざけ合っ
ているようなことはしていないだろうか。その典型は私語であろう。私語の多い
例会運営を改善しようとしないクラブは、仲間内だけで喜んでいるだけで、他者
への思いやりを持つクラブとは私は思っていない。例会場で笑いはあった方が良
い、しかし例会中は私語をしないことが大切である。
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ついて先輩から色々な話を伺えた。サインＭＵよりもちゃんと例会に出なさい、と
かＭＵは欠席しなくてはいけなくなったならば、早めにやりなさい、欠席してから
の補填よりも前もってＭＵしておいた方が良いよ、あとでやると借金を返すみたい
だからとも言われた。また、他クラブの例会に出るとうちのクラブの良さがわかる
よ、と言われたことが今も頭に残っている。

例会運営について考える

　初めてＭＵで他クラブに行ったのは、いつ頃だったか定かでないが、勝手が違う
ので先にニコニコを支払いに行ってしまい、ビジターフィの集金の係の人が追いか
けてきたことを覚えている。あやうく只食いするところであった。

　例会場の席は以前からの知人の隣に指定されていたが、その方が例会開始寸前ま
で来なくて、向かい側から初対面の初老の方が色々と話かけてくれた。これがロー
タリーの思いやりなんだと気づかず、ただ開始時間まで話し相手をしていた自分が
今となっては恥ずかしい。

　点鐘と共に例会が始まったがすべてが新鮮と言うか、驚きと言うか、ロータリー
のことが分かってないなりに色々と感じたことは確かだった。
　これらの思い出は、例会に毎週出ることでクラブに早く馴染んだ方がロータリー
は楽しいですよ、と特に新会員に伝えたい。

　さらに本年度ガバナーとして、皆さんに他クラブに出かけて、そのクラブと自ク
ラブの良さを感じて欲しい、とお願いしてきた原風景はここにあるのだ、というこ
とを分かって頂きたい。

　例会の運営方法に手本となるものはないであろうが、例会の場としては、思い
やりの心のあふれる場であるべきと思う。会員同士が例会場で顔と顔を合わせて
色々と話をする中で、発想の交換を行い、倫理性の向上を図り奉仕を通じて平和
な社会を目指すことが例会の在り方だと思う。

　そのためには、常に明るく楽しい例会の雰囲気を醸し出すことに努めるべきで
あろう。
　せっかく例会に来た会員が食事をして卓話を聞くだけであまり話さず、来訪者
へも話しかけずに過ごすことが無いようにと努力していくべきであろう。

　また、楽しい例会と言う言葉を勘違いして、馴れ合いで一部の人がふざけ合っ
ているようなことはしていないだろうか。その典型は私語であろう。私語の多い
例会運営を改善しようとしないクラブは、仲間内だけで喜んでいるだけで、他者
への思いやりを持つクラブとは私は思っていない。例会場で笑いはあった方が良
い、しかし例会中は私語をしないことが大切である。
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先回職業奉仕のＲＩとの関連について書いたが、今回は私が習ってきた職業奉仕
ついて述べてみたい。

職業奉仕というと奉仕の理念と結びつけを解説されているものが多く、分かりに
いと思われている。職業を通じて奉仕をすると訳されることが多いが、奉仕すると
いうとボランティアのようなものを考える方が多いので、無医村の診療奉仕や災害
地での復興支援に自分の職業スキルを活用することだと思う方も多い。最近のＲＩ
の考え方ではこれも大切な職業奉仕とされているが、先報のとおり社会奉仕との区
分を明確にしたいロータリアンには解しがたい考えである。

まず、理念と言うことを切り離して考えてみよう。千葉県の松戸ＲＣのＰＤＧ圡
屋亮平氏は『職業人として、正々堂々と王道を貫いたご褒美が、各自の企業の繁栄
につながる』と解説されています。

職業人としてとは、ロータリーは職業人および専門職の人々の集まりであるから、
ロータリアンは職業人であるとの前提であると思う。（このルールは主婦や学生も
会員として認めることで脆くも崩れたが）

次の正々堂々と王道を貫いたについては、次のように考える。正々堂々とは正し
く立派な態度であるから、誰からも非難されることなく誰もがその正当性を認める
ような商売方法で行うことと解したい。ここに四つのテストとして倫理観を重ね合
わせれば良いのではないかと思う。

最後の各自の企業の繁栄につながるは、ロータリー活動にサービスの概念を取り
入れた、アーサー・フレデリック・シェルドンの『最も良く奉仕するもの、最も多
く報われる』の報われるはprofitsと書かれてあり、利益をもたらすと考えられる。

整理すると、商売をするうえで正しい方法でやれば多くの利益が上がるというこ
とであろう。この正しい方法とは何かであるが、私はお客様への思いやりを具現化
した商品開発や販売方法、接客態度などであると思う。これを称してサービスと言
うことで、単なる値引きやおまけではない。

この商売の過程（考え方ややり方）をサービス＝奉仕とすれば良いのであって、
商売をすること以外にすることや商売することの後に現れるものを奉仕と考えるか
ら難しくなる。お客様のために正しい商売をする、そのことが奉仕活動だよと言う
ことである。

であるから、職業に依ってとか、職業を通じてとか、奉仕と言う別物があるとい
う風にとらえることは、職業奉仕の初歩的な理解としては、あまりお薦めしない。
単純に嘘をつかない正しい商売をすれば、企業が繁栄することで良いと思う。

では、このこととロータリーがどう関係しているかである。ロータリーの例会を
早退したり、欠席の理由に職業奉仕をしているのでと言う方がいる。上記の説明か
らなら、正しい商売のためであれば良いということだが、果たしてそうだろうか。

私はロータリーの例会とは、出席することが前提であると思ってる。これは例会
にでて多くの会員と話をし、倫理観を磨いたり発想の交換をしながら、何が正しい
商売であるかを確認できる、あるいは新たに気づくことが分かる、とても有意義な
会合であるからだ。

真の職業奉仕は自己満足の職業観を正しいとすることでなく、ロータリーの例会
と言う場所で、自己の職業を正しく磨き上げることで、事業の繁栄に結び付けるこ
とである。

今一度言い換えれば、職業つまり商売を正しく行う行為が職業奉仕である、これ
を確認するのがロータリーの例会である。ゆえに、職業奉仕は個人の事業として行
う奉仕であるともいえよう。

この続きは、またの機会があれば書いてみたいと思っている。
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ら難しくなる。お客様のために正しい商売をする、そのことが奉仕活動だよと言う
ことである。

再び職業奉仕について考える
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この商売の過程（考え方ややり方）をサービス＝奉仕とすれば良いのであって、
商売をすること以外にすることや商売することの後に現れるものを奉仕と考えるか
ら難しくなる。お客様のために正しい商売をする、そのことが奉仕活動だよと言う
ことである。

であるから、職業に依ってとか、職業を通じてとか、奉仕と言う別物があるとい
う風にとらえることは、職業奉仕の初歩的な理解としては、あまりお薦めしない。
単純に嘘をつかない正しい商売をすれば、企業が繁栄することで良いと思う。

では、このこととロータリーがどう関係しているかである。ロータリーの例会を
早退したり、欠席の理由に職業奉仕をしているのでと言う方がいる。上記の説明か
らなら、正しい商売のためであれば良いということだが、果たしてそうだろうか。

私はロータリーの例会とは、出席することが前提であると思ってる。これは例会
にでて多くの会員と話をし、倫理観を磨いたり発想の交換をしながら、何が正しい
商売であるかを確認できる、あるいは新たに気づくことが分かる、とても有意義な
会合であるからだ。

真の職業奉仕は自己満足の職業観を正しいとすることでなく、ロータリーの例会
と言う場所で、自己の職業を正しく磨き上げることで、事業の繁栄に結び付けるこ
とである。

今一度言い換えれば、職業つまり商売を正しく行う行為が職業奉仕である、これ
を確認するのがロータリーの例会である。ゆえに、職業奉仕は個人の事業として行
う奉仕であるともいえよう。

この続きは、またの機会があれば書いてみたいと思っている。
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いうとボランティアのようなものを考える方が多いので、無医村の診療奉仕や災害
地での復興支援に自分の職業スキルを活用することだと思う方も多い。最近のＲＩ
の考え方ではこれも大切な職業奉仕とされているが、先報のとおり社会奉仕との区
分を明確にしたいロータリアンには解しがたい考えである。

まず、理念と言うことを切り離して考えてみよう。千葉県の松戸ＲＣのＰＤＧ圡
屋亮平氏は『職業人として、正々堂々と王道を貫いたご褒美が、各自の企業の繁栄
につながる』と解説されています。

職業人としてとは、ロータリーは職業人および専門職の人々の集まりであるから、
ロータリアンは職業人であるとの前提であると思う。（このルールは主婦や学生も
会員として認めることで脆くも崩れたが）

次の正々堂々と王道を貫いたについては、次のように考える。正々堂々とは正し
く立派な態度であるから、誰からも非難されることなく誰もがその正当性を認める
ような商売方法で行うことと解したい。ここに四つのテストとして倫理観を重ね合
わせれば良いのではないかと思う。

最後の各自の企業の繁栄につながるは、ロータリー活動にサービスの概念を取り
入れた、アーサー・フレデリック・シェルドンの『最も良く奉仕するもの、最も多
く報われる』の報われるはprofitsと書かれてあり、利益をもたらすと考えられる。

整理すると、商売をするうえで正しい方法でやれば多くの利益が上がるというこ
とであろう。この正しい方法とは何かであるが、私はお客様への思いやりを具現化
した商品開発や販売方法、接客態度などであると思う。これを称してサービスと言
うことで、単なる値引きやおまけではない。

この商売の過程（考え方ややり方）をサービス＝奉仕とすれば良いのであって、
商売をすること以外にすることや商売することの後に現れるものを奉仕と考えるか
ら難しくなる。お客様のために正しい商売をする、そのことが奉仕活動だよと言う
ことである。

再び職業奉仕について考える
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私はロータリーの例会とは、出席することが前提であると思ってる。これは例会
にでて多くの会員と話をし、倫理観を磨いたり発想の交換をしながら、何が正しい
商売であるかを確認できる、あるいは新たに気づくことが分かる、とても有意義な
会合であるからだ。

真の職業奉仕は自己満足の職業観を正しいとすることでなく、ロータリーの例会
と言う場所で、自己の職業を正しく磨き上げることで、事業の繁栄に結び付けるこ
とである。

今一度言い換えれば、職業つまり商売を正しく行う行為が職業奉仕である、これ
を確認するのがロータリーの例会である。ゆえに、職業奉仕は個人の事業として行
う奉仕であるともいえよう。
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後半期になって、私は一人のビジターとしてクラブ訪問を行っている。普段の例
会運営を見ることが出来るので、私にとってロータリーを知る良い勉強となってい
る。（ガバナー便り２月号参照）

私が例会に出席して興味を持っている一つが例会の会長のスピーチである。ガバ
ナー公式訪問の時には、ガバナーを迎えての歓迎の挨拶であったり、ガバナーが聞
いているのだからと少し張り切り気味でお話をされる方も見えるので、少々固い雰
囲気でのスピーチを聞くことが多い。

しかし、この頃になると各クラブの会長にとってスピーチをするのも慣れてこら
れたのであろうか、余裕をもってお話をされているように見える。

会長スピーチは主にロータリーについての内容を、会員に伝えるのが基本である
と思うが、ロータリー歴の少ない会員が会長になると、このようなことを期待する
のは難しいと思う。とは言え、あまり興味をひかない会長個人の趣味の話を聞かさ
れるのも、私には辛いものである。

演芸において客席の笑いを初めに取ると後の話のウケが良くなると言われている。
これを“つかみ”と呼ばれている。私はこれと全く同じとは言えないが、会長のス
ピーチはその例会の雰囲気を大きく左右すると思う。会員が興味を持つような話で
演題に集中させることはその後の例会進行に重要なことだと思っている。

決してウケを狙っての冗談話でなく、例会を盛り上げる話が良いと思う。特別な
話術も不要だと思うし、スライドを毎回使用しての解説もそれほど必要はないだろ
う。会長の人柄あふれる内容であれば良い。しかし政治や宗教に深く入り込んだ話
は、ロータリーには適さないと思っている。

とは言え、無理に当日の例会の内容に沿った話も不要だと思う、むしろしない方
が良いと思っている。私が職業奉仕で講師に招かれた時に、会長が他の方の講演内
容を孫引きした話を先にされると、それを否定することもできず、本来の話がボケ
てしまうことも有る。

また、当日の例会担当の委員長が、話をするであろうと明らかに予想できること
を、会長が話してしまい、担当委員長が『先ほど会長がすでに話されましたがもう
一度同じ話を…』となってしまう。

他にも当日の卓話者の話、例えば○○に関する卓話であれば、Wik iped ia（ネッ
ト上の百科事典のようなもの）などで調べたことを、そのまま歴史やいわれなどを
話される会長がいる。これは聞く方も話す方にも迷惑なことだと思っている。同じ
内容で盛り上げようとしているのだろうが、違った話で盛り上げてもらいたい、そ
の話の専門家が次に控えておられるのだから。

会長のスピーチが例会の雰囲気を作るということは前述の通りだが、その例とし
て次のことが言えよう。例えば会長が公務や病気などで欠席される例会で、副会長
が会長の代わりにスピーチをされることがあると思う。このような日の例会は私が
所属するクラブだけでなく、他のクラブもちょっと雰囲気が違わないだろうか。決
して副会長が雰囲気を壊していると言っているのでなく、副会長の人柄を感じるこ
とが多く、その時の初めのスピーチで例会の雰囲気が変わるのではないだろうかと
言うことである。

毎回の会長スピーチが嫌で会長を受けたくないという会員の方がいるのも事実
であり、スピーチの内容に苦心するという話もたまにクラブ内外で聞くことが多
い。それほど悩まれることもないと思うが、嫌なものは嫌なのだろうと思う。私
も毎回の会長スピーチには色々と考え、工夫させられた経験を持っている。

もちろん会長スピーチがどのようであっても、最終的には当日のゲストによる
卓話やメーンイベントで、例会の雰囲気が大きく変わるのは事実である。しかし
ながら、私はクラブ会長のスピーチにいつも真剣に耳を傾けたい、そこには会長
のクラブへの思いのほどが出ているからである。あまり固く考えず、スピーチを
するというより、皆さんに話を伝えますよ、くらいの感じでの話が良いのではと
思うが、皆さんはどうであろうか。
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ピーチはその例会の雰囲気を大きく左右すると思う。会員が興味を持つような話で
演題に集中させることはその後の例会進行に重要なことだと思っている。

決してウケを狙っての冗談話でなく、例会を盛り上げる話が良いと思う。特別な
話術も不要だと思うし、スライドを毎回使用しての解説もそれほど必要はないだろ
う。会長の人柄あふれる内容であれば良い。しかし政治や宗教に深く入り込んだ話
は、ロータリーには適さないと思っている。

とは言え、無理に当日の例会の内容に沿った話も不要だと思う、むしろしない方
が良いと思っている。私が職業奉仕で講師に招かれた時に、会長が他の方の講演内
容を孫引きした話を先にされると、それを否定することもできず、本来の話がボケ
てしまうことも有る。

また、当日の例会担当の委員長が、話をするであろうと明らかに予想できること
を、会長が話してしまい、担当委員長が『先ほど会長がすでに話されましたがもう
一度同じ話を…』となってしまう。

会長スピーチについて考える

他にも当日の卓話者の話、例えば○○に関する卓話であれば、Wik iped ia（ネッ
ト上の百科事典のようなもの）などで調べたことを、そのまま歴史やいわれなどを
話される会長がいる。これは聞く方も話す方にも迷惑なことだと思っている。同じ
内容で盛り上げようとしているのだろうが、違った話で盛り上げてもらいたい、そ
の話の専門家が次に控えておられるのだから。

会長のスピーチが例会の雰囲気を作るということは前述の通りだが、その例とし
て次のことが言えよう。例えば会長が公務や病気などで欠席される例会で、副会長
が会長の代わりにスピーチをされることがあると思う。このような日の例会は私が
所属するクラブだけでなく、他のクラブもちょっと雰囲気が違わないだろうか。決
して副会長が雰囲気を壊していると言っているのでなく、副会長の人柄を感じるこ
とが多く、その時の初めのスピーチで例会の雰囲気が変わるのではないだろうかと
言うことである。

毎回の会長スピーチが嫌で会長を受けたくないという会員の方がいるのも事実
であり、スピーチの内容に苦心するという話もたまにクラブ内外で聞くことが多
い。それほど悩まれることもないと思うが、嫌なものは嫌なのだろうと思う。私
も毎回の会長スピーチには色々と考え、工夫させられた経験を持っている。

もちろん会長スピーチがどのようであっても、最終的には当日のゲストによる
卓話やメーンイベントで、例会の雰囲気が大きく変わるのは事実である。しかし
ながら、私はクラブ会長のスピーチにいつも真剣に耳を傾けたい、そこには会長
のクラブへの思いのほどが出ているからである。あまり固く考えず、スピーチを
するというより、皆さんに話を伝えますよ、くらいの感じでの話が良いのではと
思うが、皆さんはどうであろうか。
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会運営を見ることが出来るので、私にとってロータリーを知る良い勉強となってい
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とが多く、その時の初めのスピーチで例会の雰囲気が変わるのではないだろうかと
言うことである。

毎回の会長スピーチが嫌で会長を受けたくないという会員の方がいるのも事実
であり、スピーチの内容に苦心するという話もたまにクラブ内外で聞くことが多
い。それほど悩まれることもないと思うが、嫌なものは嫌なのだろうと思う。私
も毎回の会長スピーチには色々と考え、工夫させられた経験を持っている。

もちろん会長スピーチがどのようであっても、最終的には当日のゲストによる
卓話やメーンイベントで、例会の雰囲気が大きく変わるのは事実である。しかし
ながら、私はクラブ会長のスピーチにいつも真剣に耳を傾けたい、そこには会長
のクラブへの思いのほどが出ているからである。あまり固く考えず、スピーチを
するというより、皆さんに話を伝えますよ、くらいの感じでの話が良いのではと
思うが、皆さんはどうであろうか。
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後半期になって、私は一人のビジターとしてクラブ訪問を行っている。普段の例
会運営を見ることが出来るので、私にとってロータリーを知る良い勉強となってい
る。（ガバナー便り２月号参照）

私が例会に出席して興味を持っている一つが例会の会長のスピーチである。ガバ
ナー公式訪問の時には、ガバナーを迎えての歓迎の挨拶であったり、ガバナーが聞
いているのだからと少し張り切り気味でお話をされる方も見えるので、少々固い雰
囲気でのスピーチを聞くことが多い。

しかし、この頃になると各クラブの会長にとってスピーチをするのも慣れてこら
れたのであろうか、余裕をもってお話をされているように見える。

会長スピーチは主にロータリーについての内容を、会員に伝えるのが基本である
と思うが、ロータリー歴の少ない会員が会長になると、このようなことを期待する
のは難しいと思う。とは言え、あまり興味をひかない会長個人の趣味の話を聞かさ
れるのも、私には辛いものである。

演芸において客席の笑いを初めに取ると後の話のウケが良くなると言われている。
これを“つかみ”と呼ばれている。私はこれと全く同じとは言えないが、会長のス
ピーチはその例会の雰囲気を大きく左右すると思う。会員が興味を持つような話で
演題に集中させることはその後の例会進行に重要なことだと思っている。

決してウケを狙っての冗談話でなく、例会を盛り上げる話が良いと思う。特別な
話術も不要だと思うし、スライドを毎回使用しての解説もそれほど必要はないだろ
う。会長の人柄あふれる内容であれば良い。しかし政治や宗教に深く入り込んだ話
は、ロータリーには適さないと思っている。

とは言え、無理に当日の例会の内容に沿った話も不要だと思う、むしろしない方
が良いと思っている。私が職業奉仕で講師に招かれた時に、会長が他の方の講演内
容を孫引きした話を先にされると、それを否定することもできず、本来の話がボケ
てしまうことも有る。

また、当日の例会担当の委員長が、話をするであろうと明らかに予想できること
を、会長が話してしまい、担当委員長が『先ほど会長がすでに話されましたがもう
一度同じ話を…』となってしまう。

他にも当日の卓話者の話、例えば○○に関する卓話であれば、Wik iped ia（ネッ
ト上の百科事典のようなもの）などで調べたことを、そのまま歴史やいわれなどを
話される会長がいる。これは聞く方も話す方にも迷惑なことだと思っている。同じ
内容で盛り上げようとしているのだろうが、違った話で盛り上げてもらいたい、そ
の話の専門家が次に控えておられるのだから。

会長のスピーチが例会の雰囲気を作るということは前述の通りだが、その例とし
て次のことが言えよう。例えば会長が公務や病気などで欠席される例会で、副会長
が会長の代わりにスピーチをされることがあると思う。このような日の例会は私が
所属するクラブだけでなく、他のクラブもちょっと雰囲気が違わないだろうか。決
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今回は奉仕と親睦について考えてみる。
よく奉仕と親睦はどちらが優先ということではなく車の両輪だという方がおられ

る。また、それは二輪車の前輪と後輪で、前輪が奉仕で進むべく方向を示し、その
エネルギーは後輪の親睦によって推進力を与える、と言われる方もおられる。

それぞれ、この短い言葉だけで表せない意味合いがあるので、どちらがどうとい
う話をするつもりはないので、ここではロータリーの歴史から考えてみたい。

ロータリーはご承知の通り、１９００年ポールハリスによりシカゴで生まれた、
当初は明らかに社交クラブであって、親睦と信頼できる取引が強調された。人生上、
取引上で信頼できる仲間を作ることであった。その後、ドナルドカーターやアーサ
ーフレデリック・シェルドンらが加わり、奉仕の概念が出来上がってきた。

と言うことは、まずは親睦が先である、と考えてはどうだろうと思う。
伊丹ＲＣの故深川純一ＰＧは、当地区の講演で次のように言われた。『原始、音

楽は太鼓などのリズムから生まれ、その後メロディがついた』この話はロータリー
では、まずは親睦があって、その後奉仕がついてきたということの説明であったの
で、私にはわかりやすい話であった。

ではどのように親睦から奉仕に進めて行けばよいかと言うことを考えてみる。
奉仕をするということは、自分が高潔な人になり、思いやりの心で職業を営まな

くてはならない。そして同じ心を持つ人が集まってクラブとして奉仕の活動をしな
くてはならない。しかし、いきなり人と人が出会ってもすぐに奉仕活動には進めに
くい。そこで親睦活動を通じてお互いの仲間意識を強くしていかなくてはならない。

ここで親睦活動と表現したが、研修委員会では『親睦と親睦活動はどう違うか』
という設問を良く行っている。親睦活動は、ゴルフ・麻雀・旅行・カラオケ・コー
ラスなどの共通の趣味の方が集まって活動することである。一方親睦（Fellowship）
は仲間づくりである。親睦活動は仲間づくりの一つの手段であると、研修委員会の
見解である。

ロータリーの目的の奨励項目の第１に『知り合いを広めることによって、奉仕の
機会とすること』と書いてある。知り合いを広めるとは、何人名刺交換したかでな
く、奉仕の仲間を作ったか、と解釈したい。まずは仲間づくりと言うことであろう。

クラブの運営からこのことを考えてみる。設立時はまず親睦活動を重視し仲良く
なることであり、例会の出席率を上げることである。そしてクラブの会員として、
どのような奉仕があるか、どのような奉仕が出来るかをしっかり学び考えて、活動
していただきたい。

ロータリーの活動目的は、親睦活動ではなく奉仕活動であるのだから。

さて、同好会が盛んなクラブがあるが、同好会の参加のためにクラブの会員とな
ったような方はいないだろか。同好会の行事は出るが、奉仕活動には参加しないと
いう方はいないだろうか。例会に出てきても、次の同好会の案内の相談ばかりと言
う会員はいないだろうか。

同好会の活発な活動を否定するつもりは全くない。仲良くすることが重要だとの
考えであるから当然である。言いたいことは親睦活動の目的は、奉仕活動の為の仲
間づくりと、仲間と接することで養われる奉仕活動の為の自己研鑽であると思う。

会員の多様性という考えがあるので、奉仕が命の会員もいれば、親睦が命の会員
がおられても、それはそれでよいと思う。ただしバランスがとれているということ
が大切で、クラブの活動方針がどのようになっているかである。

それはクラブ会長のリーダーシップが問われる課題でもあると思っている。
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くい。そこで親睦活動を通じてお互いの仲間意識を強くしていかなくてはならない。

ここで親睦活動と表現したが、研修委員会では『親睦と親睦活動はどう違うか』
という設問を良く行っている。親睦活動は、ゴルフ・麻雀・旅行・カラオケ・コー
ラスなどの共通の趣味の方が集まって活動することである。一方親睦（Fellowship）
は仲間づくりである。親睦活動は仲間づくりの一つの手段であると、研修委員会の
見解である。

ロータリーの目的の奨励項目の第１に『知り合いを広めることによって、奉仕の
機会とすること』と書いてある。知り合いを広めるとは、何人名刺交換したかでな
く、奉仕の仲間を作ったか、と解釈したい。まずは仲間づくりと言うことであろう。

クラブの運営からこのことを考えてみる。設立時はまず親睦活動を重視し仲良く
なることであり、例会の出席率を上げることである。そしてクラブの会員として、
どのような奉仕があるか、どのような奉仕が出来るかをしっかり学び考えて、活動
していただきたい。

ロータリーの活動目的は、親睦活動ではなく奉仕活動であるのだから。

さて、同好会が盛んなクラブがあるが、同好会の参加のためにクラブの会員とな
ったような方はいないだろか。同好会の行事は出るが、奉仕活動には参加しないと
いう方はいないだろうか。例会に出てきても、次の同好会の案内の相談ばかりと言
う会員はいないだろうか。

同好会の活発な活動を否定するつもりは全くない。仲良くすることが重要だとの
考えであるから当然である。言いたいことは親睦活動の目的は、奉仕活動の為の仲
間づくりと、仲間と接することで養われる奉仕活動の為の自己研鑽であると思う。

会員の多様性という考えがあるので、奉仕が命の会員もいれば、親睦が命の会員
がおられても、それはそれでよいと思う。ただしバランスがとれているということ
が大切で、クラブの活動方針がどのようになっているかである。

それはクラブ会長のリーダーシップが問われる課題でもあると思っている。
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今回は奉仕と親睦について考えてみる。
よく奉仕と親睦はどちらが優先ということではなく車の両輪だという方がおられ

る。また、それは二輪車の前輪と後輪で、前輪が奉仕で進むべく方向を示し、その
エネルギーは後輪の親睦によって推進力を与える、と言われる方もおられる。

それぞれ、この短い言葉だけで表せない意味合いがあるので、どちらがどうとい
う話をするつもりはないので、ここではロータリーの歴史から考えてみたい。

ロータリーはご承知の通り、１９００年ポールハリスによりシカゴで生まれた、
当初は明らかに社交クラブであって、親睦と信頼できる取引が強調された。人生上、
取引上で信頼できる仲間を作ることであった。その後、ドナルドカーターやアーサ
ーフレデリック・シェルドンらが加わり、奉仕の概念が出来上がってきた。

と言うことは、まずは親睦が先である、と考えてはどうだろうと思う。
伊丹ＲＣの故深川純一ＰＧは、当地区の講演で次のように言われた。『原始、音

楽は太鼓などのリズムから生まれ、その後メロディがついた』この話はロータリー
では、まずは親睦があって、その後奉仕がついてきたということの説明であったの
で、私にはわかりやすい話であった。

ではどのように親睦から奉仕に進めて行けばよいかと言うことを考えてみる。
奉仕をするということは、自分が高潔な人になり、思いやりの心で職業を営まな

くてはならない。そして同じ心を持つ人が集まってクラブとして奉仕の活動をしな
くてはならない。しかし、いきなり人と人が出会ってもすぐに奉仕活動には進めに
くい。そこで親睦活動を通じてお互いの仲間意識を強くしていかなくてはならない。

ここで親睦活動と表現したが、研修委員会では『親睦と親睦活動はどう違うか』
という設問を良く行っている。親睦活動は、ゴルフ・麻雀・旅行・カラオケ・コー
ラスなどの共通の趣味の方が集まって活動することである。一方親睦（Fellowship）
は仲間づくりである。親睦活動は仲間づくりの一つの手段であると、研修委員会の
見解である。

奉仕と親睦について考える

ロータリーの目的の奨励項目の第１に『知り合いを広めることによって、奉仕の
機会とすること』と書いてある。知り合いを広めるとは、何人名刺交換したかでな
く、奉仕の仲間を作ったか、と解釈したい。まずは仲間づくりと言うことであろう。

クラブの運営からこのことを考えてみる。設立時はまず親睦活動を重視し仲良く
なることであり、例会の出席率を上げることである。そしてクラブの会員として、
どのような奉仕があるか、どのような奉仕が出来るかをしっかり学び考えて、活動
していただきたい。

ロータリーの活動目的は、親睦活動ではなく奉仕活動であるのだから。

さて、同好会が盛んなクラブがあるが、同好会の参加のためにクラブの会員とな
ったような方はいないだろか。同好会の行事は出るが、奉仕活動には参加しないと
いう方はいないだろうか。例会に出てきても、次の同好会の案内の相談ばかりと言
う会員はいないだろうか。

同好会の活発な活動を否定するつもりは全くない。仲良くすることが重要だとの
考えであるから当然である。言いたいことは親睦活動の目的は、奉仕活動の為の仲
間づくりと、仲間と接することで養われる奉仕活動の為の自己研鑽であると思う。

会員の多様性という考えがあるので、奉仕が命の会員もいれば、親睦が命の会員
がおられても、それはそれでよいと思う。ただしバランスがとれているということ
が大切で、クラブの活動方針がどのようになっているかである。

それはクラブ会長のリーダーシップが問われる課題でもあると思っている。
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よく奉仕と親睦はどちらが優先ということではなく車の両輪だという方がおられ

る。また、それは二輪車の前輪と後輪で、前輪が奉仕で進むべく方向を示し、その
エネルギーは後輪の親睦によって推進力を与える、と言われる方もおられる。

それぞれ、この短い言葉だけで表せない意味合いがあるので、どちらがどうとい
う話をするつもりはないので、ここではロータリーの歴史から考えてみたい。

ロータリーはご承知の通り、１９００年ポールハリスによりシカゴで生まれた、
当初は明らかに社交クラブであって、親睦と信頼できる取引が強調された。人生上、
取引上で信頼できる仲間を作ることであった。その後、ドナルドカーターやアーサ
ーフレデリック・シェルドンらが加わり、奉仕の概念が出来上がってきた。

と言うことは、まずは親睦が先である、と考えてはどうだろうと思う。
伊丹ＲＣの故深川純一ＰＧは、当地区の講演で次のように言われた。『原始、音

楽は太鼓などのリズムから生まれ、その後メロディがついた』この話はロータリー
では、まずは親睦があって、その後奉仕がついてきたということの説明であったの
で、私にはわかりやすい話であった。

ではどのように親睦から奉仕に進めて行けばよいかと言うことを考えてみる。
奉仕をするということは、自分が高潔な人になり、思いやりの心で職業を営まな

くてはならない。そして同じ心を持つ人が集まってクラブとして奉仕の活動をしな
くてはならない。しかし、いきなり人と人が出会ってもすぐに奉仕活動には進めに
くい。そこで親睦活動を通じてお互いの仲間意識を強くしていかなくてはならない。

ここで親睦活動と表現したが、研修委員会では『親睦と親睦活動はどう違うか』
という設問を良く行っている。親睦活動は、ゴルフ・麻雀・旅行・カラオケ・コー
ラスなどの共通の趣味の方が集まって活動することである。一方親睦（Fellowship）
は仲間づくりである。親睦活動は仲間づくりの一つの手段であると、研修委員会の
見解である。

ロータリーの目的の奨励項目の第１に『知り合いを広めることによって、奉仕の
機会とすること』と書いてある。知り合いを広めるとは、何人名刺交換したかでな
く、奉仕の仲間を作ったか、と解釈したい。まずは仲間づくりと言うことであろう。

クラブの運営からこのことを考えてみる。設立時はまず親睦活動を重視し仲良く
なることであり、例会の出席率を上げることである。そしてクラブの会員として、
どのような奉仕があるか、どのような奉仕が出来るかをしっかり学び考えて、活動
していただきたい。

ロータリーの活動目的は、親睦活動ではなく奉仕活動であるのだから。

さて、同好会が盛んなクラブがあるが、同好会の参加のためにクラブの会員とな
ったような方はいないだろか。同好会の行事は出るが、奉仕活動には参加しないと
いう方はいないだろうか。例会に出てきても、次の同好会の案内の相談ばかりと言
う会員はいないだろうか。

同好会の活発な活動を否定するつもりは全くない。仲良くすることが重要だとの
考えであるから当然である。言いたいことは親睦活動の目的は、奉仕活動の為の仲
間づくりと、仲間と接することで養われる奉仕活動の為の自己研鑽であると思う。

会員の多様性という考えがあるので、奉仕が命の会員もいれば、親睦が命の会員
がおられても、それはそれでよいと思う。ただしバランスがとれているということ
が大切で、クラブの活動方針がどのようになっているかである。

それはクラブ会長のリーダーシップが問われる課題でもあると思っている。
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では、まずは親睦があって、その後奉仕がついてきたということの説明であったの
で、私にはわかりやすい話であった。

ではどのように親睦から奉仕に進めて行けばよいかと言うことを考えてみる。
奉仕をするということは、自分が高潔な人になり、思いやりの心で職業を営まな

くてはならない。そして同じ心を持つ人が集まってクラブとして奉仕の活動をしな
くてはならない。しかし、いきなり人と人が出会ってもすぐに奉仕活動には進めに
くい。そこで親睦活動を通じてお互いの仲間意識を強くしていかなくてはならない。

ここで親睦活動と表現したが、研修委員会では『親睦と親睦活動はどう違うか』
という設問を良く行っている。親睦活動は、ゴルフ・麻雀・旅行・カラオケ・コー
ラスなどの共通の趣味の方が集まって活動することである。一方親睦（Fellowship）
は仲間づくりである。親睦活動は仲間づくりの一つの手段であると、研修委員会の
見解である。

奉仕と親睦について考える

ロータリーの目的の奨励項目の第１に『知り合いを広めることによって、奉仕の
機会とすること』と書いてある。知り合いを広めるとは、何人名刺交換したかでな
く、奉仕の仲間を作ったか、と解釈したい。まずは仲間づくりと言うことであろう。

クラブの運営からこのことを考えてみる。設立時はまず親睦活動を重視し仲良く
なることであり、例会の出席率を上げることである。そしてクラブの会員として、
どのような奉仕があるか、どのような奉仕が出来るかをしっかり学び考えて、活動
していただきたい。

ロータリーの活動目的は、親睦活動ではなく奉仕活動であるのだから。

さて、同好会が盛んなクラブがあるが、同好会の参加のためにクラブの会員とな
ったような方はいないだろか。同好会の行事は出るが、奉仕活動には参加しないと
いう方はいないだろうか。例会に出てきても、次の同好会の案内の相談ばかりと言
う会員はいないだろうか。

同好会の活発な活動を否定するつもりは全くない。仲良くすることが重要だとの
考えであるから当然である。言いたいことは親睦活動の目的は、奉仕活動の為の仲
間づくりと、仲間と接することで養われる奉仕活動の為の自己研鑽であると思う。

会員の多様性という考えがあるので、奉仕が命の会員もいれば、親睦が命の会員
がおられても、それはそれでよいと思う。ただしバランスがとれているということ
が大切で、クラブの活動方針がどのようになっているかである。

それはクラブ会長のリーダーシップが問われる課題でもあると思っている。
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クラブには必ずＳ.Ａ.Ａ.（以下ＳＡＡ）と呼ばれる役職の方がおられる。
Sergeant-at-Armsの略記で会場監督と言う日本語訳となっている。中世のヨーロッ
パの議場や宮廷で秩序を維持し、施設の管理を統括する高官である。この役職は１
９０６年にはシカゴクラブにはすでにこの役職があったそうだが、どのような権限
と役割であったのか、私は知っていない。

ＳＡＡは役職名であるので、委員会名とするのは好ましくない、といわれる。好
ましくないというよりは間違いである。ガバナー公式訪問でもＳＡＡ委員会とされ
ていたクラブには、次年度より訂正をお願いしておいた。副ＳＡＡとかＳＡＡ補佐
という役職は問題ないと思う。

ロータリークラブにおいて、ＳＡＡというとほとんどのクラブで、進行役（司
会）をされている。ニコボックスや食事メニュー、例会の曲名などを担当されてい
るクラブも多い。

施設の管理と言うことなら、空調やマイクの音量なども担当であろう。しかし、
多くのクラブでは進行役となっている。

私語に対しての注意喚起や早退者や遅刻者の入退出の拒否という役割をされてい
るクラブはあまり見かけない。またスピーチが長いからと、ストップをかける役割
もあり、例会場の中で一番の権限を持つ人となっていると聞いたことがある。

こう書くと進行係以外もＳＡＡの仕事なのか、と思う会員もいるだろう。しかし
私が入会したときには、このような権限があるのがＳＡＡだと教えられた。まさか
会長の話が長いからといって、もうやめろと言うＳＡＡなどいるのかなと思ってい
たが、いまだその場面に出くわしていない。語源からするとその権限も昔はあった
のであろうし、それがゆえに会長経験者がＳＡＡをするのが望ましいとも言われて
いる。

私は複数回ＳＡＡを務めたことがあるが、初めてＳＡＡの役職を受ける時、先輩
ＳＡＡから、ＳＡＡは例会で必要な食事の数を把握しろ、２週にわたって似たよう
なメニューにならないか気を配れ、ＳＡＡは出席者全員に食事が行き渡ったのを確
認してから、最後に食事をするものだ、と言われた。

私が入会時のクラブのＳＡＡが『飯炊き当番と思っていたが、米国に行ったらＳ
ＡＡはとても尊敬される役職だった』と話されているのを聞いたことがある。まぁ
飯炊き当番とは戦争を体験した人の口から出たのかも知れないが、会場監督の一つ
の役割であろう。

私がＳＡＡを初めて受けた時に、そのことを覚えていて、洒落のつもりで『給食
係りを拝命しました』とやったら、先輩会員からすぐにお叱りを頂いた。

豊橋ＲＣや蒲郡ＲＣでは良い例会とするための条件としてgood meal , good speech , 
good atmosphere と言われることが多い。この良い食事、良い卓話、良い雰囲気を会
場監督として取り仕切ること、これぞＳＡＡの重要な役割であろうと思う。そして、
思いやりの心としてのクラブ奉仕の神髄がこの言葉の中にあると思う。すべての人
に満足を、と言うわけではないが、お互いが思いやる心で例会の食事や卓話を楽し
みながら、クラブの例会の雰囲気を素晴らしいものにしていって欲しいものである。

豊橋ＲＣには伝統的なＳＡＡコスチュームがあり、木刀を腰に差し、錫杖を持
つスタイルである。常にこの格好ではなく、ガバナー公式訪問や特別な例会の時
に着用する。当地区がホストした地区大会では、ＳＡＡがこの格好で会員をお迎
えした。皆さんとても驚かれた様子であったとのことであった。

さらに、豊橋ＲＣには『ＳＡＡ奥義』と言う巻物があり、ＳＡＡの威厳と役ど
ころを記したもので、例会で先ほどのコスチュームのＳＡＡによって、時々披露
されるが、ここ数年、私は聞いてはいない。門外不出なのか確かめてはいないの
でここでは、その内容の開示を避けることにする。

格好は別にして、皆が気持ちよく過ごせる例会運営のカギは、ＳＡＡの配慮に
よるところが大きいのでは、と私は常に思っている。
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村井ガバナー的こころ

その18

クラブには必ずＳ.Ａ.Ａ.（以下ＳＡＡ）と呼ばれる役職の方がおられる。
Sergeant-at-Armsの略記で会場監督と言う日本語訳となっている。中世のヨーロッ
パの議場や宮廷で秩序を維持し、施設の管理を統括する高官である。この役職は１
９０６年にはシカゴクラブにはすでにこの役職があったそうだが、どのような権限
と役割であったのか、私は知っていない。

ＳＡＡは役職名であるので、委員会名とするのは好ましくない、といわれる。好
ましくないというよりは間違いである。ガバナー公式訪問でもＳＡＡ委員会とされ
ていたクラブには、次年度より訂正をお願いしておいた。副ＳＡＡとかＳＡＡ補佐
という役職は問題ないと思う。

ロータリークラブにおいて、ＳＡＡというとほとんどのクラブで、進行役（司
会）をされている。ニコボックスや食事メニュー、例会の曲名などを担当されてい
るクラブも多い。

施設の管理と言うことなら、空調やマイクの音量なども担当であろう。しかし、
多くのクラブでは進行役となっている。

私語に対しての注意喚起や早退者や遅刻者の入退出の拒否という役割をされてい
るクラブはあまり見かけない。またスピーチが長いからと、ストップをかける役割
もあり、例会場の中で一番の権限を持つ人となっていると聞いたことがある。

こう書くと進行係以外もＳＡＡの仕事なのか、と思う会員もいるだろう。しかし
私が入会したときには、このような権限があるのがＳＡＡだと教えられた。まさか
会長の話が長いからといって、もうやめろと言うＳＡＡなどいるのかなと思ってい
たが、いまだその場面に出くわしていない。語源からするとその権限も昔はあった
のであろうし、それがゆえに会長経験者がＳＡＡをするのが望ましいとも言われて
いる。

私は複数回ＳＡＡを務めたことがあるが、初めてＳＡＡの役職を受ける時、先輩
ＳＡＡから、ＳＡＡは例会で必要な食事の数を把握しろ、２週にわたって似たよう
なメニューにならないか気を配れ、ＳＡＡは出席者全員に食事が行き渡ったのを確
認してから、最後に食事をするものだ、と言われた。

Ｓ.Ａ.Ａ.について考える

私が入会時のクラブのＳＡＡが『飯炊き当番と思っていたが、米国に行ったらＳ
ＡＡはとても尊敬される役職だった』と話されているのを聞いたことがある。まぁ
飯炊き当番とは戦争を体験した人の口から出たのかも知れないが、会場監督の一つ
の役割であろう。

私がＳＡＡを初めて受けた時に、そのことを覚えていて、洒落のつもりで『給食
係りを拝命しました』とやったら、先輩会員からすぐにお叱りを頂いた。

豊橋ＲＣや蒲郡ＲＣでは良い例会とするための条件としてgood meal , good speech , 
good atmosphere と言われることが多い。この良い食事、良い卓話、良い雰囲気を会
場監督として取り仕切ること、これぞＳＡＡの重要な役割であろうと思う。そして、
思いやりの心としてのクラブ奉仕の神髄がこの言葉の中にあると思う。すべての人
に満足を、と言うわけではないが、お互いが思いやる心で例会の食事や卓話を楽し
みながら、クラブの例会の雰囲気を素晴らしいものにしていって欲しいものである。

豊橋ＲＣには伝統的なＳＡＡコスチュームがあり、木刀を腰に差し、錫杖を持
つスタイルである。常にこの格好ではなく、ガバナー公式訪問や特別な例会の時
に着用する。当地区がホストした地区大会では、ＳＡＡがこの格好で会員をお迎
えした。皆さんとても驚かれた様子であったとのことであった。

さらに、豊橋ＲＣには『ＳＡＡ奥義』と言う巻物があり、ＳＡＡの威厳と役ど
ころを記したもので、例会で先ほどのコスチュームのＳＡＡによって、時々披露
されるが、ここ数年、私は聞いてはいない。門外不出なのか確かめてはいないの
でここでは、その内容の開示を避けることにする。

格好は別にして、皆が気持ちよく過ごせる例会運営のカギは、ＳＡＡの配慮に
よるところが大きいのでは、と私は常に思っている。

RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎

クラブには必ずＳ.Ａ.Ａ.（以下ＳＡＡ）と呼ばれる役職の方がおられる。
Sergeant-at-Armsの略記で会場監督と言う日本語訳となっている。中世のヨーロッ
パの議場や宮廷で秩序を維持し、施設の管理を統括する高官である。この役職は１
９０６年にはシカゴクラブにはすでにこの役職があったそうだが、どのような権限
と役割であったのか、私は知っていない。

ＳＡＡは役職名であるので、委員会名とするのは好ましくない、といわれる。好
ましくないというよりは間違いである。ガバナー公式訪問でもＳＡＡ委員会とされ
ていたクラブには、次年度より訂正をお願いしておいた。副ＳＡＡとかＳＡＡ補佐
という役職は問題ないと思う。

ロータリークラブにおいて、ＳＡＡというとほとんどのクラブで、進行役（司
会）をされている。ニコボックスや食事メニュー、例会の曲名などを担当されてい
るクラブも多い。

施設の管理と言うことなら、空調やマイクの音量なども担当であろう。しかし、
多くのクラブでは進行役となっている。

私語に対しての注意喚起や早退者や遅刻者の入退出の拒否という役割をされてい
るクラブはあまり見かけない。またスピーチが長いからと、ストップをかける役割
もあり、例会場の中で一番の権限を持つ人となっていると聞いたことがある。

こう書くと進行係以外もＳＡＡの仕事なのか、と思う会員もいるだろう。しかし
私が入会したときには、このような権限があるのがＳＡＡだと教えられた。まさか
会長の話が長いからといって、もうやめろと言うＳＡＡなどいるのかなと思ってい
たが、いまだその場面に出くわしていない。語源からするとその権限も昔はあった
のであろうし、それがゆえに会長経験者がＳＡＡをするのが望ましいとも言われて
いる。

私は複数回ＳＡＡを務めたことがあるが、初めてＳＡＡの役職を受ける時、先輩
ＳＡＡから、ＳＡＡは例会で必要な食事の数を把握しろ、２週にわたって似たよう
なメニューにならないか気を配れ、ＳＡＡは出席者全員に食事が行き渡ったのを確
認してから、最後に食事をするものだ、と言われた。

私が入会時のクラブのＳＡＡが『飯炊き当番と思っていたが、米国に行ったらＳ
ＡＡはとても尊敬される役職だった』と話されているのを聞いたことがある。まぁ
飯炊き当番とは戦争を体験した人の口から出たのかも知れないが、会場監督の一つ
の役割であろう。

私がＳＡＡを初めて受けた時に、そのことを覚えていて、洒落のつもりで『給食
係りを拝命しました』とやったら、先輩会員からすぐにお叱りを頂いた。

豊橋ＲＣや蒲郡ＲＣでは良い例会とするための条件としてgood meal , good speech , 
good atmosphere と言われることが多い。この良い食事、良い卓話、良い雰囲気を会
場監督として取り仕切ること、これぞＳＡＡの重要な役割であろうと思う。そして、
思いやりの心としてのクラブ奉仕の神髄がこの言葉の中にあると思う。すべての人
に満足を、と言うわけではないが、お互いが思いやる心で例会の食事や卓話を楽し
みながら、クラブの例会の雰囲気を素晴らしいものにしていって欲しいものである。

豊橋ＲＣには伝統的なＳＡＡコスチュームがあり、木刀を腰に差し、錫杖を持
つスタイルである。常にこの格好ではなく、ガバナー公式訪問や特別な例会の時
に着用する。当地区がホストした地区大会では、ＳＡＡがこの格好で会員をお迎
えした。皆さんとても驚かれた様子であったとのことであった。

さらに、豊橋ＲＣには『ＳＡＡ奥義』と言う巻物があり、ＳＡＡの威厳と役ど
ころを記したもので、例会で先ほどのコスチュームのＳＡＡによって、時々披露
されるが、ここ数年、私は聞いてはいない。門外不出なのか確かめてはいないの
でここでは、その内容の開示を避けることにする。

格好は別にして、皆が気持ちよく過ごせる例会運営のカギは、ＳＡＡの配慮に
よるところが大きいのでは、と私は常に思っている。
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村井ガバナー的こころ

その18

クラブには必ずＳ.Ａ.Ａ.（以下ＳＡＡ）と呼ばれる役職の方がおられる。
Sergeant-at-Armsの略記で会場監督と言う日本語訳となっている。中世のヨーロッ
パの議場や宮廷で秩序を維持し、施設の管理を統括する高官である。この役職は１
９０６年にはシカゴクラブにはすでにこの役職があったそうだが、どのような権限
と役割であったのか、私は知っていない。

ＳＡＡは役職名であるので、委員会名とするのは好ましくない、といわれる。好
ましくないというよりは間違いである。ガバナー公式訪問でもＳＡＡ委員会とされ
ていたクラブには、次年度より訂正をお願いしておいた。副ＳＡＡとかＳＡＡ補佐
という役職は問題ないと思う。

ロータリークラブにおいて、ＳＡＡというとほとんどのクラブで、進行役（司
会）をされている。ニコボックスや食事メニュー、例会の曲名などを担当されてい
るクラブも多い。

施設の管理と言うことなら、空調やマイクの音量なども担当であろう。しかし、
多くのクラブでは進行役となっている。

私語に対しての注意喚起や早退者や遅刻者の入退出の拒否という役割をされてい
るクラブはあまり見かけない。またスピーチが長いからと、ストップをかける役割
もあり、例会場の中で一番の権限を持つ人となっていると聞いたことがある。

こう書くと進行係以外もＳＡＡの仕事なのか、と思う会員もいるだろう。しかし
私が入会したときには、このような権限があるのがＳＡＡだと教えられた。まさか
会長の話が長いからといって、もうやめろと言うＳＡＡなどいるのかなと思ってい
たが、いまだその場面に出くわしていない。語源からするとその権限も昔はあった
のであろうし、それがゆえに会長経験者がＳＡＡをするのが望ましいとも言われて
いる。

私は複数回ＳＡＡを務めたことがあるが、初めてＳＡＡの役職を受ける時、先輩
ＳＡＡから、ＳＡＡは例会で必要な食事の数を把握しろ、２週にわたって似たよう
なメニューにならないか気を配れ、ＳＡＡは出席者全員に食事が行き渡ったのを確
認してから、最後に食事をするものだ、と言われた。

Ｓ.Ａ.Ａ.について考える

私が入会時のクラブのＳＡＡが『飯炊き当番と思っていたが、米国に行ったらＳ
ＡＡはとても尊敬される役職だった』と話されているのを聞いたことがある。まぁ
飯炊き当番とは戦争を体験した人の口から出たのかも知れないが、会場監督の一つ
の役割であろう。

私がＳＡＡを初めて受けた時に、そのことを覚えていて、洒落のつもりで『給食
係りを拝命しました』とやったら、先輩会員からすぐにお叱りを頂いた。

豊橋ＲＣや蒲郡ＲＣでは良い例会とするための条件としてgood meal , good speech , 
good atmosphere と言われることが多い。この良い食事、良い卓話、良い雰囲気を会
場監督として取り仕切ること、これぞＳＡＡの重要な役割であろうと思う。そして、
思いやりの心としてのクラブ奉仕の神髄がこの言葉の中にあると思う。すべての人
に満足を、と言うわけではないが、お互いが思いやる心で例会の食事や卓話を楽し
みながら、クラブの例会の雰囲気を素晴らしいものにしていって欲しいものである。

豊橋ＲＣには伝統的なＳＡＡコスチュームがあり、木刀を腰に差し、錫杖を持
つスタイルである。常にこの格好ではなく、ガバナー公式訪問や特別な例会の時
に着用する。当地区がホストした地区大会では、ＳＡＡがこの格好で会員をお迎
えした。皆さんとても驚かれた様子であったとのことであった。

さらに、豊橋ＲＣには『ＳＡＡ奥義』と言う巻物があり、ＳＡＡの威厳と役ど
ころを記したもので、例会で先ほどのコスチュームのＳＡＡによって、時々披露
されるが、ここ数年、私は聞いてはいない。門外不出なのか確かめてはいないの
でここでは、その内容の開示を避けることにする。

格好は別にして、皆が気持ちよく過ごせる例会運営のカギは、ＳＡＡの配慮に
よるところが大きいのでは、と私は常に思っている。
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クラブには必ずＳ.Ａ.Ａ.（以下ＳＡＡ）と呼ばれる役職の方がおられる。
Sergeant-at-Armsの略記で会場監督と言う日本語訳となっている。中世のヨーロッ
パの議場や宮廷で秩序を維持し、施設の管理を統括する高官である。この役職は１
９０６年にはシカゴクラブにはすでにこの役職があったそうだが、どのような権限
と役割であったのか、私は知っていない。

ＳＡＡは役職名であるので、委員会名とするのは好ましくない、といわれる。好
ましくないというよりは間違いである。ガバナー公式訪問でもＳＡＡ委員会とされ
ていたクラブには、次年度より訂正をお願いしておいた。副ＳＡＡとかＳＡＡ補佐
という役職は問題ないと思う。

ロータリークラブにおいて、ＳＡＡというとほとんどのクラブで、進行役（司
会）をされている。ニコボックスや食事メニュー、例会の曲名などを担当されてい
るクラブも多い。

施設の管理と言うことなら、空調やマイクの音量なども担当であろう。しかし、
多くのクラブでは進行役となっている。

私語に対しての注意喚起や早退者や遅刻者の入退出の拒否という役割をされてい
るクラブはあまり見かけない。またスピーチが長いからと、ストップをかける役割
もあり、例会場の中で一番の権限を持つ人となっていると聞いたことがある。

こう書くと進行係以外もＳＡＡの仕事なのか、と思う会員もいるだろう。しかし
私が入会したときには、このような権限があるのがＳＡＡだと教えられた。まさか
会長の話が長いからといって、もうやめろと言うＳＡＡなどいるのかなと思ってい
たが、いまだその場面に出くわしていない。語源からするとその権限も昔はあった
のであろうし、それがゆえに会長経験者がＳＡＡをするのが望ましいとも言われて
いる。

私は複数回ＳＡＡを務めたことがあるが、初めてＳＡＡの役職を受ける時、先輩
ＳＡＡから、ＳＡＡは例会で必要な食事の数を把握しろ、２週にわたって似たよう
なメニューにならないか気を配れ、ＳＡＡは出席者全員に食事が行き渡ったのを確
認してから、最後に食事をするものだ、と言われた。

私が入会時のクラブのＳＡＡが『飯炊き当番と思っていたが、米国に行ったらＳ
ＡＡはとても尊敬される役職だった』と話されているのを聞いたことがある。まぁ
飯炊き当番とは戦争を体験した人の口から出たのかも知れないが、会場監督の一つ
の役割であろう。

私がＳＡＡを初めて受けた時に、そのことを覚えていて、洒落のつもりで『給食
係りを拝命しました』とやったら、先輩会員からすぐにお叱りを頂いた。

豊橋ＲＣや蒲郡ＲＣでは良い例会とするための条件としてgood meal , good speech , 
good atmosphere と言われることが多い。この良い食事、良い卓話、良い雰囲気を会
場監督として取り仕切ること、これぞＳＡＡの重要な役割であろうと思う。そして、
思いやりの心としてのクラブ奉仕の神髄がこの言葉の中にあると思う。すべての人
に満足を、と言うわけではないが、お互いが思いやる心で例会の食事や卓話を楽し
みながら、クラブの例会の雰囲気を素晴らしいものにしていって欲しいものである。

豊橋ＲＣには伝統的なＳＡＡコスチュームがあり、木刀を腰に差し、錫杖を持
つスタイルである。常にこの格好ではなく、ガバナー公式訪問や特別な例会の時
に着用する。当地区がホストした地区大会では、ＳＡＡがこの格好で会員をお迎
えした。皆さんとても驚かれた様子であったとのことであった。

さらに、豊橋ＲＣには『ＳＡＡ奥義』と言う巻物があり、ＳＡＡの威厳と役ど
ころを記したもので、例会で先ほどのコスチュームのＳＡＡによって、時々披露
されるが、ここ数年、私は聞いてはいない。門外不出なのか確かめてはいないの
でここでは、その内容の開示を避けることにする。

格好は別にして、皆が気持ちよく過ごせる例会運営のカギは、ＳＡＡの配慮に
よるところが大きいのでは、と私は常に思っている。
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村井ガバナー的こころ

その18

クラブには必ずＳ.Ａ.Ａ.（以下ＳＡＡ）と呼ばれる役職の方がおられる。
Sergeant-at-Armsの略記で会場監督と言う日本語訳となっている。中世のヨーロッ
パの議場や宮廷で秩序を維持し、施設の管理を統括する高官である。この役職は１
９０６年にはシカゴクラブにはすでにこの役職があったそうだが、どのような権限
と役割であったのか、私は知っていない。

ＳＡＡは役職名であるので、委員会名とするのは好ましくない、といわれる。好
ましくないというよりは間違いである。ガバナー公式訪問でもＳＡＡ委員会とされ
ていたクラブには、次年度より訂正をお願いしておいた。副ＳＡＡとかＳＡＡ補佐
という役職は問題ないと思う。

ロータリークラブにおいて、ＳＡＡというとほとんどのクラブで、進行役（司
会）をされている。ニコボックスや食事メニュー、例会の曲名などを担当されてい
るクラブも多い。

施設の管理と言うことなら、空調やマイクの音量なども担当であろう。しかし、
多くのクラブでは進行役となっている。

私語に対しての注意喚起や早退者や遅刻者の入退出の拒否という役割をされてい
るクラブはあまり見かけない。またスピーチが長いからと、ストップをかける役割
もあり、例会場の中で一番の権限を持つ人となっていると聞いたことがある。

こう書くと進行係以外もＳＡＡの仕事なのか、と思う会員もいるだろう。しかし
私が入会したときには、このような権限があるのがＳＡＡだと教えられた。まさか
会長の話が長いからといって、もうやめろと言うＳＡＡなどいるのかなと思ってい
たが、いまだその場面に出くわしていない。語源からするとその権限も昔はあった
のであろうし、それがゆえに会長経験者がＳＡＡをするのが望ましいとも言われて
いる。

私は複数回ＳＡＡを務めたことがあるが、初めてＳＡＡの役職を受ける時、先輩
ＳＡＡから、ＳＡＡは例会で必要な食事の数を把握しろ、２週にわたって似たよう
なメニューにならないか気を配れ、ＳＡＡは出席者全員に食事が行き渡ったのを確
認してから、最後に食事をするものだ、と言われた。

Ｓ.Ａ.Ａ.について考える

私が入会時のクラブのＳＡＡが『飯炊き当番と思っていたが、米国に行ったらＳ
ＡＡはとても尊敬される役職だった』と話されているのを聞いたことがある。まぁ
飯炊き当番とは戦争を体験した人の口から出たのかも知れないが、会場監督の一つ
の役割であろう。

私がＳＡＡを初めて受けた時に、そのことを覚えていて、洒落のつもりで『給食
係りを拝命しました』とやったら、先輩会員からすぐにお叱りを頂いた。

豊橋ＲＣや蒲郡ＲＣでは良い例会とするための条件としてgood meal , good speech , 
good atmosphere と言われることが多い。この良い食事、良い卓話、良い雰囲気を会
場監督として取り仕切ること、これぞＳＡＡの重要な役割であろうと思う。そして、
思いやりの心としてのクラブ奉仕の神髄がこの言葉の中にあると思う。すべての人
に満足を、と言うわけではないが、お互いが思いやる心で例会の食事や卓話を楽し
みながら、クラブの例会の雰囲気を素晴らしいものにしていって欲しいものである。

豊橋ＲＣには伝統的なＳＡＡコスチュームがあり、木刀を腰に差し、錫杖を持
つスタイルである。常にこの格好ではなく、ガバナー公式訪問や特別な例会の時
に着用する。当地区がホストした地区大会では、ＳＡＡがこの格好で会員をお迎
えした。皆さんとても驚かれた様子であったとのことであった。

さらに、豊橋ＲＣには『ＳＡＡ奥義』と言う巻物があり、ＳＡＡの威厳と役ど
ころを記したもので、例会で先ほどのコスチュームのＳＡＡによって、時々披露
されるが、ここ数年、私は聞いてはいない。門外不出なのか確かめてはいないの
でここでは、その内容の開示を避けることにする。

格好は別にして、皆が気持ちよく過ごせる例会運営のカギは、ＳＡＡの配慮に
よるところが大きいのでは、と私は常に思っている。
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クラブには必ずＳ.Ａ.Ａ.（以下ＳＡＡ）と呼ばれる役職の方がおられる。
Sergeant-at-Armsの略記で会場監督と言う日本語訳となっている。中世のヨーロッ
パの議場や宮廷で秩序を維持し、施設の管理を統括する高官である。この役職は１
９０６年にはシカゴクラブにはすでにこの役職があったそうだが、どのような権限
と役割であったのか、私は知っていない。

ＳＡＡは役職名であるので、委員会名とするのは好ましくない、といわれる。好
ましくないというよりは間違いである。ガバナー公式訪問でもＳＡＡ委員会とされ
ていたクラブには、次年度より訂正をお願いしておいた。副ＳＡＡとかＳＡＡ補佐
という役職は問題ないと思う。

ロータリークラブにおいて、ＳＡＡというとほとんどのクラブで、進行役（司
会）をされている。ニコボックスや食事メニュー、例会の曲名などを担当されてい
るクラブも多い。

施設の管理と言うことなら、空調やマイクの音量なども担当であろう。しかし、
多くのクラブでは進行役となっている。

私語に対しての注意喚起や早退者や遅刻者の入退出の拒否という役割をされてい
るクラブはあまり見かけない。またスピーチが長いからと、ストップをかける役割
もあり、例会場の中で一番の権限を持つ人となっていると聞いたことがある。

こう書くと進行係以外もＳＡＡの仕事なのか、と思う会員もいるだろう。しかし
私が入会したときには、このような権限があるのがＳＡＡだと教えられた。まさか
会長の話が長いからといって、もうやめろと言うＳＡＡなどいるのかなと思ってい
たが、いまだその場面に出くわしていない。語源からするとその権限も昔はあった
のであろうし、それがゆえに会長経験者がＳＡＡをするのが望ましいとも言われて
いる。

私は複数回ＳＡＡを務めたことがあるが、初めてＳＡＡの役職を受ける時、先輩
ＳＡＡから、ＳＡＡは例会で必要な食事の数を把握しろ、２週にわたって似たよう
なメニューにならないか気を配れ、ＳＡＡは出席者全員に食事が行き渡ったのを確
認してから、最後に食事をするものだ、と言われた。

私が入会時のクラブのＳＡＡが『飯炊き当番と思っていたが、米国に行ったらＳ
ＡＡはとても尊敬される役職だった』と話されているのを聞いたことがある。まぁ
飯炊き当番とは戦争を体験した人の口から出たのかも知れないが、会場監督の一つ
の役割であろう。

私がＳＡＡを初めて受けた時に、そのことを覚えていて、洒落のつもりで『給食
係りを拝命しました』とやったら、先輩会員からすぐにお叱りを頂いた。

豊橋ＲＣや蒲郡ＲＣでは良い例会とするための条件としてgood meal , good speech , 
good atmosphere と言われることが多い。この良い食事、良い卓話、良い雰囲気を会
場監督として取り仕切ること、これぞＳＡＡの重要な役割であろうと思う。そして、
思いやりの心としてのクラブ奉仕の神髄がこの言葉の中にあると思う。すべての人
に満足を、と言うわけではないが、お互いが思いやる心で例会の食事や卓話を楽し
みながら、クラブの例会の雰囲気を素晴らしいものにしていって欲しいものである。

豊橋ＲＣには伝統的なＳＡＡコスチュームがあり、木刀を腰に差し、錫杖を持
つスタイルである。常にこの格好ではなく、ガバナー公式訪問や特別な例会の時
に着用する。当地区がホストした地区大会では、ＳＡＡがこの格好で会員をお迎
えした。皆さんとても驚かれた様子であったとのことであった。

さらに、豊橋ＲＣには『ＳＡＡ奥義』と言う巻物があり、ＳＡＡの威厳と役ど
ころを記したもので、例会で先ほどのコスチュームのＳＡＡによって、時々披露
されるが、ここ数年、私は聞いてはいない。門外不出なのか確かめてはいないの
でここでは、その内容の開示を避けることにする。

格好は別にして、皆が気持ちよく過ごせる例会運営のカギは、ＳＡＡの配慮に
よるところが大きいのでは、と私は常に思っている。
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村井ガバナー的こころ

その18

クラブには必ずＳ.Ａ.Ａ.（以下ＳＡＡ）と呼ばれる役職の方がおられる。
Sergeant-at-Armsの略記で会場監督と言う日本語訳となっている。中世のヨーロッ
パの議場や宮廷で秩序を維持し、施設の管理を統括する高官である。この役職は１
９０６年にはシカゴクラブにはすでにこの役職があったそうだが、どのような権限
と役割であったのか、私は知っていない。

ＳＡＡは役職名であるので、委員会名とするのは好ましくない、といわれる。好
ましくないというよりは間違いである。ガバナー公式訪問でもＳＡＡ委員会とされ
ていたクラブには、次年度より訂正をお願いしておいた。副ＳＡＡとかＳＡＡ補佐
という役職は問題ないと思う。

ロータリークラブにおいて、ＳＡＡというとほとんどのクラブで、進行役（司
会）をされている。ニコボックスや食事メニュー、例会の曲名などを担当されてい
るクラブも多い。

施設の管理と言うことなら、空調やマイクの音量なども担当であろう。しかし、
多くのクラブでは進行役となっている。

私語に対しての注意喚起や早退者や遅刻者の入退出の拒否という役割をされてい
るクラブはあまり見かけない。またスピーチが長いからと、ストップをかける役割
もあり、例会場の中で一番の権限を持つ人となっていると聞いたことがある。

こう書くと進行係以外もＳＡＡの仕事なのか、と思う会員もいるだろう。しかし
私が入会したときには、このような権限があるのがＳＡＡだと教えられた。まさか
会長の話が長いからといって、もうやめろと言うＳＡＡなどいるのかなと思ってい
たが、いまだその場面に出くわしていない。語源からするとその権限も昔はあった
のであろうし、それがゆえに会長経験者がＳＡＡをするのが望ましいとも言われて
いる。

私は複数回ＳＡＡを務めたことがあるが、初めてＳＡＡの役職を受ける時、先輩
ＳＡＡから、ＳＡＡは例会で必要な食事の数を把握しろ、２週にわたって似たよう
なメニューにならないか気を配れ、ＳＡＡは出席者全員に食事が行き渡ったのを確
認してから、最後に食事をするものだ、と言われた。

Ｓ.Ａ.Ａ.について考える

私が入会時のクラブのＳＡＡが『飯炊き当番と思っていたが、米国に行ったらＳ
ＡＡはとても尊敬される役職だった』と話されているのを聞いたことがある。まぁ
飯炊き当番とは戦争を体験した人の口から出たのかも知れないが、会場監督の一つ
の役割であろう。

私がＳＡＡを初めて受けた時に、そのことを覚えていて、洒落のつもりで『給食
係りを拝命しました』とやったら、先輩会員からすぐにお叱りを頂いた。

豊橋ＲＣや蒲郡ＲＣでは良い例会とするための条件としてgood meal , good speech , 
good atmosphere と言われることが多い。この良い食事、良い卓話、良い雰囲気を会
場監督として取り仕切ること、これぞＳＡＡの重要な役割であろうと思う。そして、
思いやりの心としてのクラブ奉仕の神髄がこの言葉の中にあると思う。すべての人
に満足を、と言うわけではないが、お互いが思いやる心で例会の食事や卓話を楽し
みながら、クラブの例会の雰囲気を素晴らしいものにしていって欲しいものである。

豊橋ＲＣには伝統的なＳＡＡコスチュームがあり、木刀を腰に差し、錫杖を持
つスタイルである。常にこの格好ではなく、ガバナー公式訪問や特別な例会の時
に着用する。当地区がホストした地区大会では、ＳＡＡがこの格好で会員をお迎
えした。皆さんとても驚かれた様子であったとのことであった。

さらに、豊橋ＲＣには『ＳＡＡ奥義』と言う巻物があり、ＳＡＡの威厳と役ど
ころを記したもので、例会で先ほどのコスチュームのＳＡＡによって、時々披露
されるが、ここ数年、私は聞いてはいない。門外不出なのか確かめてはいないの
でここでは、その内容の開示を避けることにする。

格好は別にして、皆が気持ちよく過ごせる例会運営のカギは、ＳＡＡの配慮に
よるところが大きいのでは、と私は常に思っている。
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今回は例会で歌を歌うことについて考えてみる。
ロータリーの例会で歌を歌うことになったいきさつは、多くの会員がご存知だと

思うので、ここでは簡単に説明しておくことにする。

ロータリーは既報の通り、シカゴで社交クラブとして発足した。しかし提唱者の
ポールハリスはカーターに入会を断られた時から奉仕に目覚めだした。しかしクラ
ブの仲間は親睦と互恵取引のクラブだとして、ポールが奉仕の重要さを言えば言う
ほど反発が起き、クラブの中は、奉仕派と親睦派とは対立していった。

その時の会長ドクター・ネフは、ハリー・ラグルスという５番目にクラブに入会
した会員にこう伝えたそうだ。『次の例会でポールはまた奉仕の重要さを言うだろ
う、そしてクラブの雰囲気はきっと悪くなる。そこで、君は歌がうまい、そうなっ
た時には、君がリードして皆で歌を歌おうと、リードして欲しいと思うだが』と。

案の定、例会は気まずくなりかけた、その時ラグルスが椅子の上に立ち上がり、
大きな声で『皆で歌を歌おう』と言った。これがロータリーの例会場で歌を歌う始
まりだったといわれている。

したがって、懇親会の最後などで『手に手つないで』を歌う時には、遠慮されず
にソングリーダーは椅子の上に上がってリードしてもらうのがよいと思っている。
そして、ラグルスになった気持ちで、「さぁみんなで歌おう！！」と叫ぶのもよい
と思う。

多くのクラブでは例会でロータリーソングを歌っている。私の所属クラブである
豊橋RCでは、歌謡曲や抒情歌や童謡も歌っている。前述の通りでクラブの例会の
雰囲気を和らげるのが目的であるから、楽しくにこやかに歌うことでよいので、曲
目は何でもよいと思っている。公式訪問でほとんどがロータリーソングの「奉仕の
理想」であったが、卓話講師やビジターとして訪問した時は、私のクラブと同じく
歌謡曲などを歌うクラブをたまに見かける。

ロータリーソングについては、今年度２番や３番を歌ってほしいと地区運営方針
でお願いした。残念ながら「奉仕の理想」は１番のみであるが、「我らの生業」は
２番まで、「それでこそロータリー」は３番まである。当地区の地区大会に来られ
た同期のガバナー数名が、自分の地区大会で「我らの生業」を２番まで歌うことに
されたそうだ。私はロータリーソングは、２番３番の歌詞を知ったほうが良いと思
うし、ロータリーとして良い内容の歌詞だと思っている。

最近では創立の若いクラブなどでは「四つのテスト」「日も風も星も」などを歌
うクラブも増えているが、歴史の長いクラブでは、これらの歌に馴染みがない会員
も多いようだ。

国歌「君が代」を月初めなどに歌うクラブが多いし、地区行事では点鐘後、まず
初めに「君が代」を歌う。この時に、指揮者が出てこられることが多いが、いかが
なものであろうか。

本来国歌斉唱なので、国旗に向かって全員で歌えばよいので、国旗に向かうこと
なく、指揮者を向くのも変だと思っている。さらに国旗にお尻を向けての指揮もい
かがなものかと思う。

「君が代」はほとんどが４分音符で指揮に合わせないと歌えないほどの難しい曲
ではないであろう。伴奏を担当する演奏者に対しては必要なのかもしれないが、ほ
とんどがピアノ伴奏か録音された伴奏である。

ロータリー以外の行事にも出るが、「君が代」で指揮者はなく、前奏に引き続き
とのアナウンスですますことが多いと思う。大相撲で土俵上に指揮者が現れて歌う
など、とても想像できないが、皆さんはどう思われるであろう。

ちょっと横道に逸れたが、例会の運営に欠かせない歌を歌う時間とは、やはり皆
が楽しく過ごすためにすれば良いのではと思っている。
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本来国歌斉唱なので、国旗に向かって全員で歌えばよいので、国旗に向かうこと
なく、指揮者を向くのも変だと思っている。さらに国旗にお尻を向けての指揮もい
かがなものかと思う。

「君が代」はほとんどが４分音符で指揮に合わせないと歌えないほどの難しい曲
ではないであろう。伴奏を担当する演奏者に対しては必要なのかもしれないが、ほ
とんどがピアノ伴奏か録音された伴奏である。

ロータリー以外の行事にも出るが、「君が代」で指揮者はなく、前奏に引き続き
とのアナウンスですますことが多いと思う。大相撲で土俵上に指揮者が現れて歌う
など、とても想像できないが、皆さんはどう思われるであろう。

ちょっと横道に逸れたが、例会の運営に欠かせない歌を歌う時間とは、やはり皆
が楽しく過ごすためにすれば良いのではと思っている。
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村井ガバナー的こころ
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今回は例会で歌を歌うことについて考えてみる。
ロータリーの例会で歌を歌うことになったいきさつは、多くの会員がご存知だと

思うので、ここでは簡単に説明しておくことにする。

ロータリーは既報の通り、シカゴで社交クラブとして発足した。しかし提唱者の
ポールハリスはカーターに入会を断られた時から奉仕に目覚めだした。しかしクラ
ブの仲間は親睦と互恵取引のクラブだとして、ポールが奉仕の重要さを言えば言う
ほど反発が起き、クラブの中は、奉仕派と親睦派とは対立していった。

その時の会長ドクター・ネフは、ハリー・ラグルスという５番目にクラブに入会
した会員にこう伝えたそうだ。『次の例会でポールはまた奉仕の重要さを言うだろ
う、そしてクラブの雰囲気はきっと悪くなる。そこで、君は歌がうまい、そうなっ
た時には、君がリードして皆で歌を歌おうと、リードして欲しいと思うだが』と。

案の定、例会は気まずくなりかけた、その時ラグルスが椅子の上に立ち上がり、
大きな声で『皆で歌を歌おう』と言った。これがロータリーの例会場で歌を歌う始
まりだったといわれている。

したがって、懇親会の最後などで『手に手つないで』を歌う時には、遠慮されず
にソングリーダーは椅子の上に上がってリードしてもらうのがよいと思っている。
そして、ラグルスになった気持ちで、「さぁみんなで歌おう！！」と叫ぶのもよい
と思う。

多くのクラブでは例会でロータリーソングを歌っている。私の所属クラブである
豊橋RCでは、歌謡曲や抒情歌や童謡も歌っている。前述の通りでクラブの例会の
雰囲気を和らげるのが目的であるから、楽しくにこやかに歌うことでよいので、曲
目は何でもよいと思っている。公式訪問でほとんどがロータリーソングの「奉仕の
理想」であったが、卓話講師やビジターとして訪問した時は、私のクラブと同じく
歌謡曲などを歌うクラブをたまに見かける。

例会で歌う　について考える

ロータリーソングについては、今年度２番や３番を歌ってほしいと地区運営方針
でお願いした。残念ながら「奉仕の理想」は１番のみであるが、「我らの生業」は
２番まで、「それでこそロータリー」は３番まである。当地区の地区大会に来られ
た同期のガバナー数名が、自分の地区大会で「我らの生業」を２番まで歌うことに
されたそうだ。私はロータリーソングは、２番３番の歌詞を知ったほうが良いと思
うし、ロータリーとして良い内容の歌詞だと思っている。

最近では創立の若いクラブなどでは「四つのテスト」「日も風も星も」などを歌
うクラブも増えているが、歴史の長いクラブでは、これらの歌に馴染みがない会員
も多いようだ。

国歌「君が代」を月初めなどに歌うクラブが多いし、地区行事では点鐘後、まず
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など、とても想像できないが、皆さんはどう思われるであろう。
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「君が代」はほとんどが４分音符で指揮に合わせないと歌えないほどの難しい曲
ではないであろう。伴奏を担当する演奏者に対しては必要なのかもしれないが、ほ
とんどがピアノ伴奏か録音された伴奏である。

ロータリー以外の行事にも出るが、「君が代」で指揮者はなく、前奏に引き続き
とのアナウンスですますことが多いと思う。大相撲で土俵上に指揮者が現れて歌う
など、とても想像できないが、皆さんはどう思われるであろう。

ちょっと横道に逸れたが、例会の運営に欠かせない歌を歌う時間とは、やはり皆
が楽しく過ごすためにすれば良いのではと思っている。
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たとえ話というのは、読む人の想像力や解釈によって、取り方が変わるものであ
る。ご批判もあると思うがガバナー個人の考えとして、表題について考えてみる。

あるグループが牛を飼育し始めた。良い牛を育てようということで、牧草や牧場、
気候や個体管理などいろいろと考え、一つの飼育理念を確立していった。

そしてやがて美味しい肉牛ができ、グループの仲間うちで美味しく食べていた。

ところがある時、君たちだけで美味しい肉を食べていて、君たちはよいが他の人
にも食べてもらう機会を与えないのか、と言われ本当に喜ばれる美味しい牛肉を求
めて、試験的にステーキハウスを開業した。これが評判となり店舗展開を始めた。

しかし、当初のグループの仲間はメンバーが増えるにつれて、良い牛を育てるメ
ンバーたちと、美味しい肉を皆に料理して多くの店で提供したいメンバーたちに分
かれてきた。

あくまでもステーキの本質は牛そのものである、良い牛を育てることにある、と
するグループと、もう多くの良い牛が育っているし、育てる理念も確立して来た。
これからは、牛のブランドイメージの向上やＰＲだ、というグループに分かれてし

まった。

つまり、牛を育てることこそ、このグループの根幹であり、金看板であると強い
思いを言い続けるようになり、あくまでもステーキハウスは試験的なもので、良い
牛を育てるためのフィードバックをさせるためだとの思いを強くしてきた。

ステーキハウスの全世界への発展を願うグループは、ステーキハウスをマネージ
メントするリーダーの養成に力を入れ、出店に補助金を出し、お店をいかに強くす
るかという、戦略計画なるものまで出していった。それこそが、牛を食べる人に
とって良いことをしていることだとの思いをこちらも強くして進みだした。

ここから先は、見えない何かが怖くて書くのをためらうので、読者の想像力（創
造力）にお任せしたい。

牛を育てるとは何か、ブランドとは何か。このグループは何をやりたいのか、に
ついても無責任であると思うが、あえて解説はしない。目くじら立てずに友愛の精
神で読み下していただきたい。

むかしケーキ職人から、美味しいケーキは材料を吟味すれば、誰でもそこそこ美
味しいケーキになる、と聞いたことがある。このことが牛に当てはまるかどうかは
分からないが、やはり良い牛を育てることが大切だろう。今や数多くある他ステー
キハウスのグループとの違いは、良い牛を育てるプログラムを忘れずに守っている
ことだと思う。
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そしてやがて美味しい肉牛ができ、グループの仲間うちで美味しく食べていた。

ところがある時、君たちだけで美味しい肉を食べていて、君たちはよいが他の人
にも食べてもらう機会を与えないのか、と言われ本当に喜ばれる美味しい牛肉を求
めて、試験的にステーキハウスを開業した。これが評判となり店舗展開を始めた。

しかし、当初のグループの仲間はメンバーが増えるにつれて、良い牛を育てるメ
ンバーたちと、美味しい肉を皆に料理して多くの店で提供したいメンバーたちに分
かれてきた。

あくまでもステーキの本質は牛そのものである、良い牛を育てることにある、と
するグループと、もう多くの良い牛が育っているし、育てる理念も確立して来た。
これからは、牛のブランドイメージの向上やＰＲだ、というグループに分かれてし

まった。

つまり、牛を育てることこそ、このグループの根幹であり、金看板であると強い
思いを言い続けるようになり、あくまでもステーキハウスは試験的なもので、良い
牛を育てるためのフィードバックをさせるためだとの思いを強くしてきた。

ステーキハウスの全世界への発展を願うグループは、ステーキハウスをマネージ
メントするリーダーの養成に力を入れ、出店に補助金を出し、お店をいかに強くす
るかという、戦略計画なるものまで出していった。それこそが、牛を食べる人に
とって良いことをしていることだとの思いをこちらも強くして進みだした。

ここから先は、見えない何かが怖くて書くのをためらうので、読者の想像力（創
造力）にお任せしたい。

牛を育てるとは何か、ブランドとは何か。このグループは何をやりたいのか、に
ついても無責任であると思うが、あえて解説はしない。目くじら立てずに友愛の精
神で読み下していただきたい。

むかしケーキ職人から、美味しいケーキは材料を吟味すれば、誰でもそこそこ美
味しいケーキになる、と聞いたことがある。このことが牛に当てはまるかどうかは
分からないが、やはり良い牛を育てることが大切だろう。今や数多くある他ステー
キハウスのグループとの違いは、良い牛を育てるプログラムを忘れずに守っている
ことだと思う。
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先回は例会で歌を歌うことについて書いたが、今回その中のロータリーソングの
歌詞の内容について考えてみたい。

私が今年度のガバナー公式訪問で各クラブを訪れた時は、ほとんどのクラブが
「奉仕の理想」をロータリーソングとして歌う例会であった。地区大会やＰＥＴＳ
やＩＭ、周年行事では、この「奉仕の理想」を歌う場面に多く出くわす。ロータリ
アンにとって、この歌はロータリーを代表する歌と考えているのか、今までの通例
で歌っているのか定かではない。しかし、何だかロータリーの公式ソングと言うか、
国歌や校歌に対応するロータリー歌のように思われているようにも感じる。

奉仕の理想と言う言葉は“The ideal of service”を米山梅吉翁が訳されたものだが、
手続要覧の中では数年前に奉仕の理念と日本語訳が変更された。しかしこの歌のタ
イトルまでは変わらなかったが、当然であると思っている。

理想と理念の違いは、その折にも多く論じられたが、私は一般的な考えとして、
理想の方が明日と言うか夢があるように思っている。であるから、奉仕の明日以降
に実現する夢の姿のようなものが、奉仕の理想と言う存在だと考えているが、皆さ
んの感想はどうであろうか。

「奉仕の理想」に続いて多かったのが、と言ってもかなり少数であったが、「我
らの生業」である。私は個人的にはこの歌が大好きである。

特に二番の歌詞が良い。数クラブで二番まで歌っていただいた、感謝している。

奉仕に集える我らは望む　正しき道に果をとると
人の世　挙りて　光を浴みつ　力を合わせて　争い忌むを
おぉロータリアン　我らの集い

この歌詞の中で、正しき道に果をとる、とある。つまり職業奉仕としての倫理観
を持てと言うことである。私たちの生業においては、不正やごまかしをしないで、
真っ正直に商売の道に励み、正しい利益をあげなさい、と言うことであると解釈し
ている。

さらに人の世挙りて光を浴みつと続く。
挙りてとは、すべての人々が一人残らずと言う意味である。讃美歌に「もろびと

こぞりて」とあるし、こぞってご応募くださいと言う表現もあり、今でも使われて
いる日本語である。つまり、世の中のすべての人がその恩恵を受けて、光に包まれ
るように、幸せになるように、ということであろう。

さらに、争い忌むをと続いていく。これは単に戦争を忌み嫌うだけでなく、商売
上の諍いをせずに同業者は足を引っ張り合う相手ではなく、力を合わせてその生業
で世の役に立とうということと私は思っているが、そこまで考えることは出来ない
であろうか。

本年度の蒲郡での地区大会第一日目に、この「我らの生業」の一番二番を開会時
に会場で歌っていただいた。初めて歌う方も多くて戸惑いもあったと思うが、皆さ
ん元気よく歌っていただき、とても良かったと思っている。

この地区大会に出席されていた私の同期ガバナー数名の方が、この歌詞の素晴ら
しさを感じ取られ、自地区の地区大会で「我らの生業」を二番まで歌われたそうだ。
私としてはとても嬉しい話である。

この他にも、「それでこそロータリー」の二番・三番も、なかなか良い歌詞である。
ここでは二番三番の歌詞のみ紹介しておく。
（二番）
笑顔笑顔で　語り合おうよ　　心心で　結び合おうよ
みんな世のため　働き合おうよ　　それでこそローローロータリー
（三番）
どこの国にも　友が居るよ　　みんな一つの　輪になろうよ
同じ心で　親しみあおうよ　それでこそローローロータリー

歌詞と言うのは、一番だけでなく、二番なり三番なり、そのすべての歌詞で一つ
の文学が成り立っていると思う、一度ゆっくりと歌詞を読んで欲しいと思う次第で
ある。
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やＩＭ、周年行事では、この「奉仕の理想」を歌う場面に多く出くわす。ロータリ
アンにとって、この歌はロータリーを代表する歌と考えているのか、今までの通例
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手続要覧の中では数年前に奉仕の理念と日本語訳が変更された。しかしこの歌のタ
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理想と理念の違いは、その折にも多く論じられたが、私は一般的な考えとして、
理想の方が明日と言うか夢があるように思っている。であるから、奉仕の明日以降
に実現する夢の姿のようなものが、奉仕の理想と言う存在だと考えているが、皆さ
んの感想はどうであろうか。

「奉仕の理想」に続いて多かったのが、と言ってもかなり少数であったが、「我
らの生業」である。私は個人的にはこの歌が大好きである。

特に二番の歌詞が良い。数クラブで二番まで歌っていただいた、感謝している。

奉仕に集える我らは望む　正しき道に果をとると
人の世　挙りて　光を浴みつ　力を合わせて　争い忌むを
おぉロータリアン　我らの集い

この歌詞の中で、正しき道に果をとる、とある。つまり職業奉仕としての倫理観
を持てと言うことである。私たちの生業においては、不正やごまかしをしないで、
真っ正直に商売の道に励み、正しい利益をあげなさい、と言うことであると解釈し
ている。

再び例会で歌うについて考える

さらに人の世挙りて光を浴みつと続く。
挙りてとは、すべての人々が一人残らずと言う意味である。讃美歌に「もろびと

こぞりて」とあるし、こぞってご応募くださいと言う表現もあり、今でも使われて
いる日本語である。つまり、世の中のすべての人がその恩恵を受けて、光に包まれ
るように、幸せになるように、ということであろう。

さらに、争い忌むをと続いていく。これは単に戦争を忌み嫌うだけでなく、商売
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に会場で歌っていただいた。初めて歌う方も多くて戸惑いもあったと思うが、皆さ
ん元気よく歌っていただき、とても良かったと思っている。

この地区大会に出席されていた私の同期ガバナー数名の方が、この歌詞の素晴ら
しさを感じ取られ、自地区の地区大会で「我らの生業」を二番まで歌われたそうだ。
私としてはとても嬉しい話である。

この他にも、「それでこそロータリー」の二番・三番も、なかなか良い歌詞である。
ここでは二番三番の歌詞のみ紹介しておく。
（二番）
笑顔笑顔で　語り合おうよ　　心心で　結び合おうよ
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私としてはとても嬉しい話である。
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ここでは二番三番の歌詞のみ紹介しておく。
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この歌詞の中で、正しき道に果をとる、とある。つまり職業奉仕としての倫理観
を持てと言うことである。私たちの生業においては、不正やごまかしをしないで、
真っ正直に商売の道に励み、正しい利益をあげなさい、と言うことであると解釈し
ている。

再び例会で歌うについて考える

さらに人の世挙りて光を浴みつと続く。
挙りてとは、すべての人々が一人残らずと言う意味である。讃美歌に「もろびと

こぞりて」とあるし、こぞってご応募くださいと言う表現もあり、今でも使われて
いる日本語である。つまり、世の中のすべての人がその恩恵を受けて、光に包まれ
るように、幸せになるように、ということであろう。

さらに、争い忌むをと続いていく。これは単に戦争を忌み嫌うだけでなく、商売
上の諍いをせずに同業者は足を引っ張り合う相手ではなく、力を合わせてその生業
で世の役に立とうということと私は思っているが、そこまで考えることは出来ない
であろうか。

本年度の蒲郡での地区大会第一日目に、この「我らの生業」の一番二番を開会時
に会場で歌っていただいた。初めて歌う方も多くて戸惑いもあったと思うが、皆さ
ん元気よく歌っていただき、とても良かったと思っている。

この地区大会に出席されていた私の同期ガバナー数名の方が、この歌詞の素晴ら
しさを感じ取られ、自地区の地区大会で「我らの生業」を二番まで歌われたそうだ。
私としてはとても嬉しい話である。

この他にも、「それでこそロータリー」の二番・三番も、なかなか良い歌詞である。
ここでは二番三番の歌詞のみ紹介しておく。
（二番）
笑顔笑顔で　語り合おうよ　　心心で　結び合おうよ
みんな世のため　働き合おうよ　　それでこそローローロータリー
（三番）
どこの国にも　友が居るよ　　みんな一つの　輪になろうよ
同じ心で　親しみあおうよ　それでこそローローロータリー

歌詞と言うのは、一番だけでなく、二番なり三番なり、そのすべての歌詞で一つ
の文学が成り立っていると思う、一度ゆっくりと歌詞を読んで欲しいと思う次第で
ある。
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先回は例会で歌を歌うことについて書いたが、今回その中のロータリーソングの
歌詞の内容について考えてみたい。

私が今年度のガバナー公式訪問で各クラブを訪れた時は、ほとんどのクラブが
「奉仕の理想」をロータリーソングとして歌う例会であった。地区大会やＰＥＴＳ
やＩＭ、周年行事では、この「奉仕の理想」を歌う場面に多く出くわす。ロータリ
アンにとって、この歌はロータリーを代表する歌と考えているのか、今までの通例
で歌っているのか定かではない。しかし、何だかロータリーの公式ソングと言うか、
国歌や校歌に対応するロータリー歌のように思われているようにも感じる。

奉仕の理想と言う言葉は“The ideal of service”を米山梅吉翁が訳されたものだが、
手続要覧の中では数年前に奉仕の理念と日本語訳が変更された。しかしこの歌のタ
イトルまでは変わらなかったが、当然であると思っている。

理想と理念の違いは、その折にも多く論じられたが、私は一般的な考えとして、
理想の方が明日と言うか夢があるように思っている。であるから、奉仕の明日以降
に実現する夢の姿のようなものが、奉仕の理想と言う存在だと考えているが、皆さ
んの感想はどうであろうか。

「奉仕の理想」に続いて多かったのが、と言ってもかなり少数であったが、「我
らの生業」である。私は個人的にはこの歌が大好きである。

特に二番の歌詞が良い。数クラブで二番まで歌っていただいた、感謝している。

奉仕に集える我らは望む　正しき道に果をとると
人の世　挙りて　光を浴みつ　力を合わせて　争い忌むを
おぉロータリアン　我らの集い

この歌詞の中で、正しき道に果をとる、とある。つまり職業奉仕としての倫理観
を持てと言うことである。私たちの生業においては、不正やごまかしをしないで、
真っ正直に商売の道に励み、正しい利益をあげなさい、と言うことであると解釈し
ている。

さらに人の世挙りて光を浴みつと続く。
挙りてとは、すべての人々が一人残らずと言う意味である。讃美歌に「もろびと

こぞりて」とあるし、こぞってご応募くださいと言う表現もあり、今でも使われて
いる日本語である。つまり、世の中のすべての人がその恩恵を受けて、光に包まれ
るように、幸せになるように、ということであろう。

さらに、争い忌むをと続いていく。これは単に戦争を忌み嫌うだけでなく、商売
上の諍いをせずに同業者は足を引っ張り合う相手ではなく、力を合わせてその生業
で世の役に立とうということと私は思っているが、そこまで考えることは出来ない
であろうか。

本年度の蒲郡での地区大会第一日目に、この「我らの生業」の一番二番を開会時
に会場で歌っていただいた。初めて歌う方も多くて戸惑いもあったと思うが、皆さ
ん元気よく歌っていただき、とても良かったと思っている。

この地区大会に出席されていた私の同期ガバナー数名の方が、この歌詞の素晴ら
しさを感じ取られ、自地区の地区大会で「我らの生業」を二番まで歌われたそうだ。
私としてはとても嬉しい話である。

この他にも、「それでこそロータリー」の二番・三番も、なかなか良い歌詞である。
ここでは二番三番の歌詞のみ紹介しておく。
（二番）
笑顔笑顔で　語り合おうよ　　心心で　結び合おうよ
みんな世のため　働き合おうよ　　それでこそローローロータリー
（三番）
どこの国にも　友が居るよ　　みんな一つの　輪になろうよ
同じ心で　親しみあおうよ　それでこそローローロータリー

歌詞と言うのは、一番だけでなく、二番なり三番なり、そのすべての歌詞で一つ
の文学が成り立っていると思う、一度ゆっくりと歌詞を読んで欲しいと思う次第で
ある。
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「奉仕の理想」をロータリーソングとして歌う例会であった。地区大会やＰＥＴＳ
やＩＭ、周年行事では、この「奉仕の理想」を歌う場面に多く出くわす。ロータリ
アンにとって、この歌はロータリーを代表する歌と考えているのか、今までの通例
で歌っているのか定かではない。しかし、何だかロータリーの公式ソングと言うか、
国歌や校歌に対応するロータリー歌のように思われているようにも感じる。

奉仕の理想と言う言葉は“The ideal of service”を米山梅吉翁が訳されたものだが、
手続要覧の中では数年前に奉仕の理念と日本語訳が変更された。しかしこの歌のタ
イトルまでは変わらなかったが、当然であると思っている。

理想と理念の違いは、その折にも多く論じられたが、私は一般的な考えとして、
理想の方が明日と言うか夢があるように思っている。であるから、奉仕の明日以降
に実現する夢の姿のようなものが、奉仕の理想と言う存在だと考えているが、皆さ
んの感想はどうであろうか。

「奉仕の理想」に続いて多かったのが、と言ってもかなり少数であったが、「我
らの生業」である。私は個人的にはこの歌が大好きである。

特に二番の歌詞が良い。数クラブで二番まで歌っていただいた、感謝している。

奉仕に集える我らは望む　正しき道に果をとると
人の世　挙りて　光を浴みつ　力を合わせて　争い忌むを
おぉロータリアン　我らの集い

この歌詞の中で、正しき道に果をとる、とある。つまり職業奉仕としての倫理観
を持てと言うことである。私たちの生業においては、不正やごまかしをしないで、
真っ正直に商売の道に励み、正しい利益をあげなさい、と言うことであると解釈し
ている。

再び例会で歌うについて考える

さらに人の世挙りて光を浴みつと続く。
挙りてとは、すべての人々が一人残らずと言う意味である。讃美歌に「もろびと

こぞりて」とあるし、こぞってご応募くださいと言う表現もあり、今でも使われて
いる日本語である。つまり、世の中のすべての人がその恩恵を受けて、光に包まれ
るように、幸せになるように、ということであろう。

さらに、争い忌むをと続いていく。これは単に戦争を忌み嫌うだけでなく、商売
上の諍いをせずに同業者は足を引っ張り合う相手ではなく、力を合わせてその生業
で世の役に立とうということと私は思っているが、そこまで考えることは出来ない
であろうか。

本年度の蒲郡での地区大会第一日目に、この「我らの生業」の一番二番を開会時
に会場で歌っていただいた。初めて歌う方も多くて戸惑いもあったと思うが、皆さ
ん元気よく歌っていただき、とても良かったと思っている。

この地区大会に出席されていた私の同期ガバナー数名の方が、この歌詞の素晴ら
しさを感じ取られ、自地区の地区大会で「我らの生業」を二番まで歌われたそうだ。
私としてはとても嬉しい話である。

この他にも、「それでこそロータリー」の二番・三番も、なかなか良い歌詞である。
ここでは二番三番の歌詞のみ紹介しておく。
（二番）
笑顔笑顔で　語り合おうよ　　心心で　結び合おうよ
みんな世のため　働き合おうよ　　それでこそローローロータリー
（三番）
どこの国にも　友が居るよ　　みんな一つの　輪になろうよ
同じ心で　親しみあおうよ　それでこそローローロータリー

歌詞と言うのは、一番だけでなく、二番なり三番なり、そのすべての歌詞で一つ
の文学が成り立っていると思う、一度ゆっくりと歌詞を読んで欲しいと思う次第で
ある。

RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎

このみ

よ こ ぞ あ



60 GOVERNOR'S MONTHLY LETTER 2018-19 Final Issue  |  Rotary International District 2760

国際ロータリーの大きな方向性の変化の中で、中核的価値観やビジョン声明など
の解説が多くなってきている。職業奉仕という概念が薄くなってきていることは、
今までに書いてきた。職業奉仕を学ぶことは倫理観を養うことになり、その根幹に
は四つのテストがあると私は教わってきた。
　今回は、日本国内のロータリークラブで、今なおロータリアンの意識に深く根差
している「四つのテスト」について考えてみる。

28年前に私がロータリークラブに入会した時に比べると、四つのテストの唱和を
するクラブや、四つのテストの歌を歌うクラブが増えたように思う。事実、新しく
できたクラブでは唱和するところが多いし、四つのテストを掲示しているクラブも
多くなっている。
　地区の職業奉仕委員会の方が、各クラブの職業奉仕委員長さんが集まるクラブ委
員長会議で職業奉仕月間の活動の一つとして、四つのテストの唱和をお願いするこ
とを続けてこられたことも大いに影響をしていると思う。
　さらに地区の職業奉仕委員会が委員長会議において行うアンケートでも、四つの
テストを唱和するクラブが増えてきている。しかし、創立年度の古いクラブの方が、
歌も唱和もされていない傾向はあるようだ。

この四つのテストは、ロータリアンとしてしっかり理解する必要があると思う。
かつては、四つのテストを空で言いやすいように、その頭文字をとれば「し・み・
こ・み」となっているので、頭に浸み込ませてくださいとお願いしていた時期もあ
ったが、今は歌のおかげなのか、かなりの人が暗唱できると私は思っている。

さて四つのテスト内容であるが、その成り立ちや言葉の意味合いは、書籍や講演
集、ネット掲載など多くの解説があるので、そちらを参考にしていただければよい
と思う。
　数年前に私の書いた小冊子「超入門　職業奉仕の入り口」の内容も参考にしてい
たければうれしく思う。そこには、あくまでも四つのテストは職業奉仕として、企
業倫理について考えてみることから始めるのが良いと書いておいた。

ロータリアンとしての高潔性と四つのテストを結びつけて欲しいとは、私は思っ
ていない。また、クラブの奉仕事業の基礎にこのことを置くことが重要とも考えて
いない。あくまでも、ロータリアン個人がおこなう事業の倫理として、必要だと考
えている。

この四つのテストは、まず真実かどうかを問いかけている。私はこのことはとて
も重要であると考えている。それを踏まえて２つ目以降の、みんなに公平か・好意
と友情を深めるか・みんなのためになるかどうか、これらはすべて行動の影響につ
いて問いかけているのではないだろうか。

言い換えると、１つ目の真実かどうかは、私にはすべてにおける大前提のように
思える、ということである。これは嘘や偽りはないか、ということを問いかけてい
るのであるが、要は「真ですか」との問いかけだと私は考えている。

すべからく、真（誠でもよい）でなければ、大義が立たない、大義がなければ
周りの人に理解してもらえないし、協力が得られないことになる。これは職業の
上であっても、社会奉仕活動の上でも、重要だと思う。
　つまりは、自分の利益のため、自己満足のためにやっているのではなく、多く
の人に利益をもたらせるかどうかであると思う。さらに言えば、個人の損得勘定
を入れるのは、もってのほかである。とかく自分が可愛いのが人間であるが、
ロータリアンとしては超我の奉仕で活動すべきであると思う。

私は真実ということが嘘でないことということだけでなく、損得よりも善悪で
の判断ができているかどうかということも、真実かどうかの根幹にあるとも思っ
ている。
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の解説が多くなってきている。職業奉仕という概念が薄くなってきていることは、
今までに書いてきた。職業奉仕を学ぶことは倫理観を養うことになり、その根幹に
は四つのテストがあると私は教わってきた。
　今回は、日本国内のロータリークラブで、今なおロータリアンの意識に深く根差
している「四つのテスト」について考えてみる。

28年前に私がロータリークラブに入会した時に比べると、四つのテストの唱和を
するクラブや、四つのテストの歌を歌うクラブが増えたように思う。事実、新しく
できたクラブでは唱和するところが多いし、四つのテストを掲示しているクラブも
多くなっている。
　地区の職業奉仕委員会の方が、各クラブの職業奉仕委員長さんが集まるクラブ委
員長会議で職業奉仕月間の活動の一つとして、四つのテストの唱和をお願いするこ
とを続けてこられたことも大いに影響をしていると思う。
　さらに地区の職業奉仕委員会が委員長会議において行うアンケートでも、四つの
テストを唱和するクラブが増えてきている。しかし、創立年度の古いクラブの方が、
歌も唱和もされていない傾向はあるようだ。

この四つのテストは、ロータリアンとしてしっかり理解する必要があると思う。
かつては、四つのテストを空で言いやすいように、その頭文字をとれば「し・み・
こ・み」となっているので、頭に浸み込ませてくださいとお願いしていた時期もあ
ったが、今は歌のおかげなのか、かなりの人が暗唱できると私は思っている。

さて四つのテスト内容であるが、その成り立ちや言葉の意味合いは、書籍や講演
集、ネット掲載など多くの解説があるので、そちらを参考にしていただければよい
と思う。
　数年前に私の書いた小冊子「超入門　職業奉仕の入り口」の内容も参考にしてい
たければうれしく思う。そこには、あくまでも四つのテストは職業奉仕として、企
業倫理について考えてみることから始めるのが良いと書いておいた。
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ロータリアンとしての高潔性と四つのテストを結びつけて欲しいとは、私は思っ
ていない。また、クラブの奉仕事業の基礎にこのことを置くことが重要とも考えて
いない。あくまでも、ロータリアン個人がおこなう事業の倫理として、必要だと考
えている。

この四つのテストは、まず真実かどうかを問いかけている。私はこのことはとて
も重要であると考えている。それを踏まえて２つ目以降の、みんなに公平か・好意
と友情を深めるか・みんなのためになるかどうか、これらはすべて行動の影響につ
いて問いかけているのではないだろうか。

言い換えると、１つ目の真実かどうかは、私にはすべてにおける大前提のように
思える、ということである。これは嘘や偽りはないか、ということを問いかけてい
るのであるが、要は「真ですか」との問いかけだと私は考えている。

すべからく、真（誠でもよい）でなければ、大義が立たない、大義がなければ
周りの人に理解してもらえないし、協力が得られないことになる。これは職業の
上であっても、社会奉仕活動の上でも、重要だと思う。
　つまりは、自分の利益のため、自己満足のためにやっているのではなく、多く
の人に利益をもたらせるかどうかであると思う。さらに言えば、個人の損得勘定
を入れるのは、もってのほかである。とかく自分が可愛いのが人間であるが、
ロータリアンとしては超我の奉仕で活動すべきであると思う。

私は真実ということが嘘でないことということだけでなく、損得よりも善悪で
の判断ができているかどうかということも、真実かどうかの根幹にあるとも思っ
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国際ロータリーの大きな方向性の変化の中で、中核的価値観やビジョン声明など
の解説が多くなってきている。職業奉仕という概念が薄くなってきていることは、
今までに書いてきた。職業奉仕を学ぶことは倫理観を養うことになり、その根幹に
は四つのテストがあると私は教わってきた。
　今回は、日本国内のロータリークラブで、今なおロータリアンの意識に深く根差
している「四つのテスト」について考えてみる。

28年前に私がロータリークラブに入会した時に比べると、四つのテストの唱和を
するクラブや、四つのテストの歌を歌うクラブが増えたように思う。事実、新しく
できたクラブでは唱和するところが多いし、四つのテストを掲示しているクラブも
多くなっている。
　地区の職業奉仕委員会の方が、各クラブの職業奉仕委員長さんが集まるクラブ委
員長会議で職業奉仕月間の活動の一つとして、四つのテストの唱和をお願いするこ
とを続けてこられたことも大いに影響をしていると思う。
　さらに地区の職業奉仕委員会が委員長会議において行うアンケートでも、四つの
テストを唱和するクラブが増えてきている。しかし、創立年度の古いクラブの方が、
歌も唱和もされていない傾向はあるようだ。

この四つのテストは、ロータリアンとしてしっかり理解する必要があると思う。
かつては、四つのテストを空で言いやすいように、その頭文字をとれば「し・み・
こ・み」となっているので、頭に浸み込ませてくださいとお願いしていた時期もあ
ったが、今は歌のおかげなのか、かなりの人が暗唱できると私は思っている。

さて四つのテスト内容であるが、その成り立ちや言葉の意味合いは、書籍や講演
集、ネット掲載など多くの解説があるので、そちらを参考にしていただければよい
と思う。
　数年前に私の書いた小冊子「超入門　職業奉仕の入り口」の内容も参考にしてい
たければうれしく思う。そこには、あくまでも四つのテストは職業奉仕として、企
業倫理について考えてみることから始めるのが良いと書いておいた。

ロータリアンとしての高潔性と四つのテストを結びつけて欲しいとは、私は思っ
ていない。また、クラブの奉仕事業の基礎にこのことを置くことが重要とも考えて
いない。あくまでも、ロータリアン個人がおこなう事業の倫理として、必要だと考
えている。

この四つのテストは、まず真実かどうかを問いかけている。私はこのことはとて
も重要であると考えている。それを踏まえて２つ目以降の、みんなに公平か・好意
と友情を深めるか・みんなのためになるかどうか、これらはすべて行動の影響につ
いて問いかけているのではないだろうか。

言い換えると、１つ目の真実かどうかは、私にはすべてにおける大前提のように
思える、ということである。これは嘘や偽りはないか、ということを問いかけてい
るのであるが、要は「真ですか」との問いかけだと私は考えている。

すべからく、真（誠でもよい）でなければ、大義が立たない、大義がなければ
周りの人に理解してもらえないし、協力が得られないことになる。これは職業の
上であっても、社会奉仕活動の上でも、重要だと思う。
　つまりは、自分の利益のため、自己満足のためにやっているのではなく、多く
の人に利益をもたらせるかどうかであると思う。さらに言えば、個人の損得勘定
を入れるのは、もってのほかである。とかく自分が可愛いのが人間であるが、
ロータリアンとしては超我の奉仕で活動すべきであると思う。

私は真実ということが嘘でないことということだけでなく、損得よりも善悪で
の判断ができているかどうかということも、真実かどうかの根幹にあるとも思っ
ている。
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国際ロータリーの大きな方向性の変化の中で、中核的価値観やビジョン声明など
の解説が多くなってきている。職業奉仕という概念が薄くなってきていることは、
今までに書いてきた。職業奉仕を学ぶことは倫理観を養うことになり、その根幹に
は四つのテストがあると私は教わってきた。
　今回は、日本国内のロータリークラブで、今なおロータリアンの意識に深く根差
している「四つのテスト」について考えてみる。

28年前に私がロータリークラブに入会した時に比べると、四つのテストの唱和を
するクラブや、四つのテストの歌を歌うクラブが増えたように思う。事実、新しく
できたクラブでは唱和するところが多いし、四つのテストを掲示しているクラブも
多くなっている。
　地区の職業奉仕委員会の方が、各クラブの職業奉仕委員長さんが集まるクラブ委
員長会議で職業奉仕月間の活動の一つとして、四つのテストの唱和をお願いするこ
とを続けてこられたことも大いに影響をしていると思う。
　さらに地区の職業奉仕委員会が委員長会議において行うアンケートでも、四つの
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こ・み」となっているので、頭に浸み込ませてくださいとお願いしていた時期もあ
ったが、今は歌のおかげなのか、かなりの人が暗唱できると私は思っている。
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と思う。
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たければうれしく思う。そこには、あくまでも四つのテストは職業奉仕として、企
業倫理について考えてみることから始めるのが良いと書いておいた。

四つのテスト　について考える

ロータリアンとしての高潔性と四つのテストを結びつけて欲しいとは、私は思っ
ていない。また、クラブの奉仕事業の基礎にこのことを置くことが重要とも考えて
いない。あくまでも、ロータリアン個人がおこなう事業の倫理として、必要だと考
えている。

この四つのテストは、まず真実かどうかを問いかけている。私はこのことはとて
も重要であると考えている。それを踏まえて２つ目以降の、みんなに公平か・好意
と友情を深めるか・みんなのためになるかどうか、これらはすべて行動の影響につ
いて問いかけているのではないだろうか。

言い換えると、１つ目の真実かどうかは、私にはすべてにおける大前提のように
思える、ということである。これは嘘や偽りはないか、ということを問いかけてい
るのであるが、要は「真ですか」との問いかけだと私は考えている。

すべからく、真（誠でもよい）でなければ、大義が立たない、大義がなければ
周りの人に理解してもらえないし、協力が得られないことになる。これは職業の
上であっても、社会奉仕活動の上でも、重要だと思う。
　つまりは、自分の利益のため、自己満足のためにやっているのではなく、多く
の人に利益をもたらせるかどうかであると思う。さらに言えば、個人の損得勘定
を入れるのは、もってのほかである。とかく自分が可愛いのが人間であるが、
ロータリアンとしては超我の奉仕で活動すべきであると思う。

私は真実ということが嘘でないことということだけでなく、損得よりも善悪で
の判断ができているかどうかということも、真実かどうかの根幹にあるとも思っ
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今までに書いてきた。職業奉仕を学ぶことは倫理観を養うことになり、その根幹に
は四つのテストがあると私は教わってきた。
　今回は、日本国内のロータリークラブで、今なおロータリアンの意識に深く根差
している「四つのテスト」について考えてみる。

28年前に私がロータリークラブに入会した時に比べると、四つのテストの唱和を
するクラブや、四つのテストの歌を歌うクラブが増えたように思う。事実、新しく
できたクラブでは唱和するところが多いし、四つのテストを掲示しているクラブも
多くなっている。
　地区の職業奉仕委員会の方が、各クラブの職業奉仕委員長さんが集まるクラブ委
員長会議で職業奉仕月間の活動の一つとして、四つのテストの唱和をお願いするこ
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こ・み」となっているので、頭に浸み込ませてくださいとお願いしていた時期もあ
ったが、今は歌のおかげなのか、かなりの人が暗唱できると私は思っている。

さて四つのテスト内容であるが、その成り立ちや言葉の意味合いは、書籍や講演
集、ネット掲載など多くの解説があるので、そちらを参考にしていただければよい
と思う。
　数年前に私の書いた小冊子「超入門　職業奉仕の入り口」の内容も参考にしてい
たければうれしく思う。そこには、あくまでも四つのテストは職業奉仕として、企
業倫理について考えてみることから始めるのが良いと書いておいた。

ロータリアンとしての高潔性と四つのテストを結びつけて欲しいとは、私は思っ
ていない。また、クラブの奉仕事業の基礎にこのことを置くことが重要とも考えて
いない。あくまでも、ロータリアン個人がおこなう事業の倫理として、必要だと考
えている。

この四つのテストは、まず真実かどうかを問いかけている。私はこのことはとて
も重要であると考えている。それを踏まえて２つ目以降の、みんなに公平か・好意
と友情を深めるか・みんなのためになるかどうか、これらはすべて行動の影響につ
いて問いかけているのではないだろうか。

言い換えると、１つ目の真実かどうかは、私にはすべてにおける大前提のように
思える、ということである。これは嘘や偽りはないか、ということを問いかけてい
るのであるが、要は「真ですか」との問いかけだと私は考えている。

すべからく、真（誠でもよい）でなければ、大義が立たない、大義がなければ
周りの人に理解してもらえないし、協力が得られないことになる。これは職業の
上であっても、社会奉仕活動の上でも、重要だと思う。
　つまりは、自分の利益のため、自己満足のためにやっているのではなく、多く
の人に利益をもたらせるかどうかであると思う。さらに言えば、個人の損得勘定
を入れるのは、もってのほかである。とかく自分が可愛いのが人間であるが、
ロータリアンとしては超我の奉仕で活動すべきであると思う。

私は真実ということが嘘でないことということだけでなく、損得よりも善悪で
の判断ができているかどうかということも、真実かどうかの根幹にあるとも思っ
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以前、例会運営について述べてみたが、今回は例会に出席することについて考え
てみる。多少繰り返しの様な話になるが、ご勘弁を頂くこととしたい。

ロータリークラブは、ポール・ハリスとその仲間４人が集まって会合を開いたこ
とから始まり、そして集まる場所をローテーションしたことから、ロータリーの語
源になった。つまり仲間が集うことがロータリー例会の原点であると言えよう。

私が入会するときには、多くの先輩から必ず例会に出ること、１００％出席を目
指しなさいと厳しく言われたものだった。私は入会以来１００％を続けてきたが、
１０数年ほど前に長期入院することとなり、一時途絶えてしまった。しかし、今で
も例会への出席を重視する考えでロータリー活動を続けている。

さて本題であるが、ロータリーの例会の原点は　“集う”　ことであった。そこで何
週も顔を合わせないことは会員として疎遠になるから、出席の義務がうたわれ、今
も各クラブで出席報告という内容で、出席率を出すなど例会出席を重視している。

ロータリーソングの奉仕の理想の歌詞に「奉仕の理想に集いし友よ」とあり、我
らの生業にも「集いて図る心は一つ」とある。さらにインターアクトソングも「こ
こに集いし我らは」と冒頭に出てくる。ロータリーの例会は集うことと考えて良い
だろうと思う。

アメリカのレイクプラシッドクラブの入り口には「入りて学び、出でて奉仕せ
よ」と書いて有り、この言葉は日本のロータリーでも有名であった。あった、と過
去形で書いたのは、数年前から国際協議会での垂れ幕にこの言葉が書かれていたの
が、消え去り「Join Leaders Exchange Ideas Take Action」（リーダーよ集まれ、ア
イデアを広げよう 行動しよう）となった。

もちろん、「入りて学び…」が否定されたわけではないが、私はさみしさを感じ
る。

昨今の世界のリーダーの言葉には、学びの場を持つ例会に出るよりも、奉仕の場
に参加していこうとするような表現が多くなってきているように、個人的には感じ
ている。

今世界のロータリーは、地域において奉仕活動として行動を起こす人を多く呼び
集めて、より大きな奉仕を広げて、公共イメージの向上、ブランド化を図っている
ので、学んでそして実践と言うのは、まどろっこしいと思っているのであろうか。

しかし、私が考えてきたロータリーとはどのような会合か、ロータリアンとはど
のような人かと言うと次の通りである。

ロータリークラブに所属して例会の場において多くの会員と交わることで、自己
の人生や職業サービスに更に磨きをかけ、より高潔性や倫理性を持った人格者とし
て育ち、世の中の役に立つように奉仕していこうということである。

学びの場というと研修研鑽の場と言うことになるが、そこまでセミナー的なもの
でなく例会運営を共にすることで、育む・育つということに結び付くと思っている。

そのために、毎回例会に出て多くの人と知り合い、良い卓話を聞き、そして例会
場を出たら、その実践をしていこうと言うことであると考えている。多様性や柔軟
性も良いが、何でも良い、誰でも良いということでなく、ある程度、同じ奉仕の理
想形を共にする仲間づくりの場が必要だと思っている。

例会は仲間づくりの場であり、自分を磨く場であろう。ロータリーソングの歌詞
の内容がそれを表わしていることは、前述通りである。

ロータリアンとしての奉仕活動の第一歩はまずクラブの例会に出席することであ
ると思うし、そのためには例会の運営を、出席したくなる魅力あるものにしなくて
はならないのは、言うまでもないことである。
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よ」と書いて有り、この言葉は日本のロータリーでも有名であった。あった、と過
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に参加していこうとするような表現が多くなってきているように、個人的には感じ
ている。

今世界のロータリーは、地域において奉仕活動として行動を起こす人を多く呼び
集めて、より大きな奉仕を広げて、公共イメージの向上、ブランド化を図っている
ので、学んでそして実践と言うのは、まどろっこしいと思っているのであろうか。

しかし、私が考えてきたロータリーとはどのような会合か、ロータリアンとはど
のような人かと言うと次の通りである。

ロータリークラブに所属して例会の場において多くの会員と交わることで、自己
の人生や職業サービスに更に磨きをかけ、より高潔性や倫理性を持った人格者とし
て育ち、世の中の役に立つように奉仕していこうということである。

学びの場というと研修研鑽の場と言うことになるが、そこまでセミナー的なもの
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場を出たら、その実践をしていこうと言うことであると考えている。多様性や柔軟
性も良いが、何でも良い、誰でも良いということでなく、ある程度、同じ奉仕の理
想形を共にする仲間づくりの場が必要だと思っている。

例会は仲間づくりの場であり、自分を磨く場であろう。ロータリーソングの歌詞
の内容がそれを表わしていることは、前述通りである。
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はならないのは、言うまでもないことである。
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イデアを広げよう 行動しよう）となった。

もちろん、「入りて学び…」が否定されたわけではないが、私はさみしさを感じ
る。

昨今の世界のリーダーの言葉には、学びの場を持つ例会に出るよりも、奉仕の場
に参加していこうとするような表現が多くなってきているように、個人的には感じ
ている。

今世界のロータリーは、地域において奉仕活動として行動を起こす人を多く呼び
集めて、より大きな奉仕を広げて、公共イメージの向上、ブランド化を図っている
ので、学んでそして実践と言うのは、まどろっこしいと思っているのであろうか。

しかし、私が考えてきたロータリーとはどのような会合か、ロータリアンとはど
のような人かと言うと次の通りである。

ロータリークラブに所属して例会の場において多くの会員と交わることで、自己
の人生や職業サービスに更に磨きをかけ、より高潔性や倫理性を持った人格者とし
て育ち、世の中の役に立つように奉仕していこうということである。

学びの場というと研修研鑽の場と言うことになるが、そこまでセミナー的なもの
でなく例会運営を共にすることで、育む・育つということに結び付くと思っている。

そのために、毎回例会に出て多くの人と知り合い、良い卓話を聞き、そして例会
場を出たら、その実践をしていこうと言うことであると考えている。多様性や柔軟
性も良いが、何でも良い、誰でも良いということでなく、ある程度、同じ奉仕の理
想形を共にする仲間づくりの場が必要だと思っている。

例会は仲間づくりの場であり、自分を磨く場であろう。ロータリーソングの歌詞
の内容がそれを表わしていることは、前述通りである。

ロータリアンとしての奉仕活動の第一歩はまずクラブの例会に出席することであ
ると思うし、そのためには例会の運営を、出席したくなる魅力あるものにしなくて
はならないのは、言うまでもないことである。
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村井ガバナー的こころ
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以前、例会運営について述べてみたが、今回は例会に出席することについて考え
てみる。多少繰り返しの様な話になるが、ご勘弁を頂くこととしたい。

ロータリークラブは、ポール・ハリスとその仲間４人が集まって会合を開いたこ
とから始まり、そして集まる場所をローテーションしたことから、ロータリーの語
源になった。つまり仲間が集うことがロータリー例会の原点であると言えよう。

私が入会するときには、多くの先輩から必ず例会に出ること、１００％出席を目
指しなさいと厳しく言われたものだった。私は入会以来１００％を続けてきたが、
１０数年ほど前に長期入院することとなり、一時途絶えてしまった。しかし、今で
も例会への出席を重視する考えでロータリー活動を続けている。

さて本題であるが、ロータリーの例会の原点は　“集う”　ことであった。そこで何
週も顔を合わせないことは会員として疎遠になるから、出席の義務がうたわれ、今
も各クラブで出席報告という内容で、出席率を出すなど例会出席を重視している。

ロータリーソングの奉仕の理想の歌詞に「奉仕の理想に集いし友よ」とあり、我
らの生業にも「集いて図る心は一つ」とある。さらにインターアクトソングも「こ
こに集いし我らは」と冒頭に出てくる。ロータリーの例会は集うことと考えて良い
だろうと思う。

アメリカのレイクプラシッドクラブの入り口には「入りて学び、出でて奉仕せ
よ」と書いて有り、この言葉は日本のロータリーでも有名であった。あった、と過
去形で書いたのは、数年前から国際協議会での垂れ幕にこの言葉が書かれていたの
が、消え去り「Join Leaders Exchange Ideas Take Action」（リーダーよ集まれ、ア
イデアを広げよう 行動しよう）となった。

もちろん、「入りて学び…」が否定されたわけではないが、私はさみしさを感じ
る。

例会出席について考える

昨今の世界のリーダーの言葉には、学びの場を持つ例会に出るよりも、奉仕の場
に参加していこうとするような表現が多くなってきているように、個人的には感じ
ている。

今世界のロータリーは、地域において奉仕活動として行動を起こす人を多く呼び
集めて、より大きな奉仕を広げて、公共イメージの向上、ブランド化を図っている
ので、学んでそして実践と言うのは、まどろっこしいと思っているのであろうか。

しかし、私が考えてきたロータリーとはどのような会合か、ロータリアンとはど
のような人かと言うと次の通りである。

ロータリークラブに所属して例会の場において多くの会員と交わることで、自己
の人生や職業サービスに更に磨きをかけ、より高潔性や倫理性を持った人格者とし
て育ち、世の中の役に立つように奉仕していこうということである。

学びの場というと研修研鑽の場と言うことになるが、そこまでセミナー的なもの
でなく例会運営を共にすることで、育む・育つということに結び付くと思っている。

そのために、毎回例会に出て多くの人と知り合い、良い卓話を聞き、そして例会
場を出たら、その実践をしていこうと言うことであると考えている。多様性や柔軟
性も良いが、何でも良い、誰でも良いということでなく、ある程度、同じ奉仕の理
想形を共にする仲間づくりの場が必要だと思っている。

例会は仲間づくりの場であり、自分を磨く場であろう。ロータリーソングの歌詞
の内容がそれを表わしていることは、前述通りである。

ロータリアンとしての奉仕活動の第一歩はまずクラブの例会に出席することであ
ると思うし、そのためには例会の運営を、出席したくなる魅力あるものにしなくて
はならないのは、言うまでもないことである。

RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎

以前、例会運営について述べてみたが、今回は例会に出席することについて考え
てみる。多少繰り返しの様な話になるが、ご勘弁を頂くこととしたい。

ロータリークラブは、ポール・ハリスとその仲間４人が集まって会合を開いたこ
とから始まり、そして集まる場所をローテーションしたことから、ロータリーの語
源になった。つまり仲間が集うことがロータリー例会の原点であると言えよう。

私が入会するときには、多くの先輩から必ず例会に出ること、１００％出席を目
指しなさいと厳しく言われたものだった。私は入会以来１００％を続けてきたが、
１０数年ほど前に長期入院することとなり、一時途絶えてしまった。しかし、今で
も例会への出席を重視する考えでロータリー活動を続けている。

さて本題であるが、ロータリーの例会の原点は　“集う”　ことであった。そこで何
週も顔を合わせないことは会員として疎遠になるから、出席の義務がうたわれ、今
も各クラブで出席報告という内容で、出席率を出すなど例会出席を重視している。

ロータリーソングの奉仕の理想の歌詞に「奉仕の理想に集いし友よ」とあり、我
らの生業にも「集いて図る心は一つ」とある。さらにインターアクトソングも「こ
こに集いし我らは」と冒頭に出てくる。ロータリーの例会は集うことと考えて良い
だろうと思う。

アメリカのレイクプラシッドクラブの入り口には「入りて学び、出でて奉仕せ
よ」と書いて有り、この言葉は日本のロータリーでも有名であった。あった、と過
去形で書いたのは、数年前から国際協議会での垂れ幕にこの言葉が書かれていたの
が、消え去り「Join Leaders Exchange Ideas Take Action」（リーダーよ集まれ、ア
イデアを広げよう 行動しよう）となった。

もちろん、「入りて学び…」が否定されたわけではないが、私はさみしさを感じ
る。

昨今の世界のリーダーの言葉には、学びの場を持つ例会に出るよりも、奉仕の場
に参加していこうとするような表現が多くなってきているように、個人的には感じ
ている。

今世界のロータリーは、地域において奉仕活動として行動を起こす人を多く呼び
集めて、より大きな奉仕を広げて、公共イメージの向上、ブランド化を図っている
ので、学んでそして実践と言うのは、まどろっこしいと思っているのであろうか。

しかし、私が考えてきたロータリーとはどのような会合か、ロータリアンとはど
のような人かと言うと次の通りである。

ロータリークラブに所属して例会の場において多くの会員と交わることで、自己
の人生や職業サービスに更に磨きをかけ、より高潔性や倫理性を持った人格者とし
て育ち、世の中の役に立つように奉仕していこうということである。

学びの場というと研修研鑽の場と言うことになるが、そこまでセミナー的なもの
でなく例会運営を共にすることで、育む・育つということに結び付くと思っている。

そのために、毎回例会に出て多くの人と知り合い、良い卓話を聞き、そして例会
場を出たら、その実践をしていこうと言うことであると考えている。多様性や柔軟
性も良いが、何でも良い、誰でも良いということでなく、ある程度、同じ奉仕の理
想形を共にする仲間づくりの場が必要だと思っている。

例会は仲間づくりの場であり、自分を磨く場であろう。ロータリーソングの歌詞
の内容がそれを表わしていることは、前述通りである。

ロータリアンとしての奉仕活動の第一歩はまずクラブの例会に出席することであ
ると思うし、そのためには例会の運営を、出席したくなる魅力あるものにしなくて
はならないのは、言うまでもないことである。

RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎

村井ガバナー的こころ

その22

以前、例会運営について述べてみたが、今回は例会に出席することについて考え
てみる。多少繰り返しの様な話になるが、ご勘弁を頂くこととしたい。

ロータリークラブは、ポール・ハリスとその仲間４人が集まって会合を開いたこ
とから始まり、そして集まる場所をローテーションしたことから、ロータリーの語
源になった。つまり仲間が集うことがロータリー例会の原点であると言えよう。

私が入会するときには、多くの先輩から必ず例会に出ること、１００％出席を目
指しなさいと厳しく言われたものだった。私は入会以来１００％を続けてきたが、
１０数年ほど前に長期入院することとなり、一時途絶えてしまった。しかし、今で
も例会への出席を重視する考えでロータリー活動を続けている。

さて本題であるが、ロータリーの例会の原点は　“集う”　ことであった。そこで何
週も顔を合わせないことは会員として疎遠になるから、出席の義務がうたわれ、今
も各クラブで出席報告という内容で、出席率を出すなど例会出席を重視している。

ロータリーソングの奉仕の理想の歌詞に「奉仕の理想に集いし友よ」とあり、我
らの生業にも「集いて図る心は一つ」とある。さらにインターアクトソングも「こ
こに集いし我らは」と冒頭に出てくる。ロータリーの例会は集うことと考えて良い
だろうと思う。

アメリカのレイクプラシッドクラブの入り口には「入りて学び、出でて奉仕せ
よ」と書いて有り、この言葉は日本のロータリーでも有名であった。あった、と過
去形で書いたのは、数年前から国際協議会での垂れ幕にこの言葉が書かれていたの
が、消え去り「Join Leaders Exchange Ideas Take Action」（リーダーよ集まれ、ア
イデアを広げよう 行動しよう）となった。

もちろん、「入りて学び…」が否定されたわけではないが、私はさみしさを感じ
る。

例会出席について考える

昨今の世界のリーダーの言葉には、学びの場を持つ例会に出るよりも、奉仕の場
に参加していこうとするような表現が多くなってきているように、個人的には感じ
ている。

今世界のロータリーは、地域において奉仕活動として行動を起こす人を多く呼び
集めて、より大きな奉仕を広げて、公共イメージの向上、ブランド化を図っている
ので、学んでそして実践と言うのは、まどろっこしいと思っているのであろうか。

しかし、私が考えてきたロータリーとはどのような会合か、ロータリアンとはど
のような人かと言うと次の通りである。

ロータリークラブに所属して例会の場において多くの会員と交わることで、自己
の人生や職業サービスに更に磨きをかけ、より高潔性や倫理性を持った人格者とし
て育ち、世の中の役に立つように奉仕していこうということである。

学びの場というと研修研鑽の場と言うことになるが、そこまでセミナー的なもの
でなく例会運営を共にすることで、育む・育つということに結び付くと思っている。

そのために、毎回例会に出て多くの人と知り合い、良い卓話を聞き、そして例会
場を出たら、その実践をしていこうと言うことであると考えている。多様性や柔軟
性も良いが、何でも良い、誰でも良いということでなく、ある程度、同じ奉仕の理
想形を共にする仲間づくりの場が必要だと思っている。

例会は仲間づくりの場であり、自分を磨く場であろう。ロータリーソングの歌詞
の内容がそれを表わしていることは、前述通りである。

ロータリアンとしての奉仕活動の第一歩はまずクラブの例会に出席することであ
ると思うし、そのためには例会の運営を、出席したくなる魅力あるものにしなくて
はならないのは、言うまでもないことである。

RID2760  2018－19  ガバナー 村 井 總 一 郎



64 GOVERNOR'S MONTHLY LETTER 2018-19 Final Issue  |  Rotary International District 2760

今回が最終号となるので、話材を色々と考えたが、結局ぱっちわーくについて考
えることとした。

今年度のガバナー月信の連載記事としてこの　“ぱっちわーく”　を書き始めた。そ
して副題として、「村井ガバナー的こころ」として、私の個人の思いを勝手気まま
に書くことにした。

当初は１本から３本程度をひと月に書くつもりでいたが、７月に２本書いた後は
公式訪問が始まりだし、あまりきついペースは嫌なので、１本か２本程度にしよう
としたが、結局毎月２本がノルマのようになり、１年で２４本書くことになった。

実際のところ、毎月２本は結構忙しかった。というよりもいつも締め切りに追わ
れていた。

ぱっちわーくとは、ハギレをつなぎ合わせたもので、あまり肩ひじ張ったもので
なく、私の浅い知識による感想のようなものを書き、それをつなぎ合わせると年度
末には、つぎはぎの作品が出来上がればよいなぁとの思いであった。

ロータリーには、ハロルドＴトーマス氏の　“ロータリーモザイク”　と言う名著が
ある。その著書名にあやかったというわけではなく、ただ単に連続性のないコラム
のようなものと言う意味で名付けた。

副題の村井ガバナー的こころは、お気づきの方も見えるかと思うが、ＴＢＳ系ラ
ジオで平日の夕方に放送されていた『小沢昭一の小沢昭一的こころ』（昭和４８年
～平成１０年）から勝手に題名を真似たものである。

私はこの番組が大好きで、夕方にカーラジオ（この言い方が懐かしい）から流れ
る１０分程度の放送を聞いていた。

山本直純氏作曲の独特のテーマ曲と女性アナの『今週は〇〇について考える、講
演小沢昭一…』で始まる放送は、今週はどのような内容の５日間なのか、楽しみな
毎日であった。時事問題では世相を風刺したり、世の黄昏ているサラリーマンのお
父さん（番組では宮坂お父さんが多く登場）に妙な激励や同情を伝えたり、たまに
は大変艶っぽい話もあり、時には怒りの小沢昭一が居たり、聞く側はうなずきと爆

笑とにやけ笑いと…もう大変な世界が私には広がっていく面白い番組であり、小沢
昭一の軽妙洒脱なトークはある種の憧れでもあった。

明日（来週）へこの話が続く続かないとは関係なく、小沢昭一は『明日（来週）
のこころだぁ！』と絶叫するのも一つの楽しみだった。

少し古いことを話し過ぎたようなので、ぱっちわーくに話を戻すことにする。
最終号であるから、私としてロータリーの一番伝えたいことにしようか、書き足

りなかったことにしようかと考えてみたり、月信編集部の方からも、ロータリーの
未来についてはどうかなど、アドバイスもいただいた。

書きたいことは色々浮かんでは見たのだが、どれも最終回として取り上げるのは
私的にピンとこないので、パッチワークについて考えることにした。

今までの集大成のようなものは書かないのですか？ロータリーの未来はどうなる
と思っているのかを書かないのですか？この続きはまた何かで書くのですか？との
疑問を持つ方がおられるかもしれない。

それは…それは…、それはガバナーが終わってからの『明日のこころだぁ！』

（あとがき）
　１年間読み続けていただいたロータリアンの方々、有難うございました。
最後は、ふざけたような終わり方で申し訳ありませんでした。
でも、これが村井ガバナー的こころ、と捉えていただければ幸甚です。
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笑とにやけ笑いと…もう大変な世界が私には広がっていく面白い番組であり、小沢
昭一の軽妙洒脱なトークはある種の憧れでもあった。

明日（来週）へこの話が続く続かないとは関係なく、小沢昭一は『明日（来週）
のこころだぁ！』と絶叫するのも一つの楽しみだった。

少し古いことを話し過ぎたようなので、ぱっちわーくに話を戻すことにする。
最終号であるから、私としてロータリーの一番伝えたいことにしようか、書き足

りなかったことにしようかと考えてみたり、月信編集部の方からも、ロータリーの
未来についてはどうかなど、アドバイスもいただいた。

書きたいことは色々浮かんでは見たのだが、どれも最終回として取り上げるのは
私的にピンとこないので、パッチワークについて考えることにした。

今までの集大成のようなものは書かないのですか？ロータリーの未来はどうなる
と思っているのかを書かないのですか？この続きはまた何かで書くのですか？との
疑問を持つ方がおられるかもしれない。

それは…それは…、それはガバナーが終わってからの『明日のこころだぁ！』

（あとがき）
　１年間読み続けていただいたロータリアンの方々、有難うございました。
最後は、ふざけたような終わり方で申し訳ありませんでした。
でも、これが村井ガバナー的こころ、と捉えていただければ幸甚です。
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末には、つぎはぎの作品が出来上がればよいなぁとの思いであった。

ロータリーには、ハロルドＴトーマス氏の　“ロータリーモザイク”　と言う名著が
ある。その著書名にあやかったというわけではなく、ただ単に連続性のないコラム
のようなものと言う意味で名付けた。

副題の村井ガバナー的こころは、お気づきの方も見えるかと思うが、ＴＢＳ系ラ
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演小沢昭一…』で始まる放送は、今週はどのような内容の５日間なのか、楽しみな
毎日であった。時事問題では世相を風刺したり、世の黄昏ているサラリーマンのお
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のこころだぁ！』と絶叫するのも一つの楽しみだった。

少し古いことを話し過ぎたようなので、ぱっちわーくに話を戻すことにする。
最終号であるから、私としてロータリーの一番伝えたいことにしようか、書き足

りなかったことにしようかと考えてみたり、月信編集部の方からも、ロータリーの
未来についてはどうかなど、アドバイスもいただいた。

書きたいことは色々浮かんでは見たのだが、どれも最終回として取り上げるのは
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未来についてはどうかなど、アドバイスもいただいた。

書きたいことは色々浮かんでは見たのだが、どれも最終回として取り上げるのは
私的にピンとこないので、パッチワークについて考えることにした。

今までの集大成のようなものは書かないのですか？ロータリーの未来はどうなる
と思っているのかを書かないのですか？この続きはまた何かで書くのですか？との
疑問を持つ方がおられるかもしれない。

それは…それは…、それはガバナーが終わってからの『明日のこころだぁ！』

（あとがき）
　１年間読み続けていただいたロータリアンの方々、有難うございました。
最後は、ふざけたような終わり方で申し訳ありませんでした。
でも、これが村井ガバナー的こころ、と捉えていただければ幸甚です。
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村井ガバナー的こころ

その23

今回が最終号となるので、話材を色々と考えたが、結局ぱっちわーくについて考
えることとした。

今年度のガバナー月信の連載記事としてこの　“ぱっちわーく”　を書き始めた。そ
して副題として、「村井ガバナー的こころ」として、私の個人の思いを勝手気まま
に書くことにした。

当初は１本から３本程度をひと月に書くつもりでいたが、７月に２本書いた後は
公式訪問が始まりだし、あまりきついペースは嫌なので、１本か２本程度にしよう
としたが、結局毎月２本がノルマのようになり、１年で２４本書くことになった。

実際のところ、毎月２本は結構忙しかった。というよりもいつも締め切りに追わ
れていた。

ぱっちわーくとは、ハギレをつなぎ合わせたもので、あまり肩ひじ張ったもので
なく、私の浅い知識による感想のようなものを書き、それをつなぎ合わせると年度
末には、つぎはぎの作品が出来上がればよいなぁとの思いであった。

ロータリーには、ハロルドＴトーマス氏の　“ロータリーモザイク”　と言う名著が
ある。その著書名にあやかったというわけではなく、ただ単に連続性のないコラム
のようなものと言う意味で名付けた。
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～平成１０年）から勝手に題名を真似たものである。

私はこの番組が大好きで、夕方にカーラジオ（この言い方が懐かしい）から流れ
る１０分程度の放送を聞いていた。

山本直純氏作曲の独特のテーマ曲と女性アナの『今週は〇〇について考える、講
演小沢昭一…』で始まる放送は、今週はどのような内容の５日間なのか、楽しみな
毎日であった。時事問題では世相を風刺したり、世の黄昏ているサラリーマンのお
父さん（番組では宮坂お父さんが多く登場）に妙な激励や同情を伝えたり、たまに
は大変艶っぽい話もあり、時には怒りの小沢昭一が居たり、聞く側はうなずきと爆

ぱっちわーくについて考える

笑とにやけ笑いと…もう大変な世界が私には広がっていく面白い番組であり、小沢
昭一の軽妙洒脱なトークはある種の憧れでもあった。

明日（来週）へこの話が続く続かないとは関係なく、小沢昭一は『明日（来週）
のこころだぁ！』と絶叫するのも一つの楽しみだった。

少し古いことを話し過ぎたようなので、ぱっちわーくに話を戻すことにする。
最終号であるから、私としてロータリーの一番伝えたいことにしようか、書き足

りなかったことにしようかと考えてみたり、月信編集部の方からも、ロータリーの
未来についてはどうかなど、アドバイスもいただいた。

書きたいことは色々浮かんでは見たのだが、どれも最終回として取り上げるのは
私的にピンとこないので、パッチワークについて考えることにした。

今までの集大成のようなものは書かないのですか？ロータリーの未来はどうなる
と思っているのかを書かないのですか？この続きはまた何かで書くのですか？との
疑問を持つ方がおられるかもしれない。

それは…それは…、それはガバナーが終わってからの『明日のこころだぁ！』

（あとがき）
　１年間読み続けていただいたロータリアンの方々、有難うございました。
最後は、ふざけたような終わり方で申し訳ありませんでした。
でも、これが村井ガバナー的こころ、と捉えていただければ幸甚です。
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　約２年半にわたり、地区幹事の勉強、準備
期間、心構えを得て、いざ本番年度に入る前
が一番きつかったことを思い出します。
　そもそも村井ガバナーと私は性格が全く違
い、目的目標は同じでも細かいことが大嫌い
で勢いだけで物事を進めるタイプの私と、自
分の思い通りにやらないと気が済まなく細か
なことが気になるタイプの村井ガバナーとで
は、最初から息が合わないだろうと豊橋ロー
タリークラブの諸先輩方は気が気ではなかっ
ただろうと思っています。そんな二人です
が、10年位前からどういうわけか一緒にいる
時間や活動が密になり、何でも言い合える関
係になり互いの事が理解できるようになりま
した。
　終わってみて初めて気づいたことですが、
そんな私をガバナーが指名したのは、ずっと
一緒にいてもずっと離れていても気にならな
い夫婦のようなものであり、まんまと村井さ
んの術中に嵌り、そういう事かと気が付いた
のは終わり頃です。うまく最後まで手懐けら
れたようです。そして、エレクト時代の1年
は、ガバナーの思いや進め方をスタッフやク
ラブの会員に、同意、理解してもらう事が一

番大変でした。幸い優秀なスタッフに恵まれ
それぞれの役割を熟していただき、私にはで
きないところを穴埋めしてもらい感謝してお
ります。何よりも、地区ガバナー事務所の梶
浦、濱田両担当事務局員が時には時間外労働
も辞せずサポートして頂いたことが一番大き
いでしょう。
　そして何よりも、炎天下にロータリー100
周年の鐘を毎日２ヶ月半運んで、夢中で公式
訪問を駆け抜けたことがは一番の思い出で
す。各クラブを訪問して、やっと地区方針
『あなたの街でロータリーを！あなたの街か
らロータリーを！』が、一気に腑に落ちまし
た。
　改めて、各クラブ会長幹事さんにはご協力
頂き感謝申し上げます。また、８分区を取り
纏めて頂きましたガバナー補佐の皆様にも、
お礼申し上げます。１年間ありがとうござい
ました。
　今ではロータリーロスになり気が抜けて腑
抜け状態です。これからはまた、楽しいロー
タリーライフを送ることができるが迎えられ
るよう頑張ります。ありがとうございまし
た。
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した。
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一緒にいてもずっと離れていても気にならな
い夫婦のようなものであり、まんまと村井さ
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のは終わり頃です。うまく最後まで手懐けら
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は、ガバナーの思いや進め方をスタッフやク
ラブの会員に、同意、理解してもらう事が一

番大変でした。幸い優秀なスタッフに恵まれ
それぞれの役割を熟していただき、私にはで
きないところを穴埋めしてもらい感謝してお
ります。何よりも、地区ガバナー事務所の梶
浦、濱田両担当事務局員が時には時間外労働
も辞せずサポートして頂いたことが一番大き
いでしょう。
　そして何よりも、炎天下にロータリー100
周年の鐘を毎日２ヶ月半運んで、夢中で公式
訪問を駆け抜けたことがは一番の思い出で
す。各クラブを訪問して、やっと地区方針
『あなたの街でロータリーを！あなたの街か
らロータリーを！』が、一気に腑に落ちまし
た。
　改めて、各クラブ会長幹事さんにはご協力
頂き感謝申し上げます。また、８分区を取り
纏めて頂きましたガバナー補佐の皆様にも、
お礼申し上げます。１年間ありがとうござい
ました。
　今ではロータリーロスになり気が抜けて腑
抜け状態です。これからはまた、楽しいロー
タリーライフを送ることができるが迎えられ
るよう頑張ります。ありがとうございまし
た。
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ガバナー補佐
地区研修リーダー
地区委員長



南尾張分区

西尾張分区 西名古屋分区

東尾張分区

東知多ＲＣ

名古屋清須ＲＣ

１．今年度の実績
①ガバナー補佐公式訪問として分区内７ＲＣの例会にて講話しＲＩテーマと地区方針と

当年度における各事業に関するご依頼を申し上げた。例会前にクラブ会長・幹事他役
員と懇談し、例会後には委員会委員長と新会員を交えたクラブ協議会を開催していた
だいた。それぞれのクラブにその成り立ちや地域の特性による個性と、各会長のリー
ダーシップのもと計画された奉仕プロジェクトに感銘を受けました。

②ワールドフード＋ふれあいフェスタにて、福祉施設の授産製品の販売を分区ブースに
て行いました。阿久比高校インターアクトクラブの生徒皆さんの協力も得て、持ち込
んだ商品のほとんどをお買い上げいただきました。

③２月23日（土）にＩＭを開催し、７ＲＣ全員登録により大変な盛り上がりと一体感を
強く感じる機会となりました。名古屋大学総長補佐水野正明氏の講演と、分区内ＲＣ
が共同で支援する阿久比高校インターアクトクラブからの活動報告が「学んでロータ
リー」の部分を担い、懇親会でのジャズの歌と演奏が「楽しんでロータリー」のパー
トとなり、参加者にＩＭの意義を実感していただけたと思います。

２．計画の中でやり残したこと
　特にございません。
３．次年度への希望・要望・引継ぎ事項等
　　ロータリーには年度ごとに掲げられたテーマがあり、地区方針が示されその方向性の

元で各ＲＣが独自性を発揮ながら奉仕と親睦につながる活動を計画し展開します。その
事業は期間もエリアも単発的になりがちですが、隣接する地域をカバーする分区という
単位を意識することで一層公共イメージの向上ができることを感じました。

１．今年度の実績
①９クラブのガバナー補佐訪問
・ＲＩ会長のテーマやガバナーの活動方針を説明した
・クラブアセンブリに参加してクラブ毎に異なる活動内容を聴き感想を述べた
②公共イメージ向上委員会及び委員長会議に参加
・地区の委員会が独自に行っている活動や、委員長会議等で各クラブへの協力要請や連

絡の仕組を理解した
③奨学金・平和フェローシップ委員会に参加
・ロータリー平和フェローとグローバル補助金奨学生の壮行会や帰国報告会に参加した
④ＷＦＦにおいて西尾張分区のブースを出店した
・うなぎの「ひつまぶし」の販売を行い、多くのロータリアンに食べて頂いた
⑤西尾張分区のＩＭをマリオットアソシアホテルで開催した
・入会３年未満の会員から『分区内交流』に行った感想を報告してもらい、『分区内交

流』の効果を実感した
・懇親会では『能楽師　久田勘鷗一門』による、人間の情念を凝縮して描いた内面劇で

ある『能』を上演
⑥会長幹事会を３回開催した
・ガバナー補佐訪問の感想、分区内交流の状況、ＷＦＦへの協力、周年式典の参加要請

やそれぞれが終了したお礼
⑦周年式典に参加
・稲沢ＲＣ55周年、尾張中央ＲＣ35周年、あまＲＣ50周年の周年式典に参加した
⑧ローターアクトクラブ設立及び加盟認証伝達式に参加
・尾張中央ＲＣ提唱による『名古屋芸術大学ローターアクトクラブ』設立並びに加盟認

証伝達式に参加した
２．計画の中でやり残したこと

　特にございません。
３．次年度への希望・要望・引継ぎ事項等
　　入会３年未満の会員は年度内に３回の分区内交流と、１回の分区外交流を行うことを

次年度からお願い致します。メイクアップの際は先輩会員が一緒に行っていただく。

くま　　ざわ すぐる

わ　　　だ のり　　ゆき

熊 澤  岌

和 田 典 之

春日井ＲＣ

名古屋中ＲＣ

　か　　とう　 　く　　に　　あき　

わた　　なべ いつ　　ぺい

加藤 久仁明

渡 邉 一 平

１．今年度の実績
①東尾張分区12クラブへのガバナー補佐公式訪問による村井ガバナー方針の伝達と各ク

ラブ状況の把握
②ＷＦＦでは、各クラブメンバー１人チケット２枚ずつの購入をお願いし、東尾張分区

ブースとしては、春日井・岩倉・愛知ロータリーＥクラブの出店をしました。
③東尾張分区、会長幹事会の開催（５回）
④東尾張分区ＩＭの開催　2019年２月23日　キャッスルプラザホテル　参加者350名                                
　講師：川口淳一郎氏（JAXA初代はやぶさプロジェクトマネージャー）
⑤春日井ＲＣ創立50周年、瀬戸北ＲＣ創立40周年、
　　岩倉ＲＣ創立40周年、愛知ＲＥＣ創立５周年記念式典
⑥東尾張分区歴代パスト分区代理・ガバナー補佐会議の開催　
２．計画の中でやり残したこと

①東尾張分区12クラブのメイン奉仕事業に参加出来なかったこと
②ＩＭ以外の東尾張分区全体事業を企画、実施出来なかったこと
３．次年度への希望・要望・引継ぎ事項等

①東尾張分区内交流を引き続き活発に行う事を指導して下さい。
②以前に行っていた東尾張分区全体で行うゴルフ大会etcを復活させて下さい。

１．今年度の実績
①クラブ訪問はガバナー補佐訪問とＩＭの勧誘訪問の２回行った。それぞれのクラブが

個性があり大変面白かったし、ロータリーの多様さが分かった。
②ＷＦＦはチケット購入と協賛広告につき全クラブの会長に直接お願いした。要請にこ

たえ協力していただき大きな成果があった。感謝に堪えない。
③ＩＭは非常に盛況だった。アンドロイドについての石黒先生の講演は興味を持って聞

いていただき好評だった。決算の結果余剰金が出てロータリー財団に寄贈した。
④前年度から継続の東山植物園桜回廊プロジェクトは東名古屋分区と協力して完了でき

た。数年先には市民の憩いの場となると思う。
⑤分区内交流は各クラブに推奨する例会を相互に紹介しあい活発にされた。先日の会長

幹事懇親会では例年にはないビジター数になったとの報告もあった。
⑥地区職業奉仕委員会、名古屋市内２５クラブ社会奉仕委員長会議にも参加させていた

だいた。
２．計画の中でやり残したこと
　　クラブ訪問では、そのクラブの長所は良く分かりその旨申し上げたが、短所の指摘や

改善の指導は私に能力がないためできなかった。言わなくても分かっておられるとも思
うが。
３．次年度への希望・要望・引継ぎ事項等

①ＷＦＦは関係各位のご尽力で素晴らしいイベントになった。久屋公園のリニューアル
工事で場所が変わるため運営上変えねばならない点も出ると思うが是非発展させてほ
しい。

②桜回廊プロジェクトは終了したが、西・東名古屋の２分区がまとまって奉仕活動をす
るのは非常にいいことと思う。次の企画も考えてほしい。

ガバナー補佐報告
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西尾張分区 西名古屋分区

東尾張分区

東知多ＲＣ

名古屋清須ＲＣ

１．今年度の実績
①ガバナー補佐公式訪問として分区内７ＲＣの例会にて講話しＲＩテーマと地区方針と

当年度における各事業に関するご依頼を申し上げた。例会前にクラブ会長・幹事他役
員と懇談し、例会後には委員会委員長と新会員を交えたクラブ協議会を開催していた
だいた。それぞれのクラブにその成り立ちや地域の特性による個性と、各会長のリー
ダーシップのもと計画された奉仕プロジェクトに感銘を受けました。

②ワールドフード＋ふれあいフェスタにて、福祉施設の授産製品の販売を分区ブースに
て行いました。阿久比高校インターアクトクラブの生徒皆さんの協力も得て、持ち込
んだ商品のほとんどをお買い上げいただきました。

③２月23日（土）にＩＭを開催し、７ＲＣ全員登録により大変な盛り上がりと一体感を
強く感じる機会となりました。名古屋大学総長補佐水野正明氏の講演と、分区内ＲＣ
が共同で支援する阿久比高校インターアクトクラブからの活動報告が「学んでロータ
リー」の部分を担い、懇親会でのジャズの歌と演奏が「楽しんでロータリー」のパー
トとなり、参加者にＩＭの意義を実感していただけたと思います。

２．計画の中でやり残したこと
　特にございません。
３．次年度への希望・要望・引継ぎ事項等
　　ロータリーには年度ごとに掲げられたテーマがあり、地区方針が示されその方向性の

元で各ＲＣが独自性を発揮ながら奉仕と親睦につながる活動を計画し展開します。その
事業は期間もエリアも単発的になりがちですが、隣接する地域をカバーする分区という
単位を意識することで一層公共イメージの向上ができることを感じました。

１．今年度の実績
①９クラブのガバナー補佐訪問
・ＲＩ会長のテーマやガバナーの活動方針を説明した
・クラブアセンブリに参加してクラブ毎に異なる活動内容を聴き感想を述べた
②公共イメージ向上委員会及び委員長会議に参加
・地区の委員会が独自に行っている活動や、委員長会議等で各クラブへの協力要請や連

絡の仕組を理解した
③奨学金・平和フェローシップ委員会に参加
・ロータリー平和フェローとグローバル補助金奨学生の壮行会や帰国報告会に参加した
④ＷＦＦにおいて西尾張分区のブースを出店した
・うなぎの「ひつまぶし」の販売を行い、多くのロータリアンに食べて頂いた
⑤西尾張分区のＩＭをマリオットアソシアホテルで開催した
・入会３年未満の会員から『分区内交流』に行った感想を報告してもらい、『分区内交

流』の効果を実感した
・懇親会では『能楽師　久田勘鷗一門』による、人間の情念を凝縮して描いた内面劇で

ある『能』を上演
⑥会長幹事会を３回開催した
・ガバナー補佐訪問の感想、分区内交流の状況、ＷＦＦへの協力、周年式典の参加要請

やそれぞれが終了したお礼
⑦周年式典に参加
・稲沢ＲＣ55周年、尾張中央ＲＣ35周年、あまＲＣ50周年の周年式典に参加した
⑧ローターアクトクラブ設立及び加盟認証伝達式に参加
・尾張中央ＲＣ提唱による『名古屋芸術大学ローターアクトクラブ』設立並びに加盟認

証伝達式に参加した
２．計画の中でやり残したこと

　特にございません。
３．次年度への希望・要望・引継ぎ事項等
　　入会３年未満の会員は年度内に３回の分区内交流と、１回の分区外交流を行うことを

次年度からお願い致します。メイクアップの際は先輩会員が一緒に行っていただく。

くま　　ざわ すぐる

わ　　　だ のり　　ゆき

熊 澤  岌

和 田 典 之

春日井ＲＣ

名古屋中ＲＣ

　か　　とう　 　く　　に　　あき　

わた　　なべ いつ　　ぺい

加藤 久仁明

渡 邉 一 平

１．今年度の実績
①東尾張分区12クラブへのガバナー補佐公式訪問による村井ガバナー方針の伝達と各ク

ラブ状況の把握
②ＷＦＦでは、各クラブメンバー１人チケット２枚ずつの購入をお願いし、東尾張分区

ブースとしては、春日井・岩倉・愛知ロータリーＥクラブの出店をしました。
③東尾張分区、会長幹事会の開催（５回）
④東尾張分区ＩＭの開催　2019年２月23日　キャッスルプラザホテル　参加者350名                                
　講師：川口淳一郎氏（JAXA初代はやぶさプロジェクトマネージャー）
⑤春日井ＲＣ創立50周年、瀬戸北ＲＣ創立40周年、
　　岩倉ＲＣ創立40周年、愛知ＲＥＣ創立５周年記念式典
⑥東尾張分区歴代パスト分区代理・ガバナー補佐会議の開催　
２．計画の中でやり残したこと

①東尾張分区12クラブのメイン奉仕事業に参加出来なかったこと
②ＩＭ以外の東尾張分区全体事業を企画、実施出来なかったこと
３．次年度への希望・要望・引継ぎ事項等

①東尾張分区内交流を引き続き活発に行う事を指導して下さい。
②以前に行っていた東尾張分区全体で行うゴルフ大会etcを復活させて下さい。

１．今年度の実績
①クラブ訪問はガバナー補佐訪問とＩＭの勧誘訪問の２回行った。それぞれのクラブが

個性があり大変面白かったし、ロータリーの多様さが分かった。
②ＷＦＦはチケット購入と協賛広告につき全クラブの会長に直接お願いした。要請にこ

たえ協力していただき大きな成果があった。感謝に堪えない。
③ＩＭは非常に盛況だった。アンドロイドについての石黒先生の講演は興味を持って聞

いていただき好評だった。決算の結果余剰金が出てロータリー財団に寄贈した。
④前年度から継続の東山植物園桜回廊プロジェクトは東名古屋分区と協力して完了でき

た。数年先には市民の憩いの場となると思う。
⑤分区内交流は各クラブに推奨する例会を相互に紹介しあい活発にされた。先日の会長

幹事懇親会では例年にはないビジター数になったとの報告もあった。
⑥地区職業奉仕委員会、名古屋市内２５クラブ社会奉仕委員長会議にも参加させていた

だいた。
２．計画の中でやり残したこと
　　クラブ訪問では、そのクラブの長所は良く分かりその旨申し上げたが、短所の指摘や

改善の指導は私に能力がないためできなかった。言わなくても分かっておられるとも思
うが。
３．次年度への希望・要望・引継ぎ事項等

①ＷＦＦは関係各位のご尽力で素晴らしいイベントになった。久屋公園のリニューアル
工事で場所が変わるため運営上変えねばならない点も出ると思うが是非発展させてほ
しい。

②桜回廊プロジェクトは終了したが、西・東名古屋の２分区がまとまって奉仕活動をす
るのは非常にいいことと思う。次の企画も考えてほしい。
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１．今年度の実績
　東名古屋分区内12クラブに対し、ガバナ
ー補佐訪問し、今年度のテーマ、地区活動
方針、行動指針を説明の上、活動の実行を
お願いしました。
　地区表彰にて分区内の多くのクラブが表
彰されました。特に分区内交流が活発に行
われ、各クラブへの例会出席が増え、会員
同士が刺激を受け合った事は、クラブの活
性化に役立っていると思われます。会員増
強は各クラブで考え方がありますが、ロー
タリアンとしての資質があれば男女を問わ
ないとのスタンスに変わりはなく、女性会
員のいないクラブからも、入会に前向きな
回答を頂くことが出来ました。ポリオ撲滅
の活動では、訪問時に病気の怖さと現状を
映像含め説明させて頂きました。ＷＦＦで
は企業協賛金とチケット販売で、多くの分
区内クラブからの協力があり、多額の支援
金を集めることが出来ました。分区ブース
では、地震で被災した東北の学生支援、Ｒ
ＣＣ活動での授産施設支援なども含めポリ
オ撲滅に向けて大きな力になったと思いま
す。各クラブのロータリーデーでは、一方
的ではなく住民と触れ合う場所作りをお願

いし、実際に祭りでの広報、病院入院患者
さんとの触れ合いなど多くの活動を確認し
ました。I・Mでは新会員の研修とクラブ
の奉仕活動の発表により、意識の共有が出
来ました。又環境保全活動として、名古屋
25ＲＣ共同で、名古屋市東山植物園にて桜
の植樹を行いました。市内の小学生の参加
でロータリー活動の広報にもなりました。
会員の皆様の協力のお陰で、多くの実績を
上げる事が出来たと実感しました。
２．計画の中でやり残したこと
　特に有りません。
３．次年度への希望・
　　要望・引継ぎ事項等
　今回、地区の社会奉仕委員会を担当しま
したが、ロータリーの基本理念などの共有
が少ないように感じました。まずは各クラ
ブ、各会員がロータリーの考え方を十分理
解した上で活動する事によって、益々密度
の濃い活動内容となるのではないかと思わ
れます。宜しくご配慮頂ければ幸いです。
ローターアクトクラブの取り扱いが変更し
た事もあり、より良い方向に導いて頂ける
よう次年度に期待します。

１．今年度の実績
　2018年４月。東三河分区ガバナー補佐を
予定していた会員が突然病に倒れ、ピンチ
ヒッターとして指名されました。ＲＩ会長
　バリー・ラシンのメッセージ“インスピ
レーションになろう”村井總一郎ガバナー
の地区方針も十分理解できないままスター
トしました。
　ガバナー補佐訪問は、８月６日～10月18
日の間に12クラブ行いました。残暑厳しい
９月中旬には、１日２クラブ訪問など１週間
で５クラブを訪問するという強行軍でした
が、77歳の後期高齢者が２度目のガバナー
補佐ということで、各クラブには温かく迎え
て頂き、無事に終えることが出来ました。
　10月27日-28日　名古屋市で開催された
ＷＦＦ⑥では、田原のソウルフード”手羽
先のから揚げカレー味”と、農業生産日本
一の東三河を代表して、果物をメインに農
産物を販売しました。豊川用水通水50年の
節目に、先人と水の恩恵に感謝すると共に
東三河の産物ＰＲが出来たと思います。
　11月10日-11日地区大会では、蒲郡ＲＣ
による心のこもった手作りの大会運営が皆
様から大変な好評を頂きました。９年ぶり
に東三河から輩出したガバナーにより、蒲
郡ＲＣがホストととして地元蒲郡の地で開

催。東三河分区では“12クラブ全員登録”と
いう形で協力することが出来ました。
　３月２日　東三河分区ＩＭは、田原パシ
フィックＲＣの例会場である崋山会館にお
いて、約300名の出席により開催しまし
た。テーマ”感謝”　主題”豊川用水通水50周
年”とし、嶋津隆文先生・中日新聞社　五
十幡将之記者を講師に迎えました。田原パ
シフィックＲＣの会員が田原の地で生産す
る”牛肉・豚肉・ウナギ・サーモン・果物”
をお腹一杯堪能していただきました。
　おわりに…この一年間お世話になりまし
た。村井ガバナー、佐々木地区幹事。そし
て、東三河12クラブの会長・幹事さんに心
より感謝します。ありがとうございました。
２．計画の中でやり残したこと
　やり残したことはありません。完全燃焼
です。
３．次年度への希望・
　　要望・引継ぎ事項等
〈ＷＦＦについて〉
・開催の趣旨、実績については素晴らしい
です。　　　　　　　　　　　　
・しかし、東三河分区にとっては、特に渥
美半島３ＲＣにとっては負担が大き過ぎま
す。会場まで２～３時間以上かかります。

１．今年度の実績
　ガバナー補佐訪問、ガバナー訪問、ＷＦＦ、地区大会、西三河中分区会長幹事会、第26回
西三河中分区ＲＣ懇親ゴルフ大会、ＬＭと一年間の事業は滞りなく終えることが出来まし
た。西三河中分区の皆様、地区関係者の皆様のご支援ご協力に感謝申し上げます。
　また、私の地区担当が「青少年奉仕委員会」と言うことで各委員会にも出席し、大変勉強
になりました。このこともあり、ＬＭは「青少年奉仕」で開催し、特別記念講演では近藤眞
道様（高槻ＲＣ）に演題「ロータリー青少年奉仕・ロータリーの不思議」で講演をして頂き
素晴らしいＬＭとなりました。
　村井ガバナーのガバナー訪問は岡崎のＲＣと豊田のＲＣをペアにする新しい試みで開催さ
れました。私や会長・幹事は少し心配しましたが会員の皆様のご協力でガバナー訪問を無事
に終了することが出来ました。村井ガバナーの新しい試みのお蔭で岡崎と豊田の交流のきっ
かけが出来、皆さんが楽しんで交流してみえます。
２．計画の中でやり残したこと
　西三河中分区は昨年、今年と新しいＲＣが誕生しました。この２つのＲＣに十分な支援、
指導を行うことが出来ませんでした。今後は次年度以降のガバナー補佐にご支援、ご指導を
お願いすることになりますがよろしくお願い致します。
３．次年度への希望・要望・引継ぎ事項等
　会員増強、分区内交流、またクラブ間の交流を行ない、西三河中分区の各ＲＣの活性化を
図って戴きたいと思います。また、新しく出来ました２つのクラブのためにご支援、ご協力
をお願い致します。

ガバナー補佐としての任務
　分区内９クラブに対して、ガバナーの地区
活動方針を各クラブの事業に落とし込んで取
り組むことを推奨する。
　具体的な活動等は以下のとおりである。

１．今年度の実績
①クラブ訪問
　ガバナー補佐訪問を含め計21回、分区内

のクラブを訪問する。
②ＷＦＦへの参加、移動例会の開催、ブー

スの設定
　分区を超えて、地域に広くロータリーの

奉仕活動をアピールする場とする。
③西三河分区ガバナー補佐杯親睦ゴルフ大

会の開催
④Ｉ・Mの開催
　・３年未満の会員のための研修を実施す

る。
　・各人がロータリアンとしての研修「学

び」の場とする。
⑤エンドポリオを推奨し、義援金の送金

（親睦ゴルフ大会・ＩＭで実施）
⑥他クラブの周年事業への参加
⑦分区内会議の開催（９クラブ会長・幹事

会、新旧幹事と事務局との懇親会）

⑧地区及び地区外主催の会議へ参加し、多
岐にわたる情報の収集及び自己研鑽の場
とする。（ゾーン会議・ロータリー研究
会）

２．計画の中でやり残したこと
①各クラブへの提言
　・クラブ訪問で得た貴重な情報及び特色

ある事業の伝達により分区内での共通
認識を図ること（特に自分の所属する
クラブへの伝達）

②ガバナーコンテスト応募・MY 
ROTARY　登録への推進

③会員増強への積極的・効果的な助言
④分区内交流推進の積極的な助言
　・分区内９クラブの強固な連携を図る。
　・各クラブの特色ある事業を卓話などで

紹介するなど具体的な計画の実施等
３．次年度への希望・
　　要望・引継ぎ事項等
　①奉仕の理念に基づく具体的な活動の推進

温かくご支援くださった村井ガバナー他関係
各位に心から御礼申しあげます。

東名古屋分区 西三河中分区

東三河分区 西三河分区
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１．今年度の実績
　東名古屋分区内12クラブに対し、ガバナ
ー補佐訪問し、今年度のテーマ、地区活動
方針、行動指針を説明の上、活動の実行を
お願いしました。
　地区表彰にて分区内の多くのクラブが表
彰されました。特に分区内交流が活発に行
われ、各クラブへの例会出席が増え、会員
同士が刺激を受け合った事は、クラブの活
性化に役立っていると思われます。会員増
強は各クラブで考え方がありますが、ロー
タリアンとしての資質があれば男女を問わ
ないとのスタンスに変わりはなく、女性会
員のいないクラブからも、入会に前向きな
回答を頂くことが出来ました。ポリオ撲滅
の活動では、訪問時に病気の怖さと現状を
映像含め説明させて頂きました。ＷＦＦで
は企業協賛金とチケット販売で、多くの分
区内クラブからの協力があり、多額の支援
金を集めることが出来ました。分区ブース
では、地震で被災した東北の学生支援、Ｒ
ＣＣ活動での授産施設支援なども含めポリ
オ撲滅に向けて大きな力になったと思いま
す。各クラブのロータリーデーでは、一方
的ではなく住民と触れ合う場所作りをお願

いし、実際に祭りでの広報、病院入院患者
さんとの触れ合いなど多くの活動を確認し
ました。I・Mでは新会員の研修とクラブ
の奉仕活動の発表により、意識の共有が出
来ました。又環境保全活動として、名古屋
25ＲＣ共同で、名古屋市東山植物園にて桜
の植樹を行いました。市内の小学生の参加
でロータリー活動の広報にもなりました。
会員の皆様の協力のお陰で、多くの実績を
上げる事が出来たと実感しました。
２．計画の中でやり残したこと
　特に有りません。
３．次年度への希望・
　　要望・引継ぎ事項等
　今回、地区の社会奉仕委員会を担当しま
したが、ロータリーの基本理念などの共有
が少ないように感じました。まずは各クラ
ブ、各会員がロータリーの考え方を十分理
解した上で活動する事によって、益々密度
の濃い活動内容となるのではないかと思わ
れます。宜しくご配慮頂ければ幸いです。
ローターアクトクラブの取り扱いが変更し
た事もあり、より良い方向に導いて頂ける
よう次年度に期待します。

１．今年度の実績
　2018年４月。東三河分区ガバナー補佐を
予定していた会員が突然病に倒れ、ピンチ
ヒッターとして指名されました。ＲＩ会長
　バリー・ラシンのメッセージ“インスピ
レーションになろう”村井總一郎ガバナー
の地区方針も十分理解できないままスター
トしました。
　ガバナー補佐訪問は、８月６日～10月18
日の間に12クラブ行いました。残暑厳しい
９月中旬には、１日２クラブ訪問など１週間
で５クラブを訪問するという強行軍でした
が、77歳の後期高齢者が２度目のガバナー
補佐ということで、各クラブには温かく迎え
て頂き、無事に終えることが出来ました。
　10月27日-28日　名古屋市で開催された
ＷＦＦ⑥では、田原のソウルフード”手羽
先のから揚げカレー味”と、農業生産日本
一の東三河を代表して、果物をメインに農
産物を販売しました。豊川用水通水50年の
節目に、先人と水の恩恵に感謝すると共に
東三河の産物ＰＲが出来たと思います。
　11月10日-11日地区大会では、蒲郡ＲＣ
による心のこもった手作りの大会運営が皆
様から大変な好評を頂きました。９年ぶり
に東三河から輩出したガバナーにより、蒲
郡ＲＣがホストととして地元蒲郡の地で開

催。東三河分区では“12クラブ全員登録”と
いう形で協力することが出来ました。
　３月２日　東三河分区ＩＭは、田原パシ
フィックＲＣの例会場である崋山会館にお
いて、約300名の出席により開催しまし
た。テーマ”感謝”　主題”豊川用水通水50周
年”とし、嶋津隆文先生・中日新聞社　五
十幡将之記者を講師に迎えました。田原パ
シフィックＲＣの会員が田原の地で生産す
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　やり残したことはありません。完全燃焼
です。
３．次年度への希望・
　　要望・引継ぎ事項等
〈ＷＦＦについて〉
・開催の趣旨、実績については素晴らしい
です。　　　　　　　　　　　　
・しかし、東三河分区にとっては、特に渥
美半島３ＲＣにとっては負担が大き過ぎま
す。会場まで２～３時間以上かかります。

１．今年度の実績
　ガバナー補佐訪問、ガバナー訪問、ＷＦＦ、地区大会、西三河中分区会長幹事会、第26回
西三河中分区ＲＣ懇親ゴルフ大会、ＬＭと一年間の事業は滞りなく終えることが出来まし
た。西三河中分区の皆様、地区関係者の皆様のご支援ご協力に感謝申し上げます。
　また、私の地区担当が「青少年奉仕委員会」と言うことで各委員会にも出席し、大変勉強
になりました。このこともあり、ＬＭは「青少年奉仕」で開催し、特別記念講演では近藤眞
道様（高槻ＲＣ）に演題「ロータリー青少年奉仕・ロータリーの不思議」で講演をして頂き
素晴らしいＬＭとなりました。
　村井ガバナーのガバナー訪問は岡崎のＲＣと豊田のＲＣをペアにする新しい試みで開催さ
れました。私や会長・幹事は少し心配しましたが会員の皆様のご協力でガバナー訪問を無事
に終了することが出来ました。村井ガバナーの新しい試みのお蔭で岡崎と豊田の交流のきっ
かけが出来、皆さんが楽しんで交流してみえます。
２．計画の中でやり残したこと
　西三河中分区は昨年、今年と新しいＲＣが誕生しました。この２つのＲＣに十分な支援、
指導を行うことが出来ませんでした。今後は次年度以降のガバナー補佐にご支援、ご指導を
お願いすることになりますがよろしくお願い致します。
３．次年度への希望・要望・引継ぎ事項等
　会員増強、分区内交流、またクラブ間の交流を行ない、西三河中分区の各ＲＣの活性化を
図って戴きたいと思います。また、新しく出来ました２つのクラブのためにご支援、ご協力
をお願い致します。

ガバナー補佐としての任務
　分区内９クラブに対して、ガバナーの地区
活動方針を各クラブの事業に落とし込んで取
り組むことを推奨する。
　具体的な活動等は以下のとおりである。

１．今年度の実績
①クラブ訪問
　ガバナー補佐訪問を含め計21回、分区内

のクラブを訪問する。
②ＷＦＦへの参加、移動例会の開催、ブー

スの設定
　分区を超えて、地域に広くロータリーの

奉仕活動をアピールする場とする。
③西三河分区ガバナー補佐杯親睦ゴルフ大

会の開催
④Ｉ・Mの開催
　・３年未満の会員のための研修を実施す

る。
　・各人がロータリアンとしての研修「学

び」の場とする。
⑤エンドポリオを推奨し、義援金の送金

（親睦ゴルフ大会・ＩＭで実施）
⑥他クラブの周年事業への参加
⑦分区内会議の開催（９クラブ会長・幹事

会、新旧幹事と事務局との懇親会）

⑧地区及び地区外主催の会議へ参加し、多
岐にわたる情報の収集及び自己研鑽の場
とする。（ゾーン会議・ロータリー研究
会）

２．計画の中でやり残したこと
①各クラブへの提言
　・クラブ訪問で得た貴重な情報及び特色

ある事業の伝達により分区内での共通
認識を図ること（特に自分の所属する
クラブへの伝達）

②ガバナーコンテスト応募・MY 
ROTARY　登録への推進

③会員増強への積極的・効果的な助言
④分区内交流推進の積極的な助言
　・分区内９クラブの強固な連携を図る。
　・各クラブの特色ある事業を卓話などで

紹介するなど具体的な計画の実施等
３．次年度への希望・
　　要望・引継ぎ事項等
　①奉仕の理念に基づく具体的な活動の推進

温かくご支援くださった村井ガバナー他関係
各位に心から御礼申しあげます。

東名古屋分区 西三河中分区

東三河分区 西三河分区

ガバナー補佐報告
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早川　和男
はやかわ　かずお

名古屋東山ＲＣ

髙須　洋志
たかす　ひろし

中部名古屋みらいＲＣ

神戸　邦夫
かんべ　くにお

豊橋南ＲＣ

研修委員会　本年度は、2760地区ＲＬＩ会長エレクト研修セミナーを３回から９月と11
月の２回に凝縮し中身の濃い研修を目指しました。その研修の中で昨年も行
いました基礎講座をより充実させ、基本的な部分を事前に説明をして、実質
的には今まで以上の内容で実施されたのではないかと思います。但し、ＲＬ
Ｉセミナーの性質上次年度からは元の３回に戻して実施する予定です。また、
新会員研修では村井ガバナー自らが午前中の講演で講師となられ「基本的な
ロータリーの心得」を話していただきました。そして、午後からはＲＬＩ方
式で行い有意義で楽しく知る時間を過ごしていただいたと思います。そして、
５月15日の2760地区クラブリーダー研修会議では2019年の４月に行われた
「規定審議会について」を江崎パストガバナーからまた「職業奉仕につい
て」を片山パストガバナーから講演していただき出席されたクラブの研修
(情報)委員長の方々にとってとても有意義な時間になり各クラブに伝達して
いただいたと確信しております。各クラブの方々のご協力にとても感謝して
おります。

　本年度は村井ガバナーからの依頼で、一年間、研修
リーダーを務めて参りました。
　研修リーダーとして、ガバナー補佐の研修からスター
トし、地区研修会、会長エレクトセミナー（ＰＥＴ
Ｓ）、地区大会、地区研修・協議会はじめ、多くの事業
を行ってきましたが、すべて滞りなく出来ましたことに
感謝いたします。
　幸いにもロータリアンの皆様のご協力を得て、無事終
えることが出来ました。
　来年は服部ガバナーがお勤めになりますが、種々の事
業がうまく進行することをお祈りします。

加藤　陽一
かとう　よういち　

瀬戸ＲＣ

地区研修リーダー

　委員会は地区幹事経験者３名で構成されています。予算編成と執行状
況を確認した経験から、地区財務委員会は以下の課題を議論する場と
なってきました。Ⅰ前年度からの繰越金は適正水準か　Ⅱ当年度予算の
規模は適正か　Ⅲ各事業への支出（配分）は妥当か　Ⅳ特別行事への積
み立てに抜けは無いか　これらの課題を申し送り、引き継ぎながら、こ
の４年間予算配分の調整に努めてきました。
　その結果 ①ガバナー事務所の運営費（特にエレクト年度に不足する運
営費）の増額　　②地区大会補助金の見直し　　③地区幹事費の増額　
等の修正案を提示し、諮問委員会の承認を得て予算案の編成方針の修正
を行ってきました。　また地区の各委員会が保有する繰越残高の透明化
にも各委員長に協力して頂きました。今後も予算案の適正な作成と、地
区内会員の同意が得られる妥当な支出配分に目配りをしながら、委員会
に与えられた責務の遂行に努めて行きたいと考えています。　　　　　
　　　　

　今年度は、委員会を２回、卓話を委員長の神戸と黒田副委員長が、地区
内８クラブで実施したくらいで2017～2018年度ほどの活動はしておりませ
んが、青少年交換委員会には必要に応じて委員長、外部委員等が出席して
派遣学生に対する国外での生活や、受け入れ側のホストファミリーに対す
るアドバイスを行ってきました。このように一見低調のように見えること
はむしろトラブルが無かったことの証左です。これは、特に受け入れを
行っているクラブが会長以下関係する会員の皆様が、交換学生に対して十
分な体制で事にあたられておられるためであり、深く感謝する次第です。
一年間ありがとうございました。

地区財務委員会

危機管理委員会
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澤田　文雄
さわだ　ふみお

豊田東ＲＣ

鋤柄　喜彦
すきがら　よしひこ

名古屋東南ＲＣ

杉浦　文雄
すぎうら　ふみお

刈谷ＲＣ

鈴木　宏司
すずき　こうじ

半田南ＲＣ

岡田　雅隆
おかだ　まさたか

犬山ＲＣ

服部　良男
愛知三州ＲＣ

はっとり　よしお 　地区社会奉仕委員会 １年間の活動報告をさせていただきます。９月に開催された、第１回
委員長会議は各ロータリークラブ社会奉仕委員長、環境保全担当の方ＲＣＣ担当の方にご参加
いただきました
　社会奉仕活動の参考になるべき情報提供を主に会議にて行いますが今年度はガバナーからの
思い入れを受け、ＲＣＣ活動の研修セミナーも合わせ開催させていただきました。各委員長の
皆様に時間をかけＲＣＣについて説明する事が出来ました。
　第２回委員長会議は年度終わりに近づいた五月に開催され、各ロータリークラブから提出し
ていただいた社会奉仕活動報告をＣＤにまとめて配布、またその一部を会議で発表していただ
く事が出来ました、またその直前に大須ロータリークラブ様のＲＣＣ発足式に参加させていた
だき感謝申し上げます。
　委員会メンバーも活発な活動をしていただきました。ＷＦＦのステージ運営また委員会メン
バーによる社会奉仕事業「スペシャルオリンピックスナショナル愛知大会」の運営協力ではメ
ンバー全員で社会奉仕の実践ができました。最後に２期に渡り社会奉仕委員長させていただき
委員会メンバーの皆様に高い出席率でご支援ご協力いただいたことに感謝申し上げます。会員増強委員会　初年度の委員長職を委員の皆様始め多くの方々にご協力を頂き無事終える事

が出来ました事に感謝申し上げます。３月の東京ホテルオークラでの会員基盤
向上セミナーで研修を受け、４月の地区研修協議会でも分科会を担当させて頂
きました。更に、９月にも指導者育成セミナーでも時間を頂き、会員増強の重
要性を訴えてまいりました。８月の増強月間には、依頼されたクラブにて卓話
の時間を頂き会員各位に話をさせて頂きました。
　しかしながら、地区目標の５千人には、まだまだ届かないのが現状です。
ロータリークラブにとってロータリアンは、最も重要な原点です。毎年、地
区・各クラブの重点目標に「会員増強・会員維持」が掲げられる中、目標に達
しない事に難しさを痛感致します。会員増強は１年で達成できるものでは在り
ません、クラブ戦略計画に乗っ取りモチベーション維持に努めながら引継ぎを
進め、目標を達成してください。私たち、地区会員増強委員会も皆様の応援が
出来ますよう更に、研鑽し努めて参ります。一人でも多くのロータリアンと
ロータリーを楽しむ為に・・・　

社会奉仕委員会

　委員会の年初に計画のとおり、三河分区以外に柔軟性と多様性を持った新し
いクラブの新設を目指して、委員会で検討を重ねました。委員の皆様の努力に
もかかわらず、結果として、当年度には、新しいクラブの新設はできませんで
した。尾張分区、名古屋分区ともそれぞれに固有の風土と歴史があり、三河分
区と同じようには、まとまりませんでした。
　しかしながら、この一年での経験を、次年度に生かし、会員数が日本最大の
当地区の将来を担う新しいクラブの誕生を心より期待してます。村井ガバナー
一年間、ご指導ありがとうございました。委員の皆様ありがとうございました。

拡大委員会

国際奉仕委員会
　国際奉仕委員会では今年度4つの事業を実施いたしました。
　１つ目は2017年からスタートしたネパールにおいてグローバル補助金事業で、ブトワル
ダウンタウンロータリークラブとＮＧＯ・ＡＭＡＤ社会開発機構と共同で、病院への医療
機器納入と僻地医療のためのモバイルヘルスキャンプの実施及び現地スタッフへの教育事
業を実施・完結させることができました。
　２つ目に同じネパールにおいて山岳地帯でのコーヒー豆栽培のための灌漑設備整備プロ
ジェクトを実施しました。これにより高低差のある傾斜地において水を確保することがで
き、コーヒー豆の栽培の安定ならびに収穫量の拡大を図ることができました。そしてなに
より水を運ぶ労力として働いていた女性や子どもたちに時間ができ、学校に通ったり勉強
する時間が取れるようになりました。
　３つ目にＷＦＦ実行委員会との共同事業で、パキスタンにおいてポリオ撲滅と子どもた
ちの教育支援のため４台のモバイルユニットの贈呈を実施してきました。昨年度からパキ
スタンにてポリオ発症が急激に増加していて問題解決のための事業です。この機材を活用
してポリオ発症がなくなることを願います。
　４つ目は地区内クラブ国際奉仕委員長会議の実施です。地区委員会でもっている情報の
共有やお互いの情報交換ができる場になれる会議になれたかと思います。

　当委員会では、前年度から取り組んできた「学友青少年クロスプロモーション」を昇華
させる年度であったと思います。
　ロータリーファミリーの若者たちに地区委員会の枠を超え、横の交流を盛んにし、ロー
タリーが実施している青少年に向けたプログラムは勿論のこと、ロータリーをもっと理解
し、ファンになってもらおうという運動です。
　本年度の試みは、地区大会と併設し「青少年フォーラム」が開催されたことです。蒲郡
市民会館大ホールを会場とし、地区大会初日の午後の時間帯を使い、ロータリアン350名、
青少年ファミリー250名と盛況で青少年に対するロータリーの取り組みの一端をご理解い
ただき、青少年奉仕活動が益々活発に展開される大会となったと思います。
　また、ガバナーのご提案で地区ローターアクト戦略プロジェクトチームを結成し、ロー
ターアクトの運営組織全般に渡り、手直しできるところから改善も行いました。
４月18日ＲＩ規定審議会でローターアクトがＲＩに加盟承認されたニュースが飛び込み、
先読みしての当地区での対応は早く手が付けられたと思います。
　村井ガバナーの造詣の深さを痛切に感じた場面でありました。
　この１年、皆さまには大変お世話になりありがとうございました。

職業奉仕委員会

　2016-17-18年度と２年間にわたり、副委員長を努めさせて頂き、本年度より委員
長を拝命させて頂きました。本年度の村井ガバナーは３代前の地区職業奉仕委員長
でした。当委員会は地区内85クラブの職業奉仕委員長の方々に職業奉仕とは何か？
他のクラブはどんな委員会事業を行っているか？などの情報提供をさせて頂いてい
ます。
　委員会活動は、４月に開催される｢2018-19年次年度のための地区研修・協議会」
をスタートとし、11月には地区職業委員長会議を開催、11月以降は各クラブの委員
会活動報告のアンケート集計し、すぐに次年度の｢2019-20年地区研修・協議会」で
の分科会の開催します。そのため年間７回の委員会を開催します。その分科会が終
了し、ほっとしていた６月のある日、ＲＩから驚きのメールが突然ありました。そ
の内容については次年度以降の課題となり、一年を終えることとなりました。
　地区の役員の方々、委員会のメンバー並びにクラブの委員長の皆様のご協力に感
謝申し上げます。

青少年奉仕委員会
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澤田　文雄
さわだ　ふみお

豊田東ＲＣ

鋤柄　喜彦
すきがら　よしひこ

名古屋東南ＲＣ

杉浦　文雄
すぎうら　ふみお

刈谷ＲＣ

鈴木　宏司
すずき　こうじ

半田南ＲＣ

岡田　雅隆
おかだ　まさたか

犬山ＲＣ

服部　良男
愛知三州ＲＣ

はっとり　よしお 　地区社会奉仕委員会 １年間の活動報告をさせていただきます。９月に開催された、第１回
委員長会議は各ロータリークラブ社会奉仕委員長、環境保全担当の方ＲＣＣ担当の方にご参加
いただきました
　社会奉仕活動の参考になるべき情報提供を主に会議にて行いますが今年度はガバナーからの
思い入れを受け、ＲＣＣ活動の研修セミナーも合わせ開催させていただきました。各委員長の
皆様に時間をかけＲＣＣについて説明する事が出来ました。
　第２回委員長会議は年度終わりに近づいた五月に開催され、各ロータリークラブから提出し
ていただいた社会奉仕活動報告をＣＤにまとめて配布、またその一部を会議で発表していただ
く事が出来ました、またその直前に大須ロータリークラブ様のＲＣＣ発足式に参加させていた
だき感謝申し上げます。
　委員会メンバーも活発な活動をしていただきました。ＷＦＦのステージ運営また委員会メン
バーによる社会奉仕事業「スペシャルオリンピックスナショナル愛知大会」の運営協力ではメ
ンバー全員で社会奉仕の実践ができました。最後に２期に渡り社会奉仕委員長させていただき
委員会メンバーの皆様に高い出席率でご支援ご協力いただいたことに感謝申し上げます。会員増強委員会　初年度の委員長職を委員の皆様始め多くの方々にご協力を頂き無事終える事

が出来ました事に感謝申し上げます。３月の東京ホテルオークラでの会員基盤
向上セミナーで研修を受け、４月の地区研修協議会でも分科会を担当させて頂
きました。更に、９月にも指導者育成セミナーでも時間を頂き、会員増強の重
要性を訴えてまいりました。８月の増強月間には、依頼されたクラブにて卓話
の時間を頂き会員各位に話をさせて頂きました。
　しかしながら、地区目標の５千人には、まだまだ届かないのが現状です。
ロータリークラブにとってロータリアンは、最も重要な原点です。毎年、地
区・各クラブの重点目標に「会員増強・会員維持」が掲げられる中、目標に達
しない事に難しさを痛感致します。会員増強は１年で達成できるものでは在り
ません、クラブ戦略計画に乗っ取りモチベーション維持に努めながら引継ぎを
進め、目標を達成してください。私たち、地区会員増強委員会も皆様の応援が
出来ますよう更に、研鑽し努めて参ります。一人でも多くのロータリアンと
ロータリーを楽しむ為に・・・　

社会奉仕委員会

　委員会の年初に計画のとおり、三河分区以外に柔軟性と多様性を持った新し
いクラブの新設を目指して、委員会で検討を重ねました。委員の皆様の努力に
もかかわらず、結果として、当年度には、新しいクラブの新設はできませんで
した。尾張分区、名古屋分区ともそれぞれに固有の風土と歴史があり、三河分
区と同じようには、まとまりませんでした。
　しかしながら、この一年での経験を、次年度に生かし、会員数が日本最大の
当地区の将来を担う新しいクラブの誕生を心より期待してます。村井ガバナー
一年間、ご指導ありがとうございました。委員の皆様ありがとうございました。

拡大委員会

国際奉仕委員会
　国際奉仕委員会では今年度4つの事業を実施いたしました。
　１つ目は2017年からスタートしたネパールにおいてグローバル補助金事業で、ブトワル
ダウンタウンロータリークラブとＮＧＯ・ＡＭＡＤ社会開発機構と共同で、病院への医療
機器納入と僻地医療のためのモバイルヘルスキャンプの実施及び現地スタッフへの教育事
業を実施・完結させることができました。
　２つ目に同じネパールにおいて山岳地帯でのコーヒー豆栽培のための灌漑設備整備プロ
ジェクトを実施しました。これにより高低差のある傾斜地において水を確保することがで
き、コーヒー豆の栽培の安定ならびに収穫量の拡大を図ることができました。そしてなに
より水を運ぶ労力として働いていた女性や子どもたちに時間ができ、学校に通ったり勉強
する時間が取れるようになりました。
　３つ目にＷＦＦ実行委員会との共同事業で、パキスタンにおいてポリオ撲滅と子どもた
ちの教育支援のため４台のモバイルユニットの贈呈を実施してきました。昨年度からパキ
スタンにてポリオ発症が急激に増加していて問題解決のための事業です。この機材を活用
してポリオ発症がなくなることを願います。
　４つ目は地区内クラブ国際奉仕委員長会議の実施です。地区委員会でもっている情報の
共有やお互いの情報交換ができる場になれる会議になれたかと思います。

　当委員会では、前年度から取り組んできた「学友青少年クロスプロモーション」を昇華
させる年度であったと思います。
　ロータリーファミリーの若者たちに地区委員会の枠を超え、横の交流を盛んにし、ロー
タリーが実施している青少年に向けたプログラムは勿論のこと、ロータリーをもっと理解
し、ファンになってもらおうという運動です。
　本年度の試みは、地区大会と併設し「青少年フォーラム」が開催されたことです。蒲郡
市民会館大ホールを会場とし、地区大会初日の午後の時間帯を使い、ロータリアン350名、
青少年ファミリー250名と盛況で青少年に対するロータリーの取り組みの一端をご理解い
ただき、青少年奉仕活動が益々活発に展開される大会となったと思います。
　また、ガバナーのご提案で地区ローターアクト戦略プロジェクトチームを結成し、ロー
ターアクトの運営組織全般に渡り、手直しできるところから改善も行いました。
４月18日ＲＩ規定審議会でローターアクトがＲＩに加盟承認されたニュースが飛び込み、
先読みしての当地区での対応は早く手が付けられたと思います。
　村井ガバナーの造詣の深さを痛切に感じた場面でありました。
　この１年、皆さまには大変お世話になりありがとうございました。

職業奉仕委員会

　2016-17-18年度と２年間にわたり、副委員長を努めさせて頂き、本年度より委員
長を拝命させて頂きました。本年度の村井ガバナーは３代前の地区職業奉仕委員長
でした。当委員会は地区内85クラブの職業奉仕委員長の方々に職業奉仕とは何か？
他のクラブはどんな委員会事業を行っているか？などの情報提供をさせて頂いてい
ます。
　委員会活動は、４月に開催される｢2018-19年次年度のための地区研修・協議会」
をスタートとし、11月には地区職業委員長会議を開催、11月以降は各クラブの委員
会活動報告のアンケート集計し、すぐに次年度の｢2019-20年地区研修・協議会」で
の分科会の開催します。そのため年間７回の委員会を開催します。その分科会が終
了し、ほっとしていた６月のある日、ＲＩから驚きのメールが突然ありました。そ
の内容については次年度以降の課題となり、一年を終えることとなりました。
　地区の役員の方々、委員会のメンバー並びにクラブの委員長の皆様のご協力に感
謝申し上げます。

青少年奉仕委員会
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池森　由幸
いけもり　よしゆき

名古屋千種ＲＣ

加藤　陽一
かとう　よういち

瀬戸ＲＣ

岩月　雅章
いわつき　まさあき

名古屋中ＲＣ

杉本　知治
すぎもと　ともはる

岡崎ＲＣ

金山　明史
かなやま　あきふみ

豊田西ＲＣ

村田　誠一
むらた　せいいち

名古屋みなとＲＣ

ロータリー財団監査委員会・WFF実行委員会

財団監査委員会
　３年間の委員長を柳澤樣、野村様と何とかと務め上げることが出来ました。来年からは
村井委員長の下で監査をお願いして、今後の各クラブの地区補助金の有効な活用を無事出
来ます様にお祈りしております。

ＷＦＦ実行委員会
「ＷＦＦを終えて」
　本年度も大成功のうちに無事に終了する事が出来ました。これも2760地区のロータリア
ンの皆様のお陰と感謝しております。今回は過去最高の人出と収入を確保でき、次年度に
つなげることができました。今年度で委員長は終了いたしますが、次年度は神野委員長の
下でＷＦＦの大成功をお祈りしています。

青少年交換委員会

公共イメージ向上委員会

　地区公共イメージ向上委員会では、今期も例年通り、地区内マスコミに対して、ＷＦＦ
開催告知、地区大会開催のニュースリリース、取材招致を行いました。その結果、今年も
ラジオ、テレビでロータリー活動としてのＷＦＦの様子が取り上げられました。また、今
期はガバナー方針に従って、各クラブから活動報告を頂戴して、地区ホームページに掲載
をいたしました。この活動内容によっては、ガバナー賞の対象になりましたので、多くの
地区内クラブからの情報提供をいただきました。ここに、御礼申し上げます。地区委員長
会議では、「マスコミに露出できるロータリー活動とは」　と題して、二神典子様（国際
ロータリー第2750地区　東京築地ロータリークラブ、元ロータリーの友編集長）のご講演
と、「マスコミが取り上げたくなるロータリー活動とは」と題した、石塚元章様（株式会
社　ＣＢＣテレビ　特別解説委員）の分かり易く、軽妙なご講演をいただき、その後、各
クラブで独自に行っている奉仕活動に関してのマスコミリリースを行っていただけるよう
に、マスコミ各社から参加された記者の方々と地区内各クラブの公共イメージ向上委員会
委員長の皆様との懇親も行いました。

　青少年交換委員会の主なプログラムは１年間の長期交換プログラムです。今
年度は派遣学生８名、来日学生７名の長期交換事業を行いました。派遣国はア
メリカ、カナダ、スイス、フランス、フィンランド、ブラジルの６カ国です。
８月の選考試験に始まり、大府での１泊のオリエンテーション、そして来日学
生は静岡・山梨地区と合同で富士山登山に挑戦しました。また地区大会１日目
には青少年フォーラムの中で帰国報告会を行い、派遣生の１年間の生活や文化
の違いなどが報告されました。３月の白馬スキーの集いでは各地区の学生同士
の交流も活発に行われ素晴らしい研修ができました。来日学生は５月には金沢
で行われた日本青少年交換研究会にも参加、更に６月には東京研修も行い日本
の文化を学びました。今後とも青少年交換委員会の事業にご理解とご協力よろ
しくお願い申し上げます

　今年度ローターアクトは地区テーマに「＋（プラス）」を掲げ、地域社会に貢献する
ことを目標に活動しました。各クラブでは奉仕活動に力を入れ、清掃活動や募金活動や
献血活動、児童養護施設や介護施設への訪問などを行ってきました。またＷＦＦではポ
リオ撲滅の募金・会場の清掃活動を遅い時間まで行いました。さらに提唱ロータリーク
ラブとの奉仕活動にも参加し若い力を注いでいます。アクターは自分たちで考え行動し、
ロータリアンから大きな力を頂いています。きっとこの1年で大きく成長し人生の ＋（プ
ラス）を得たことと思います。
　そして当地区初となる大学基盤の名古屋芸術大学ＲＡＣが出来ました。アクトには地
域基盤と大学基盤のクラブがあります。地域基盤は知らない者同士が集まるので、どう
しても親睦という仕掛けが必要です。大学基盤は学校というベースがありますので親睦
は少なくても大丈夫だと思います。その分奉仕活動に時間を割いていただけたらと思い
ます。地区では名古屋芸術大学ＲＡＣが良い評判を生み、第２　第３の大学基盤のＲＡ
Ｃが出来ることを切に願っております。大学間系のロータリアンの皆さんご協力を宜し
くお願いします。

インターアクト委員会　2018-19年度に特に大きく変わったことは、2019年３月に桜丘学園孫便りインターア
クトクラブが18個目のインターアクトクラブとして認証伝達式を開催できたことです。
各学校とも顧問の先生、また地区委員との連携の相乗効果で、活発な活動をしていま
す。今年の４月に豊川高等学校インターアクトクラブは23名新入会員が入部し、光ヶ
丘高等学校は部員数が100名を超えるまでに部員数も増えてきています。でも活動自信
は、募金活動・障害児や高齢者の支援活動・地域の清掃活動等、が着実に行なわれて
います。また近年、各インターアクトクラブ同士の交流も盛んに行われるようになり
ました。　 
　我々委員会は、その役目をしっかりと認識し、更なる活性化の為に、情報提供
と環境づくりに努めて参ります。
　今後とも提唱ロータリー様を初めとして地区役員の皆様、地区内の関係する
全ての皆様に一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ローターアクト委員会

ＲＹＬＡ委員会　地区ＲＹＬＡ委員会は第27回地区ＲＹＬＡセミナーを11月と３月に２回の開
催とホストクラブのない委員会のみで企画運営するセミナーを行うことが出来
ました。受講生の募集は、地区内ロータリーリークラブの御協力により、11月
開催の大学生・一般の部に受講生44名とロータリアン48名そしてＲＹＬＡ学友
13名参加と３月開催の高校生の部には受講生65名とロータリアン47名そしてＲ
ＹＬＡ学友12名の参加で合計は受講生109名ロータリアン95名の参加を頂きまし
た。11月開催のセミナーは２泊３日で主に座学によるセミナーを、３月開催は
１泊２日のアクティブなセミナーを企画するときに、「参加者にセミナーを理
解し、何かに気付いて、セミナーの後にいかせられるかな。」との思いで開催
しました。世界ＲＹＬＡには３月27日～４月２日迄スリランカ（ＲＩＤ3220）
で行われるセミナーにＲＹＬＡ学友の渡部彩加さんと西尾穂香さんの２名を送
ることができ、グローバルな世界観を体験させることができました。村井ガバ
ナーをはじめ地区役員の皆様・岡田青少年奉仕委員長率いる青少年関連委員長
そして、地区ＲＹＬＡ委員会の皆様ありがとうございました。
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１　グローバル補助金奨学生事業
（１）前年度に募集した奨学生につき、３名中２名（山田彩乃さん、市川智也さん）が本年度承

認され、奨学金が支給されました。
（２）奨学生の留学への出発及び帰国に合わせ、壮行会及び帰国報告会を開催しました。
　　①2018/8/4壮行会・帰国報告会　対象者： 林ももこ（壮行会）、小池宏隆（帰国報告会）
　　②2018/8/17壮行会（オリエンテーション）　対象者：市川智也
　　③2018/8/28壮行会（オリエンテーション）　対象者：山田彩乃
（３）本年度は１名の応募がありましたが、研究テーマが重点６分野に該当しないため申請手続

きに至りませんでした。
２　平和フェローシップ事業
（１）平和フェローの留学への出発に会わせ、壮行会を開催しました。
　　2018/8/4壮行会　対象者：辻坂文子
（２）本年度の募集については応募がありませんでした。
３　財団学友会支援事業
　2019/6/16に開催された財団学友会総会をサポートしました。

ロータリー財団委員会

　2018年８月８日土曜日　名古屋国際ホテル　ロータリー財団セミナー開催。出席者
205名、補助金制度ハンドブックを更新し、地区のロータリ―財団組織と仕組みを理解
できるよう促した。またＩＣＵビデオで平和フェローへの啓蒙実施。ＧＧ奨学生小池
隆宏さんの帰国報告と昨年帰国して１年経過した白石直さんの帰国１年後の報告して
もらう。
　８月28日から９月11日にかけて計３回、クラブ事務局向け補助金セミナー実施。豊
川商工会議所並びにガバナー事務所会議室２回。本目的は補助金申請からくる誤った
認識で申請することをなくすことを目的とした。
2018年10月20日・21日ＷＦＦ開催。初日名古屋東急ホテルにてエンドポリオナイト開
催。　エンドポリオ大使のジュディーオング氏を招いて出席者230名うち海外から60名
を超える出席者。ポリオ根絶に向けての啓蒙活動に大いに役立ちました。2019年２月
15日名古屋東急ホテルにて補助金管理セミナー開催。新年度向けの会長幹事に出来る
だけ補助金を活用した実施事例を交えたセミナーとした。
　2016-19年度３年間でしたが多くの人に助けられ国内外問わず多くの人の縁を頂き感
謝申し上げます。

資金管理委員会

　ロータリー財団へのご寄付は、お一人当り年次基金寄付150ドル、ポリオプラス基
金寄付30ドル、ベネファクター各クラブ１名以上、メジャードナー地区５名の地区
目標を掲げ、一年間活動ました。ベネファクター（47クラブ）以外の寄付につきま
しては大幅に目標を達成出来ました。特にポリオプラス基金寄付につきましては、
１人当たり50ドルを超えるご寄付を賜り、初めて全クラブ寄付を達成出来ました。
30ドル必達の気持ちで地区ロータリー財団としていろいろな場面で啓蒙活動してき
たことが結果につながり嬉しく思います。
　ロータリー財団は皆様のご浄財で成り立っています。ロータリアンの皆様のご理
解とご協力に深く感謝を申し上げます。有難うございました。

　当委員会は、二つの責務を負っております。
　第一に、全ての補助金に対し、管理、助言をし、「ＭＯＵ」に則り、申請に違う事なく、
有効、且、正しく、活用されたか。事業終結後、経理処理、領収証、写真等、全ての諸票
が整い、保存され、最終報告書提出に到る迄、確認する責務を負っております。特にグ
ローバル補助金に就いては、各国の国柄もあり、言語、通貨、慣習、制度も異り、支障な
き様、細心の注意が必要です。
　第二に、各クラブ、会員に対して、補助金の主旨、遵守すべき規約等、就中「授与と受
託の条件」の理解、徹底を期する為のセミナーを実施し、啓蒙を図る事を義務付けられて
おります。
　今回、私の努力不足、表現の拙劣さにより、意図が伝わらず、残念ながら、忠告、改善
を余儀なくするべき案件の発生は、責任の重さを痛感し、慙愧に堪えません。一つの過ち
は、当該クラブに止らず、地区全体に及ぶ可能性もありうると、猛省しております。
　今後も同じ旗幟の元に集い、奉仕を志す、友として、各クラブにおかれましては、ロー
タリー財団に対し、ご理解、ご協力を賜ります様、お願い申し上げます。
私、本年度を以って、退任します。長い間のご協力に感謝いたします。

補助金委員会　７月の第１回委員会において１年間の委員会方針を決定し、８月のロータ
リー財団セミナー開催が最初の仕事になりました。９月、10月には補助金担当
のロータリアンとクラブ事務局員の皆様を対象にして、地区補助金の申請手続
き及び最終報告書についてのきめ細かな説明のセミナーを三河地区1回、尾
張・名古屋地区２回開催させて頂きました。次年度の地区補助金のクラブ申請
は１月より応募開始し３月末日が締切となりますが、そのＰＲを11月のロータ
リー財団月間の卓話等にて行いました。
　また２月のロータリー財団補助金管理セミナーにおいても補助金と年次寄付
の関連についての認識を拡大してまいりました。最終的には51の補助金事業の
参加を頂き、ＤＤＦ審査会において承認されました。昨年度の補助金の最終報
告書についても若干の返金手続き等がありましたが、無事ＴＲＦに報告ができ
ました。ロータリー財団の委員長はじめ各副委員長、委員の皆様の御協力を得
て、無事１年間終えることが出来ました。誠に有難うございました。

奨学基金･平和フェローシップ委員会

　ポリオプラス委員会としては毎年恒例の『ワールド・フード＋ふれ愛フェスタ』（ＷＦＦ）会
場で募金活動とポリオ撲滅の啓蒙活動を行いました。またＷＦＦ初日の夜にはポリオ撲滅大使で
あるジュディ・オングさんをお招きして『エンドポリオ・ナイト』というチャリティディナーを
開催しました。お陰様でＷＦＦ関連で合計２万ドルをポリオ撲滅基金に寄付することができまし
た。
　職業研修チーム（ＶＴＴ）委員会の活動では、3300地区（マレーシア）と「院内感染の予防管
理」をテーマに財団グローバル補助金による研修事業を実施しました。２月にマレーシアから医
師や看護師合計５名を招いて地区内６病院で研修を行い、さらに４月末から５月初旬にかけて当
地区から８名の医療専門家を派遣しました。現地ではマレーシア政府保健省の全面的な協力を得
て、シンポジウムの開催、マレーシア政府系病院での研修などを行ってきました。なお現地の地
区大会に参加しＶＴＴ事業について発表したことは派遣メンバーの皆さんにとって良い思い出と
なりました。

ポリオプラス／職業研修チーム委員会

資金推進委員会
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認され、奨学金が支給されました。
（２）奨学生の留学への出発及び帰国に合わせ、壮行会及び帰国報告会を開催しました。
　　①2018/8/4壮行会・帰国報告会　対象者： 林ももこ（壮行会）、小池宏隆（帰国報告会）
　　②2018/8/17壮行会（オリエンテーション）　対象者：市川智也
　　③2018/8/28壮行会（オリエンテーション）　対象者：山田彩乃
（３）本年度は１名の応募がありましたが、研究テーマが重点６分野に該当しないため申請手続

きに至りませんでした。
２　平和フェローシップ事業
（１）平和フェローの留学への出発に会わせ、壮行会を開催しました。
　　2018/8/4壮行会　対象者：辻坂文子
（２）本年度の募集については応募がありませんでした。
３　財団学友会支援事業
　2019/6/16に開催された財団学友会総会をサポートしました。

ロータリー財団委員会

　2018年８月８日土曜日　名古屋国際ホテル　ロータリー財団セミナー開催。出席者
205名、補助金制度ハンドブックを更新し、地区のロータリ―財団組織と仕組みを理解
できるよう促した。またＩＣＵビデオで平和フェローへの啓蒙実施。ＧＧ奨学生小池
隆宏さんの帰国報告と昨年帰国して１年経過した白石直さんの帰国１年後の報告して
もらう。
　８月28日から９月11日にかけて計３回、クラブ事務局向け補助金セミナー実施。豊
川商工会議所並びにガバナー事務所会議室２回。本目的は補助金申請からくる誤った
認識で申請することをなくすことを目的とした。
2018年10月20日・21日ＷＦＦ開催。初日名古屋東急ホテルにてエンドポリオナイト開
催。　エンドポリオ大使のジュディーオング氏を招いて出席者230名うち海外から60名
を超える出席者。ポリオ根絶に向けての啓蒙活動に大いに役立ちました。2019年２月
15日名古屋東急ホテルにて補助金管理セミナー開催。新年度向けの会長幹事に出来る
だけ補助金を活用した実施事例を交えたセミナーとした。
　2016-19年度３年間でしたが多くの人に助けられ国内外問わず多くの人の縁を頂き感
謝申し上げます。

資金管理委員会

　ロータリー財団へのご寄付は、お一人当り年次基金寄付150ドル、ポリオプラス基
金寄付30ドル、ベネファクター各クラブ１名以上、メジャードナー地区５名の地区
目標を掲げ、一年間活動ました。ベネファクター（47クラブ）以外の寄付につきま
しては大幅に目標を達成出来ました。特にポリオプラス基金寄付につきましては、
１人当たり50ドルを超えるご寄付を賜り、初めて全クラブ寄付を達成出来ました。
30ドル必達の気持ちで地区ロータリー財団としていろいろな場面で啓蒙活動してき
たことが結果につながり嬉しく思います。
　ロータリー財団は皆様のご浄財で成り立っています。ロータリアンの皆様のご理
解とご協力に深く感謝を申し上げます。有難うございました。

　当委員会は、二つの責務を負っております。
　第一に、全ての補助金に対し、管理、助言をし、「ＭＯＵ」に則り、申請に違う事なく、
有効、且、正しく、活用されたか。事業終結後、経理処理、領収証、写真等、全ての諸票
が整い、保存され、最終報告書提出に到る迄、確認する責務を負っております。特にグ
ローバル補助金に就いては、各国の国柄もあり、言語、通貨、慣習、制度も異り、支障な
き様、細心の注意が必要です。
　第二に、各クラブ、会員に対して、補助金の主旨、遵守すべき規約等、就中「授与と受
託の条件」の理解、徹底を期する為のセミナーを実施し、啓蒙を図る事を義務付けられて
おります。
　今回、私の努力不足、表現の拙劣さにより、意図が伝わらず、残念ながら、忠告、改善
を余儀なくするべき案件の発生は、責任の重さを痛感し、慙愧に堪えません。一つの過ち
は、当該クラブに止らず、地区全体に及ぶ可能性もありうると、猛省しております。
　今後も同じ旗幟の元に集い、奉仕を志す、友として、各クラブにおかれましては、ロー
タリー財団に対し、ご理解、ご協力を賜ります様、お願い申し上げます。
私、本年度を以って、退任します。長い間のご協力に感謝いたします。

補助金委員会　７月の第１回委員会において１年間の委員会方針を決定し、８月のロータ
リー財団セミナー開催が最初の仕事になりました。９月、10月には補助金担当
のロータリアンとクラブ事務局員の皆様を対象にして、地区補助金の申請手続
き及び最終報告書についてのきめ細かな説明のセミナーを三河地区1回、尾
張・名古屋地区２回開催させて頂きました。次年度の地区補助金のクラブ申請
は１月より応募開始し３月末日が締切となりますが、そのＰＲを11月のロータ
リー財団月間の卓話等にて行いました。
　また２月のロータリー財団補助金管理セミナーにおいても補助金と年次寄付
の関連についての認識を拡大してまいりました。最終的には51の補助金事業の
参加を頂き、ＤＤＦ審査会において承認されました。昨年度の補助金の最終報
告書についても若干の返金手続き等がありましたが、無事ＴＲＦに報告ができ
ました。ロータリー財団の委員長はじめ各副委員長、委員の皆様の御協力を得
て、無事１年間終えることが出来ました。誠に有難うございました。

奨学基金･平和フェローシップ委員会

　ポリオプラス委員会としては毎年恒例の『ワールド・フード＋ふれ愛フェスタ』（ＷＦＦ）会
場で募金活動とポリオ撲滅の啓蒙活動を行いました。またＷＦＦ初日の夜にはポリオ撲滅大使で
あるジュディ・オングさんをお招きして『エンドポリオ・ナイト』というチャリティディナーを
開催しました。お陰様でＷＦＦ関連で合計２万ドルをポリオ撲滅基金に寄付することができまし
た。
　職業研修チーム（ＶＴＴ）委員会の活動では、3300地区（マレーシア）と「院内感染の予防管
理」をテーマに財団グローバル補助金による研修事業を実施しました。２月にマレーシアから医
師や看護師合計５名を招いて地区内６病院で研修を行い、さらに４月末から５月初旬にかけて当
地区から８名の医療専門家を派遣しました。現地ではマレーシア政府保健省の全面的な協力を得
て、シンポジウムの開催、マレーシア政府系病院での研修などを行ってきました。なお現地の地
区大会に参加しＶＴＴ事業について発表したことは派遣メンバーの皆さんにとって良い思い出と
なりました。

ポリオプラス／職業研修チーム委員会

資金推進委員会

地区委員長報告
第2760地区
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学友委員会
　「学友」はロータリーファミリーの一員です。学友とクラブを結びつけ、末永い関係を築くた
めの支援をするのが地区学友委員長の役割です。そもそも学友とは以下のプログラムへの元参加
者が「ロータリー学友」と呼ばれています。インターアクト、 ローターアクト、 ロータリー青少
年交換（ローテックス／ＲＯＴＥＸ）、新世代交換、ロータリー青少年指導者養成プログラム
（ＲＹＬＡ）、 ロータリー平和フェローシップ、 ロータリーの奨学金（グローバル補助金、地区
補助金）、 職業研修チーム（ＶＴＴ）のチームメンバーまたはリーダー、国際親善奨学金、大学
教員のためのロータリー補助金を受けた人、研究グループ交換（ＧＳＥ）のチームメンバーまた
はリーダー、ロータリーボランティアと多岐にわたります。今年度は、数ある学友委員長の責務
の中で学友行事と学友会を支援し、調整を図る事に注力をしました。学友同士が再会し、ロータ
リー会員と交流できる場として、学友・青少年交流シンポジウムという防災・減災の知識を得て、
災害時のリーダーを育てる企画を行いました。愛知県、名古屋市の後援を頂き、500名参加の大き
な行事を終えることができたのは、ガバナーを始め、地区役員の皆さま、青少年奉仕関連の委員
長の皆さまのご協力、そして各クラブの皆さまのご協力がなければ成し得ませんでした。これか
らも学友との繋がりを保ち続け、更なるロータリーの発展を祈りつつ私のご挨拶と致します。
一年間本当にありがとうございました。

米山記念奨学委員会　昨年１月に第３次選考会（面接試験）を経て応募者130名より34名（継続15名）の新規
奨学生の採用を決定しました。４月にオリエンテーションを行い、世話クラブとカウンセ
ラーとのご対面をしてもらい本格的に米山奨学生としての生活がスタートしました。
　５月に春の研修会を企画し名古屋城を見学しました。ボランティアガイドより説明を受
け歴史を学びました。サプライズで河村名古屋市長からも激励のお言葉をいただきました。
　10月にはＷＦＦに参加し、例年通りドリンク販売ブースを担当して天気も良く２日間で
今までの最高の売り上げを記録しました。奨学生学友ともほとんど全員が参加してくれま
した。交流を深めることができたと思います。蒲郡で行われた地区大会では青少年サミッ
トに参加しました。インターアクト、ローターアクト、海外交換留学生の皆さんと接する
ことができたことが収穫につながっていると思います。11月の秋の研修旅行で日本を学ん
でもらい12月のクリスマス会で奨学生同士また学友とも親密な関係が出来上がりました。
我々委員会メンバーにとっても最もうれしい瞬間でした。３月に修了書授与式を行い、そ
の席で世話クラブのカウンセラーからロータリアンとして最も充実した１年だったとの感
想をいただいて、我々もこれほどうれしいことはありませんでした。これからもよろしく
お願いします。

地区10年史編纂委員会　2010年、2013年、2016年、2019年ＲＩ規定審議会でロータリーの基本まで言及する
変化が採択されました。同年7月には施行される規定について、各クラブでは自クラブ
の定款、クラブ細則の見直し、検討と変更をしなくてはなりません。特に最近では内
容に疑問を呈しているクラブ、会員が多々おられます。それに規定審議会採択事項と
は別にＲＩ理事会決定事項が年に何回か発表され、場合によってはクラブの組織、運
営方法を変えなければなりません。こういった急激な変化の中、クラブ組織および運
営は、地区組織および運営はという疑問にぶつかります。私も委員の一人として、
ロータリー章典や地区委員会の変遷など少し勉強させて頂きました。やはり真面目に
対応しているし、その意思が伺われます。各クラブはそんな環境の中、従来から引き
継いだクラブ運営、奉仕活動を行っているクラブ、変化にあわせ変化しているクラブ、
色々です。我々委員会は　“各クラブ、地区のトピックスを通じ第2760地区の素晴らし
さ、楽しさを理解してもらう”・“個人情報取り扱いには十分注意を払う”をコンセプト
とし、委員会一同素晴らしい10年史に仕上げるべく鋭意努力しております。ご理解を
賜りさらなるご支援、ご協力の程宜しくお願い申し上げます。

地区委員長報告
第2760地区
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の中で学友行事と学友会を支援し、調整を図る事に注力をしました。学友同士が再会し、ロータ
リー会員と交流できる場として、学友・青少年交流シンポジウムという防災・減災の知識を得て、
災害時のリーダーを育てる企画を行いました。愛知県、名古屋市の後援を頂き、500名参加の大き
な行事を終えることができたのは、ガバナーを始め、地区役員の皆さま、青少年奉仕関連の委員
長の皆さまのご協力、そして各クラブの皆さまのご協力がなければ成し得ませんでした。これか
らも学友との繋がりを保ち続け、更なるロータリーの発展を祈りつつ私のご挨拶と致します。
一年間本当にありがとうございました。

米山記念奨学委員会　昨年１月に第３次選考会（面接試験）を経て応募者130名より34名（継続15名）の新規
奨学生の採用を決定しました。４月にオリエンテーションを行い、世話クラブとカウンセ
ラーとのご対面をしてもらい本格的に米山奨学生としての生活がスタートしました。
　５月に春の研修会を企画し名古屋城を見学しました。ボランティアガイドより説明を受
け歴史を学びました。サプライズで河村名古屋市長からも激励のお言葉をいただきました。
　10月にはＷＦＦに参加し、例年通りドリンク販売ブースを担当して天気も良く２日間で
今までの最高の売り上げを記録しました。奨学生学友ともほとんど全員が参加してくれま
した。交流を深めることができたと思います。蒲郡で行われた地区大会では青少年サミッ
トに参加しました。インターアクト、ローターアクト、海外交換留学生の皆さんと接する
ことができたことが収穫につながっていると思います。11月の秋の研修旅行で日本を学ん
でもらい12月のクリスマス会で奨学生同士また学友とも親密な関係が出来上がりました。
我々委員会メンバーにとっても最もうれしい瞬間でした。３月に修了書授与式を行い、そ
の席で世話クラブのカウンセラーからロータリアンとして最も充実した１年だったとの感
想をいただいて、我々もこれほどうれしいことはありませんでした。これからもよろしく
お願いします。

地区10年史編纂委員会　2010年、2013年、2016年、2019年ＲＩ規定審議会でロータリーの基本まで言及する
変化が採択されました。同年7月には施行される規定について、各クラブでは自クラブ
の定款、クラブ細則の見直し、検討と変更をしなくてはなりません。特に最近では内
容に疑問を呈しているクラブ、会員が多々おられます。それに規定審議会採択事項と
は別にＲＩ理事会決定事項が年に何回か発表され、場合によってはクラブの組織、運
営方法を変えなければなりません。こういった急激な変化の中、クラブ組織および運
営は、地区組織および運営はという疑問にぶつかります。私も委員の一人として、
ロータリー章典や地区委員会の変遷など少し勉強させて頂きました。やはり真面目に
対応しているし、その意思が伺われます。各クラブはそんな環境の中、従来から引き
継いだクラブ運営、奉仕活動を行っているクラブ、変化にあわせ変化しているクラブ、
色々です。我々委員会は　“各クラブ、地区のトピックスを通じ第2760地区の素晴らし
さ、楽しさを理解してもらう”・“個人情報取り扱いには十分注意を払う”をコンセプト
とし、委員会一同素晴らしい10年史に仕上げるべく鋭意努力しております。ご理解を
賜りさらなるご支援、ご協力の程宜しくお願い申し上げます。
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地区主要日程・地区委員会日程
第2760地区

国際ロータリー第2760地区
2018-19年度ガバナー 村 井 總 一 郎

2018-19年度
年次報告書

日 曜日 会合名

2018年
1月14日
～20日 日～土 2018年RI国際協議会

1月24日 水 第1回会員増強委員会(新旧)

1月25日 木 第1回次年度研修委員会予定者会議

1月26日 金 第1回地区青少年奉仕予定者委員会

1月27日 土 第4回地区諮問委員会(2017-18年度)

1月27日 土 第2回次年度研修委員会予定者会議

2月2日 金 第1回地区戦略計画委員会

2月3日 土 第11回全国RYLA研究会

2月7日 水 第4回次期ガバナー補佐研修会議

2月16日 金 2018年ロータリー財団補助金管理セミナー

2月16日 金 第2回会員増強委員会

2月18日 日 2018年地区チーム研修セミナー

2月23日 金 第1回WFF実行予定者委員会

3月1日 木 第2回地区青少年奉仕予定者委員会

3月3日 土 2018年度会長エレクト研修セミナー

3月17日 土 第1回DL研修

3月23日 金 第2回WFF実行予定者委員会
3月24日
～25日 土～日 第26回地区RYLAセミナー(2017-18年度)

3月25日 日 2018年地区研修･協議会のための指導者会議
3月26日
～27日 月～火 第1･第2･第3ゾーン国際ロータリー会員基盤向上セ

ミナー
3月29日 木 第1回職業奉仕委員会(前年度合同)

4月3日 火 第3回会員増強委員会

4月4日 水 第2回職業奉仕委員会

4月4日 水 第5回次期ガバナー補佐研修会議

4月5日 木 17-18年度第4回(18-19年度第1回)地区米山記念奨
学委員会

4月6日 金 第1回地区青少年奉仕委員会

4月7日 土 第5回地区諮問委員会(2017-18年度)

4月15日 日 2018年地区研修･協議会

4月15日 日 インターアクトクラブ第1回顧問会議

4月19日 木 2018学年度米山奨学生オリエンテーション

4月21日 土 第2回DL研修

4月22日 日 次年度のための地区ローターアクト研修協議会

4月24日 火 第3回WFF実行予定者委員会

5月6日 日 第31回インターアクトクラブ海外派遣研修保護者
説明会

5月11日 金 新旧合同地区青少年奉仕委員会

5月12日 土 第3回DL研修

5月17日 木 第1回地区公共イメージ向上委員会予定者会議

5月19日 土 春季米山奨学生学友合同研修会

5月22日 火 第2回地区戦略計画委員会

5月25日 金 第2回地区青少年奉仕委員会

5月25日 金 第4回WFF実行予定者委員会

6月2日 土 新旧合同引継ぎインターアクト委員会(予定者)
6月2日～
3日 土～日 第31回インターアクトクラブ海外派遣研修第1回事

前研修
6月3日 日 地区ローターアクト委員会予定者会議

6月8日 金 第1回拡大委員会

6月9日 土 準備RYLA委員会

6月14日 木
2017-18年度第5回愛知県内マスコミ向けプレスセ
ミナー併設
2018-19年度第1回新ガバナーのマスコミ向け挨拶
プレスセミナー

6月15日 金 第2回ガバナー補佐会議(2017-18年度)

6月15日 金 第6回地区諮問委員会(2017-18年度)

6月15日 金 地区役員会長幹事懇談会(2017-18年度)

6月16日 土 第4回DL研修

6月21日 木 第2回地区公共イメージ向上委員会予定者会議

6月22日 金 第5回WFF実行予定者委員会
6月23日
～27日 土～水 2018年RI国際大会(トロント)

7月1日 日 2018-19年度 ガバナー･元･次期ガバナー懇談会

7月4日 水 第1回ロータリー財団監査委員会

7月4日 水 第1回ロータリー財団委員会運営会議

7月5日 木 第2回地区米山記念奨学委員会

7月6日 金 第3回地区青少年奉仕委員会

日 曜日 会合名

7月6日 金 第6回WFF実行委員会

7月7日 土 第1回地区諮問委員会

7月7日 土 第1回立法案審議委員会

7月10日 火 第1回危機管理委員会

7月11日 水 第1回奨学基金･平和フェローシップ委員会

7月12日 木 2019学年度米山奨学生指定校大学担当者会議

7月12日 木 第1回地区10年史編纂委員会

7月12日 木 第1回地区公共イメージ向上委員会:委員長会議向け

7月13日 金 第1回RYLA委員会

7月13日 金 第1回補助金委員会

7月14日 土 稲沢RC 創立55周年記念式典

7月14日 土 第1回インターアクト委員会

7月14日
～15日 土～日 第31回インターアクトクラブ海外派遣研修第2回事

前研修

7月15日 日 第1回地区青少年交換委員会

7月15日 日 地区青少年交換プログラム
第10回オリエンテーション

7月15日 日 地区青少年交換プログラム受入説明会

7月15日 日 第1回地区ローターアクト委員会

7月16日 月 第29回インターアクトクラブ年次大会

7月17日 火 第1回国際奉仕委員会

7月18日 水 第1回ポリオプラス/職業研修チーム委員会

7月19日 木 第1回学友委員会

7月20日 金 第4回会員増強委員会

7月21日 土 第1回地区研修委員会

7月24日
～8月1日 火～水 第31回インターアクトクラブ海外派遣研修

7月25日 水 第3回地区戦略計画委員会

7月25日 水 第3回職業奉仕委員会

7月25日 水 第1回次期ガバナー補佐研修会議

7月26日 木 第1回クラブ公共イメージ向上委員長会議

7月26日 木 第1回資金推進委員会

7月31日 火 第1回社会奉仕委員会

8月3日 金 第7回WFF実行委員会

8月4日 土 地区ロータリー財団セミナー

8月4日 土 第2回RYLA委員会

8月5日 日 第2回地区青少年交換委員会

8月5日 日 地区青少年交換プログラム
第11回(最終)オリエンテーション

8月5日 日 2019-20年度青少年交換志願者選考試験

8月7日 火 第1回地区大会企画委員会

8月8日 水 第2回ポリオプラス/職業研修チーム委員会

8月9日 木 第2回地区10年史編纂委員会･歴代ガバナー座談会

8月21日 火 第2回社会奉仕委員会

8月26日 日 第3回地区青少年交換委員会

8月26日
～28日 日～火

地区青少年交換プログラム･プレオリエンテーショ
ン
(強化合宿)(第2620地区合同)

8月27日
～28日 月～火 国際ロータリー第２ゾーン「戦略計画推進セミナー

2018」

8月28日 火 第2回地区研修委員会

8月30日 木 第3回地区米山記念奨学委員会

8月31日 金 第5回会員増強委員会

9月1日～
2日 土～日 地区青少年交換プログラム

第1回オリエンテーション&交流会

9月1日 土 第4回地区青少年交換委員会

9月1日 土 第31回インターアクトクラブ海外派遣研修事後研
修会

9月1日 土 第2回インターアクト委員会

9月4日 火 第3回社会奉仕委員会

9月5日 水 第1回地区財務委員会

9月5日 水 第2回ロータリー財団委員会運営会議

9月6日 木 クラブ米山奨学委員長会議･学友会総会

9月7日 金 第2回資金推進委員会

9月8日 土 第2回地区諮問委員会

9月8日 土 第2回立法案審議委員会

9月8日 土 地区審議会

9月8日 土 【同日開催】指導者育成セミナー

9月8日 土 第3回RYLA委員会

日 曜日 会合名

9月9日 日 2760地区RLI会長エレクト研修 パート1

9月9日 日 ローターアクト地区親睦

9月12日 水 第3回ポリオプラス/職業研修チーム委員会

9月13日 木 第3回地区10年史編纂委員会

9月13日 木 第2回地区公共イメージ向上委員会:WFF向け

9月13日 木 第4回職業奉仕委員会

9月14日 金 第4回地区青少年奉仕委員会

9月14日 金 第8回WFF実行委員会

9月16日 日 第2回地区ローターアクト委員会

9月19日 水 第2回地区大会企画委員会

9月20日 木 第2回プレスセミナー:WFF関係

9月21日 金 インターアクトクラブ第2回顧問会議

9月21日 金 第3回インターアクト委員会
9月22日
～23日 土～日 地区青少年交換プログラム

青少年交換学友会(ROTEX)主催キャンプ
9月25日 火 第1回クラブ社会奉仕委員長会議

9月25日 火 第2回奨学基金･平和フェローシップ委員会

9月27日 木 第2回国際奉仕委員会

9月29日 土 第3回地区研修委員会

9月29日 土 第2回学友委員会

10月2日 火 第5回地区青少年奉仕委員会

10月2日 火 第9回WFF実行委員会

10月3日 水 第1回ロータリー財団委員会全委員研修会

10月3日 水 臨時ロータリー財団監査委員会

10月3日 水 第1回ロータリー財団委員会全委員会

10月4日 木 第3回地区大会企画委員会

10月5日 金 地区内クラブ国際奉仕委員長会議

10月6日 土 ローターアクト3地区合同プロジェクト

10月7日 日 西尾RC 創立60周年記念式典

10月7日 日 第5回地区青少年交換委員会

10月7日 日 青少年交換 有松山車祭り(名古屋東南RC招待行事)

10月9日 火 名古屋東RC 創立60周年記念式典

10月9日 火 第3回立法案審議委員会

10月10日 水 第4回ポリオプラス/職業研修チーム委員会

10月13日 土 瀬戸北RC 創立40周年記念式典

10月13日 土 第4回RYLA委員会

10月16日 火 地区指名委員会

10月18日 木 米山カウンセラー研修会

10月18日 木 第2回拡大委員会

10月19日 金 第6回地区青少年奉仕委員会

10月19日 金 第10回WFF実行委員会

10月20日 土 第6回地区青少年交換委員会

10月20日 土 地区青少年交換プログラム
第2回オリエンテーション

10月20日 土 地区青少年交換プログラム
第1回三者懇談会

10月24日 水 第4回地区10年史編纂委員会

10月24日 水 第3回地区公共イメージ向上委員会:地区大会向け
10月27日
～28日 土～日 第6回ワールドフード+ふれ愛フェスタ

11月2日 金 第4回地区研修委員会

11月2日 金 第7回地区青少年奉仕委員会

11月3日 土 第7回地区青少年交換委員会

11月3日 土 地区青少年交換プログラム
第3回オリエンテーション

11月3日 土 第3回学友委員会

11月4日 日 2760地区RLI会長エレクト研修 パート2

11月4日 日 第3回地区ローターアクト委員会

11月5日 月 第3回奨学基金･平和フェローシップ委員会

11月7日 水 第5回職業奉仕委員会

11月8日 木 第5回地区10年史編纂委員会

11月9日 金 第3回地区諮問委員会

11月10日 土 地区青少年交換プログラム
第4回オリエンテーション(帰国生帰国報告)

11月10日 土 2018-19年度地区大会 第1日目

11月10日 土 【同日開催】青少年･学友フォーラム

11月11日 日 2018-19年度地区大会 第2日目

11月14日 水 第5回ポリオプラス/職業研修チーム委員会
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地区主要日程・地区委員会日程
第2760地区

日 曜日 会合名

11月17日 土 秋季米山奨学生学友合同研修会

11月17日 土 第5回RYLA委員会
11月17日
～18日 土～日 ローターアクトクラブ国内研修

11月18日 日 ロータリー財団地域セミナー

11月19日 月
2018-19年度 ガバナー会･ガバナーエレクト研修
セミナー(GETS)
ガバナーノミニー研修セミナー(GNTS)

11月20日
～21日 火～水 第47回ロータリー研究会

11月20日 火 第3回ロータリー財団委員会運営会議

11月21日 水 第4回社会奉仕委員会

11月22日 木 第4回地区公共イメージ向上委員会:次年度計画協議

11月23日 金 第6回RYLA委員会
11月23日
～25日 金～日 第27回地区RYLAセミナー(大学生･社会人の部)

11月25日 日 豊橋ゴールデンRC 創立30周年記念式典

11月28日 水 クラブ職業奉仕委員長会議

11月28日 水 第2回次期ガバナー補佐研修会議

11月29日 木 2019学年度米山奨学生第1次選考会

11月29日 木 臨時拡大委員会

11月29日 木 ネパールGG事業

12月1日 土 第1回ガバナー補佐会議

12月2日 日 第4回奨学基金･平和フェローシップ委員会､申請者
面接会

12月5日 水 尾張中央RC 創立35周年記念式典

12月6日 木 第6回地区10年史編纂委員会

12月6日 木 第3回資金推進委員会

12月8日 土 第5回地区研修委員会

12月8日 土 第6回ポリオプラス/職業研修チーム委員会

12月8日 土 米山奨学生学友合同忘年会

12月12日 水 第4回地区戦略計画委員会

12月15日 土 第1回地区RA戦略プロジェクトチーム

12月15日 土 第4回学友委員会

12月20日 木 第7回地区10年史編纂委員会

12月22日 土 第8回地区青少年交換委員会

12月22日 土 地区青少年交換プログラム
第5回オリエンテーション

12月22日 土 青少年交換学友会(ROTEX)主催クリスマス会

2019年

1月10日 木 2019学年度米山奨学生第2次選考会

1月11日 金 第5回奨学基金･平和フェローシップ委員会

1月12日 土 2019学年度米山奨学生第3次選考会

1月12日 土 第7回RYLA委員会
1月13日
～19日 日～土 2019年RI国際協議会

1月17日 木 第3回国際奉仕委員会

1月18日 金 第7回ポリオプラス/職業研修チーム委員会

1月19日 土 第5回学友委員会

1月20日 日 第2回地区RA戦略プロジェクトチーム

1月20日 日 第4回地区ローターアクト委員会

1月23日 水 第2回地区財務委員会

1月24日 木 第3回補助金委員会

1月25日 金 第6回地区研修委員会

1月25日 金 第6回会員増強委員会

1月26日 土 第4回地区諮問委員会

1月26日 土 第9回地区青少年交換委員会

1月26日 土 地区青少年交換プログラム
第6回オリエンテーション

1月29日 火 地区活動資金(DDF)承認会議

1月29日 火 第2回ロータリー財団委員会全委員研修会

1月29日 火 第2回ロータリー財団委員会全委員会

2月2日 土 第8回RYLA委員会

2月2日 土 第6回学友委員会

2月3日 日 刈谷RC 創立65周年記念事業

2月3日 日 ローターアクトアジア第二ゾーン会議

2月3日 日 第3回日本RYLAセミナー

2月3日 日 新会員研修会

2月5日 火 第5回社会奉仕委員会

2月6日 水 第3回次期ガバナー補佐研修会議

2月7日 木 第4回ロータリー財団委員会運営会議

2月8日 金 第7回地区研修委員会

2月9日 土 高浜RC 創立50周年記念式典

2月9日 土 インターアクトクラブリーダー研修会

2月9日 土 第4回インターアクト委員会

2月9日 土 第10回地区青少年交換委員会

2月9日 土 地区青少年交換プログラム
第7回オリエンテーション

日 曜日 会合名

2月9日 土 地区青少年交換プログラム
第2回三者懇談会

2月10日 日 豊川RC 創立60周年記念式典

2月12日 火 豊川RC 創立60周年記念ゴルフ大会

2月12日 火 第4回資金推進委員会

2月14日 木 第4回国際奉仕委員会

2月15日 金 2019年ロータリー財団補助金管理セミナー

2月16日 土 三河安城RC 創立20周年記念式典

2月16日 土 西尾張分区IM

2月16日 土 西三河中分区IM

2月16日 土 西三河分区IM

2月16日 土 第9回ポリオプラス/職業研修チーム委員会

2月17日 日 2019年地区チーム研修セミナー

2月18日 月 西名古屋分区IM

2月20日 水 第3回ガバナー会議

2月20日 水 第8回ポリオプラス/職業研修チーム委員会

2月23日 土 南尾張分区IM

2月23日 土 東尾張分区IM

2月25日 月 D3300VTTメンバー歓迎会

2月27日 水 東名古屋分区IM

3月1日 金 第4回補助金委員会

3月2日 土 東三河分区IM

3月2日 土 第3回地区RA戦略プロジェクトチーム

3月6日 水 名古屋東南RC 創立50周年記念式典

3月7日 木 第8回地区10年史編纂委員会

3月9日 土 2019年度会長エレクト研修セミナー

3月9日 土 名古屋熱田RAC･青少年交換学生･米山奨学生合同
交流会

3月10日 日 第7回学友委員会

3月12日 火 第5回国際奉仕委員会

3月13日 水 第2回危機管理委員会

3月14日 木 第6回地区公共イメージ向上委員会:地区協議会向け

3月14日 木 第3回拡大委員会

3月15日 金 第5回補助金委員会
3月15日
～17日 金～日 ローターアクトクラブ海外研修

3月16日 土 第9回RYLA委員会

3月16日 土 米山奨学期間終了者歓送会及び指導教員への感謝の
集い

3月17日 日 青少年交換学友会主催(ROTEX)Last Rotex会&同
窓会

3月21日 木 名古屋芸術大学ローターアクトクラブ加盟認証伝達
式 

3月22日 金 第6回奨学基金･平和フェローシップ委員会
3月23日
～24日 土～日 第27回地区RYLAセミナー(高校生･高専生の部)

3月25日
～27日 月～水 第32回白馬RC主催青少年交換学生スキーの集い

(第8回オリエンテーションを兼ねる)
3月25日
～27日 月～水 第11回地区青少年交換委員会

3月26日 火 岡崎城南RC 創立30周年記念式典

3月27日 水 第6回職業奉仕委員会
3月27日
～4月2日 水～火 国際RYLA･アジアパシフィックRYLA

3月28日 木 第9回地区10年史編纂委員会

3月28日 木 第5回資金推進委員会

3月29日 金 桜丘学園孫便りインターアクトクラブ認証伝達式

3月29日 金 第6回補助金委員会

4月3日 水 第4回次期ガバナー補佐研修会議

4月4日 木 第4回地区米山記念奨学委員会

4月6日 土 碧南RC 創立60周年記念式典

4月6日 土 春日井RC 創立50周年記念式典

4月7日 日 渥美RC 創立50周年記念式典

4月7日 日 第5回地区ローターアクト委員会
4月8日～
9日 月～火 第1･第2･第3ゾーン国際ロータリー会員基盤向上セ

ミナー
4月9日 火 第6回国際奉仕委員会

4月10日 水 臨時資金管理委員会

4月10日 水 臨時ロータリー財団委員会新旧運営会議

4月11日 木 2019学年度米山奨学生オリエンテーション

4月12日 金 第7回補助金委員会

4月13日 土 第8回学友委員会
4月14日
～18日 日～木 2019年規定審議会

4月14日 日 2019年地区研修･協議会

4月17日 水 第10回ポリオプラス/職業研修チーム委員会

4月20日 土 第12回地区青少年交換委員会

4月20日 土 地区青少年交換プログラム
第9回オリエンテーション

4月21日 日 次年度のための地区ローターアクト研修協議会

日 曜日 会合名

4月25日 木 第10回地区10年史編纂委員会

4月25日 木 第7回奨学基金･平和フェローシップ委員会

4月26日 金 第8回補助金委員会

4月27日 土 あまRC 創立50周年記念式典

4月28日 日 第7回全国インターアクト研究会
4月28日
～29日 日～月 第31回全国ローターアクト研修会

4月29日 月 青少年交換学友会(ROTEX)主催Culture Fair

5月8日 水 ネパールGG事業完成視察

5月8日 水 ネパール支援事業･コーヒー栽培のための灌漑設備
整備プロジェクト

5月9日 木 第9回補助金委員会

5月9日 木 地区活動資金(DDF)審査会

5月9日 木 ロータリー財団委員会新旧運営会議

5月10日 金 名古屋北RC 創立60周年記念式典

5月11日 土 東海RC 創立50周年記念式典

5月11日 土 第13回地区青少年交換委員会

5月11日 土 地区青少年交換プログラム
第10回オリエンテーション

5月11日 土 第10回RYLA委員会

5月12日 日 愛知ロータリーEクラブ 創立5周年記念式典

5月12日 日 第9回学友委員会

5月12日 日 第32回インターアクトクラブ海外派遣研修保護者
説明会

5月12日 日 第5回インターアクト委員会

5月12日 日 WFF国際支援事業･ポリオ撲滅支援モバイルユニッ
ト贈呈

5月14日 火 岡崎南RC 創立55周年記念式典

5月14日 火 第6回社会奉仕委員会

5月16日 木 第6回資金推進委員会

5月18日 土 岩倉RC 創立40周年記念式典

5月19日 日 ローターアクト第29回地区年次大会

5月22日 水 名古屋守山RC 創立55周年記念例会

5月22日 水 第4回地区大会企画委員会

5月23日 木 名古屋大須案内人RCC結成記念例会 

5月23日 木 第11回地区10年史編纂委員会

5月23日 木 第7回地区公共イメージ向上委員会:次年度プレスセ
ミナー向け

5月24日 金 第2回クラブ社会奉仕委員長会議

5月24日 金 新旧合同地区青少年奉仕委員会

5月24日 金 D2760VTTメンバー帰国報告会

5月25日 土 第14回地区青少年交換委員会

5月25日 土 地区RYLArian同窓会
5月25日
～27日 土～月 第24回日本青少年交換研究会(全国会議)

5月26日 日 第10回学友委員会

5月29日 水 新旧ロータリー財団委員会全委員会

5月29日 水 新旧ロータリー財団委員会交流会

5月29日 水 第7回職業奉仕委員会

6月1日 土 第6回新旧合同インターアクト委員会
6月1日～
2日 土～日 第32回インターアクトクラブ海外派遣研修第1回事

前研修
6月1日～
5日 土～水 2019年RI国際大会(ハンブルク)

6月8日～
10日 土～月 地区青少年交換プログラム

INBOUND東京研修
6月9日 日 東知多RC 創立50周年記念式典

6月9日 日 第11回学友委員会

6月11日 火 新旧合同国際奉仕委員会

6月12日 水 第4回拡大委員会

6月13日 木 第12回地区10年史編纂委員会

6月13日 木 第3回プレスセミナー:次年度ガバナー挨拶

6月15日 土 第2回ロータリー平和センターセミナー

6月15日 土 中部名古屋みらいRC 創立10周年記念式典

6月15日 土 第7回資金推進委員会

6月16日 日 学友･青少年交流シンポジウム

6月16日 日 第15回地区青少年交換委員会

6月16日 日 地区青少年交換プログラム
第11回オリエンテーション

6月16日 日 第36回財団学友会総会

6月22日 土 第2回ガバナー補佐会議

6月22日 土 第5回地区諮問委員会

6月22日 土 地区役員会長幹事懇談会(2018-19年度)

6月25日 火 第13回地区10年史編纂委員会

7月7日 日 地区ローターアクト委員会決算委員会

7月13日 土 地区青少年交換プログラム
第12回オリエンテーション

8月3日 土 地区青少年交換プログラム
第13回(最終)オリエンテーション
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◎一宮RC　　　
　名古屋清須RC名古屋南RC

◎名古屋名駅RC　
　名古屋丸の内RC

◎名古屋栄RC★　
　名古屋名南RC★

月

８月

2018年
火 水 木 金 土 日

13

20

27

14

21

28

15

22

29

16

23

30

17

24

31

18

25

19

26◎尾西RC　
　一宮北RC

豊田三好RC★

◎常滑RC　
　知多RC　

◎尾張旭RC　
江南RC　

◎春日井RC
　犬山RC　

名古屋西RC

◎岡崎東RC　
　豊田西RC　

◎渥美RC　
　豊橋南RC

中部名古屋みらいRC★
◎知立RC　
　西尾RC　

◎名古屋千種RC
　名古屋守山RC

月

9月

火 水 木 金 土 日

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

名古屋中RC

◎名古屋空港RC
岩倉RC　　

◎安城RC　　　　
　西尾KIRARA RC

◎津島RC　
　あまRC　

◎新城RC　
　豊橋北RC

秋分の日敬老の日

振替休日

名古屋宮の杜RC

◎名古屋東南RC
　名古屋大須RC

半田RC

◎田原RC　
　豊橋東RC

◎豊川RC　
蒲郡RC

一宮中央RC★

◎豊田中RC★　
　岡崎城南RC★

愛知三州RC★

田原パシフィックRC★

◎豊田東RC
岡崎RC

◎名古屋アイリスRC
　名古屋名北RC　

名古屋和合RC

◎高浜RC　
碧南RC

名古屋RC

◎瀬戸北RC　　
　愛知長久手RC

月

10月

火 水 木 金 土 日
3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

◎半田南RC　
　東知多RC　

◎東海RC　
大府RC

第6回WFF
第2日目

第6回WFF
第1日目

◎西尾一色RC
　三河安城RC

◎名古屋みなとRC
名古屋瑞穂RC

◎豊川宝飯RC　　
　豊橋ゴールデンRC

◎尾張中央RC
稲沢RC　

◎岡崎南RC
　豊田RC　

◎名古屋名東RC
　名古屋錦RC　

◎名古屋東山RC
　名古屋昭和RC 名古屋北RC

名古屋葵RC★

名古屋東RC

刈谷RC ◎名古屋城北RC　
　愛知ロータリーEクラブ

◎小牧RC　
瀬戸RC

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

体育の日

月

11月

火 水 木 金 土 日
1

29282726

2

30

3 4豊橋RC
文化の日

第2760地区
ガバナー公式訪問日程表
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月

10月

火 水 木 金 土 日
3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28
第6回WFF

第2日目
第6回WFF

第1日目

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

体育の日

南尾張分区
西尾張分区
東尾張分区

★：夜間例会 西名古屋分区
東名古屋分区

東三河分区
西三河中分区
西三河分区

月

８月

2018年

火 水 木 金 土 日

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

豊橋南RC
豊田西RC

豊田三好RC★

名古屋空港RC
名古屋中RC

あまRC

瀬戸北RC
豊田中RC★

愛知長久手RC
高浜RC

名古屋清須RC
名古屋RC
豊橋北RC

田原パシフィックRC★

名古屋名東RC
岡崎南RC

名古屋錦RC

一宮中央RC★
豊川RC

豊田東RC
碧南RC

尾張中央RC
名古屋東南RC

名古屋アイリスRC
岡崎RC

名古屋大須RC

津島RC
蒲郡RC
安城RC

岩倉RC
名古屋千種RC
岡崎城南RC★

西尾RC

常滑RC
一宮北RC
尾張旭RC

名古屋西RC
名古屋宮の杜RC

中部名古屋みらいRC★

春日井RC
西尾KIRARA RC

岡崎東RC名古屋守山RC
渥美RC
知立RC

月

9月

火 水 木 金 土 日

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

名古屋東RC
刈谷RC

名古屋昭和RC

名古屋栄RC★

半田南RC
名古屋城北RC

名古屋名南RC★
豊川宝飯RC

名古屋東山RC

愛知三州RC★

名古屋丸の内RC
豊橋RC

名古屋北RC

豊橋ゴールデンRC名古屋南RC

名古屋名駅RC

大府RC
新城RC

名古屋みなとRC 秋分の日敬老の日

振替休日

名古屋名北RC

稲沢RC
瀬戸RC

名古屋和合RC
豊橋東RC

東海RC

小牧RC
三河安城RC

月

7月

2018年
火 水 木 金 土 日

23

30

24

31

25 26 27 28 29

知多RC
尾西RC

犬山RC

江南RC

山の日

半田RC
名古屋葵RC★

一宮RC
田原RC
豊田RC

名古屋瑞穂RC

東知多RC
西尾一色RC

愛知ロータリーEクラブ

第2760地区
ガバナー補佐公式訪問日程表
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国際ロータリー表彰

地 区 表 彰

ロータリー賞

ロータリー会長特別賞

ガバナー特別賞
My ROTARY 登録率、クラブ事業の地区ホームページ掲載等の基準を

満たしたクラブの中から２部門について特別賞としました。

意義ある奉仕賞（６クラブ）

有意義な事業部門（18 クラブ）

ゴールド賞

シルバー賞

米山記念奨学部門（４クラブ）

ロータリー財団特別功労賞

ロータリー財団功労賞

稲 沢 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
江 南 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
名 古 屋 南 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
名 古 屋 北 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
名古屋昭和ロータリークラブ
岡 崎 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

名古屋清須ロータリークラブ
春 日 井 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
名 古 屋 中 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
名古屋守山ロータリークラブ
豊 橋 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
岡 崎 城 南 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

一 宮 中 央 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
名古屋空港ロータリークラブ
名古屋大須ロータリークラブ
名古屋名東ロータリークラブ
田 原 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
豊 田 三 好 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

名 古 屋 名 駅 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
岡 崎 南 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

名 古 屋 千 種 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
岡 崎 東 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

名古屋城北ロータリークラブ
名 古 屋 栄 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

名古屋東南ロータリークラブ
名古屋名駅ロータリークラブ

名古屋大須ロータリークラブ
豊 田 中 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

名 古 屋 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 名 古 屋 北 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 名古屋名駅ロータリークラブ

名 古 屋 北 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 名 古 屋 名 駅 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

名 古 屋 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

江崎柳節（小牧ロータリークラブ）

豊島德三（一宮北ロータリークラブ）

第2760地区
国際ロータリー及び地区表彰
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ガバナーコンテスト

My ROTARY 登録部門 

特別賞

会員増強部門

◎登録率の部
愛 知 三 州 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
豊 田 三 好 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

常 滑 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
名古屋宮の杜ロータリークラブ

愛 知 ロ ー タ リ ー Ｅ ク ラ ブ
岡 崎 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

あ ま ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
名 古 屋 栄 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
豊 橋 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
豊 田 中 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ ブ

瀬 戸 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
名 古 屋 北 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
蒲 郡 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ　
愛 知 三 州 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

名 古 屋 南 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
名古屋守山ロータリークラブ

名古屋守山ロータリークラブ

◎増加率の部
名古屋守山ロータリークラブ
春 日 井 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

田原パシフィックロータリークラブ
名 古 屋 中 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

豊 田 東 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
稲 沢 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

ロータリー財団顕彰報告

アーチ・クランフ・ソサエティ（ＡＫＳ）

大口寄付者

國友昌大（名古屋中ロータリークラブ）

星 川 直 志（ 名 古 屋 名 北 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ ）
坂 本 精 志（ 名 古 屋 名 東 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ ）
國 友 昌 大（ 名 古 屋 中 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ ）

中 村 陽 公（ 名 古 屋 北 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ ）
米坂みよ古（名古屋名駅ロータリークラブ）
金 田 英 和（ 名 古 屋 東 山 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ ）

◎女性会員増強の部
１）初会員登録　　　該当なし ２）増加数　　　該当なし

◎総会員数増強の部
１）増加数
　　名古屋守山ロータリークラブ　　豊橋ロータリークラブ
　　豊橋東ロータリークラブ　　　　豊田西ロータリークラブ

２）増加率
　　豊橋東ロータリークラブ　　　　東知多ロータリークラブ　　　名古屋守山ロータリークラブ
　　半田南ロータリークラブ　　　　渥美ロータリークラブ　

◎ 40 歳未満会員増強の部
１）増加数　　　　　東知多ロータリークラブ

◎分区内交流特別賞（10 名以上達成クラブ）

◎最優秀特別賞

国際ロータリー及び地区表彰
第2760地区
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収入の部 2017-18年度 2018-19年度
4,750人 予算：4,775人（2017/7/1現在会員数）　決算：4,840人（前期）4,904人（後期）

科　　　目 予　　算 決　　算 予　　算 決　　算 差　　異 備　　考

一
般
資
金

前年度繰越金 12,000,000 16,547,221 9,000,000 9,538,521 -538,521
地区資金前期 27,550,000 27,741,400 27,695,000 28,072,000 -377,000 5,800円×4,840人　注1（Ａ）
地区資金後期 27,075,000 27,952,800 27,217,500 27,952,800 -735,300 5,700円×4,904人　注1（Ａ）
雑収入 20,000 372 20,000 374 19,626

計 66,645,000 72,241,793 63,932,500 65,563,695 -1,631,195

特
別
資
金

地区大会協力金 19,950,000 20,088,600 19,577,500 19,844,000 -266,500 4,100円×4,840人　

地区事業費 25,650,000 26,111,000 26,262,500 26,799,200 -536,700
前期：2,700円×4,840人
後期：2,800円×4,904人
注2（Ｂ）

計 45,600,000 46,199,600 45,840,000 46,643,200 -803,200
合　　　　計 112,245,000 118,441,393 109,772,500 112,206,895 -2,434,395

支出の部 2017-18年度 2018-19年度
科　　　目 予　　算 決　　算 予　　算 決　　算 差　　異 備　　考

国際ロータリー行事費 1,300,000 1,300,000 1,300,000 1,300,000 0
ガバナーエレクト国際協議会出席補助金 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 0
RI規定審議会出席補助金 300,000 300,000 300,000 300,000 0 注3
地区事業・行事費 49,900,000 51,443,690 51,190,000 51,342,179 -152,179
地区大会協力金 19,950,000 20,088,600 19,577,500 19,844,000 -266,500 特別会計振替
地区事業費 25,650,000 26,111,000 26,262,500 26,799,200 -536,700 特別会計振替
地区研修・協議会 1,000,000 782,183 1,000,000 130,040 869,960 注4
ＩＭ費 1,600,000 1,600,000 1,600,000 1,600,000 0 注5
地区チーム研修セミナー（ガバナー補佐研修を含む） 500,000 500,000 500,000 500,000 0
会長エレクト研修セミナー 600,000 600,000 600,000 600,000 0
ロータリー財団セミナー 200,000 200,000 200,000 200,000 0
会員増強セミナー 200,000 0 0 0 0
地区審議会（指導者育成セミナー含む） 200,000 414,388 400,000 429,462 -29,462
学友交流フェスタ（2017-18）
学友・青少年交流シンポジウム（2018-19） 1,147,519 0 32,927 -32,927

ガバナー事業費 1,050,000 1,206,550 -156,550 注6
地区運営費 41,606,250 40,921,910 44,099,125 42,789,560 1,309,565
ガバナー会議等出席補助金 1,800,000 1,721,900 1,800,000 1,090,000 710,000
ガバナー会運営協力金 1,021,250 1,039,960 1,026,625 1,047,960 -21,335 100円×4,840人+115円×4,904人
ロータリー文庫運営協力金 1,425,000 1,450,050 1,432,500 1,461,600 -29,100 150円×4,840人+150円×4,904人
ガバナー事務所運営費 19,000,000 19,000,000 19,000,000 19,000,000 0
ガバナーエレクト事務所補助金 5,000,000 5,000,000 8,000,000 8,000,000 0
ガバナー月信等協力金 8,500,000 8,500,000 8,500,000 8,500,000 0
地区会計費 100,000 100,000 100,000 100,000 0
地区幹事費 300,000 300,000 400,000 400,000 0
ガバナー補佐費（分区運営費含む） 3,160,000 3,160,000 3,190,000 3,190,000 0 注7及び注8
特別代表活動補助費 600,000 300,000 300,000 0 300,000 新クラブ設立なし
新クラブ設立補助費 700,000 350,000 350,000 0 350,000 新クラブ設立なし
地区委員会費 9,190,000 7,081,004 8,940,000 6,895,885 2,044,115
地区諮問委員会 800,000 561,597 800,000 445,932 354,068
地区指名委員会 50,000 0 50,000 0 50,000
立法案審議委員会 250,000 49,030 100,000 54,321 45,679
危機管理委員会 150,000 0 150,000 25,000 125,000
会員増強委員会 200,000 0 200,000 200,000 0
拡大委員会 50,000 36,690 50,000 3,500 46,500
研修委員会 250,000 250,000 250,000 232,759 17,241
公共イメージ向上委員会（広報委員会） 1,600,000 1,600,000 1,600,000 1,134,115 465,885
　　　　　　　　　　　（ＩＴ委員会） − − −
ＲＬＩ実行委員会 − − −
職業奉仕委員会 250,000 250,000 250,000 112,493 137,507
社会奉仕委員会 700,000 700,000 700,000 393,045 306,955
国際奉仕委員会 500,000 521,902 500,000 581,840 -81,840
青少年奉仕委員会 1,470,000 891,785 1,470,000 1,020,276 449,724

インターアクト・ローターアクト・
RYLA・青少年交換委員会含む

　　インターアクト委員会
　　ローターアクト委員会
　　ＲＹＬＡ委員会
　　青少年交換委員会
ロータリー財団監査委員会 50,000 0 50,000 0 50,000
ロータリー財団委員会 1,370,000 1,370,000 1,370,000 1,370,000 0

全ての委員会を含む

　　資金管理委員会
　　資金推進委員会
　　補助金委員会
　　職業研修チーム委員会
　　ポリオプラス委員会
　　奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
学友委員会 50,000 0 50,000 68,254 -18,254
米山記念奨学委員会 850,000 850,000 850,000 850,000 0
被災高校生支援委員会 − − −
ＷＦＦ実行委員会 400,000 0 400,000 400,000 0
地区10年史編纂委員会 200,000 0 100,000 4,350 95,650
特別活動事業・行事費（その他） 800,000 800,000 800,000 800,000 0 特別会計振替
危機管理基金へ繰入 0 7,000,000 0 0 0
雑費 348,750 356,268 393,375 79,164 314,211
次年度繰越金 9,100,000 9,538,521 3,050,000 9,000,107 -5,950,107

合　　　　計 112,245,000 118,441,393 109,772,500 112,206,895 -2,434,395

《一般（総合）会計の部》
第2760地区

2018-19年度 地区資金決算書（案）
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2017-18年度 2018-19年度
科　　　目 予　　算 決　　算 予　　算 決　　算 差　　異 備　　考

収　
　
入

繰越金 0 0 0 0
地区大会協力金 19,950,000 20,088,600 19,577,500 19,844,000 -266,500 4,100円×4,840人　

地区事業費 25,650,000 26,111,000 26,262,500 26,799,200 -536,700 前期：2,700円×4,840人
後期：2,800円×4,904人

特別活動事業・行事費（その他） 800,000 800,000 800,000 800,000 0 一般会計より
特別活動事業費繰越金（地区10年史編纂発行） 3,000,000 0 3,000,000 0 3,000,000 特別事業基金より

合　　　　計 49,400,000 46,999,600 49,640,000 47,443,200 2,196,800

支　
　
　
　
出

地区大会協力金 19,577,500 19,518,751 58,749
19,577,500 19,518,751 58,749

地区事業費 45,600,000 46,524,956 26,262,500 26,646,611 -384,111
青少年交換事業資金 9,500,000 9,667,000 9,550,000 9,744,000 -194,000
青少年活動事業資金 11,400,000 11,600,400 11,460,000 11,692,800 -232,800 1,000円×4,840人+1,000円×4,904人
ポリオプラス活動支援金 1,425,000 1,465,200 1,432,500 1,461,600 -29,100 1,200円×4,840人+1,200円×4,904人
職業研修チーム（ＶＴＴ）協力金 1,900,000 1,933,400 1,910,000 1,986,611 -76,611 150円×4,840人+150円×4,904人
RIJYEC協力金 950,000 966,700 955,000 974,400 -19,400 200円×4,840人+200円×4,904人
青少年奉仕グループ地区内保険料 477,500 300,000 177,500 100円×4,840人+100円×4,904人  注9
国際奉仕事業資金 475,000 483,350 477,500 487,200 -9,700 50円×4,840人+50円×4,904人
地区大会補助金 19,950,000 19,452,306 0 0 0 50円×4,840人+50円×4,904人
米山記念館寄付 956,600 0 0 0
特別活動事業費 3,800,000 474,644 3,800,000 1,277,838 2,522,162
特別活動事業・行事費（その他） 800,000 321,424 800,000 800,000 0 世界RYLA参加費用
地区10年史編纂発行 3,000,000 0 3,000,000 0 3,000,000 注10
次期繰越金(予備費） 153,220 0 477,838 -477,838 特別事業基金へ

合　　　　計 49,400,000 46,999,600 49,640,000 47,443,200 2,196,800

2017-18年度 2018-19年度
１．RI規定審議会補助金積立金 予　　算 決　　算 予　　算 決　　算 差　　異 備　　考

収 

入

前年度積立金 300,000 300,000 600,000 600,000 0
繰入金 300,000 300,000 300,000 300,000 0

合　　　　計 600,000 600,000 900,000 900,000 0

支
出

活動費 0 0 900,000 900,000 0
次年度積立金 600,000 600,000 0 0 0

合　　　　計 600,000 600,000 900,000 900,000 0
２．特別事業基金 予　　算 決　　算 予　　算 決　　算 差　　異 備　　考

収 
入

繰越金 10,000,000 10,000,000 4,000,000 7,153,220 -3,153,220
積立金 0 153,220 0 477,838 -477,838 特別会計より繰入
受取利息 0 39 -39

合　　　　計 10,000,000 10,153,220 4,000,000 7,631,097 -3,631,097

支
出

特別活動事業費繰入金1：10年史編纂発行費 3,000,000 0 0 0 0
危機管理基金設立 3,000,000 3,000,000 0 0 0
次年度基金 4,000,000 7,153,220 4,000,000 7,631,097 -3,631,097

合　　　　計 10,000,000 10,153,220 4,000,000 7,631,097 -3,631,097
３．危機管理基金 予　　算 決　　算 予　　算 決　　算 差　　異 備　　考

収 
入

繰越金 0 3,000,000 10,000,000 -7,000,000
特別事業基金取崩繰入金2 3,000,000 3,000,000 0 0 0
一般会計より繰入 7,000,000 0 0
受取利息 49 -49

合　　　　計 3,000,000 10,000,000 3,000,000 10,000,049 -7,000,049
支
出

次年度基金 3,000,000 10,000,000 3,000,000 10,000,049 -7,000,049
合　　　　計 3,000,000 10,000,000 3,000,000 10,000,049 -7,000,049

《特別会計の部》
事業・行事費

積立金

2018-19年度予算　4,775人で算出
注１　地区資金　一人あたり11,500円（前期5,800円・後期5,700円）（Ａ）
注２　地区事業費　5,500円の内訳（Ｂ）

：青少年交換2,000円＋青少年活動2,400円＋ポリオプラス300円＋職業研修
チーム400円＋RIJYEC200円+青少年奉仕グループ地区内保険料100円＋国際
奉仕事業100円

注３　ＲＩ規定審議会出席補助金は３年ごとに開かれる同会議の出席に備えるものであ
り、特別会計（積立金）に拠出します。

注４　地区研修・協議会のための指導者会議の中止により予算を減額
注５　ＩＭ費は分区あたり200,000円としました。８分区開催
注６　分区内交流費用　のべ351名分

注７　ガバナー補佐費は、ガバナー補佐の活動費に充てるものであり、分区あたり基本
額40,000円

　　　一クラブあたり（地区内85クラブ）30,000円としました。その合計額です。
注８　分区運営費は１分区あたり40,000円としました。
注９　予算配分は487,200円の内、保険料として300,000を支払
注10　地区10年史については年度内で未発行のため、次年度へ繰越
　※その他の注意点
　・会員一人あたり年間負担金
　　（A）地区資金+（Ｂ）地区事業費＋地区大会協力金=21,100円
　・年度期末繰越金により特別事業基金へ次年度基金増額繰入に考慮

上記の通り報告いたします。
2019年８月
	 国際ロータリー第2760地区　2018-19年度	 ガバナー	 村井　總一郎
		  地区幹事	 佐々木　利政
		  地区会計長	 池田　至

関係帳簿を監査の結果、地区資金一般会計および特別会計の収支計算書はいづれも適正であると認めます。
	 国際ロータリー第2760地区　2018-19年度	 地区監査役	 加藤　友康
		  地区監事	 上村　健介
		  地区財務委員長	 大竹　一義
※本決算は来るべき地区大会の承認により確定する予定です。

2018-19年度 地区資金決算書（案）
第2760地区
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収

入

の

部

項　　　目 内　　　容 金　　額　
1 前年度繰越金 3,357,711
2 チケット収入 8,755セット　（70,040枚） 17,510,000 
3 企業広告協賛収入 （内訳） 13,800,000 

　Ｓコース　300,000円×  7社=2,100,000円
　Ａコース　200,000円×  7社=1,400,000円
　Ｂコース　100,000円×51社=5,100,000円
　Ｃコース　  50,000円×56社=2,800,000円
　Ｄコース　  30,000円×80社=2,400,000円

4 物販ブース収入 一般物販及びロータリーブース 1,120,000 
5 飲食ブース収入 ㈱Ｆ＆Ｄ 1,477,300 
6 販売・イベント収入 （内訳） 1,706,247 

　米山飲料ブース販売　　　　1,286,247円
　帽子販売　　　　　　　　　　420,000円

7 寄付金 （内訳） 2,495,378 
①ロータリー財団ポリオ寄付　1,524,408円
②ローターアクト委員会　　　　  23,784円
③ＲＹＬＡ学友会　　　　　　　　 3,186円
④会員増強委員会　　　　　　　101,000円
⑤公共イメージ向上委員会　　　　 3,000円
⑥国際奉仕委員会　　　　　　　840,000円

8 エンドポリオナイト 地区Ｒ財団委員会より 1,760,100 
9 補助金収入 WFF実行委員会 400,000 

10 利息 りそな銀行　名古屋銀行 78

収 入 合 計 43,626,814

支

出

の

部

項　　　目 内　　　容 金　　額　
1 チケット使用 Ｒブース、 物販、ドリンク、飲食 10,850,400 

（使用枚数　54，252枚/200円　使用率　77.5％）
2 会場設営費 会場使用料・イベントプロデュース・会場警備 15,269,000 
3 出演料 ステージ出演料 1,588,519 
4 物品仕入費 （内訳） 1,537,371 

①飲料　　　　　　　　　　　　672,371円
②ブルゾン製作・帽子製作　　　725,000円
③アニメ材料費　　　　　　　　  40,000円
④アイスパフォーマンス 　　　  100,000円

5 エンドポリオナイト懇親会費 2,370,234 
6 懇親会費 大会懇親会歓迎会費 164,500 

海外ロータリアン・歓迎会
7 印刷費 ポスター・ちらし・チケット印刷及びＤＶＤ制作費 205,200 
8 交通費 歓迎用交通費 530,270 

インターアクト用交通費
9 消耗品 ホームページ製作・営業許可・賠償責任保険加入費 206,908 

10 事務経費 お茶代および書類郵送 539,675 
11 雑費 振込手数料（17件）他 11,718 

支 出 合 計 33,273,795

差 引 収 支 金 額 10,353,019

収益金分配額

財団資金（ポリオ寄付金） 2,200,000
パキスタン移動図書館　　　 １ドル＝112.47円換算 3,157,660
その他奉仕　　　　　　　 　１ドル＝112.47円換算 571,000
次年度繰越 4,424,359

上記の通り報告いたします。
2019年７月17日

	 第６回ＷＦＦ実行委員会	 実行委員長	 加藤　陽一
		  副実行委員長（会計担当）	 篭橋　美久
	
関係帳簿を監査の結果、2018-19年度第６回ＷＦＦの収支決算報告書は適正であると認めます。
		  監　　　　査	 加藤　友康

第2760地区
第６回ＷＦＦ決算収支報告書
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収

入

の

部

科　　　　目
予　　　算 決　　　算

概　　要　 金　　額 概　　要　 金　　額
登録料（会員）￥12,000/人 2,500名 30,000,000 2,473名 29,676,000
登録料（ご家族）￥6,000/人 20名 120,000 21名 126,000
晩餐会登録料￥20,000/ 222名 4,440,000 226名 4,520,000
地区大会協力金￥4,100/人 4,800名 19,680,000 4,840名 19,844,000
ロータリー用品出店料￥20,000/店 3店 60,000 4店 80,000
青少年・学友フォーラム 800,000 400,000
協力金（豊橋サテライトオフィス） 130,343
雑収入 135

収 入 合 計 55,100,000 54,776,478

支

出

の

部

科　　　　目 予　　　算 決　　　算
事業・式典 15,300,000 14,451,881
会場・看板 6,410,000 6,720,932
出席・登録 600,000 769,248
広報・記録 4,896,000 4,802,520
来賓・接待 6,230,000 6,090,505
友愛・他（ファミリー） 12,000,000 12,016,060
宿泊・交通（医療） 2,420,000 2,369,070
総務 6,444,000 7,231,013
予備費 800,000
地区繰入金 325,249

支 出 合 計 55,100,000 54,776,478

支

出

の

部

科　　　　目 決　　算 摘　　要
1 打合せ会

　　会場費 417,594 11/12開催、1/25開催、3/18開催
　　資料費 30,000

小　　計 447,594
2 地区研修・協議会

　　会場費 16,377,474
　　講師関係 108,400
　　資料費 1,055,979
　　名札 201,636

小　　計 17,743,489
3 経　　　　　費

　　報告書 1,620,918
　　事務費 1,369,395
　　会議 451,712
　　雑費 36,932

小　　計 3,478,957
4 余剰金返金 369,960 2018-19年度ガバナー事務所へ

支 出 合 計 22,040,000

収
入
の
部

科　　　　目 決　　算 摘　　要
地区補助金 500,000 2018-19年度ガバナー事務所より
登録料 21,540,000

収 入 合 計 22,040,000

上記の通り報告いたします。
2019年５月18日
	 国際ロータリー第2760地区
	 蒲郡ロータリークラブ
	 2018-19年度地区大会実行委員会	 実行委員長	 鈴木　康仁
		  大会幹事	 堀井　慎二
		  会　　計	 大岩　敏郎

関係帳簿を監査の結果、2018-19年度地区大会の収支決算報告書は適正であると認めます。
		  監　　査	 加藤　友康

上記の通り報告いたします。
2019年８月２日
	 豊川宝飯ロータリークラブ	 2018-19年度会長	 柴田　浩志
		  実行委員長	 夏目　雅康
関係帳簿を監査の結果、2019-20年度　地区研修・協議会の収支決算書は適正であると認めます。
2019年８月２日		  監　　　査	 水野　太一

第2760地区
地区大会収支決算報告書

第2760地区
地区研修・協議会収支決算報告書
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於：名古屋学院大学名古屋キャンパスしろとり　ロータリアン244名登録、参加140名、学友・青少年280名参加　合計420名参加の事業となりました。

支

出

の

部

科　　　　目 決　　算
会場費　設備費 92,880
看板代 45,360
セロテープ 4,015
セロテープ 4,680
バインダ　ダイソー 4,212
大学総務・警備手土産 6,156
ハサミ他　セリア 3,240
飲食費379名＠500お茶付き 189,500
ロータリアン用手提げ袋200枚　ストアエキスプレス 1,565
講師料（早川氏） 30,000
イザメシ代450名分＠256＋消費税 124,416
書籍代東京防災＠140＊500+送料 79,838
書籍代印刷代（ＡＰＬＡ印刷代) 100,000
近藤産興レンタル分ＷＢ＆白布＆机＆拡声器 117,720
非常用袋代　280個＠1500 453,600
施設賠償責任保険保険料（傷害保険は含まず） 8,680
飲料　各種　別途お見積り書有 40,512
振込み代 3,240
ホルダーロータリアン不足分アスクル 4,524
笠間さん購入分ヤーン（紐） 4,602
資料印刷費 32,400
蛇口ニップル（練習用消火器用） 753

支 出 合 計 1,351,893

収

入

の

部

科　　　　目 決　　算
総登録数244名

参加費　＠5000×231名 1,155,000
財団地区出向者22名分 110,000
誤入金返金分9人分 -45,000
財団学友会会議室利用料 20,000
地区学友委員会拠出分 20,000
青少年交換委員会拠出分 58,966
本会計より充当 32,927

収 入 合 計 1,351,893

上記の通り報告いたします。
2019年８月７日
		  学友委員長	 池谷　悟
関係帳簿を監査の結果、収支報告書は適正であると認めます。
		  監　　　査	 佐々木　利政　

国際ロータリー　第2760地区　
2019-20年度　ガバナー　伊藤　靖祐　様

　私は、国際ロータリー第2760地区における、2018年７月１日より2019年６月30日間の、地区資金及びその他地区の関与した資金の収支について監査
を行った。
　その結果、収支はいずれも適正に行われ、収支報告書も適正であると認めた。� 以上

　2019年８月19日
	 国際ロータリー第2760地区
	 地区監査役　公認会計士　加藤　友康

第2760地区
学友･青少年交流シンポジウム収支報告書

第2760地区
監査報告書
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区
分 クラブ名 7/1会員数 送金日 金　額

南

尾

張

分

区

半 田 57 9月28日 60,000

常 滑 40 9月20日 40,000

東 海 55 9月12日 55,000

東 知 多 20

半 田 南 33 9月14日 35,000

知 多 21

大 府 22

西

尾

張

分

区

一 宮 105 9月28日 107,000

津 島 66 10月25日 30,106

尾 西 18 10月17日 19,000

一 宮 北 40 9月12日 40,000

稲 沢 47 9月14日 48,000

あ ま 78

名 古 屋 清 須 31 9月27日 35,000

尾 張 中 央 33 10月18日 36,000

一 宮 中 央 45 9月14日 46,000

東

尾

張

分

区

瀬 戸 59 9月11日 59,000

犬 山 54 10月3日 54,000

江 南 44 12月7日 45,000

小 牧 31 10月31日 16,500

春 日 井 53 9月26日 53,000

尾 張 旭 19 9月18日 12,000

名 古 屋 空 港 49 10月17日 40,000

瀬 戸 北 52 9月7日 53,000

岩 倉 12

名 古 屋 城 北 27 10月17日 27,000

愛 知 長 久 手 17 10月10日 18,000

愛知ロータリーEクラブ 22

西

名

古

屋

分

区

名 古 屋 181 10月11日 182,000

名 古 屋 西 91 9月27日 91,000

名 古 屋 南 107 10月4日 110,000

名 古 屋 み な と 70 8月29日 70,000

名 古 屋 東 南 82 8月31日 84,000

名 古 屋 中 133 9月27日 101,000

名 古 屋 瑞 穂 63 10月19日 66,000

名 古 屋 大 須 58 9月26日 60,000

名 古 屋 栄 104 9月25日 106,000

名 古 屋 名 南 55 10月5日 70,000

名 古 屋 名 駅 84 7月26日 100,000

名 古 屋 丸 の 内 47

中 部 名 古 屋 み ら い 23

小　計 2,248 1,968,606

区
分 クラブ名 7/1 会員数 送金日 金　額

東

名

古

屋

分

区

名 古 屋 北 104 9月25日 107,000

名 古 屋 東 93

名 古 屋 守 山 47 10月25日 45,000

名 古 屋 和 合 87

名 古 屋 名 東 62 10月16日 62,000

名 古 屋 名 北 35 10月11日 35,000

名 古 屋 千 種 35 9月26日 36,000

名 古 屋 昭 和 51

名 古 屋 錦 36 10月12日 38,000

名 古 屋 東 山 32 11月30日 31,000

名 古 屋 葵 18

名 古 屋 ア イ リ ス 41

東

三

河

分

区

豊 橋 114 10月10日 78,000

蒲 郡 62

豊 橋 北 66

豊 川 68 9月6日 71,000

田 原 43

豊 橋 南 55 10月26日 56,000

新 城 47 9月11日 47,000

渥 美 38 9月26日 40,000

豊 川 宝 飯 66 9月20日 68,000

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 63 10月17日 48,600

田 原 パ シ フィッ ク 47 10月16日 52,000

豊 橋 東 43 9月14日 46,000

西

三

河

中

分

区

岡 崎 79 9月7日 84,000

豊 田 95

岡 崎 南 88 10月17日 69,827

豊 田 西 106

岡 崎 東 54 9月12日 54,000

豊 田 東 81

岡 崎 城 南 65 10月31日 16,939

豊 田 三 好 20 9月11日 20,000

西

三

河

分

区

豊 田 中 52 9月19日 35,000

名 古 屋 宮 の 杜 42 9月28日 50,000

愛 知 三 州 29 10月31日 13,500

刈 谷 94 10月31日 97,000

安 城 55 10月18日 55,000

西 尾 77 10月24日 35,000

碧 南 70 9月13日 72,000

西 尾 一 色 26 9月14日 26,000

高 浜 32 10月11日 34,000

知 立 55 9月7日 56,000

西 尾 K I R A R A 53 11月9日 54,000

三 河 安 城 64 10月5日 59,400

チャリティゴルフ収益金
（名古屋北RC、名古屋アイリスＲＣ） 5月24日 700,000

2 0 1 7 - 1 8 年 度 　 W F F
東三河ブース活動余剰金 7月26日 77,518

小 計 2,590 2,469,784

合 計 4,838 4,438,390

第2760地区
寄付報告〈ロータリー希望の風奨学金〉

93GOVERNOR'S MONTHLY LETTER 2018-19 Final Issue  |  Rotary International District 2760



区
分 クラブ名 振込日 金　額

南

尾

張

分

区

半 田 8月6日 58,500

常 滑 8月10日 40,000

東 海 8月10日 54,000

東 知 多 7月27日 24,000

半 田 南 8月8日 57,000

知 多 7月23日 21,000

大 府 7月27日 35,000

西

尾

張

分

区

一 宮 8月6日 216,000

津 島 7月25日 66,000

尾 西 8月8日 18,000

一 宮 北 8月1日 80,000

稲 沢 8月10日 40,000

あ ま 8月8日 86,000

名 古 屋 清 須 8月9日 31,000

尾 張 中 央 8月10日 40,000

一 宮 中 央 8月7日 92,000

東

尾

張

分

区

瀬 戸 8月6日 57,500

犬 山 8月8日 54,000

江 南 8月3日　31,000
8月7日　42,460 73,460

小 牧 8月9日 31,000

春 日 井 8月9日 157,000

尾 張 旭 8月6日 19,000

名 古 屋 空 港 −

瀬 戸 北 8月10日 76,500

岩 倉 8月2日 12,000

名 古 屋 城 北 7月30日 27,000

愛 知 長 久 手 8月1日 22,234

愛知ロータリーEクラブ 8月9日 23,000

西

名

古

屋

分

区

名 古 屋 8月1日 110,000

名 古 屋 西 7月26日 100,000

名 古 屋 南 7月27日 83,500

名 古 屋 み な と 8月10日 71,000

名 古 屋 東 南 8月9日 100,000

名 古 屋 中 8月7日 117,000

名 古 屋 瑞 穂 8月9日 200,000

名 古 屋 大 須 8月6日 60,000

名 古 屋 栄 7月25日 105,000

名 古 屋 名 南 7月30日 100,000

名 古 屋 名 駅 7月26日 100,000

名 古 屋 丸 の 内 −

中 部 名 古 屋 み ら い 8月7日 26,000

小　　計 2,683,694

区
分 クラブ名 振込日 金　額

東

名

古

屋

分

区

名 古 屋 北 8月10日 300,000

名 古 屋 東 8月8日 86,650

名 古 屋 守 山 8月10日 83,000

名 古 屋 和 合 8月10日 100,000

名 古 屋 名 東 8月３日 137,000

名 古 屋 名 北 8月8日 34,000

名 古 屋 千 種 8月8日 73,000

名 古 屋 昭 和 8月9日 100,000

名 古 屋 錦 8月10日 33,000

名 古 屋 東 山 7月27日 53,000

名 古 屋 葵 −

名 古 屋 ア イ リ ス 7月27日50,000
8月2日55,000 105,000

東

三

河

分

区

豊 橋
7月18日100,000

8月3日50,000
9月5日2,280

152,280

蒲 郡 8月13日 90,000

豊 橋 北 8月8日 52,950

豊 川 8月2日 85,000

田 原 8月9日 43,000

豊 橋 南 8月20日 34,000

新 城 −

渥 美 7月26日 40,000

豊 川 宝 飯 8月3日 68,000

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 7月31日 57,050

田 原 パ シ フ ィ ッ ク 8月1日 61,000

豊 橋 東 8月20日 41,500

西

三

河

中

分

区

岡 崎 7月26日 84,000

豊 田 8月3日 77,293

岡 崎 南 8月6日 135,000

豊 田 西 8月7日 110,000

岡 崎 東 7月23日 45,800

豊 田 東 8月3日 63,000

岡 崎 城 南 8月9日 47,981

豊 田 三 好 8月2日 55,000

西

三

河

分

区

豊 田 中 8月20日 60,000

名 古 屋 宮 の 杜 −

愛 知 三 州 7月30日 30,000

刈 谷 8月3日 69,000

安 城 7月23日 52,000

西 尾 8月8日 77,000

碧 南 8月9日 70,000

西 尾 一 色 7月27日 16,000

高 浜 8月10日 34,000

知 立 8月7日 56,000

西 尾 K I R A R A 8月10日 50,000

三 河 安 城 7月26日 54,800

計 3,016,304

預金利息 2

合　　計 5,700,000

【支援先及び支援金額】
支援総額　570万円
①第2670地区（愛媛・香川・高知・徳島）へ110万円
②第2690地区（岡山・島根・鳥取）へ230万円
③第2710地区（広島・山口）へ230万円
※直接該当地区へ振込みしたクラブについては記載なし

第2760地区
寄付報告〈平成30年7月豪雨義援金〉
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区
分 クラブ名 振込日 金　額

南

尾

張

分

区

半 田 10月3日 48,000

常 滑 10月9日 40,000

東 海 10月3日 57,000

東 知 多 10月12日 20,000

半 田 南 10月4日 51,000

知 多 10月3日 21,000

大 府 10月15日 21,000

西

尾

張

分

区

一 宮 10月11日 107,000

津 島 10月19日 66,000

尾 西 11月17日 19,000

一 宮 北 10月22日 40,000

稲 沢 −

あ ま 10月24日 79,000

名 古 屋 清 須 10月24日 35,000

尾 張 中 央 10月18日 30,000

一 宮 中 央 10月9日 46,000

東

尾

張

分

区

瀬 戸 10月1日 38,750

犬 山 10月11日 54,000

江 南 10月5日 25,226

小 牧 10月19日 16,500

春 日 井 10月22日 130,000

尾 張 旭 −

名 古 屋 空 港 10月16日 40,000

瀬 戸 北 10月12日 36,600

岩 倉 10月19日 12,000

名 古 屋 城 北 10月17日 27,000

愛 知 長 久 手 10月3日 18,000

愛知ロータリーEクラブ 10月9日 23,000

西

名

古

屋

分

区

名 古 屋 10月19日 133,000

名 古 屋 西 10月24日 100,000

名 古 屋 南 10月18日 100,000

名 古 屋 み な と 10月19日 57,000

名 古 屋 東 南 10月19日 42,000

名 古 屋 中 104,000

名 古 屋 瑞 穂 10月19日 65,000

名 古 屋 大 須 10月10日 60,000

名 古 屋 栄 10月25日 105,000

名 古 屋 名 南 10月17日 67,000

名 古 屋 名 駅 9月28日 100,000

名 古 屋 丸 の 内 10月11日 48,000

中 部 名 古 屋 み ら い −

小　　計 2,082,076

区
分 クラブ名 振込日 金　額

東

名

古

屋

分

区

名 古 屋 北 −

名 古 屋 東 10月24日 70,000

名 古 屋 守 山 10月18日 50,000

名 古 屋 和 合 10月15日 100,000

名 古 屋 名 東 10月16日 67,900

名 古 屋 名 北 10月10日 35,000

名 古 屋 千 種 10月3日 50,000

名 古 屋 昭 和 10月23日 50,000

名 古 屋 錦 10月12日 17,000

名 古 屋 東 山 −

名 古 屋 葵 10月18日 20,000

名 古 屋 ア イ リ ス 10月11日 54,000

東

三

河

分

区

豊 橋 10月10日 63,177

蒲 郡 10月11日 64,000

豊 橋 北 10月17日 36,000

豊 川 10月17日 71,000

田 原 10月18日 50,000

豊 橋 南 10月19日 33,000

新 城 −

渥 美 10月10日 40,000

豊 川 宝 飯 10月17日 88,271

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 10月17日 47,600

田 原 パ シ フ ィ ッ ク 10月17日 53,000

豊 橋 東 10月10日 32,000

西

三

河

中

分

区

岡 崎 10月19日 106,000

豊 田 10月12日 81,000

岡 崎 南 10月9日 146,020

豊 田 西 10月2日 111,000

岡 崎 東 10月1日 48,000

豊 田 東 10月4日 40,000

岡 崎 城 南 10月18日 51,856

豊 田 三 好 10月16日 19,000

西

三

河

分

区

豊 田 中 10月11日 35,000

名 古 屋 宮 の 杜 9月28日 50,000

愛 知 三 州 10月19日 13,800

刈 谷 10月5日 80,000

安 城 10月1日 59,000

西 尾 10月24日 35,000

碧 南 10月19日 100,000

西 尾 一 色 10月18日 20,000

高 浜 10月11日 34,000

知 立 10月9日 56,000

西 尾 K I R A R A 10月19日 50,000

三 河 安 城 10月4日 50,300

計 2,277,924

合　　計 4,360,000

【支援先及び支援金額】
第2510地区（北海道西部）
支援総額　436万円
※直接該当地区へ振込みしたクラブについては記載なし

第2760地区
寄付報告〈北海道胆振東部地震義捐金〉
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地区内クラブ数 85RC

7 月 1 日会員数 4,838 名 うち女性 232 名
6 月 30 日会員数 4,817 名 うち女性 246 名

増加会員数（累計） 356 名 うち女性 30 名
減少会員数（累計） 377 名 うち女性 16 名
差引純増数（累計） -21 名 うち女性 14 名

年間出席率 92.73%

クラブ名
2018年7月1日 2019年6月末日 2018-19　年間
会員
数

うち
女性

6月末
日

うち
女性

入会
累計

うち
女性

退会
累計

うち
女性 増減 平均

出席率

南
尾
張
分
区

半 田 57 4 58 4 4 0 3 0 1 99.41%

常 滑 40 0 41 0 1 0 0 0 1 94.39%

東 海 55 3 54 3 2 0 3 0 -1 96.36%

東 知 多 20 1 23 1 3 0 0 0 3 89.42%

半 田 南 33 1 35 1 4 0 2 0 2 100.00%

知 多 21 1 18 1 0 0 3 0 -3 73.01%

大 府 22 0 21 0 0 0 1 0 -1 77.60%

7RC 248 10 250 10 14 0 12 0 2 90.03%

西
尾
張
分
区

一 宮 105 0 109 0 11 0 7 0 4 97.58%

津 島 66 4 62 4 1 0 5 0 -4 96.09%

尾 西 18 1 18 1 1 0 1 0 0 95.50%

一 宮 北 40 5 41 5 1 0 0 0 1 86.14%

稲 沢 47 2 45 2 2 0 4 0 -2 88.16%

あ ま 78 2 75 2 1 0 4 0 -3 100.00%

名 古 屋 清 須 31 2 33 1 4 0 2 1 2 91.17%

尾 張 中 央 33 0 30 0 1 0 4 0 -3 92.37%

一 宮 中 央 45 6 45 6 1 0 1 0 0 94.01%

9RC 463 22 458 21 23 0 28 1 -5 93.45%

東
尾
張
分
区

瀬 戸 59 3 57 3 2 0 4 0 -2 98.62%

犬 山 54 0 53 0 3 0 4 0 -1 100.00%

江 南 44 0 45 0 2 0 1 0 1 90.10%

小 牧 31 1 32 1 2 0 1 0 1 89.78%

春 日 井 53 1 50 1 3 0 6 0 -3 94.14%

尾 張 旭 19 2 21 3 2 1 0 0 2 93.40%

名 古 屋 空 港 49 1 50 1 2 0 1 0 1 99.94%

瀬 戸 北 52 7 48 6 1 0 5 1 -4 99.34%

岩 倉 12 1 11 1 0 0 1 0 -1 91.41%

名 古 屋 城 北 27 4 26 4 0 0 1 0 -1 95.97%

愛 知 長 久 手 17 5 17 5 1 0 1 0 0 77.87%

愛知ロータリーＥクラブ 22 4 20 6 4 2 6 0 -2 83.82%

12RC 439 29 430 31 22 3 31 1 -9 92.87%

西
名
古
屋
分
区

名 古 屋 181 1 181 2 25 1 25 0 0 87.49%

名 古 屋 西 91 0 91 0 14 0 14 0 0 80.07%

名 古 屋 南 107 0 106 0 7 0 8 0 -1 96.48%

名古屋みなと 70 2 69 2 3 0 4 0 -1 100.00%

名 古 屋 東 南 82 8 79 7 10 1 13 2 -3 76.89%

名 古 屋 中 133 0 142 0 13 0 4 0 9 99.50%

名 古 屋 瑞 穂 63 0 66 0 6 0 3 0 3 94.94%

名 古 屋 大 須 58 4 53 4 2 0 7 0 -5 88.32%

名 古 屋 栄 104 0 102 0 5 0 7 0 -2 90.19%

名 古 屋 名 南 55 8 58 10 6 2 3 0 3 91.36%

名 古 屋 名 駅 84 7 83 9 13 3 14 1 -1 98.48%

名古屋丸の内 47 6 49 7 2 1 0 0 2 95.51%

中部名古屋みらい 23 5 23 7 2 2 2 0 0 64.55%

13RC 1,098 41 1,102 48 108 10 104 3 4 89.52%

クラブ名
2018年7月1日 2019年6月末日 2018-19　年間
会員
数

うち
女性

6月末
日

うち
女性

入会
累計

うち
女性

退会
累計

うち
女性 増減 平均

出席率

東
名
古
屋
分
区

名 古 屋 北 104 0 101 0 7 0 10 0 -3 98.85%

名 古 屋 東 93 0 89 0 3 0 7 0 -4 90.63%

名 古 屋 守 山 47 5 54 7 9 2 2 0 7 86.79%

名 古 屋 和 合 87 0 88 0 7 0 6 0 1 81.57%

名 古 屋 名 東 62 10 58 8 2 0 6 2 -4 93.44%

名 古 屋 名 北 35 6 35 6 2 0 2 0 0 91.86%

名 古 屋 千 種 35 5 35 5 4 0 4 0 0 90.60%

名 古 屋 昭 和 51 3 54 4 4 2 1 1 3 99.34%

名 古 屋 錦 36 10 38 11 3 1 1 0 2 88.58%

名 古 屋 東 山 32 6 29 7 3 1 6 0 -3 85.91%

名 古 屋 葵 18 0 19 0 1 0 0 0 1 73.49%

名古屋アイリス 41 15 37 14 3 0 7 1 -4 85.56%

12RC 641 60 637 62 48 6 52 4 -4 88.88%

東
三
河
分
区

豊 橋 114 2 119 3 12 1 7 0 5 92.58%

蒲 郡 62 0 61 0 5 0 6 0 -1 91.23%

豊 橋 北 66 4 64 4 4 0 6 0 -2 96.16%

豊 川 68 1 66 1 4 0 6 0 -2 96.85%

田 原 43 1 42 1 4 0 5 0 -1 97.54%

豊 橋 南 55 0 51 0 2 0 6 0 -4 96.15%

新 城 47 2 46 2 1 0 2 0 -1 80.76%

渥 美 38 1 37 1 5 0 6 0 -1 84.16%

豊 川 宝 飯 66 2 68 3 5 1 3 0 2 94.19%

豊橋ゴールデン 63 2 62 3 5 1 6 0 -1 91.32%

田原パシフィック 47 2 42 1 2 0 7 1 -5 83.60%

豊 橋 東 43 1 52 3 12 2 3 0 9 97.59%

12RC 712 18 710 22 61 5 63 1 -2 91.84%

西
三
河
中
分
区

岡 崎 79 5 83 4 12 0 8 1 4 99.67%

豊 田 95 1 94 0 7 0 8 1 -1 98.78%

岡 崎 南 88 3 88 2 6 0 6 1 0 99.70%

豊 田 西 106 0 111 0 9 0 4 0 5 100.00%

岡 崎 東 54 1 56 1 3 0 1 0 2 99.75%

豊 田 東 81 1 82 2 1 1 0 0 1 94.80%

岡 崎 城 南 65 0 61 0 2 0 6 0 -4 92.10%

豊 田 三 好 20 1 19 0 0 0 1 1 -1 93.77%

豊 田 中 52 8 54 9 7 2 5 1 2 98.86%

名古屋宮の杜 42 1 43 3 5 2 4 0 1 100.00%

愛 知 三 州 29 4 28 4 1 0 2 0 -1 95.05%

11RC 711 25 719 25 53 5 45 5 8 97.50%

西
三
河
分
区

刈 谷 94 6 95 6 6 0 5 0 1 100.00%

安 城 55 5 49 4 0 0 6 1 -6 91.85%

西 尾 77 1 77 1 2 0 2 0 0 96.68%

碧 南 70 3 64 4 7 1 13 0 -6 100.00%

西 尾 一 色 26 1 22 1 0 0 4 0 -4 96.25%

高 浜 32 2 32 2 3 0 3 0 0 100.00%

知 立 55 0 56 0 6 0 5 0 1 100.00%

西尾ＫＩＲＡＲＡ 53 1 52 1 1 0 2 0 -1 99.76%

三 河 安 城 64 8 64 8 2 0 2 0 0 94.92%

9RC 526 27 511 27 27 1 42 1 -15 97.72%

合計（85クラブ） 4,838 232 4,817 246 356 30 377 16 -21 92.73%

第2760地区
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クラブ名 入会日 氏　名

半 田 2018/7/5 森 川　 栄 二

半 田 2018/8/2 高 橋　 康 仁

半 田 2018/8/2 坂 野　 益 也

半 田 2018/11/8 竹 倉　 幹 雄

常 滑 2019/5/10 井 上　 晴 彦

東 海 2019/4/10 佐 藤　 公 彦

東 海 2019/4/24 介 川　 康 弘

東 知 多 2018/7/5 浦 　 憲 司

東 知 多 2019/2/14 吉 田　 智 洋

東 知 多 2019/4/11 坂 本　 謙 二 郎

半 田 南 2018/7/3 芳 賀　 康 宜

半 田 南 2018/7/3 前 田　 晃 教

半 田 南 2019/1/8 間 瀬　 貴 裕

半 田 南 2019/1/8 戸 田　 孝 士

一 宮 2018/7/12 林 　 勉

一 宮 2018/7/12 熊 田　 慎 二

一 宮 2018/7/12 野 村　 和 弘

一 宮 2019/4/4 内 藤　 幹 夫

一 宮 2019/4/4 柴 垣　 健 一

一 宮 2019/5/9 北 谷　 公 司

一 宮 2019/5/30 上 田　 素 之

一 宮 2019/6/20 江 崎　 正 和

一 宮 2019/6/20 野 杁　 晃 充

一 宮 2019/6/20 都 築 　 健

一 宮 2019/6/20 野 々 垣　 武 彦

津 島 2018/8/3 堀 田　 正 裕

一 宮 北 2019/1/18 石 黒　 久 雄

稲 沢 2018/8/1 宮 﨑　 忠 広

稲 沢 2019/1/9 近 藤　 英 之

あ ま 2018/8/20 小 倉　 廣 三

名 古 屋 清 須 2018/8/7 出 原　 直 朗

名 古 屋 清 須 2018/8/7 大 島　 英 一

名 古 屋 清 須 2018/8/7 永 井　 良 周

名 古 屋 清 須 2018/8/7 服 部　 勝 之

尾 張 中 央 2019/5/8 小 久 保　 純 一

一 宮 中 央 2018/7/4 山 田 　 満

瀬 戸 2018/11/14 鈴 木 　 伸

瀬 戸 2019/6/19 與 儀　 武 蔵

犬 山 2018/12/11 兒 玉 　 寿

犬 山 2018/12/11 大 島　 匡 博

犬 山 2019/1/5 伊 藤　 和 幸

江 南 2018/7/5 駒 田　 洋 平

江 南 2019/1/10 早 川　 一 三

小 牧 2019/4/10 大 場　 龍 太 郎

小 牧 2019/6/12 清 水 　 潤

春 日 井 2018/10/19 長 曽　 篤 志

春 日 井 2019/6/7 西 村　 輝 幸

尾 張 旭 2018/7/1 森 　 康 美

尾 張 旭 2019/6/7 谷 口　 亜 弥

クラブ名 入会日 氏　名

名 古 屋 空 港 2018/7/23 加 藤　 吉 克

名 古 屋 空 港 2018/10/1 Salpitikorala dharmasiri priyantha

瀬 戸 北 2018/7/5 石 山　 顕 泰

愛 知 長 久 手 2018/7/10 大 橋　 良 宣

愛知ロータリーEクラブ 2018/8/1 西 田　 忠 幸

愛知ロータリーEクラブ 2019/3/1 市 川　 と も

愛知ロータリーEクラブ 2019/3/1 鬼 頭　 佑 介

愛知ロータリーEクラブ 2019/4/1 細 江　 三 知 子

名 古 屋 2018/7/10 井 上　 吉 朗

名 古 屋 2018/7/10 笠 原　 慶 弘

名 古 屋 2018/7/10 島 田　 敏 男

名 古 屋 2018/8/7 尾 山　 英 樹

名 古 屋 2018/8/21 宮 澤　 勝 己

名 古 屋 2018/8/21 田 中　 君 明

名 古 屋 2018/8/21 坪 内　 良 人

名 古 屋 2018/10/23 中 村　 昭 彦

名 古 屋 2019/3/26 杉 本　 高 男

名 古 屋 2019/4/9 小 林　 建 司

名 古 屋 2019/4/16 種 村 　 均

名 古 屋 2019/4/23 瀧　 健 太 郎

名 古 屋 2019/5/7 藤 沢 　 豊

名 古 屋 2019/5/7 五百旗頭  義高

名 古 屋 2019/5/7 稲 葉　 健 伸

名 古 屋 2019/5/7 中 川　 隆 義

名 古 屋 2019/5/7 齋 藤 　 仁

名 古 屋 2019/5/14 山 出　 顕 広

名 古 屋 2019/5/21 河 嶋　 聡 史

名 古 屋 2019/5/21 山 崎　 愛 一 郎

名 古 屋 2019/5/21 矢 澤　 潤 子

名 古 屋 2019/6/4 齋 藤　 滋 夫

名 古 屋 2019/6/11 加 藤　 勝 彦

名 古 屋 2019/6/11 竹 田　 幸 博

名 古 屋 2019/6/18 西 川　 千 雅

名 古 屋 西 2018/7/5 浅 野　 幹 雄

名 古 屋 西 2018/7/5 瀧 　 修 一

名 古 屋 西 2018/7/12 水 野　 隆 治

名 古 屋 西 2018/7/12 水 野 　 哲

名 古 屋 西 2018/7/12 中 村　 貴 昭

名 古 屋 西 2018/9/13 小 林　 康 雄

名 古 屋 西 2018/9/20 小 栗 　 悟

名 古 屋 西 2018/11/8 里 川　 幸 夫

名 古 屋 西 2018/11/15 蓮 池　 慎 二

名 古 屋 西 2018/11/15 石 原　 武 志

名 古 屋 西 2018/11/15 鵜 飼　 正 男

名 古 屋 西 2019/3/14 岩 﨑　 友 就

名 古 屋 西 2019/4/11 合 田　 一 朗

名 古 屋 西 2019/5/9 渡 辺　 弘 之

名 古 屋 南 2018/7/11 岡 田　 恒 一

名 古 屋 南 2018/7/11 度 會　 俊 宏

クラブ名 入会日 氏　名

名 古 屋 南 2018/7/18 前 田　 茂 充

名 古 屋 南 2018/8/8 廣 田 　 敦

名 古 屋 南 2019/4/3 宮 嶋 　 晃

名 古 屋 南 2019/5/15 樅 木　 良 一

名 古 屋 南 2019/6/5 荒 井　 義 和

名 古 屋 み な と 2018/7/6 藤 掛　 誠 一 郎

名 古 屋 み な と 2019/3/1 松 本 　 久

名 古 屋 み な と 2019/5/10 小 川　 晶 露

名 古 屋 東 南 2018/7/4 兵 頭　 勝 重

名 古 屋 東 南 2018/7/4 井 川 　 誠

名 古 屋 東 南 2018/8/1 村 瀬　 俊 彦

名 古 屋 東 南 2018/9/5 齋 藤　 文 則

名 古 屋 東 南 2018/9/5 南 原　 智 子

名 古 屋 東 南 2018/9/19 中 村 　 滿

名 古 屋 東 南 2019/1/9 辻 村　 直 哉

名 古 屋 東 南 2019/3/27 鈴 木　 和 雄

名 古 屋 中 2018/7/2 松 永　 耕 司

名 古 屋 中 2018/7/2 酒 井　 喜 久

名 古 屋 中 2018/7/2 宮 澤　 伸 光

名 古 屋 中 2018/8/6 国 吉　 清 夫

名 古 屋 中 2018/9/3 山 浦　 直 丈

名 古 屋 中 2018/9/3 臼 井　 冬 樹

名 古 屋 中 2018/9/3 坂 　 明 憲

名 古 屋 中 2018/9/3 後 藤　 正 幸

名 古 屋 中 2019/4/22 天 野　 敬 之

名 古 屋 中 2019/6/3 牧 野　 智 繁

名 古 屋 中 2019/6/3 橋 爪　 弘 信

名 古 屋 中 2019/6/3 柴 田　 隆 郎

名 古 屋 中 2019/6/3 畠 山　 義 幸

名 古 屋 瑞 穂 2018/7/5 西 川　 徹 也

名 古 屋 瑞 穂 2018/8/23 原 田　 敬 生

名 古 屋 瑞 穂 2018/8/23 今 川　 知 也

名 古 屋 瑞 穂 2018/12/13 平 安 山　 京 太

名 古 屋 瑞 穂 2018/12/13 櫛 田　 篤 弘

名 古 屋 瑞 穂 2019/1/10 千 秋　 季 賴

名 古 屋 大 須 2019/3/7 仲 林　 宏 昌

名 古 屋 大 須 2019/4/4 木 村　 吉 伸

名 古 屋 栄 2018/7/23 磯 貝 　 満

名 古 屋 栄 2018/7/30 武 元　 洋 介

名 古 屋 栄 2018/8/20 加 賀 見　 浩

名 古 屋 栄 2018/9/3 夏 目　 信 幸

名 古 屋 栄 2019/5/13 水 谷　 誠 吾

名 古 屋 名 南 2018/10/2 宮 川　 淳 哉

名 古 屋 名 南 2018/11/6 高 橋　 武 士

名 古 屋 名 南 2019/1/8 佐 藤 　 薫

名 古 屋 名 南 2019/2/26 浅 井　 正 勝

名 古 屋 名 南 2019/5/14 中 根　 美 佳

名 古 屋 名 南 2019/5/24 村 瀬　 聖 子

名 古 屋 名 駅 2018/7/11 広 井　 幹 康

第2760地区
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クラブ名 入会日 氏　名

名 古 屋 名 駅 2018/8/1 本 田　 𠮷 広

名 古 屋 名 駅 2018/8/22 浅 原　 英 之

名 古 屋 名 駅 2018/10/3 大 川　 世 紀

名 古 屋 名 駅 2018/11/14 岸 田　 晃 彦

名 古 屋 名 駅 2018/12/12 長 谷 川　 徹

名 古 屋 名 駅 2019/2/6 近 藤　 元 帥

名 古 屋 名 駅 2019/4/3 飯 田　 容 子

名 古 屋 名 駅 2019/4/10 大 西　 和 彦

名 古 屋 名 駅 2019/4/17 城 戸　 茂 樹

名 古 屋 名 駅 2019/4/17 鈴 木 　 歩

名 古 屋 名 駅 2019/5/22 小 川　 洋 子

名 古 屋 名 駅 2019/6/12 森 　 美 穂

名 古 屋 丸 の 内 2018/7/5 横 田　 佳 奈

名 古 屋 丸 の 内 2019/2/7 木 村　 豪 宏

中部名古屋みらい 2018/8/1 澤 田　 美 翔

中部名古屋みらい 2019/4/17 山 口　 栄 子

名 古 屋 北 2018/7/13 藤 本　 広 敬

名 古 屋 北 2018/8/3 北 﨑 　 潤

名 古 屋 北 2018/8/31 野 村　 和 生

名 古 屋 北 2019/1/11 𠮷 田　 眞 治

名 古 屋 北 2019/1/18 白 井　 幸 次

名 古 屋 北 2019/2/22 真 田　 将 樹

名 古 屋 北 2019/5/24 斉 藤　 克 弥

名 古 屋 東 2019/1/7 原 　 茂 人

名 古 屋 東 2019/1/7 升 家　 誠 司

名 古 屋 東 2019/5/13 小 司　 博 基

名 古 屋 守 山 2018/7/4 尾 澤　 重 義

名 古 屋 守 山 2018/7/18 小 林　 由 和

名 古 屋 守 山 2018/10/3 岡 本　 和 也

名 古 屋 守 山 2018/10/3 髙 梨　 基 子

名 古 屋 守 山 2018/12/5 袴 田 　 晋

名 古 屋 守 山 2018/12/5 都 筑　 平 和

名 古 屋 守 山 2018/12/5 谷 川　 早 苗

名 古 屋 守 山 2019/2/20 田 畑　 和 紀

名 古 屋 守 山 2019/6/26 安 藤　 健 二

名 古 屋 和 合 2018/9/19 川 﨑　 利 男

名 古 屋 和 合 2018/10/10 西 川　 義 章

名 古 屋 和 合 2019/1/9 平 野　 太 治

名 古 屋 和 合 2019/1/9 森 　 正 志

名 古 屋 和 合 2019/3/6 世 良　 秀 雄

名 古 屋 和 合 2019/5/8 山 崎　 健 而

名 古 屋 和 合 2019/6/19 中 川　 真 吾

名 古 屋 名 東 2019/5/25 大 平　 哲 成

名 古 屋 名 東 2019/6/18 土 屋 　 健

名 古 屋 名 北 2019/3/13 河 東　 広 樹

名 古 屋 名 北 2019/3/27 西 村 　 努

名 古 屋 千 種 2018/7/24 朝 倉　 寿 宜

名 古 屋 千 種 2018/10/2 川 本　 裕 之

名 古 屋 千 種 2019/4/16 大 橋　 幹 夫

クラブ名 入会日 氏　名

名 古 屋 昭 和 2018/7/9 水 野　 博 信

名 古 屋 昭 和 2018/9/3 岩 崎　 文 郎

名 古 屋 昭 和 2019/1/9 伴　 久 里 子

名 古 屋 昭 和 2019/5/13 岡 田　 公 代

名 古 屋 錦 2018/9/18 乗 本　 顕 章

名 古 屋 錦 2018/9/18 髙 井　 信 吾

名 古 屋 錦 2019/1/15 加 藤 　 歩

名 古 屋 東 山 2018/11/1 川 上　 昭 彦

名 古 屋 東 山 2019/1/1 中 島　 慎 治

名 古 屋 東 山 2019/1/17 服 部　 実 希

名 古 屋 葵 2018/11/1 長 田　 孝 守

名 古 屋 ア イ リ ス 2018/7/11 福 田 　 学

名 古 屋 ア イ リ ス 2019/3/20 岡 本　 聡 哉

名 古 屋 ア イ リ ス 2019/4/10 蝶 名 林　 義 樹

豊 橋 2018/8/2 中 野　 恒 明

豊 橋 2018/9/6 牧 　 眞 司

豊 橋 2018/9/6 北 村　 光 春

豊 橋 2019/1/17 広 中 　 一

豊 橋 2019/1/17 中 田　 昌 宏

豊 橋 2019/1/17 山 本　 勘 司

豊 橋 2019/4/11 河 村 　 修

豊 橋 2019/4/11 磯 村　 武 司

豊 橋 2019/4/11 植 村　 忠 慶

豊 橋 2019/4/11 岡 田　 か を り

豊 橋 2019/4/11 山 口　 尚 志

豊 橋 2019/5/23 福 井　 一 裕

蒲 郡 2018/9/14 丸 山　 浩 幸

蒲 郡 2018/10/5 河 合　 裕 一 郎

蒲 郡 2018/11/10 小 田　 圭 二 郎

蒲 郡 2019/1/11 竹 内　 幸 弘

蒲 郡 2019/6/7 萩 原　 英 樹

豊 橋 北 2018/7/31 伊 藤　 裕 次

豊 橋 北 2019/5/7 和 田　 幹 洋

豊 橋 北 2019/5/7 佐 々 木　 亮 輔

豊 橋 北 2019/6/11 河 合　 成 高

豊 川 2018/7/18 小 山　 知 久

豊 川 2018/8/1 竹 内　 康 浩

豊 川 2018/8/29 三 島　 邦 夫

豊 川 2019/6/5 大 久 保　 徳 一

田 原 2018/11/1 小 笠 原　 良

田 原 2019/2/14 宮 越　 久 典

田 原 2019/4/4 渡 邊　 英 一 郎

田 原 2019/4/4 白 井　 良 幸

豊 橋 南 2018/7/2 長 谷 川　 昌 男

豊 橋 南 2018/7/30 伴 野　 公 彦

新 城 2019/3/1 中 山　 幸 宣

渥 美 2018/7/4 鈴 木 　 東

渥 美 2018/7/18 渡 辺　 孝 男

渥 美 2019/1/9 神 谷　 具 佑

クラブ名 入会日 氏　名

渥 美 2019/1/9 鈴 木　 康 弘

豊 川 宝 飯 2018/7/3 竹 本　 裕 一

豊 川 宝 飯 2018/7/3 横 田 　 長

豊 川 宝 飯 2019/1/22 竹 本　 正 興

豊 川 宝 飯 2019/2/2 度 会　 秀 子

豊 川 宝 飯 2019/6/4 青 木　 竜 二

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 2018/10/5 伊 藤　 角 栄

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 2018/12/7 川 澄　 立 也

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 2019/1/11 補 永　 佳 奈

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 2019/5/10 林 　 啓 介

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 2019/6/7 篠 原　 良 仁

田原パシフィック 2018/7/3 河 合　 克 弥

田原パシフィック 2018/7/3 林 　 邦 康

豊 橋 東 2018/7/4 鈴 木　 康 代

豊 橋 東 2018/7/4 坂 牧　 博 美

豊 橋 東 2018/8/22 荒 木　 聖 行

豊 橋 東 2018/9/5 長 本　 康 孝

豊 橋 東 2018/10/31 中 澤 　 理

豊 橋 東 2018/11/7 柴 田　 國 汎

豊 橋 東 2018/12/12 近 藤　 喜 典

豊 橋 東 2019/3/13 三 輪　 真 大

豊 橋 東 2019/4/17 後 藤　 秀 成

豊 橋 東 2019/5/29 杉 浦　 正 和

豊 橋 東 2019/6/5 原 田　 和 也

豊 橋 東 2019/6/12 鈴 木　 健 嗣

岡 崎 2018/7/4 宮 田　 勇 人

岡 崎 2018/7/4 住 田　 都 芳

岡 崎 2018/7/4 吉 住　 利 秀

岡 崎 2018/7/4 岡 田　 崇 裕

岡 崎 2018/8/1 永 田　 和 之

岡 崎 2018/9/5 倉 田　 鋼 志

岡 崎 2018/9/5 山 本 　 智

岡 崎 2019/2/6 林 　 和 夫

岡 崎 2019/3/6 山 口 　 健

岡 崎 2019/5/8 芳 村　 浩 次

岡 崎 2019/6/5 蜂 須 賀　 大

岡 崎 2019/6/5 寺 本　 忠 司

豊 田 2018/7/5 中 野　 俊 彦

豊 田 2018/11/22 馬 田　 泰 宏

豊 田 2018/11/29 小 林　 賢 郎

豊 田 2018/12/13 杉 原　 功 一

豊 田 2019/2/28 長 屋　 太 志

豊 田 2019/4/4 水 谷　　 新

豊 田 2019/5/23 清 田　 晋 也

岡 崎 南 2018/7/3 青 山　 周 平

岡 崎 南 2018/7/3 原 田　 俊 治

岡 崎 南 2018/7/3 加 納 　 勉

岡 崎 南 2019/1/15 柴 田　 明 宏

岡 崎 南 2019/5/28 北 村　 達 哉

新会員一覧
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クラブ名 入会日 氏　名

岡 崎 南 2019/6/4 千 代 田　 浩 幸

豊 田 西 2018/7/9 伊 藤　 憲 行

豊 田 西 2018/7/9 加 藤　 久 視

豊 田 西 2018/7/9 須 藤　 昭 一

豊 田 西 2018/7/9 熊 崎　 敏 毅

豊 田 西 2018/9/3 田 中　 清 貴

豊 田 西 2019/2/18 窪 谷　 羊 馬

豊 田 西 2019/2/18 松 山　 剛 久

豊 田 西 2019/4/8 八 木　 伸 介

豊 田 西 2019/6/10 熊 谷　 元 紀

岡 崎 東 2019/4/4 平 岩　 邦 明

岡 崎 東 2019/5/9 赤 堀　 竜 二

岡 崎 東 2019/6/27 片 岡　 達 宏

豊 田 東 2018/11/7 岡 田　 厚 子

岡 崎 城 南 2018/7/3 筒 井 　 健

岡 崎 城 南 2018/7/3 服 部 　 誠

豊 田 中 2018/7/3 杉 本　 隆 俊

豊 田 中 2018/7/3 杉 浦　 美 紀

豊 田 中 2018/7/3 石 田　 典 子

日　付 会員名 クラブ名

２

０

１

８

年

7月  2日 伊 藤 次 郎 左 衞 門 名 古 屋

7月  4日 前 田 　 功 樹 小 牧

7月  8日 柴 田 　 憲 一 豊 橋 東

7月31日 大 森 　 一 人 一 宮

9月  1日 山 田 　 鎮 浩 名 古 屋 瑞 穂

10月14日 余 郷 　 利 彦 津 島

10月14日 川 村 　 悌 弍 名 古 屋

10月19日 平 野 　 和 一 刈 谷

10月25日 寺 西 　 正 名 古 屋 錦

10月30日 𠮷 田 　 銑 三 名 古 屋 名 東

11月  5日 内 藤 　 昌 裕 名 古 屋 み な と

11月  6日 神 戸 　 芳 樹 瀬 戸

11月10日 宇 佐 美 嘉 重 斌 名 古 屋 東

11月12日 田 中 　 清 隆 あ ま

11月12日 神 野 　 信 郎 豊 橋

11月26日 山 田 　 和 男 名 古 屋 み な と

12月15日 疋 田 　 淳 豊 橋

12月22日 風 岡 　 保 広 春 日 井

12月30日 新 美 　 孝 碧 南

12月31日 木 戸 　 長 一 郎 名 古 屋 南

日　付 会員名 クラブ名

２

０

１

９

年

1月  1日 椙 山 　 正 弘 名 古 屋 東

2月10日 塚 本 　 昌 男 知 立

2月12日 羽 田 　 育 哉 刈 谷

2月18日 久 野 　 博 淳 名 古 屋 東 南

3月21日 飯 田 　 輝 彦 名 古 屋 南

4月  5日 田 中 　 茂 生 犬 山

4月22日 大 場 　 龍 太 郎 小 牧

5月14日 中 村 　 仁 蒲 郡

5月22日 小 栗 　 七 生 名 古 屋 北

6月18日 山 中 　 寛 三 碧 南

6月25日 岸 上 　 泰 道 名 古 屋 み な と

クラブ名 入会日 氏　名

豊 田 中 2018/11/6 廣 瀬　 晋 也

豊 田 中 2019/1/22 鈴 木　 雅 喜

豊 田 中 2019/2/19 都 築　 紀 雄

豊 田 中 2019/6/11 矢 野　 信 雄

名 古 屋 宮 の 杜 2018/7/5 大 谷　 ま さ み

名 古 屋 宮 の 杜 2018/8/2 現 王 園　 陽 子

名 古 屋 宮 の 杜 2018/8/2 髙 木　 宏 動

名 古 屋 宮 の 杜 2018/10/18 金 子　 彰 宏

名 古 屋 宮 の 杜 2019/5/9 伊 吹　 洋 平

愛 知 三 州 2019/6/13 吹 原　 光 俊

刈 谷 2018/9/10 藤 井　 邦 彦

刈 谷 2018/9/10 石 川　 泰 隆

刈 谷 2018/10/1 新 村　 淳 彦

刈 谷 2018/10/15 山 本 　 直

刈 谷 2019/4/15 磯 村 　 巌

刈 谷 2019/4/15 黒 田　 栄 一

西 尾 2018/11/27 杉 田　 武 男

西 尾 2018/12/4 二 宮　 英 樹

碧 南 2018/7/4 長 田　 一 希

クラブ名 入会日 氏　名

碧 南 2018/7/4 石 井　 和 哉

碧 南 2018/9/5 松 井　 和 弘

碧 南 2019/2/6 伊 藤　 健 児

碧 南 2019/2/6 河 原　 康 浩

碧 南 2019/4/3 佐 久 間　 克 治

碧 南 2019/5/8 柴 田　 奈 生 子

高 浜 2018/7/3 水 野　 輝 久

高 浜 2018/8/7 小 笠 原　 徹 之

高 浜 2019/3/5 横 井　 克 俊

知 立 2018/9/5 権 田　 則 夫

知 立 2019/1/16 野 村　 智 之

知 立 2019/1/16 山 田 　 圭

知 立 2019/1/16 山 本　 直 明

知 立 2019/5/22 西 山 　 学

西 尾 KIRARA 2018/7/6 神 谷　 秀 和

三 河 安 城 2018/7/4 久 田　 庸 平

三 河 安 城 2018/10/3 三 輪　 哲 也

新会員一覧
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No. クラブ名 実施日（実施予定期間） 事業内容 事業総額
（円）

クラブ拠出金
（円）

補助金申請額
（円） 補助金決定額 支払い額

（円）

1 東 海 2018/11/3-2018/11/4 ロータリーカップサッカー大会の支援。 451,000 225,500 225,500 248,050 261,470 

2 半 田 南 2018/7/1-2018/7/31
半田市「社会を明るくする運動」＃68にロータリーとして参
加。犯罪や非行から立ち直る人の意欲を地域の人々に認識して
もらい、安全安心な社会の実現を目指す

247,256 12,656 123,600 111,240 117,260 

3 知 多 2018/7/29-2018/8/5 知多市ジュニアカップ少年サッカー大会の支援 322,000 161,000 161,000 128,800 140,030 

4 大 府 2018/9/2 大府市内の障害児童とのスポーツ交流 85,000 43,000 42,000 33,600 35,420 

5 一 宮 2018/11/8 ポリオ撲滅啓蒙活動のシンボルとして時計塔を設置し、ロータ
リーの活動認知向上とオープニングで募金活動を行う 2,203,980 1,203,980 1,000,000 1,000,000 1,000,000 

6 津 島 2018/10/10-2018/10/21 津島の抹茶文化を地域社会と共に茶会を催し、文化の啓蒙と地
域社会との連携を図る 1,250,000 525,000 525,000 472,500 498,080 

7 稲 沢 2018/9/23 稲沢版WFF「いなざわフード+ふれ愛フェスタ」の開催 648,000 348,000 300,000 240,000 253,000 

8 名 古 屋 清 須 2019/1/10-2019/2/15 清須古城跡公園へ記念植樹及び近隣の清掃活動 669,600 339,600 330,000 363,000 382,690 

9 尾 張 中 央 2019/2/22 知的障害者を大道芸・マジックを通じての支援交流事業 249,880 124,940 124,940 124,940 131,670 

10 一 宮 中 央 2018/8/6-2018/8/10 カンボジアの小中学校への給食支援及び、教員養成学校教育者
への支援（PC、文具） 1,080,000 550,000 530,000 636,000 670,450 

11 犬 山 2018/7/1-2018/9/14 高齢在宅要介護者へ、地域の子どもたちからメッセージカード
を介護用品と共に送る 446,500 223,250 223,250 245,575 258,940 

12 江 南 2018/10/31 中学生を対象に、胎児人形を使っていのちの授業を行う 472,600 236,300 236,300 236,300 249,150 

13 春 日 井 2018/11/17 春日井市民対象の多文化共生イベントの開催 2,575,000 1,575,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 

14 尾 張 旭 2018/8/1-2019/2/28 尾張旭市内の保育施設にて、市行政機関父兄意見交換会・親子
座談会を行い、子育て支援を行う 235,000 120,000 115,000 115,000 121,220 

15 名 古 屋 空 港 2018/11/23 豊山町内の小学校のバトン部の発表会を通じて、地域の交流を
はかる 691,620 345,810 345,810 414,972 437,360 

16 瀬 戸 北 2018/7/7-2018/9/30
ロータリアンがボランティアコーディネーターの資格を取得し
た上、瀬戸市やすらぎ会館にて防災体験を行い、ボランティア
センターの立ち上げ訓練を行う

808,500 404,250 404,250 485,100 511,390 

17 岩 倉 2018/7/1-2019/2/28 岩倉以内の小学生へのヨーヨー体験と、ヨーヨーコンテストの
開催 462,000 231,000 231,000 184,800 194,810 

18 名 古 屋 城 北 2018/7/1-2019/3/31 名古屋城来場者のため、常設車椅子の寄贈を行い、現車椅子の
メンテナンスを行う 409,000 209,000 200,000 240,000 253,000 

19 愛 知 長 久 手 2018/7/20-2019/2/28 地元小学生と台北市小学生による書道展の開催 608,600 308,600 300,000 330,000 347,930 

20 名 古 屋 南 2018/8/18-2018/10/14 ひとり親世帯の親子に職業体験と親子一緒の癒やしの一時の提
供を行う 656,951 328,476 328,475 328,475 346,170 

21 名 古 屋 み な と 2018/10/14 東北復興マラソンボランティアへの参加と地域復興 140,000 700,000 700,000 840,000 885,500 

22 名 古 屋 東 南 2018/10/7 名古屋市緑区有松（旧東海道）のお祭りの山車の修復により、
お祭りの伝統文化を継承する 120,000 600,000 600,000 480,000 506,000 

23 名 古 屋 中 2019/3/3 東山動植物園における「平成の桜回廊プロジェクト」として桜
の植樹を行う 2,871,000 1,071,000 1,000,000 900,000 948,750 

24 名 古 屋 大 須 2018/12/25 ミャンマーの孤児院での食堂建設　水タンクの設置を行う 1,000,000 500,000 500,000 550,000 579,810 

25 名 古 屋 栄 2018/8/1-2018/11/3 児童養護施設の子供たちとのふれ愛プロジェクト 1,366,000 683,000 683,000 546,400 575,960 

26 名 古 屋 名 南 2018/7/21-2018/8/31 児童養護施設入所児童に対する退寮後の自立のための料理教室
の開催 334,380 167,190 167,190 167,190 176,220 

27 名 古 屋 名 駅 2018/9/1-2019/2/28 DV被害者のためのシェルター周知活動 771,240 386,240 385,000 308,000 324,720 

28 名 古 屋 丸 の 内 2019/2/13-2019/2/14 カンボジア　ドウン　ソイ村の小学校・中学校への文具・図書
支援 297,000 149,000 148,000 133,200 140,360 

29 名 古 屋 北 2018/9/8 児童養護施設「慈友学園」の子供たちと自然体験や工房体験を
通じての交流 500,000 250,000 250,000 300,000 316,250 

31 名 古 屋 守 山 2019/3/3 東山動植物園における「平成の桜回廊プロジェクト」として桜
の植樹を行う 2,429,000 629,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 

32 名 古 屋 名 東 2018/9/23-2018/9/24 第７回スペシャルオリンピック日本夏季ナショナルゲーム会場
での地域の子どもたちの絵画展示 361,800 180,900 180,900 217,080 228,800 

33 名 古 屋 昭 和 2019/3/9 インターアクトと地域住民が、共に作成したガイドマップを確
認しながらウォーキングとゴミ拾いを行う 830,000 200,000 200,000 160,000 168,630 

34 名 古 屋 錦 2018/9/14-2019/2/15 岡崎市立下山小学校と名古屋市立立川中小学校の児童と高齢者
団体との交流 290,000 125,000 125,000 150,000 158,180 

35 名 古 屋 東 山 2018/7/1-2019/2/28 東山動植物での絶滅危惧種などを主とした学習ツアーの実施お
よび写真集の寄贈 400,320 200,320 200,000 240,000 253,000 

36 名古屋アイリス 2018/11/1-2018/12/31 名古屋大学医学部小児科病棟に入院している子供たちに精神的
な支援を実施（クリスマス会でのプラネタリウム） 894,240 464,240 430,000 516,000 543,950 

第2760地区
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No. クラブ名 実施日（実施予定期間） 事業内容 事業総額
（円）

クラブ拠出金
（円）

補助金申請額
（円） 補助金決定額 支払い額

（円）

37 豊 橋 2018/11/15-2018/11/19 学校10校に食品加工設備を設置、作成指導をする 500,000 250,000 250,000 275,000 289,850 

38 豊 橋 北 2018/11/4 豊橋の三河湾汐川干潟において、ゴミゼロ運動の一環として、地
域住民・地域中学の子どもたちと一緒に清掃活動を実施 955,270 477,635 477,635 382,108 402,820 

39 渥 美 2018/9/1-209/2/28 田原市内の桜並木及び河川の環境整備を行い、桜まつりに参加す
る地域市民への意識向上 1,552,000 802,000 750,000 675,000 711,590 

40 豊 川 宝 飯 2018/8/1-2018/8/15 豊川海軍工廠平和公園PRイベントを行い、平和への願いをする 600,000 300,000 300,000 240,000 253,000 

41 田原パシフィック 2018/11/18 田原市赤羽根学園(養護施設)の花壇を児童と一緒に整備、キャン
プを供働する 838,000 438,000 400,000 320,000 337,370 

42 豊 橋 東 2018/11/3 プロ選手と小学生とのバレーボール交流会 880,000 440,000 440,000 39,600 417,450 

43 岡 崎 南 2018/7/1-2019/2/28 岡崎市こども発達センター「すくも」に遊具を設置、寄贈。子ど
もの発達支援の一助とする 600,000 300,000 300,000 240,000 253,000 

44 豊 田 東 2018/7/1-2018/12/31 こども園児と地域の農業の方々と種まきから収穫をし、食育を行
う 350,600 175,600 175,000 140,000 147,510 

45 岡 崎 城 南 2018/10/1-2019/2/28 小学生を対象とした体験型理科実験教室の実施 200,000 100,000 100,000 80,000 84,370 

46 豊 田 三 好 2018/10/1-2018/10/30 みよし市立北中学校の生徒と保護者が地元の伝統文化三好太鼓を
体験することにより、地元文化の更なる活性化を図る 175,000 60,000 60,000 48,000 50,600 

47 豊 田 中 2018/11/1-2018/12/18 こども園に絵本を寄贈し、読後感想等を例会にて発表してもらう 118,800 59,400 59,400 71,280 75,130 

48 刈 谷 2019/2/3
「社会福祉法人ひかりの家」の生徒を、コンサート「めざましク
ラシックスin刈谷」に招待し、会場で「ひかりの家」の啓蒙活動
を行う

605,450 302,725 302,725 332,998 351,010 

49 安 城 2018/7/1-2019/2/28 インドネシアジャカルタの子供たちにランドセル100個を送る。
文房具の寄贈も行い日本との友好交流を行う 400,000 200,000 200,000 160,000 168,630 

50 西 尾 2018/7/1-2019/3/31 西尾市内の中学生の防災活動のドキュメンタリー映像制作。市民
トリアージュ啓蒙のDVD制作と配布 2,000,000 1,000,000 1,000,000 900,000 948,750 

51 碧 南 2018/10/1-2018/12/31 碧南緑化ビーチコートの緑化事業の推進 1,000,000 510,000 490,000 392,000 413,270 

52 高 浜 2018/10/1-2018/11/30 高浜市内へ防犯カメラを設置。地元団体の意識向上策と合わせ、
地域の住民の安全度を高める 1,250,000 700,000 550,000 440,000 463,870 

53 知 立 2018/10/21 乳ガン等女性特有の疾病予防検査と予防啓発活動 1,272,260 642,260 630,000 504,000 531,300 

54 三 河 安 城 2018/9/1-2018/10/17 安城産業文化公園デンパークに、時計塔、テーブル、椅子を設置 1,800,000 900,000 900,000 720,000 759,000 

55 インターアクト委員会 2018/8/1-2018/11/1 ポリオ撲滅のための啓蒙活動 378,000 378,000 378,000 398,530 

奨学生 600,000 600,000 600,000 600,000 

管理費 79,090 

各種地区補助金事業で、活躍された会員の皆様

地区補助金事業活動報告
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区
分 クラブ名 会員数

年次寄付 使途指定寄付 恒久基金
年度計 ($)

寄付額 ($)/ 人 月度 ($) 年度 ($) 寄付額($)/人 月度 ($) 年度 ($) 月度 ($) 年度 ($)

南

尾

張

分

区

半 田 57 152.63 0.00 8700.00 30.53 0.00 1740.00 0.00 0.00 10,440.00 

常 滑 40 114.70 0.00 4588.18 30.75 0.00 1230.00 0.00 0.00 5,818.18 

東 海 55 174.68 0.00 9607.22 35.71 0.00 1964.05 0.00 0.00 11,571.27 

東 知 多 20 79.02 0.00 1580.36 297.46 5172.73 5949.28 0.00 0.00 7,529.64 

半 田 南 33 175.52 90.91 5792.22 44.96 0.00 1483.66 0.00 2000.00 9,275.88 

知 多 21 100.00 0.00 2100.00 30.00 0.00 630.00 0.00 0.00 2,730.00 

大 府 22 36.52 0.00 803.52 8.26 181.82 181.82 0.00 1009.09 1,994.43 

西

尾

張

分

区

一 宮 105 170.47 0.00 17899.09 30.57 0.00 3210.00 0.00 1000.00 22,109.09 

津 島 67 161.54 0.00 10822.86 8.95 0.00 599.77 0.00 0.00 11,422.63 

尾 西 18 633.33 8600.00 11400.00 30.00 0.00 540.00 0.00 0.00 11,940.00 

一 宮 北 40 147.50 0.00 5900.00 30.00 0.00 1200.00 0.00 1000.00 8,100.00 

稲 沢 47 406.77 0.00 19118.18 40.73 0.00 1914.26 0.00 2000.00 23,032.44 

あ ま 78 403.18 1000.00 31448.32 57.31 0.00 4470.00 0.00 1000.00 36,918.32 

名 古 屋 清 須 31 200.00 0.00 6200.00 32.90 0.00 1020.00 0.00 1000.00 8,220.00 

尾 張 中 央 33 272.60 0.00 8995.71 30.00 0.00 990.00 0.00 1000.00 10,985.71 

一 宮 中 央 45 165.64 90.91 7453.91 30.67 0.00 1380.00 0.00 1000.00 9,833.91 

東

尾

張

分

区

瀬 戸 59 151.86 0.00 8,960.00 31.84 0.00 1,878.64 0.00 1,000.00 11,838.64 

犬 山 54 150.05 0.00 8,102.77 40.61 727.28 2,192.68 0.00 1,000.00 11,295.45 

江 南 44 203.13 0.00 8,937.80 27.89 0.00 1,227.15 0.00 0.00 10,164.95 

小 牧 29 179.96 0.00 5,218.75 32.54 0.00 943.75 0.00 0.00 6,162.50 

春 日 井 53 150.00 0.00 7,950.00 85.58 0.00 4,535.71 0.00 0.00 12,485.71 

尾 張 旭 19 128.29 0.00 2,437.52 31.58 0.00 600.00 0.00 0.00 3,037.52 

名 古 屋 空 港 49 191.34 0.00 9,375.65 39.94 0.00 1,956.88 0.00 1,000.00 12,332.53 

瀬 戸 北 52 182.69 45.45 9,499.81 33.24 0.00 1,728.64 0.00 1,000.00 12,228.45 

岩 倉 12 212.50 0.00 2,550.00 221.42 0.00 2,657.08 0.00 0.00 5,207.08 

名 古 屋 城 北 27 134.27 321.82 3,625.23 25.56 60.00 690.00 0.00 1,000.00 5,315.23 

愛 知 長 久 手 17 150.00 0.00 2,550.00 153.53 0.00 2,610.00 0.00 0.00 5,160.00 

愛知ロータリーEクラブ 22 217.87 54.55 4,793.19 33.31 54.55 732.92 0.00 1,000.00 6,526.11 

西

名

古

屋

分

区

名 古 屋 181 133.47 272.73 24,158.89 14.86 0.00 2,690.42 0.00 2,000.00 28,849.31 

名 古 屋 西 91 135.84 0.00 12,361.37 20.93 1,092.00 1,904.50 0.00 0.00 14,265.87 

名 古 屋 南 107 226.64 100.00 24,250.00 31.67 0.00 3,388.57 0.00 1,000.00 28,638.57 

名 古 屋 み な と 70 150.76 500.00 10,553.19 45.14 30.00 3,159.46 0.00 0.00 13,712.65 

名 古 屋 東 南 79 158.82 400.00 12,547.06 79.32 0.00 6,266.07 0.00 1,000.00 19,813.13 

名 古 屋 中 133 150.59 6,737.82 20,027.82 46.84 0.00 6,230.00 0.00 146,000.01 172,257.83 

名 古 屋 瑞 穂 63 198.41 3,300.00 12,500.00 30.42 60.00 1,916.76 0.00 0.00 14,416.76 

名 古 屋 大 須 58 186.75 0.00 10,831.62 35.69 0.00 2,069.96 0.00 1,000.00 13,901.58 

名 古 屋 栄 104 179.29 1,000.00 18,646.15 30.00 0.00 3,120.00 0.00 0.00 21,766.15 

名 古 屋 名 南 55 155.85 0.00 8,571.54 40.91 0.00 2,249.88 0.00 0.00 10,821.42 

名 古 屋 名 駅 84 190.12 0.00 15,970.00 70.00 0.00 5,880.00 0.00 1,000.00 22,850.00 

名 古 屋 丸 の 内 47 158.92 0.00 7,469.36 31.15 0.00 1,464.28 0.00 0.00 8,933.64 

中 部 名 古 屋 み ら い 23 196.05 909.09 4,509.09 13.40 0.00 308.18 0.00 1,000.00 5,817.27 

東

名

古

屋

分

区

名 古 屋 北 104 193.96 0.00 20,171.43 37.51 0.00 3,901.21 0.00 10,000.00 34,072.64 

名 古 屋 東 93 152.76 1,681.78 14,206.51 77.16 1,499.96 7,176.34 1,000.00 1,446.43 22,829.28 

名 古 屋 守 山 47 448.71 100.00 21,089.29 217.79 1,590.91 10,236.17 0.00 1,000.00 32,325.46 

名 古 屋 和 合 87 187.54 1,000.00 16,316.07 32.43 0.00 2,821.21 0.00 0.00 19,137.28 

名 古 屋 名 東 62 211.29 1,000.00 13,100.00 165.32 0.00 10,249.78 0.00 1,000.00 24,349.78 

名 古 屋 名 北 35 435.71 0.00 15,250.00 33.46 0.00 1,171.21 0.00 0.00 16,421.21 

名 古 屋 千 種 35 127.71 150.00 4,470.00 33.16 30.00 1,160.50 0.00 1,000.00 6,630.50 

名 古 屋 昭 和 51 176.73 150.00 9,013.21 50.61 30.00 2,581.21 0.00 0.00 11,594.42 

名 古 屋 錦 36 237.61 1,000.00 8,553.81 25.29 0.00 910.40 0.00 1,000.00 10,464.21 

名 古 屋 東 山 32 100.00 0.00 3,200.00 336.27 0.00 10,760.57 0.00 0.00 13,960.57 

名 古 屋 葵 18 100.00 0.00 1,800.00 38.40 0.00 691.21 0.00 1,000.00 3,491.21 

名 古 屋 ア イ リ ス 41 139.02 0.00 5,700.00 29.30 0.00 1,201.21 0.00 0.00 6,901.21 

第2760地区
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区
分 クラブ名 会員数

年次寄付 使途指定寄付 恒久基金
年度計 ($)

寄付額 ($)/ 人 月度 ($) 年度 ($) 寄付額($)/人 月度 ($) 年度 ($) 月度 ($) 年度 ($)

東

三

河

分

区

豊 橋 114 159.21 0.00 18,150.00 31.58 90.00 3,600.00 0.00 1,000.00 22,750.00 

蒲 郡 62 104.84 0.00 6,500.06 30.48 0.00 1,890.00 0.00 0.00 8,390.06 

豊 橋 北 66 66.09 200.00 4,362.00 14.77 0.00 975.00 0.00 0.00 5,337.00 

豊 川 68 118.04 680.00 8,026.44 99.32 0.00 6,753.81 0.00 0.00 14,780.25 

田 原 43 89.29 0.00 3,839.47 27.90 0.00 1,199.88 0.00 1,000.00 6,039.35 

豊 橋 南 55 121.00 350.00 6,655.00 30.55 0.00 1,680.00 0.00 0.00 8,335.00 

新 城 47 100.00 0.00 4,700.00 30.00 0.00 1,410.00 0.00 0.00 6,110.00 

渥 美 38 240.73 4,200.00 9,147.86 33.16 0.00 1,260.00 0.00 0.00 10,407.86 

豊 川 宝 飯 66 128.18 300.00 8,460.00 30.91 0.00 2,040.00 0.00 0.00 10,500.00 

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 63 79.37 0.00 5,000.00 28.10 0.00 1,770.00 0.00 0.00 6,770.00 

田 原 パ シ フ ィ ッ ク 47 69.20 106.36 3,252.18 69.38 2,120.90 3,260.90 0.00 0.00 6,513.08 

豊 橋 東 43 188.37 0.00 8,100.00 11.63 0.00 500.00 0.00 0.00 8,600.00 

西

三

河

中

分

区

岡 崎 79 177.85 1,500.00 14,050.00 158.10 0.00 12,490.00 0.00 2,000.00 28,540.00 

豊 田 95 139.58 2,750.00 13,260.00 30.11 550.00 2,860.00 0.00 1,000.00 17,120.00 

岡 崎 南 88 183.40 372.73 16,139.62 43.14 0.00 3,796.54 0.00 1,000.00 20,936.16 

豊 田 西 106 127.02 0.00 13,464.59 33.94 0.00 3,597.86 0.00 1,000.00 18,062.45 

岡 崎 東 54 121.88 653.97 6,581.45 45.47 0.00 2,455.21 0.00 2,000.00 11,036.66 

豊 田 東 81 153.09 0.00 12,400.00 30.86 0.00 2,500.00 0.00 1,000.00 15,900.00 

岡 崎 城 南 65 136.43 0.00 8,868.18 30.46 0.00 1,980.00 0.00 1,000.00 11,848.18 

豊 田 三 好 20 155.00 0.00 3,100.00 30.00 0.00 600.00 0.00 1,000.00 4,700.00 

豊 田 中 52 158.96 0.00 8,266.09 37.08 0.00 1,928.34 0.00 1,000.00 11,194.43 

名 古 屋 宮 の 杜 42 98.01 0.00 4,116.43 9.31 390.91 390.91 0.00 0.00 4,507.34 

愛 知 三 州 29 150.01 0.00 4,350.21 57.71 0.00 1,673.57 0.00 0.00 6,023.78 

西

三

河

分

区

刈 谷 94 214.47 10,045.49 20,159.86 33.50 1,763.64 3,149.35 0.00 1,000.00 24,309.21 

安 城 55 150.00 0.00 8,250.00 6.41 0.00 352.68 0.00 1,000.00 9,602.68 

西 尾 77 150.31 0.00 11,574.11 30.78 0.00 2,370.00 0.00 1,000.00 14,944.11 

碧 南 70 158.14 0.00 11,070.00 37.14 0.00 2,600.00 0.00 1,000.00 14,670.00 

西 尾 一 色 26 88.46 0.00 2,300.00 27.69 0.00 720.00 0.00 0.00 3,020.00 

高 浜 32 135.77 300.00 4,344.64 33.31 360.00 1,066.00 1,000.00 1,000.00 6,410.64 

知 立 55 124.43 272.73 6,843.68 6.00 0.00 330.00 0.00 0.00 7,173.68 

西 尾 Ｋ Ｉ Ｒ Ａ Ｒ Ａ 53 141.13 0.00 7,480.00 30.57 0.00 1,620.00 0.00 1,000.00 10,100.00 

三 河 安 城 64 153.97 554.00 9,854.00 46.65 0.00 2,985.83 0.00 1,000.00 13,839.83 

2760地区 0.00 0.00 1,276.00 49,709.77 0.00 0.00 49,709.77 

2760地区合計 4,834 168.46 50,790.34 814,342.57 55.71 17,080.70 269,281.04 2,000.00 206,455.53 1,290,079.14 

使途指定寄付（ポリオ基金）を全クラブからご協力頂きました。

クラブ別ロータリー財団寄付額一覧
第2760地区
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クラブ名 氏　名 レベル
半 田 間 瀬　 浩 正 PHF
半 田 高 木　 利 定 PHF+2
常 滑 伊 奈　 一 郎 PHF+2
東 海 小 野　 偉 稔 PHF
東 海 佐 藤　 雅 之 PHF+1
半 田 南 岡 戸　 利 直 PHF+2
半 田 南 鈴 木　 宏 司 PHF+2
半 田 南 山 本　 育 輝 PHF+2
半 田 南 石 川　 信 行 PHF+3
知 多 竹 内　 慎 治 PHF
一 宮 杉 山　 義 幸 PHF
一 宮 山 田　 一 仁 PHF
一 宮 吉山　佐人規 PHF
一 宮 磯 部　 茂 PHF+2
尾 西 平 松　 清 美 PHF
尾 西 犬飼　万壽男 PHF+1
尾 西 水 谷　 豊 PHF+1
尾 西 清 水　 稔 彦 PHF+1
尾 西 安 藤　 巖 PHF+2
尾 西 金 森　 安 石 PHF+2
尾 西 森 　 新 PHF+2
尾 西 森　 信 一 朗 PHF+2
尾 西 山 内　 登 PHF+2
尾 西 吉 田　 弘 PHF+2
尾 西 前 田　 正 和 PHF+3
尾 西 木 村　 樹 生 PHF+8
一 宮 北 新井　貴美子 PHF
一 宮 北 片 山　 英 孝 PHF
一 宮 北 寺 澤　 実 PHF
一 宮 北 山本　小夜美 PHF
稲 沢 岡 田　 義 夫 PHF+8
あ ま 青 本　 道 春 PHF
あ ま 神 田　 康 史 PHF
あ ま 河 瀬　 文 一 PHF
あ ま 藤 田　 淳 士 PHF+1
あ ま 後藤　袈裟美 PHF+1
あ ま 加 藤　 徹 PHF+1
あ ま 木 下　 章 吉 PHF+1
あ ま 酒 井　 和 雄 PHF+1
あ ま 上 田　 博 行 PHF+1
あ ま 山 田　 幹 夫 PHF+2
あ ま 伊 藤　 英 毅 PHF+3
あ ま 北 野　 庸 夫 PHF+3
あ ま 大 竹　 敬 一 PHF+3
あ ま 東 海　 広 光 PHF+3
あ ま 児 玉　 憲 之 PHF+4
あ ま 後 藤　 雅 光 PHF+5
あ ま 黒野　晃太郎 PHF+6
名 古 屋 清 須 河 合　 幹 雄 PHF
名 古 屋 清 須 辻　 秀 典 PHF
名 古 屋 清 須 加 藤　 茂 樹 PHF+1
名 古 屋 清 須 川 西　 利 浩 PHF+1
尾 張 中 央 池 山　 悟 PHF
尾 張 中 央 今 村　 康 宏 PHF
尾 張 中 央 松 岡　 幸 彦 PHF
尾 張 中 央 太 田　 利 和 PHF
尾 張 中 央 平 岩　 慎 次 PHF+1
尾 張 中 央 檜 吉　 真 寿 PHF+1
尾 張 中 央 堀 尾　 明 史 PHF+1
尾 張 中 央 片 山　 進 PHF+1
尾 張 中 央 松 尾　 晋 吉 PHF+1
尾 張 中 央 西 村　 利 夫 PHF+1
尾 張 中 央 大 野　 東 秀 PHF+1
尾 張 中 央 太 田　 吉 宣 PHF+1
尾 張 中 央 住 川　 誠 一 PHF+1
尾 張 中 央 瀧 本　 守 PHF+1

クラブ名 氏　名 レベル
尾 張 中 央 辻　 光 範 PHF+1
尾 張 中 央 安 田　 基 甫 PHF+1
一 宮 中 央 井 上　 雅 樹 PHF
一 宮 中 央 宮 田　 浩 二 PHF
一 宮 中 央 大野　ひろみ PHF
一 宮 中 央 山 田　 秀 代 PHF+1
一 宮 中 央 伊藤　恒二郎 PHF+2
一 宮 中 央 松 前　 和 子 PHF+2
一 宮 中 央 松 本　 正 暢 PHF+2
一 宮 中 央 小 野 木　 宏 PHF+2
一 宮 中 央 永 田　 正 PHF+3
瀬 戸 大 澤　 英 雄 PHF
瀬 戸 金 谷　 康 正 PHF+1
瀬 戸 松 本　 哲 也 PHF+1
犬 山 加 藤　 浩 一 PHF+2
犬 山 田 中　 茂 生 PHF+2
犬 山 近 藤　 斉 宏 PHF+3
犬 山 朱 宮　 新 治 PHF+7
江 南 中 村　 耕 司 PHF
江 南 片 平　 博 己 PHF+1
江 南 伊 藤　 靖 祐 PHF+5
小 牧 伊 東　 聖 史 PHF
小 牧 伊 藤　 雄 介 PHF
小 牧 鈴 木　 弘 二 PHF
春 日 井 成 瀬　 浩 康 PHF
尾 張 旭 森 井　 晴 生 PHF
尾 張 旭 加 藤　 清 久 PHF+3
尾 張 旭 箕 輪　 良 孝 PHF+3
名 古 屋 空 港 山 内　 佳 紀 PHF
名 古 屋 空 港 中 林　 正 人 PHF+8
瀬 戸 北 伊 藤　 敦 司 PHF
瀬 戸 北 中 島　 英 海 PHF+3
瀬 戸 北 加 藤　 勝 之 PHF+6
瀬 戸 北 若 杉　 福 雄 PHF+6
岩 倉 浅 野　 勝 美 PHF+1
岩 倉 深 石　 公 彦 PHF+1
岩 倉 深 見　 早 惠 PHF+1
岩 倉 檜 木　 治 幸 PHF+1
岩 倉 武 藤　 栄 司 PHF+1
岩 倉 大 江　 秀 和 PHF+1
岩 倉 関 戸　 一 雄 PHF+1
岩 倉 丹 羽　 規 之 PHF+2
岩 倉 河 村　 金 明 PHF+3
岩 倉 井 上　 隆 義 PHF+8
愛 知 長 久 手 伊 藤　 広 治 PHF+1
愛 知 長 久 手 大 島　 昭 夫 PHF+1
愛 知 長 久 手 冨 田　 盛 義 PHF+1
愛 知 長 久 手 丹 羽　 司 一 PHF+2
愛 知 長 久 手 白石　政二郎 PHF+2
愛知ロータリーＥクラブ 中 川　 洋 二 PHF
愛知ロータリーＥクラブ 栁 川　 昌 弥 PHF
愛知ロータリーＥクラブ 鈴 木　 雅 弘 PHF+2
愛知ロータリーＥクラブ 尾 野　 英 二 PHF+4
名 古 屋 齋 藤　 勉 PHF
名 古 屋 西 伊 藤　 剛 志 PHF
名 古 屋 西 大 岡　 隆 洋 PHF
名 古 屋 南 郡 司　 哲 夫 PHF
名 古 屋 南 深 貝　 広 隆 PHF+1
名 古 屋 南 服 部　 伸 一 PHF+1
名 古 屋 南 加 藤　 敏 行 PHF+1
名 古 屋 南 水 谷　 隆 夫 PHF+1
名 古 屋 南 落 合　 肇 PHF+1
名 古 屋 南 津曲　修一郎 PHF+1
名 古 屋 南 内 田　 優 PHF+1
名 古 屋 南 若 杉　 喬 PHF+1
名 古 屋 南 横 山　 高 司 PHF+1

クラブ名 氏　名 レベル
名 古 屋 南 吉 田　 哲 人 PHF+1
名 古 屋 南 吉 川　 公 章 PHF+5
名 古 屋 南 伊 藤　 昌 弘 PHF+8
名 古 屋 み な と 市 野　 文 俊 PHF
名 古 屋 み な と 高 山　 祐 一 PHF
名 古 屋 み な と 棚 橋　 顯 PHF
名 古 屋 み な と 三枝樹　明道 PHF+1
名 古 屋 み な と 才 本　 清 継 PHF+2
名 古 屋 み な と 寺 本　 善 雄 PHF+2
名 古 屋 東 南 橋 爪　 務 PHF+1
名 古 屋 東 南 中 島　 美 恵 PHF+1
名 古 屋 東 南 玉 木　 大 介 PHF+1
名 古 屋 東 南 近 藤　 和 雄 PHF+2
名 古 屋 東 南 白 木　 良 彦 PHF+3
名 古 屋 中 岩 月　 雅 章 PHF
名 古 屋 中 杉 浦　 康 晴 PHF
名 古 屋 中 渡 邉　 一 平 PHF+2
名 古 屋 瑞 穂 平安山　京太 PHF
名 古 屋 瑞 穂 今 川　 知 也 PHF
名 古 屋 瑞 穂 櫛 田　 篤 弘 PHF
名 古 屋 瑞 穂 西 川　 徹 也 PHF
名 古 屋 瑞 穂 千 秋　 季 賴 PHF
名 古 屋 瑞 穂 鈴 木　 淑 久 PHF+1
名 古 屋 大 須 桑 山　 光 俊 PHF
名 古 屋 大 須 大 上　 晃 延 PHF
名 古 屋 大 須 佐 々 木　 功 PHF+1
名 古 屋 大 須 柴 岡　 正 将 PHF+1
名 古 屋 大 須 尾 上　 昇 PHF+2
名 古 屋 栄 荒 川　 和 生 PHF
名 古 屋 栄 井 上　 司 PHF
名 古 屋 栄 加 藤　 龍 雄 PHF
名 古 屋 栄 牧　 一 美 PHF
名 古 屋 栄 原 野　 勝 至 PHF+6
名 古 屋 名 南 江 松　 央 統 PHF+1
名 古 屋 名 南 猪 村　 美 之 PHF+2
名 古 屋 名 南 宮 嵜　 良 一 PHF+2
名 古 屋 名 南 大橋　さなえ PHF+2
名 古 屋 名 南 小 野　 雅 之 PHF+2
名 古 屋 名 駅 種 瀬　 徹 也 PHF
名 古 屋 名 駅 小室　健次郎 PHF+4
名 古 屋 名 駅 米坂　みよ古 PHF+8
名 古 屋 丸 の 内 亀 井　 克 典 PHF
名 古 屋 丸 の 内 高 山　 進 PHF
名 古 屋 丸 の 内 堀 江　 俊 通 PHF+1
名 古 屋 丸 の 内 矢 野　 雄 嗣 PHF+2
名 古 屋 丸 の 内 岩 田　 宏 PHF+7
名 古 屋 丸 の 内 藤 田　 守 彦 PHF+8
中部名古屋みらい 池 谷　 悟 PHF
中部名古屋みらい 河 合　 太 輔 PHF
中部名古屋みらい 松 井　 康 素 PHF
中部名古屋みらい 宮 崎　 和 余 PHF
中部名古屋みらい 古 橋　 武 之 PHF+1
名 古 屋 北 朝 倉　 淳 一 PHF
名 古 屋 北 深 町　 正 和 PHF
名 古 屋 北 石 濱　 人 樹 PHF
名 古 屋 北 酒 井　 憲 一 PHF
名 古 屋 北 安 部　 隆 俊 PHF+1
名 古 屋 北 小 栗　 一 朗 PHF+1
名 古 屋 北 溝 口　 治 PHF+2
名 古 屋 北 杉 浦　 秀 一 PHF+2
名 古 屋 北 井 口　 哲 雄 PHF+3
名 古 屋 北 石 田　 博 彦 PHF+3
名 古 屋 北 加 藤　 芳 彦 PHF+3
名 古 屋 北 水 野　 𠮷 紹 PHF+5
名 古 屋 東 野 田　 聡 PHF
名 古 屋 東 野 原　 秀 雄 PHF

年次基金、ポリオプラス、あるいは財団が認証した補助金に、累計1,000ドル以上寄付された方。その後、1,000ドル毎にマルチプル・ポール・ハリス・フェローが授与されます。
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クラブ名 氏　名 レベル
名 古 屋 東 寺 尾　 洋 太 PHF
名 古 屋 東 浅 見　 勲 PHF+4
名 古 屋 東 椙 山　 正 弘 PHF+4
名 古 屋 東 余 語　 郁 夫 PHF+4
名 古 屋 東 平 松　 征 男 PHF+5
名 古 屋 東 山 田　 信 二 PHF+5
名 古 屋 東 栁 澤　 幸 輝 PHF+5
名 古 屋 東 水 野　 茂 生 PHF+6
名 古 屋 守 山 小 澤　 努 PHF
名 古 屋 守 山 大 野　 知 子 PHF
名 古 屋 守 山 清 水　 明 俊 PHF
名 古 屋 守 山 田 中　 一 成 PHF
名 古 屋 守 山 福 谷　 英 則 PHF+1
名 古 屋 守 山 西 脇　 司 PHF+1
名 古 屋 守 山 田 中　 友 次 PHF+1
名 古 屋 守 山 長瀬　輝代之 PHF+2
名 古 屋 守 山 井ノ上由貴男 PHF+3
名 古 屋 守 山 加藤　恭太郎 PHF+3
名 古 屋 守 山 木 村　 邦 彦 PHF+3
名 古 屋 守 山 松崎　美都子 PHF+3
名 古 屋 守 山 滑　 尚 眞 PHF+7
名 古 屋 守 山 佐 藤　 正 延 PHF+8
名 古 屋 和 合 槇 野　 智 之 PHF+3
名 古 屋 和 合 福 田　 哲 三 PHF+5
名 古 屋 和 合 桑 山　 卓 也 PHF+5
名 古 屋 名 東 下 出　 啓 介 PHF+1
名 古 屋 名 東 加 藤　 令 PHF+2
名 古 屋 名 東 佐藤　慎一郎 PHF+2
名 古 屋 名 東 藤 野　 直 子 PHF+4
名 古 屋 名 東 平　 民 三 PHF+4
名 古 屋 名 東 都築　八千代 PHF+4
名 古 屋 名 北 香 田　 研 二 PHF
名 古 屋 名 北 星 川　 直 志 PHF+8
名 古 屋 千 種 柵 木　 充 明 PHF
名 古 屋 千 種 足 立　 一 郎 PHF+1
名 古 屋 千 種 樫 尾　 富 二 PHF+2
名 古 屋 千 種 和 田　 正 敏 PHF+3
名 古 屋 昭 和 伊 藤　 彰 二 PHF
名 古 屋 昭 和 名 倉　 嗣 治 PHF+2
名 古 屋 昭 和 乃 一　 稔 PHF+2
名 古 屋 昭 和 杉 江　 光 明 PHF+2
名 古 屋 昭 和 鈴 木　 真 司 PHF+2
名 古 屋 昭 和 柴 田　 義 介 PHF+3
名 古 屋 昭 和 田 中　 邦 幸 PHF+3
名 古 屋 錦 藤 岡　 省 吾 PHF+2
名 古 屋 錦 近 藤　 歌 子 PHF+2
名 古 屋 錦 植 村　 元 雄 PHF+2
名 古 屋 錦 三 浦　 俊 彦 PHF+3
名 古 屋 錦 長谷川　周義 PHF+4
名 古 屋 葵 𠮷 田　 龍 宏 PHF
名 古 屋 ア イ リ ス ボ ル ジ ド PHF
豊 橋 深 見　 博 士 PHF
豊 橋 長 濱　 貴 彦 PHF
豊 橋 柴 田　 忠 男 PHF
豊 橋 縣　 政 行 PHF+1
豊 橋 山 本　 光 伸 PHF+1
豊 橋 鈴 木　 良 昌 PHF+2
蒲 郡 永 川　 貴 士 PHF
蒲 郡 伊 藤　 健 一 PHF+1
蒲 郡 清 水　 敏 光 PHF+1
蒲 郡 酒 井　 基 裕 PHF+2
豊 橋 北 金 森　 正 芳 PHF
豊 橋 北 岡 本　 道 子 PHF
豊 橋 北 山 本　 忠 男 PHF
豊 橋 北 河 合　 芳 光 PHF+1
豊 橋 北 伴 　 實 PHF+4
豊 川 川 合　 悦 藏 PHF
豊 川 永 井　 康 允 PHF
豊 橋 南 伊 藤　 之 一 PHF

クラブ名 氏　名 レベル
豊 橋 南 後 藤　 朝 一 PHF+1
豊 橋 南 大 谷　 育 人 PHF+1
豊 橋 南 佐 藤　 有 文 PHF+2
豊 橋 南 塩 之 谷　 昌 PHF+5
渥 美 小 松　 浩 PHF
渥 美 河 合　 光 志 PHF+1
渥 美 宮 川　 隆 司 PHF+1
豊 川 宝 飯 大 沢　 茂 樹 PHF+1
豊 橋 ゴ ー ル デ ン 平 野　 貴 久 PHF
豊 橋 ゴ ー ル デ ン 本 多　 英 司 PHF
豊 橋 ゴ ー ル デ ン 髙 井　 龍 雄 PHF
豊 橋 ゴ ー ル デ ン 冨 田　 正 行 PHF
豊 橋 ゴ ー ル デ ン 伊 藤　 眞 芳 PHF+1
豊 橋 ゴ ー ル デ ン 梅 田　 英 樹 PHF+1
田原パシフィック 豊 田　 慈 證 PHF+1
田原パシフィック 尾 原　 脩 PHF+2
豊 橋 東 福 井　 知 裕 PHF
豊 橋 東 角 谷　 歩 PHF
豊 橋 東 鎌 田　 哲 也 PHF
豊 橋 東 及 部　 多 高 PHF+1
豊 橋 東 杉 原　 好 洋 PHF+2
岡 崎 福 島　 葉 子 PHF
岡 崎 石 川　 勝 敏 PHF
岡 崎 石 川　 敏 郎 PHF
岡 崎 酒 井　 英 二 PHF
岡 崎 同 前　 仁 史 PHF+1
岡 崎 早 川　 勝 博 PHF+1
岡 崎 杉 本　 知 治 PHF+1
岡 崎 安 福　 良 豊 PHF+1
岡 崎 浅 井　 章 PHF+2
岡 崎 松 原　 広 幸 PHF+2
岡 崎 酒 部　 圭 司 PHF+2
岡 崎 柴 田　 芳 孝 PHF+2
岡 崎 河 野　 治 生 PHF+3
岡 崎 野 田　 篤 文 PHF+3
岡 崎 加 藤　 博 巳 PHF+4
岡 崎 水 野　 周 久 PHF+4
岡 崎 中 根　 幹 雄 PHF+4
岡 崎 中 村　 重 嗣 PHF+7
岡 崎 丹 羽　 良 治 PHF+7
豊 田 鈴 木　 秀 和 PHF+1
豊 田 梅 村　 泰 弘 PHF+1
豊 田 鈴 木　 元 弘 PHF+2
豊 田 加 藤　 直 樹 PHF+4
豊 田 渡 邉　 寿 也 PHF+5
岡 崎 南 安 藤　 礼 志 PHF
岡 崎 南 鈴 木　 博 文 PHF
岡 崎 南 渡 邊　 浩 一 PHF
岡 崎 南 山 本　 一 貴 PHF
岡 崎 南 山 本　 眞 PHF
岡 崎 南 奥 村　 英 世 PHF+1
岡 崎 南 鈴 木　 浩 一 PHF+1
岡 崎 南 小久保　文雄 PHF+2
岡 崎 南 中川　修一郎 PHF+2
岡 崎 南 杉 田　 雅 樹 PHF+2
豊 田 西 深 津　 澄 男 PHF
豊 田 西 井 戸　 春 幸 PHF
豊 田 西 河 合　 秀 俊 PHF
豊 田 西 川 澄　 浩 一 PHF
豊 田 西 岡 本　 英 治 PHF
豊 田 西 硲　 伸 夫 PHF+1
豊 田 西 堀 川　 浩 良 PHF+1
豊 田 西 近 藤　 英 明 PHF+1
豊 田 西 近 藤　 正 行 PHF+1
豊 田 西 岡 田　 善 光 PHF+1
豊 田 西 杉 浦　 栄 二 PHF+1
豊 田 西 戸 軽　 政 雄 PHF+1
豊 田 西 土 屋　 孝 介 PHF+2
豊 田 西 加 納　 一 弘 PHF+5

クラブ名 氏　名 レベル
岡 崎 東 春 名　 祐 樹 PHF
岡 崎 東 石 川　 雅 規 PHF
岡 崎 東 南 　 鉉 PHF
岡 崎 東 杉 田　 雄 男 PHF+2
岡 崎 東 手 嶋　 明 PHF+2
豊 田 東 石 橋　 博 文 PHF+1
豊 田 東 片 山　 哲 典 PHF+1
豊 田 東 浦 野　 政 幸 PHF+4
岡 崎 城 南 中 根　 裕 幸 PHF
岡 崎 城 南 山 本　 信 一 PHF+1
岡 崎 城 南 加 藤　 豊 生 PHF+2
岡 崎 城 南 小 野　 進 一 PHF+2
岡 崎 城 南 桐 渕　 利 次 PHF+5
豊 田 中 林　 富 徳 PHF
豊 田 中 川　 新 吾 PHF
豊 田 中 城 殿　 昌 弘 PHF
豊 田 中 稲 本　 良 二 PHF+1
豊 田 中 纐 纈　 修 PHF+1
豊 田 中 鈴 村　 幸 雄 PHF+3
名 古 屋 宮 の 杜 加 藤　 謙 一 PHF
刈 谷 神 谷　 強 PHF
刈 谷 鬼 頭　 一 浩 PHF
刈 谷 室 殿　 豊 PHF
刈 谷 内 藤　 昇 PHF
刈 谷 小 澤　 陽 一 PHF
刈 谷 新 海　 伸 二 PHF
刈 谷 豊 田　 貴 久 PHF
刈 谷 都 築　 浩 介 PHF
刈 谷 原 田　 光 二 PHF+1
刈 谷 兵 藤　 文 男 PHF+1
刈 谷 今 村　 順 PHF+1
刈 谷 杉 浦　 文 雄 PHF+1
刈 谷 横 山　 宜 幸 PHF+1
刈 谷 岡 本　 巧 PHF+2
刈 谷 野村　紀代彦 PHF+3
刈 谷 鈴木　文三郎 PHF+3
刈 谷 市 川　 裕 大 PHF+4
刈 谷 鈴 木　 豊 PHF+7
安 城 内 藤　 教 恵 PHF
安 城 山 口　 研 PHF
西 尾 星 野　 和 幸 PHF
西 尾 大河内　俊彦 PHF
西 尾 坂 田　 吉 郎 PHF
西 尾 金 原　 健 志 PHF+1
西 尾 斎 藤　 貢 PHF+1
西 尾 山 﨑　 克 弥 PHF+2
碧 南 石 橋　 嘉 彦 PHF+1
西 尾 一 色 田中　三千雄 PHF
高 浜 杉 浦　 誠 PHF
高 浜 川角　年比古 PHF+1
高 浜 名 倉　 隆 司 PHF+1
高 浜 高 桑　 雄 司 PHF+3
知 立 渡 辺　 浩 二 PHF+1
知 立 大 橋　 均 PHF+2
知 立 安 井　 喜 秀 PHF+6
西尾ＫＩＲＡＲＡ 久 恒　 治 人 PHF
西尾ＫＩＲＡＲＡ 野 口　 要 二 PHF
西尾ＫＩＲＡＲＡ 太田　五九郎 PHF
三 河 安 城 水 谷　 存 PHF
三 河 安 城 大 見　 満 宏 PHF
三 河 安 城 山 本　 雅 仁 PHF
三 河 安 城 小西　紀久雄 PHF+1
三 河 安 城 杉 山　 敏 幸 PHF+1
三 河 安 城 竹 内　 泰 夫 PHF+1
三 河 安 城 山崎　加央里 PHF+1
三 河 安 城 成 田　 徹 PHF+2
三 河 安 城 大 見　 育 太 PHF+2
三 河 安 城 石 原　 勝 成 PHF+3

ロータリー財団寄付認証者
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恒久基金に1,000ドル以上寄付した方。

寄付分類に関係なく寄付の累計が10,000ドルに達した方。

一括で10,000ドル以上を寄付された方。 年次基金、ポリオプラスまたは承認された財団補助金に毎年1,000ドル以上寄付された方。

※１　今回のご寄付によるレベル変更はありません。
※２　入会申請が2018年6月29日(金)だったため、前年度では認証状等の準備が整わず、村井ガバナーにご署名をお願いしました。
　　　前年度ではご紹介もできておりませんので、今回お名前を記載いたしました。

クラブ名 氏　名
半 田 南 近 藤　 敏 通
半 田 南 山 本　 慎 治
大 府 野 畑　 道 一
一 宮 榊 原 　 讓
一 宮 北 吉 田　 哲 夫
稲 沢 高 桑　 宏 幸
名 古 屋 清 須 水 野　 豊 秋
尾 張 中 央 鈴 木　 雅 貴
一 宮 中 央 伊 藤　 恒 二 郎
瀬 戸 野 田　 正 治
犬 山 日 比 野　 万 喜 男
名 古 屋 空 港 伊 勢 村　 道 雄
瀬 戸 北 加 藤　 雅 人
名 古 屋 城 北 奥 村　 一 憲
愛知ロータリーＥクラブ 尾 野　 英 二
名 古 屋 川 村　 晃 司

クラブ名 氏　名
名 古 屋 名 北 星 川　 直 志
名 古 屋 北 中 村　 陽 公
名 古 屋 名 東 坂 本 　 精 志 ※ 1

名 古 屋 名 駅 米 坂　 み よ 古
名 古 屋 中 國 友　 昌 大
名 古 屋 東 山 金 田　 英 和 ※ 1

クラブ名 氏　名
名 古 屋 和 合 槙 野　 智 之 ※ 2

刈 谷 野 村　 紀 代 彦
犬 山 朱 宮 　 新 治
名 古 屋 和 合 福 田　 哲 三

クラブ名 氏　名
名 古 屋 矢 崎　 信 也
名 古 屋 南 斎 藤　 清 治
名 古 屋 東 南 丸 真 株 式 会 社
名 古 屋 中 山 田 　 順
名 古 屋 大 須 松 本　 哲 朗
名 古 屋 名 駅 米 坂　 み よ 古
中 部 名 古 屋 み ら い 川 口 　 豊
名 古 屋 北 中 村　 陽 公
名 古 屋 東 小 田　 義 彦
名 古 屋 名 東 砂 田　 知 昭
名 古 屋 錦 藤 岡　 省 吾
名 古 屋 葵 𠮷 田　 龍 宏
豊 橋 竹 内　 清 人
田 原 藤 城　 隆 雄
岡 崎 野 田　 篤 文
豊 田 奥 田　 清 仁

クラブ名 氏　名
岡 崎 南 杉 田　 雅 樹
豊 田 西 伊 藤　 信 裕
岡 崎 東 近 藤　 金 作
岡 崎 東 野 村　 政 弘
豊 田 東 永 野　 卓 司
岡 崎 城 南 近 藤　 保 則
豊 田 中 梅 村　 公 代
刈 谷 加 藤　 哲 也
安 城 寺 田　 孝 司
西 尾 鳥 居　 祥 雄
碧 南 マルスギ株式会社
高 浜 鈴 木　 康 博
西 尾 Ｋ Ｉ Ｒ Ａ Ｒ Ａ 辻 村　 義 之
三 河 安 城 大 見　 育 太

クラブ名 氏　名 レベル
名 古 屋 空 港 中 林　 正 人 Major Donor Level 1
岡 崎 中 村　 重 嗣 Major Donor Level 1
岩 倉 井 上　 隆 義 Major Donor Level 1
尾 西 木 村　 樹 生 Major Donor Level 1
名 古 屋 北 中 村　 陽 公 Major Donor Level 2
名 古 屋 錦 伊 藤　 康 之 Major Donor Level 2
愛 知 三 州 服 部　 良 男 Major Donor Level 2

クラブ名 氏　名 レベル
名 古 屋 中 國 友　 昌 大 Arch Klumph - Trustees Circle
名 古 屋 名 北 星 川　 直 志 Major Donor Level 1
瀬 戸 北 江 尻　 忠 之 Major Donor Level 1
名 古 屋 守 山 佐 藤　 正 延 Major Donor Level 1
岡 崎 加 藤　 博 巳 Major Donor Level 1
稲 沢 岡 田　 義 夫 Major Donor Level 1
名 古 屋 名 駅 米 坂　 み よ 古 Major Donor Level 1

アーチC.クランフ・ソサエティー＆メジャードナー

ベネファクター

大口寄付者 ポール・ハリス・ソサエティ入会者
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クラブ名 委員長名 関係国 事業内容 事業費 内クラブ負担 協力団体 姉妹・友好RC 地区一任

南

尾

張

分

区

半 田 加藤順三 ブータン ブータン王国僻地農業支援 9,000,000
ブータン王国ティン
プーRC、半田ブー
タン青少年交流会

米国・ミッド
ランドRC

常 滑 村田　聡

東 海 杉江敏幸

フィリピン

子供たちへの支援及び施設の提供 1,000,000 1,000,000

バサイミアRC、カ
ルカンノースRC

フィリピン・
カルカンノー
スRC

フィリピ
ン・バサイ
ミアRC

タイ王国
シラアサナRC、ウ
タラジットRC、ビ
チャイRC

タイ・シクア
サナRC

東 知 多 山口誠一

半 田 南 松島知幸 次年度40周年事業へ
タイ・バンコ
クスリウォン
RC

知 多 永井喜義 50,000

大 府 横山明巳 恵まれない子供たちへの支援、世
界子供基金 4,000,000 100,000 NPO法人SMILE

インド・ボン
ペイRC

モンゴル・
ウランバー
トルRC

インド・ボン
ペイＲＣ 　

西

尾

張

分

区

一 宮 佐々木久直 ネパール ネパール山岳地帯の僻地児童への
奨学支援 100,000 100,000 ユニセフ

津 島 寺島淳一
台湾桃園高義小学校のグローバル
補助金事業の継続性の検証のため
視察訪問、台北滬尾RCの周年式
典への参加

300,000 300,000 台湾・台北滬尾ＲＣ 台湾・台北滬
尾RC

尾 西 清水稔彦 台湾 姉妹クラブ　締結更新 100,000 100,000 台湾・水里
RC

一 宮 北 佐々木顕彰　 マレーシア・
ペナンRC

稲 沢 吉川貴祥 オーストラ
リア

豪州からの留学高校生の稲沢への
招待、案内 100,000 100,000

オーストラリ
ア・カウラ
RC

韓国・蔚山
江南RC

あ ま 鈴村興左衛門 今年度50周年事業へ 台湾・汐止
RC 　

名 古 屋 清 須 森田堅一 インド 支援・見守活動(衛生面健康面に
関わる環境整備)

インド・ナガパティ
ナムRC

台湾・永和
RC

尾 張 中 央 熊澤勝則 ラオス 水と衛生、識字率向上と基本的教
育支援＋One奉仕プロジェクト 1,800,000 100,000

一 宮 中 央 松本正暢 カンボジア
シュリムアップ州バイヨン中学校
スタディツアー（高校生） 1,715,349 484,899 JSTカンボジア奉仕

団体

給食支援・文房具等支援 309,880 309,880

東

尾

張

分

区

瀬 戸 高橋信郎 米国・イング
ルウッドRC

犬 山 福冨孝弘 台湾 青少年交流活動、WCS事業、表
敬訪問 550,000 550,000 台湾草屯扶輪社 台湾・草屯

RC
オーストラ
リア・アシ
ュモアRC

江 南 岩田進市 台湾・潮州
RC

小 牧 伊藤直樹 オーストラ
リア

カランドラRCが主催するjapan 
festival sunshine coast                 
チャリティーイベントへの協賛

50,000 50,000
オーストラリ
ア・カランド
ラRC

春 日 井 岡本博貴
台湾（東
港）
フィリピン
（セブ島）

台湾：姉妹締結式典にて 締結継
続の手続き
フィリピン：あしなが基金の対象
者の選考面談会と前回からの対象
者への奨学金の贈呈式

150,000 0 フィリピン・セブ
RC

フィリピン・
セブRC

台湾・東港
RC

尾 張 旭 金森俊輔

名 古 屋 空 港 伊東由之 フィリピン
香港

姉妹クラブの周年・会長就任式へ
の参加（奨学金贈呈含む） 250,000 250,000

タイ・チャン
パクチェンマ
イ
香港・九龍ウ
エストRC

フィリピン・
マカティウェ
ストアメリカ
（ハワイ）・
ホノルルウェ
スト

瀬 戸 北 加藤昇男 多数国 ＮＩＨＯＮＧＯスピーチコンテス
ト 120,000 瀬戸市国際センター

カナダ・バン
クーバーアビ
ュータスRC

岩 倉 深見早惠 台湾
台湾：当クラブ40周年式典にて
姉妹クラブ（北斗RC）と姉妹提
携継続調印

0 台湾・北斗
RC

名 古 屋 城 北 穂積良治 台湾 台湾・台北仁愛RC32周年記念式
典参加（11名）

台湾・台北仁
愛RC

愛 知 長 久 手 小谷恒夫 台湾・台北中
原RC

愛知ロータリーEクラブ 大野真以 欧米
アジア

インバウンド留学生に対しての物
資支援 200,000 200,000 独立行政法人　日本

学生支援機構
HYOGOロー
タリーＥクラ
ブ

第2760地区
2018-19年度　各クラブ国際奉仕事業一覧

107GOVERNOR'S MONTHLY LETTER 2018-19 Final Issue  |  Rotary International District 2760



クラブ名 委員長名 関係国 事業内容 事業費 内クラブ負担 協力団体 姉妹・友好RC 地区一任

西

名

古

屋

分

区

名 古 屋 𠮷田雅樹

米国・Los　
Angeles RC

メキシコ・
Cindad De　
Mexico 
D.F.RC 200,000

豪州・
Sydney　
N.S.W RC

名 古 屋 西 川島浩二 50,000

名 古 屋 南 村上　斎
ブラジル・サ
ンパウロ南
RC

米国・コ
ナ・サンラ
イズRC

50,000

名古屋みなと 髙村芳行

名 古 屋 東 南 坂本裕孝 ラオス 簡易水道建設支援 2,110,000 100,000

地区第3回ラオス
「水と衛生」「識字
率向上と基本教育支
援」+One奉仕プロ
ジェクト

名 古 屋 中 苅谷治良

名 古 屋 瑞 穂 村上　学 台湾・台北延
平RC

名 古 屋 大 須 渡辺観永 ミャンマー 内戦孤児院の食堂建築、水タンク
設置、文具提供 1,079,810 500,000 財団法人PHD協会

名 古 屋 栄 中川洋二

名 古 屋 名 南 小野雅之 台湾・台北ミ
レニアムＲＣ

名 古 屋 名 駅 神保　誠 台湾・台北建
成RC 30,000

名古屋丸の内 小原　優 カンボジア カンボジア ドゥン ソイ村の小・
中学校への文具・図書などを寄付 297,000 149,000

中部名古屋みらい 宮崎和余

東

名

古

屋

分

区

名 古 屋 北 清水康弘 台湾 台北西北RCとの定期交流・モン
ゴル植樹事業 200,000 200,000 台湾・台北西北RC 100,000

名 古 屋 東 棚橋賢治 インド 農村地区女性の職業訓練センター
建設（2019年度後半） 1,000,000 1,000,000 あしたの会（イン

ド）

インド・
Pune 
Kalyami 
Nagar RC

名 古 屋 守 山 鵜飼昌治
台湾・台北北
薪RC（交渉
中）

名 古 屋 和 合 山田和弘 フィリピン 虐待女子への施設への職業訓練支
援

75,000
（USドル） 0

RC of Metro 
Aurora・Seoul-
Saenamsan 
RC(3640地区）

名 古 屋 名 東 佐竹得三  ベトナム  ベトナム南部学友ク
ラブ

韓国・ソウル
普信閣RC

名 古 屋 名 北 伊藤晋一 130,000 130,000
シンガポー
ル・ラッフル
ズシティRC

韓国・大邱
東端RC

名 古 屋 千 種 渡邊源市 カンボジア サンパオルン群オコキ小学校へ井
戸一基・生徒へ文房具を贈呈

1,600ドル
（USドル）

93,000円

1,600ドル
（USドル）
93,000円有

志

NPO法人キャンヘル
プタイランド

名 古 屋 昭 和 田中邦幸 米国 ワイキキクラブとの友好関係構築

名 古 屋 錦 鈴木　右
カナダ 子供病院への慰問とおもちゃの贈

呈 1,000,000 10,000
韓国・AMI-
RC 10,000

ラオス 給水塔の設置と学用品等の寄贈 150,000 10,000 あま・豊田・名古屋
東南

名 古 屋 東 山 吉川寿一

名 古 屋 葵 田中利幸 ザンビア 国連開発計画のSDGsの達成に協
力 122,040 122,040 10,000

名古屋アイリス 竹内祐子
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クラブ名 委員長名 関係国 事業内容 事業費 内クラブ負担 協力団体 姉妹・友好RC 地区一任

東

三

河

分

区

豊 橋 浅倉伸治 タイ 山岳民族の教育環境整備衛生的な
食品管理 580,000 290,150 バンコク・ベンジャ

シリRC
バンコク・ベ
ンジャシリ
RC

蒲 郡 杉山和弘 台湾・基隆南

豊 橋 北 金森正芳 豊橋技術科学大学留学生2名に奨
学金 2,400,000 2,400,000

豊 川 相原俊彦 台湾・岡山
RC

韓国・大邸
達西RC

田 原 天野英一郎

豊 橋 南 山崎和利

新 城 中島忠幸 韓国 両国のクラブ間交流 298,872 298,872 韓国・大邸嶺
南

渥 美 牧野竜之 タイ 小学校へ奨学金とランドセル寄贈 120,000 120,000

豊 川 宝 飯 池田　弘 台湾 式典への参加と交流 200,000 200,000 台湾・台中松
竹

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 浅井大介

田原パシフィック 古橋一毅

豊 橋 東 柳瀬秀昭

西

三

河

中

分

区

岡 崎 石川勝敏 米国
教育大付属小学校児童が米国ボー
ルステイト大付属校を訪問・交流
し、異文化理解の推進及び友好を
深める

850,000 300,000

豊 田 杉浦敏夫 台湾・新竹
市

グローバル補助金事業（識字率向
上）申請中

62,150
（USドル）

1,000
（USドル） 3501地区新竹南RC 100,000

岡 崎 南 磯貝泰隆 台湾/米国
グローバル補助金事業模索/台北
城北RCとの友好締結及び創立記
念式典への両クラブ代表者招待

台湾・台北城北RC 台湾・台北城
北

米国・ニュ
ーポートビ
ーチ/バルボ
ア

豊 田 西 杉浦直人 国内

公益財団法人・豊田市国際交流協
会への書籍類寄贈 100,000 100,000

NPO法人・トルシーダへの支援 100,000 100,000

岡 崎 東 杉田広喜

豊 田 東 河村喜平 新たに事業を模索中

岡 崎 城 南 岡田吉生 ミャンマー 教育支援医学生へ奨学金支給 300,000＋
渡航費

300,000＋
渡航費

豊 田 三 好 深谷勝善 米国 中高生交換事業は市交換事業へ移
管

米国・コロン
バス 35,000

豊 田 中 纐纈 修 台湾 双方周年記念例会への出席 台湾・台中文
心

名古屋宮の杜 権田淳裕 台湾 クラブ例会への交互出席

愛 知 三 州 小原 崇

西

三

河

分

区

刈 谷 小川耕示 タイ王国 多目的ドームならびにユニバーサ
ルトイレ建設と絵画展開催 3,800,000 3,800,000 現地小学校 カナダ・ミサ

サガ

安 城 岩井春次 インドネシ
ア

使用済みランドセル（450個）寄
贈 400,000 231,370

西 尾 岩瀬正広

碧 南 竹中　誠 50,000

西 尾 一 色 田中三千雄 アメリカ・サ
ンリアンドロ 10,000

高 浜 中村さと子 50,000

知 立 齊藤憲太郎
オーストラリ
ア・ウィンダ
ム

西尾KIRARA 久恒治人 韓国 クラブ例会への出席等クラブ間交
流

韓国・釜山
五六島

三 河 安 城 下村幸真 フィリピン
2015-16学校建設（西尾
KIRARA合同）に伴う継続寄付金　
安城市国際交流協会寄付

110,000 110,000

地区PJ一任金額　
745,000

2018-19年度　各クラブ国際奉仕事業一覧
第2760地区
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区
分 名　　称 今年度

普通単価 今期普通寄付 今期特別寄付 今期合計 会員数
（1月1日）

寄付者数（特別寄付） 個人 普通寄付金 特別寄付金
寄付累計額

個人 法人 個人
（%）

平　均
寄付額 累計額 累計額

南

尾

張

分

区

半 田 5,000 292,500 1,350,000 1,642,500 60 39 5 65.0 27,375 10,911,700 46,378,610 57,290,310

常 滑 4,000 160,000 200,000 360,000 40 2 0 5.0 9,000 9,205,450 14,240,220 23,445,670

東 海 5,000 275,000 533,200 808,200 55 1 0 1.8 14,694 9,608,250 20,554,356 30,162,606

東 知 多 5,000 102,500 648,000 750,500 21 2 0 9.5 35,738 6,004,950 18,112,091 24,117,041

半 田 南 5,000 170,000 200,000 370,000 35 2 0 5.7 10,571 6,787,500 18,383,350 25,170,850

知 多 4,000 84,000 0 84,000 21 0 0 4,000 3,812,000 4,525,000 8,337,000

大 府 5,000 90,000 0 90,000 22 0 0 4,090 1,498,000 2,600,000 4,098,000

西

尾

張

分

区

一 宮 6,000 636,000 1,332,000 1,968,000 107 44 0 41.1 18,392 14,961,400 37,013,801 51,975,201

津 島 5,000 330,000 241,000 571,000 62 2 0 3.2 9,209 13,175,750 21,597,010 34,772,760

尾 西 5,000 90,000 11,000 101,000 18 0 0 5,611 7,094,750 3,986,000 11,080,750

一 宮 北 5,000 200,000 156,000 356,000 40 14 0 35.0 8,900 9,533,850 22,687,260 32,221,110

稲 沢 5,000 235,000 311,000 546,000 47 1 0 2.1 11,617 9,736,450 16,091,500 25,827,950

あ ま 5,000 390,000 1,611,000 2,001,000 78 8 0 10.3 25,653 13,771,750 41,040,500 54,812,250

名 古 屋 清 須 5,000 175,000 211,000 386,000 34 2 0 5.9 11,352 7,252,750 23,713,046 30,965,796

尾 張 中 央 7,000 231,000 311,000 542,000 32 1 0 3.1 16,937 5,681,500 10,250,523 15,932,023

一 宮 中 央 5,000 227,500 701,000 928,500 46 17 0 37.0 20,184 6,300,500 17,551,000 23,851,500

東

尾

張

分

区

瀬 戸 5,000 295,000 200,000 495,000 58 2 0 3.4 8,534 11,603,750 24,206,729 35,810,479

犬 山 5,000 275,000 485,000 760,000 56 40 3 71.4 13,571 11,048,500 39,210,917 50,259,417

江 南 4,000 180,000 370,000 550,000 45 4 0 8.9 12,222 9,260,300 21,640,127 30,900,427

小 牧 5,000 155,000 420,000 575,000 31 28 0 90.3 18,548 8,742,200 23,926,000 32,668,200

春 日 井 5,000 265,000 500,000 765,000 53 2 0 3.8 14,433 12,659,700 26,210,600 38,870,300

尾 張 旭 15,000 300,000 169,000 469,000 20 19 0 95.0 23,450 7,256,300 22,640,087 29,896,387

名 古 屋 空 港 4,000 200,000 0 200,000 51 0 0 3,921 8,886,750 18,415,196 27,301,946

瀬 戸 北 10,000 530,000 530,000 1,060,000 51 53 0 103.9 20,784 12,069,250 23,834,000 35,903,250

岩 倉 5,000 55,000 100,000 155,000 11 0 0 14,090 4,054,500 6,712,500 10,767,000

名 古 屋 城 北 4,000 108,000 0 108,000 27 0 0 4,000 5,427,500 12,513,225 17,940,725

愛 知 長 久 手 10,000 180,000 0 180,000 17 0 0 10,588 1,804,100 625,400 2,429,500

愛 知ロータリーEクラブ 3,000 66,000 230,000 296,000 18 3 0 16.7 16,444 256,000 1,471,000 1,727,000

西

名

古

屋

分

区

名 古 屋 4,000 752,000 510,000 1,262,000 187 0 17 6,748 35,995,900 50,904,000 86,899,900

名 古 屋 西 4,500 427,500 200,000 627,500 99 2 0 2.0 6,338 21,520,200 20,773,500 42,293,700

名 古 屋 南 5,000 537,500 1,160,000 1,697,500 108 6 0 5.6 15,717 20,972,500 55,998,000 76,970,500

名 古 屋 み な と 5,000 347,500 300,000 647,500 69 62 0 89.9 9,384 15,587,000 34,795,000 50,382,000

名 古 屋 東 南 6,000 540,000 845,000 1,385,000 84 5 0 6.0 16,488 19,046,350 33,355,500 52,401,850

名 古 屋 中 4,000 546,000 4,394,000 4,940,000 140 21 0 15.0 35,285 18,756,750 78,021,000 96,777,750

名 古 屋 瑞 穂 4,000 260,000 628,000 888,000 66 7 0 10.6 13,454 11,863,000 45,456,500 57,319,500

名 古 屋 大 須 4,000 226,000 340,000 566,000 55 8 0 14.5 10,290 9,194,250 38,831,000 48,025,250

名 古 屋 栄 5,000 520,000 1,350,000 1,870,000 105 17 0 16.2 17,809 7,959,250 23,903,000 31,862,250

名 古 屋 名 南 4,000 222,000 625,000 847,000 56 30 1 53.6 15,125 8,194,000 136,992,500 145,186,500

名 古 屋 名 駅 5,000 430,000 2,080,000 2,510,000 88 64 13 72.7 28,522 10,761,000 44,162,000 54,923,000

名 古 屋 丸 の 内 5,000 240,000 670,000 910,000 48 47 0 97.9 18,958 5,205,500 13,628,000 18,833,500

中 部 名 古 屋 み ら い 3,000 69,000 100,000 169,000 24 0 0 7,041 579,500 423,000 1,002,500

第2760地区
米山記念奨学会　寄付金納入（クラブ別）明細表
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地
区 名　　称 今年度

普通単価 今期普通寄付 今期特別寄付 今期合計 会員数
（1月1日）

寄付者数（特別寄付） 個人 普通寄付金 特別寄付金
寄付累計額

個人 法人 個人
（%）

平　均
寄付額 累計額 累計額

東

名

古

屋

分

区

名 古 屋 北 10,000 1,040,000 1,040,000 2,080,000 105 99 0 94.3 19,809 17,037,600 42,002,000 59,039,600

名 古 屋 東 5,000 457,500 910,000 1,367,500 90 7 0 7.8 15,194 15,906,200 38,442,000 54,348,200

名 古 屋 守 山 5,000 253,000 1,027,000 1,280,000 53 43 1 81.1 24,150 11,817,300 31,015,456 42,832,756

名 古 屋 和 合 3,500 342,000 376,500 718,500 84 87 4 103.6 8,553 14,639,500 39,126,688 53,766,188

名 古 屋 名 東 4,000 244,000 480,000 724,000 60 5 1 8.3 12,066 8,742,500 272,347,834 281,090,334

名 古 屋 名 北 5,000 175,000 70,000 245,000 35 0 0 7,000 7,783,750 27,258,800 35,042,550

名 古 屋 千 種 5,000 180,000 565,000 745,000 37 21 10 56.8 20,135 7,705,300 20,900,000 28,605,300

名 古 屋 昭 和 5,000 260,000 515,000 775,000 53 19 3 35.8 14,622 6,781,000 25,775,000 32,556,000

名 古 屋 錦 5,000 120,000 812,000 932,000 37 17 7 45.9 25,189 3,946,000 16,885,000 20,831,000

名 古 屋 東 山 4,000 128,000 300,000 428,000 30 2 1 6.7 14,266 3,672,000 14,599,000 18,271,000

名 古 屋 葵 4,000 74,000 100,000 174,000 19 1 0 5.3 9,157 1,286,000 300,000 1,586,000

名 古 屋 ア イ リ ス 5,000 205,000 0 205,000 40 0 0 5,125 1,125,000 630,000 1,755,000

東

三

河

分

区

豊 橋 5,000 570,000 300,000 870,000 115 3 0 2.6 7,565 18,859,450 49,430,863 68,290,313

蒲 郡 5,000 310,000 0 310,000 62 0 0 5,000 10,503,900 18,935,500 29,439,400

豊 橋 北 4,000 262,000 416,000 678,000 65 34 0 52.3 10,430 13,903,150 37,627,335 51,530,485

豊 川 5,000 342,500 1,200,000 1,542,500 69 13 33 18.8 22,355 11,040,000 39,435,000 50,475,000

田 原 4,000 174,000 295,000 469,000 44 44 0 100.0 10,659 8,317,100 15,125,200 23,442,300

豊 橋 南 4,000 222,000 220,000 442,000 55 4 0 7.3 8,036 9,588,550 21,389,748 30,978,298

新 城 5,000 235,000 0 235,000 47 0 0 5,000 8,430,450 12,532,000 20,962,450

渥 美 5,000 195,000 0 195,000 40 0 0 4,875 7,221,600 5,119,600 12,341,200

豊 川 宝 飯 2,000 134,000 560,000 694,000 68 11 44 16.2 10,205 5,060,750 24,870,000 29,930,750

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 5,000 312,500 720,000 1,032,500 62 47 1 75.8 16,653 8,102,500 25,690,600 33,793,100

田 原 パ シ フ ィ ッ ク 5,000 235,000 270,000 505,000 45 41 0 91.1 11,222 6,698,000 14,465,300 21,163,300

豊 橋 東 4,000 182,000 840,000 1,022,000 48 43 0 89.6 21,291 3,556,600 9,661,500 13,218,100

西

三

河

中

分

区

岡 崎 5,000 402,500 2,155,000 2,557,500 82 61 0 74.4 31,189 14,743,800 55,869,265 70,613,065

豊 田 5,000 477,500 2,195,000 2,672,500 96 65 0 67.7 27,838 12,473,400 46,060,000 58,533,400

岡 崎 南 4,000 356,000 1,719,000 2,075,000 90 76 0 84.4 23,055 12,260,150 46,055,400 58,315,550

豊 田 西 5,000 540,000 0 540,000 110 0 0 4,909 13,061,750 15,765,000 28,826,750

岡 崎 東 5,000 267,500 1,131,307 1,398,807 53 55 0 103.8 26,392 10,442,000 49,346,083 59,788,083

豊 田 東 4,000 326,000 300,000 626,000 82 12 0 14.6 7,634 9,399,500 30,723,000 40,122,500

岡 崎 城 南 5,000 325,000 470,331 795,331 65 33 0 50.8 12,235 9,224,500 16,841,422 26,065,922

豊 田 三 好 5,000 100,000 0 100,000 20 0 0 5,000 2,878,750 3,945,000 6,823,750

豊 田 中 4,000 212,000 624,000 836,000 52 54 0 103.8 16,076 3,242,000 15,119,000 18,361,000

名 古 屋 宮 の 杜 4,000 174,000 150,000 324,000 44 2 0 4.5 7,363 402,000 450,000 852,000

愛 知 三 州 10,000 290,000 285,680 575,680 29 16 0 55.2 19,851 590,000 285,680 875,680

西

三

河

分

区

刈 谷 5,000 477,500 1,862,000 2,339,500 97 72 0 74.2 24,118 14,789,000 40,346,000 55,135,000

安 城 4,000 220,000 600,000 820,000 55 20 0 36.4 14,909 10,703,700 35,451,000 46,154,700

西 尾 5,000 385,000 400,000 785,000 79 4 0 5.1 9,936 12,431,650 36,730,515 49,162,165

碧 南 5,000 347,500 644,000 991,500 67 5 0 7.5 14,798 13,108,750 38,702,500 51,811,250

西 尾 一 色 4,000 102,000 0 102,000 25 0 0 4,080 5,910,200 13,851,000 19,761,200

高 浜 4,000 132,000 0 132,000 34 0 0 3,882 6,684,200 8,228,701 14,912,901

知 立 5,000 277,500 580,000 857,500 56 32 0 57.1 15,312 6,803,250 15,688,000 22,491,250

西 尾 Ｋ Ｉ Ｒ Ａ Ｒ Ａ 5,000 267,500 500,000 767,500 54 6 0 11.1 14,212 6,251,000 20,800,000 27,051,000

三 河 安 城 5,000 325,000 600,000 925,000 66 18 2 27.3 14,015 4,979,000 18,010,000 22,989,000

2760 その他 0 0 40,000 40,000 0 1 0 0 4,449,750 12,718,650 17,168,400

合　計 24,072,000 49,295,018 73,367,018 4,904 1,628 146 33.2% 14,960 800,593,150 2,441,923,688 3,242,516,838

米山記念奨学会　寄付金納入（クラブ別）明細表
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地区 名　　称 今期普通寄付 今期特別寄付 今期合計 会員数
（1月1日）

寄付者数（特別寄付） 個人 普通寄付金 特別寄付金
寄付累計額

個人 法人 個人
（%）

平　均
寄付額 累計額 累計額

2500 北海道東部 6,510,550 7,782,000 14,292,550 2,293 429 10 18.7 6,233 273,912,485 378,137,490 652,049,975

2510 北海道西部 8,585,800 28,762,161 37,347,961 2,619 1,111 65 42.4 14,260 406,398,195 771,818,275 1,178,216,470

2520 岩手県 ・宮城県 8,048,500 13,062,649 21,111,149 2,266 404 5 17.8 9,316 384,602,441 473,465,279 858,067,720

2530 福島県 11,643,000 20,120,750 31,763,750 2,372 1,109 4 46.8 13,391 380,454,150 642,276,446 1,022,730,596

2540 秋田県 4,257,100 5,158,296 9,415,396 1,141 318 3 27.9 8,251 172,880,420 195,229,304 368,109,724

2550 栃木県 6,994,000 25,856,231 32,850,231 1,766 1,307 33 74.0 18,601 305,220,350 1,108,160,205 1,413,380,555

2560 新潟県 9,426,040 28,878,870 38,304,910 2,114 1,365 140 64.6 18,119 351,902,618 956,084,405 1,307,987,023

2570 埼玉県西北 8,005,000 12,115,720 20,120,720 1,634 578 3 35.4 12,313 385,817,975 823,898,955 1,209,716,930

2770 埼玉県南東 13,093,500 53,576,820 66,670,320 2,609 1,973 7 75.6 25,553 499,019,080 1,993,192,526 2,492,211,606

2790 千葉県 12,465,200 33,930,168 46,395,368 2,872 1,143 46 39.8 16,154 538,342,750 1,299,649,875 1,837,992,625

2800 山形県 7,982,500 8,607,260 16,589,760 1,600 529 36 33.1 10,368 313,401,000 291,272,065 604,673,065

2820 茨城県 9,796,000 37,079,000 46,875,000 1,956 1,468 90 75.1 23,964 375,494,442 1,460,500,178 1,835,994,620

2830 青森県 2,776,000 8,580,443 11,356,443 1,197 539 0 45.0 9,487 145,153,785 237,223,436 382,377,221

2840 群馬県 6,898,500 35,195,044 42,093,544 2,131 1,767 69 82.9 19,752 290,409,570 996,353,764 1,286,763,334

2580 東京都・沖縄県 21,492,250 32,508,000 54,000,250 3,050 696 35 22.8 17,705 801,226,274 1,766,600,544 2,567,826,818

2590 神奈川県
（横浜市・川崎市） 11,297,500 46,506,650 57,804,150 2,049 1,642 103 80.1 28,210 525,661,635 2,035,392,691 2,561,054,326

2600 長野県 10,446,000 15,555,176 26,001,176 1,978 409 15 20.7 13,145 389,595,043 1,054,214,496 1,443,809,539

2610 石川県・富山県 16,292,200 20,010,000 36,302,200 2,680 799 24 29.8 13,545 421,131,125 942,053,652 1,363,184,777

2620 静岡県・山梨県 12,093,000 32,180,500 44,273,500 3,026 2,195 140 72.5 14,631 598,500,500 1,068,334,336 1,666,834,836

2630 岐阜県・三重県 12,469,220 19,771,163 32,240,383 3,203 1,348 22 42.1 10,065 546,067,885 1,279,934,812 1,826,002,697

2750 東京都
（北マリアナ諸島他） 26,220,250 54,090,327 80,310,577 4,520 1,816 62 40.2 17,767 896,064,436 2,575,594,259 3,471,658,695

2760 愛知県 24,072,000 49,295,018 73,367,018 4,904 1,628 146 33.2 14,960 800,593,150 2,441,923,688 3,242,516,838

2780 神奈川県
（横浜市・川崎市以外） 11,750,500 37,876,084 49,626,584 2,418 1,860 37 76.9 20,523 473,982,650 1,648,184,154 2,122,166,804

2640 大阪南部・和歌山県 10,495,000 14,662,908 25,157,908 1,851 950 9 51.3 13,591 686,370,750 1,719,202,739 2,405,573,489

2650 福井県・京都府・
奈良県・滋賀県 26,563,320 78,490,627 105,053,947 4,618 3,919 122 84.9 22,748 1,044,333,399 3,669,601,067 4,713,934,466

2660 大阪北部 19,340,750 71,366,280 90,707,030 3,643 2,660 67 73.0 24,898 923,036,310 2,868,142,638 3,791,178,948

2670 愛媛県・香川県・
高知県・徳島県 18,378,300 24,702,308 43,080,608 3,088 1,134 9 36.7 13,950 528,453,348 932,846,713 1,461,300,061

2680 兵庫県 12,939,250 27,581,308 40,520,558 2,772 1,257 25 45.3 14,617 564,037,745 1,199,772,047 1,763,809,792

2690 岡山県・島根県・鳥取県 15,713,500 29,943,548 45,657,048 3,075 1,179 20 38.3 14,847 583,281,500 1,100,780,166 1,684,061,666

2700 福岡県・長崎県・佐賀県 17,342,051 32,107,052 49,449,103 3,249 811 7 25.0 15,219 584,469,376 857,462,883 1,441,932,259

2710 広島県・山口県 16,044,754 28,862,886 44,907,640 3,338 1,194 15 35.8 13,453 554,409,969 1,185,459,393 1,739,869,362

2720 熊本県・大分県 12,752,538 13,950,614 26,703,152 2,493 1,230 11 49.3 10,711 447,312,591 515,620,391 962,932,982

2730 鹿児島県・宮崎県 10,206,300 15,256,159 25,462,459 2,414 645 0 26.7 10,547 328,220,793 426,303,507 754,524,300

2740 長崎県・佐賀県 8,232,450 17,514,438 25,746,888 2,240 446 21 19.9 11,494 320,161,180 736,294,647 1,056,455,827

その他 0 7,000 7,000 0 0 0 0 0 26,096,286 26,096,286

総　計 430,622,823 980,943,458 1,411,566,281 89,179 41,858 1,401 46.9 15,828 16,839,918,920 41,677,077,312 58,516,996,232

第2760地区
米山記念奨学会　寄付金納入（地区別）明細表
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表彰名 クラブ名 氏　名

第1回 米山功労者 半 田 古 川  一 也

半 田 間 瀬  浩 正

半 田 神 谷  長

常 滑 水 野  福 三

東 海 佐 藤  雅 之

一 宮 松 林  孝 美

津 島 加 藤  泰 一 郎

稲 沢 後 藤  啓 行

あ ま 横 井  久 雄

名 古 屋 清 須 今 泉  明 広

名 古 屋 清 須 池 戸  賢 治

尾 張 中 央 中 村  隆 文

一 宮 中 央 山 田  秀 代

一 宮 中 央 今 井  多 美 子

瀬 戸 近 藤  三 博

瀬 戸 井 上  博

江 南 片 平  博 己

江 南 岩 田  静 夫

江 南 波 多 野  智 章

小 牧 伊 藤  雄 介

小 牧 三 輪  憲 一

春 日 井 成 瀬  浩 康

尾 張 旭 舟 橋  龍 秀

愛知ロータリーEクラブ 柳 川  昌 彌

名 古 屋 西 林  芳 行

名 古 屋 西 牧 ヶ 野  義 雄

名 古 屋 み な と 棚 橋  顯

名 古 屋 中 岡 田  光 弘

名 古 屋 中 河 村  正 樹

名 古 屋 中 井 上  雅 夫

名 古 屋 瑞 穂 今 川  知 也

名 古 屋 瑞 穂 原 田  敬 生

名 古 屋 瑞 穂 西 川  徹 也

名 古 屋 瑞 穂 平 安 山  京 太

名 古 屋 瑞 穂 櫛 田  篤 弘

名 古 屋 瑞 穂 千 秋  季 賴

名 古 屋 大 須 春 日 井  和 良

名 古 屋 栄 荒 川  和 生

名 古 屋 栄 木 村  忠 晴

名 古 屋 名 駅 小 野 沢  透

名 古 屋 名 駅 長 澤  正 志

名 古 屋 北 江 崎  武 人

名 古 屋 東 稲 葉  功

名 古 屋 守 山 小 澤  努

名 古 屋 守 山 田 中  友 次

名 古 屋 守 山 井ノ上 由貴男

名 古 屋 守 山 西 脇  司

名 古 屋 名 東 中 尾  僚 宏

名 古 屋 名 東 都 築  八 千 代

名 古 屋 昭 和 寺 野  哲 也

名 古 屋 東 山 荒 川  雅 彦

名 古 屋 東 山 鈴 木  陽 子

表彰名 クラブ名 氏　名

第1回 米山功労者
（つづき）

名 古 屋 葵 𠮷 田 龍 宏

豊 橋 小 林  大 悟

豊 橋 山 口  進

豊 橋 井 口  貴 嗣

豊 橋 北 大 岩  靖 典

豊 橋 北 鈴 木  宣 央

豊 川 川 合  悦 藏

田 原 伊 藤  祐 人

豊 川 宝 飯 太 田  稔

豊 橋 東 木 所  壮 太

豊 橋 東 柳 瀬  秀 昭

岡 崎 福 島  葉 子

岡 崎 杉 浦  直 行

岡 崎 南 渡 邊  浩 一

岡 崎 南 安 藤  礼 志

岡 崎 東 杉 田  広 喜

岡 崎 東 朝 倉  清 陽

岡 崎 城 南 近 藤  保 則

豊 田 中 纐 纈  修

名 古 屋 宮 の 杜 加 藤  謙 一

刈 谷 久 米  博 明

刈 谷 加 藤  英 樹

刈 谷 横 山  宜 幸

安 城 大 坪  久 乃

西 尾 二 宮  英 樹

西 尾 杉 田  武 男

知 立 隅 田  正 之

知 立 宮 谷  和 憲

知 立 野 々 山  和 彦

知 立 田 辺  哲 郎

第2回 米山功労者〈マルチプル〉 半 田 南 山 本  愼 治

半 田 南 川 澄  哲 裕

一 宮 山 田  一 仁

あ ま 大 竹  敬 一

一 宮 中 央 尾 関  一 之

一 宮 中 央 松 前  裕 己

春 日 井 宅 間  秀 順

名 古 屋 中 山 本  尚

名 古 屋 中 今 村  源 一

名 古 屋 中 近 藤  東 仁

名 古 屋 中 伊 藤  眞 人

名 古 屋 名 南 犬 飼  り さ 枝

名 古 屋 名 駅 小 西  忠 昭

名 古 屋 名 駅 久 田  勘 鷗

名 古 屋 名 駅 小 林  泰 敏

名 古 屋 守 山 加 藤  恭 太 郎

名 古 屋 千 種 鈴 木  聖 三

名 古 屋 千 種 舎 人  経 昭

名 古 屋 錦 金 子  紀 子

豊 橋 北 谷 山  勉

田 原 藤 城  隆 雄

田 原 森 下  昭 造

米山功労者〈マルチプル・メジャードナー〉
第2760地区
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表彰名 クラブ名 氏　名

第2回 米山功労者〈マルチプル〉
（つづき）

豊 橋 南 大 谷  育 人

豊 橋 南 梶 村  康 彦

豊 橋 東 豊 田  能 史

豊 橋 東 安 井  洋 二

豊 橋 東 中 村  成 人

豊 橋 東 河 合  純 夫

岡 崎 杉 本  知 治

豊 田 神 谷  典 之

豊 田 朝 比 奈  幸 生

豊 田 今 井  眞 一 郎

豊 田 成 瀬  正 尚

豊 田 市 川  善 英

豊 田 加 藤  太

岡 崎 南 小 島  ミ ユ キ

岡 崎 南 岩 瀬  宏 隆

刈 谷 橋 本  恭 典

刈 谷 岡 本  巧

安 城 小 野 田  真 代

安 城 奥 嶋  正 衛

安 城 外 山  勝 美

安 城 亀 島  深 里

碧 南 鈴 木  健 三

西 尾ＫＩＲＡＲＡ 丸 目  藤 二

三 河 安 城 天 野  竹 行

三 河 安 城 加 藤  泰 司

三 河 安 城 金 子  豊 久

三 河 安 城 杉 浦  秀 郎

三 河 安 城 弥 政  晋 輔

第3回 米山功労者〈マルチプル〉 半 田 青 葉  憲 一

一 宮 浅 野  一

一 宮 石 黒  敬 康

一 宮 桑 原  英 寿

一 宮 宮 田  智 司

一 宮 森  隆 彦

一 宮 大 森  輝 英

一 宮 山 上  哲 司

一 宮 鈴 木  洋 志

一 宮 佐 々 木  久 直

一 宮 坂 井 田  敏 行

あ ま 黒 川  元 則

一 宮 中 央 松 本  正 暢

犬 山 祖 父 江  寿 男

名 古 屋 東 南 白 木  良 彦

名 古 屋 中 吉 田  治 伸

名 古 屋 中 塩 谷  和 久

名 古 屋 中 河 村  嘉 希

名 古 屋 大 須 近 藤  明 美

名 古 屋 名 駅 米 坂  み よ 古

名 古 屋 北 待 井  雄 介

名 古 屋 東 ※ 木 谷  圭 子

名 古 屋 千 種 小 林  英 毅

名 古 屋 昭 和 鈴 木  真 司

名 古 屋 昭 和 柴 田  義 介

名 古 屋 錦 藤 岡  省 吾

豊 川 宝 飯 岩 瀬  靖 宏

表彰名 クラブ名 氏　名

第3回 米山功労者〈マルチプル〉
（つづき）

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 宇 藤  信

岡 崎 安 藤  宏 行

岡 崎 佐 々 木  勝 己

岡 崎 酒 部  圭 司

岡 崎 南 杉 田  雅 樹

岡 崎 南 高 橋  賢 司

岡 崎 南 小 久 保  文 雄

岡 崎 東 三 浦  泰 廣

刈 谷 𠮷 原 孝 彦

安 城 松 本  隆 利

西 尾 松 田  茂 治

碧 南 伊 藤  正 幸

碧 南 榊 原  健

碧 南 黒 田  昌 司

三 河 安 城 山 本  雅 仁

三 河 安 城 下 村  幸 真

三 河 安 城 水 谷  存

第4回 米山功労者〈マルチプル〉 半 田 六 鹿  直 視

半 田 水 野  隆 芳

半 田 榊 原  明 美

あ ま 児 玉  憲 之

あ ま 山 田  幹 夫

名 古 屋 瑞 穂 堀  慎 治

名 古 屋 名 駅 小酒井 比呂志

名 古 屋 東 柏 木  功

名 古 屋 名 東 竹 尾  祥 子

豊 川 宝 飯 大 沢  茂 樹

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 高 林  保 夫

豊 橋 東 鈴 木  昌 敏

豊 橋 東 西  義 雄

岡 崎 野 田  篤 文

豊 田 松 井  博 文

豊 田 東 永 野  卓 司

刈 谷 小 林  祥 浩

第5回 米山功労者〈マルチプル〉 半 田 松 石  奉 之

半 田 酒 井  良 輔

名 古 屋 東 南 中 島  美 恵

名 古 屋 名 駅 岡 本  敏 男

名 古 屋 名 駅 藤 井  圓 隆

名 古 屋 千 種 和 田  正 敏

名 古 屋 錦 長 谷 川  周 義

豊 橋 南 三 浦  圭 吾

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 牧 野  政 雄

岡 崎 浅 井  章

岡 崎 中 根  幹 雄

豊 田 鈴 木  秀 和

豊 田 野 口  明 生

豊 田 梅 村  泰 弘

岡 崎 東 石 原  靖 増

第6回 米山功労者〈マルチプル〉 半 田 森 田  亨

半 田 青 井  雅 純

半 田 平 林  伸 康

犬 山 日比野 良太郎

名 古 屋 南 片 桐  満

名 古 屋 中 渡 邉  一 平

※元財団奨学生

米山記念奨学会　寄付一覧
第2760地区
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表彰名 クラブ名 氏　名

第6回 米山功労者〈マルチプル〉
（つづき）

名 古 屋 名 駅 石 黒  隆

岡 崎 菅 井  龍 一

豊 田 横 山  眞 久

岡 崎 東 杉 田  雄 男

西 尾 田 中  正 規

碧 南 山 中  寛 紀

西 尾ＫＩＲＡＲＡ 加 納  隆

第7回 米山功労者〈マルチプル〉 2 7 6 0 そ の 他 伊 藤  敦 夫

半 田 水 野  八 洲 男

半 田 山 内  和 之

名 古 屋 名 南 大 橋  さ な え

名 古 屋 名 駅 大 川  宏

知 立 川 地  英 明

知 立 大 橋  均

第8回 米山功労者〈マルチプル〉 あ ま 黒 野  晃 太 郎

愛知ロータリーEクラブ 于  咏

名 古 屋 東 南 尾 本  和 弘

名 古 屋 名 南 鈴 木  享

名 古 屋 名 南 伊 藤  圭 一

名 古 屋 丸 の 内 岩 田  宏

岡 崎 丹 羽  良 治

岡 崎 金 山  久 雄

第9回 米山功労者〈マルチプル〉 半 田 杉 浦  三 郎

江 南 清 野  允 中

名 古 屋 南 中 村  哲 郎

名 古 屋 東 南 尾 本  和 弘

名 古 屋 丸 の 内 安 江  英 雄

名 古 屋 東 水 野  茂 生

名 古 屋 東 本 田  伸 太 郎

豊 田 渡 邉  寿 也

第10回 米山功労者
〈メジャードナー〉

名 古 屋 東 南 伊 東  與 有 三

名 古 屋 東 南 片 山  主 水

名 古 屋 東 南 尾 本  和 弘

名 古 屋 名 駅 小 室  健 次 郎

名 古 屋 守 山 重 冨  亮

名 古 屋 守 山 滑  尚 眞

岡 崎 東 足 立  汎 和

第11回 米山功労者
〈メジャードナー〉

名 古 屋 南 伊 藤  昌 弘

名 古 屋 南 浅 原  光 男

豊 田 梅 村  正 明

愛 知 三 州 服 部  良 男

第12回 米山功労者
〈メジャードナー〉

名 古 屋 南 江 口  博 寿

名 古 屋 名 駅 神 野  重 行

名 古 屋 守 山 佐 藤  正 延

豊 田 杉 浦  敏 夫

豊 田 東 鈴 木  昌

愛 知 三 州 服 部  良 男

第13回 米山功労者
〈メジャードナー〉 岡 崎 南 岡 田  庸 男

第14回 米山功労者
〈メジャードナー〉 岡 崎 杉 浦  壽 康

第15回 米山功労者
〈メジャードナー〉 刈 谷 嶋 津  孝 久

第17回 米山功労者
〈メジャードナー〉

常 滑 伊 奈  輝 三

名 古 屋 南 近 藤  禎 男

表彰名 クラブ名 氏　名

第20回 米山功労者
〈メジャードナー〉 刈 谷 加 藤  真 治

第21回 米山功労者
〈メジャードナー〉 あ ま 鈴 木  和 彦

第22回 米山功労者
〈メジャードナー〉 名 古 屋 錦 伊 藤  康 之

第27回 米山功労者
〈メジャードナー〉 東 知 多 加 藤  知 成

第30回 米山功労者
〈メジャードナー〉 あ ま 浅 野  多 喜 男

第63回 米山功労者
〈メジャードナー〉 名 古 屋 中 國 友  昌 大

第1170回 米山功労者
〈メジャードナー〉

名 古 屋 名 東 坂 本  精 志

米山記念奨学会　寄付一覧
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クラブ 入金日 表彰名

名 古 屋 東 2018/9/12 第38回 米山功労クラブ

名 古 屋 守 山 2018/7/12 第30回 米山功労クラブ

名 古 屋 守 山 2019/4/12 第31回 米山功労クラブ

名 古 屋 和 合 2019/2/21 第39回 米山功労クラブ

名 古 屋 名 東 2018/11/22 第272回 米山功労クラブ

豊 川 2019/3/28 第39回 米山功労クラブ

田 原 2019/3/14 第15回 米山功労クラブ

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 2018/11/13 第25回 米山功労クラブ

豊 橋 東 2019/4/26 第9回 米山功労クラブ

岡 崎 2018/12/20 第55回 米山功労クラブ

岡 崎 2018/8/30 第54回 米山功労クラブ

豊 田 2018/10/25 第44回 米山功労クラブ

豊 田 2019/2/28 第45回 米山功労クラブ

豊 田 2019/4/26 第46回 米山功労クラブ

岡 崎 南 2018/11/30 第45回 米山功労クラブ

岡 崎 南 2019/5/30 第46回 米山功労クラブ

岡 崎 東 2018/12/18 第49回 米山功労クラブ

豊 田 中 2019/3/25 第15回 米山功労クラブ

刈 谷 2019/6/7 第40回 米山功労クラブ

刈 谷 2018/12/26 第39回 米山功労クラブ

安 城 2018/11/28 第35回 米山功労クラブ

三 河 安 城 2018/8/30 第18回 米山功労クラブ

クラブ名 法人名 法人責任者 入金日 累計額 表彰名

名 古 屋 名 駅 ㈱ 米 坂 米坂　みよ古 2018-12-27 500,000 米山功労法人

名 古 屋 名 東 ㈱ ネ ス タ ー 加 藤 　 令 2018-12-21 7,000,000 第 7 回 米山特別功労法人

クラブ名 入金日 表彰名

半 田 2018/11/1 第46回 米山功労クラブ

東 知 多 2019/6/11 第18回 米山功労クラブ

一 宮 2019/1/29 第36回 米山功労クラブ

一 宮 2019/6/3 第37回 米山功労クラブ

稲 沢 2018/10/5 第16回 米山功労クラブ

あ ま 2018/8/8 第40回 米山功労クラブ

あ ま 2019/6/7 第41回 米山功労クラブ

尾 張 中 央 2018/10/19 第10回 米山功労クラブ

一 宮 中 央 2019/3/8 第17回 米山功労クラブ

犬 山 2018/12/26 第39回 米山功労クラブ

春 日 井 2019/4/9 第26回 米山功労クラブ

名 古 屋 南 2018/7/26 第55回 米山功労クラブ

名 古 屋 東 南 2018/10/19 第33回 米山功労クラブ

名 古 屋 中 2018/9/19 第76回 米山功労クラブ

名 古 屋 中 2018/10/12 第77回 米山功労クラブ

名 古 屋 中 2019/5/14 第78回 米山功労クラブ

名 古 屋 瑞 穂 2018/8/31 第45回 米山功労クラブ

名 古 屋 栄 2019/3/22 第23回 米山功労クラブ

名 古 屋 名 駅 2018/12/27 第43回 米山功労クラブ

名 古 屋 名 駅 2018/12/28 第44回 米山功労クラブ

名 古 屋 丸 の 内 2018/8/3 第13回 米山功労クラブ

名 古 屋 北 2019/5/24 第42回 米山功労クラブ

名 古 屋 北 2019/2/25 第41回 米山功労クラブ

クラブ名 金　　額

岡 崎 7,000万円

犬 山 5,000万円

豊 川 5,000万円

名 古 屋 み な と 5,000万円

豊 田 東 4,000万円

東 海 3,000万円

名 古 屋 栄 3,000万円

名 古 屋 錦 2,000万円

達成クラブ

米山功労クラブ

米山功労法人

米山記念奨学会　寄付一覧
第2760地区
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奨学生 No. 氏　　名 性別 国籍 学校名 課程 学年 世話クラブ名 カウンセラー

RY034017 グェン　トゥアン　ホア 女 ベ ト ナ ム 名 古 屋 大 学 修士 1 年 名 古 屋 東 山 鈴 木　 陽 子

RY035313 陳　薇潞 女 中 国 愛 知 大 学 学部 3 年 豊 川 田 中　 勢 子

RY035327 オトゴンバヤル , ビレグン 女 モ ン ゴ ル 星 城 大 学 学部 3 年 半 田 南 石 川　 勝 彦

RY035347 ウッラ , スブハン 男 パ キ ス タ ン 豊橋技術科学大学 博士 2 年 豊 橋 南 森　 愼 一 郎

RY035351 陈　苑欣 女 マ レ ー シ ア 豊橋技術科学大学 修士 1 年 知 立 小 柳　 寿 志

RY035352 オトグ , ナンサルマー 女 モ ン ゴ ル 豊橋技術科学大学 修士 1 年 岡 崎 南 今 泉　 孝 朗

RY035361 アルタンフヤグ , ヒシグオチル 男 モ ン ゴ ル 豊橋技術科学大学 学部 3 年 豊 橋 東 豊 田　 能 史

RY035366 ワンター , ターワンルアン 男 ラ オ ス 豊橋技術科学大学 学部 3 年 豊 橋 北 加 藤　 卓 秀

RY035370 ホアン　ティ　トゥイ 女 ベ ト ナ ム 名 古 屋 経 済 大 学 学部 3 年 名 古 屋 丸 の 内 小 菅 　 誠

RY035376 グェン　ダウ　ハイ　ゴック 男 ベ ト ナ ム 名 古 屋 経 済 大 学 修士 1 年 名 古 屋 み な と 栢 森　 雅 勝

RY035383 謝　娣 女 中 国 名 古 屋 工 業 大 学 修士 1 年 瀬 戸 北 二宮　あづさ

RY035384 グエン　クアン　ヴィー 男 ベ ト ナ ム 名 古 屋 工 業 大 学 修士 1 年 名 古 屋 白木　和夫（2018/3/31 迄）
小嶋　純二郎

RY035399 高　天翔 男 中 国 名 古 屋 市 立 大 学 薬修 1 年 名 古 屋 空 港 串 田　 正 克

RY035409 肖　瑶 女 中 国 名 古 屋 大 学 学部 3 年 岩 倉 深 石　 公 彦

RY035420 黄　帥敏 男 中 国 名 古 屋 大 学 博士 2 年 一 宮 北 水 野　 憲 司

RY035433 睢　静静 女 中 国 名 古 屋 大 学 博士 2 年 名 古 屋 昭 和 伊 吹　 憲 市

RY035434 蘭　凱 男 中 国 名 古 屋 大 学 博士 2 年 知 多 千 賀　 貴 彦

RY035439 阿地力江　阿里木 男 中 国 名 古 屋 大 学 医博 3 年 西 尾 山 﨑　 秀 夫

RY035869 スレイン　チャンディー 女 カ ン ボ ジ ア 名 古 屋 大 学 修士 1 年 半 田 南 杉 山　 知 子

RY037117 林　音知 女 中 国 愛 知 医 科 大 学 医博 4 年 小 牧 中 村　 大 太

RY037126 王　琪琦 女 中 国 愛 知 教 育 大 学 修士 2 年 安 城 内 藤　 教 恵

RY037132 王　天澄 男 中 国 愛 知 県 立 大 学 修士 2 年 名 古 屋 栄 青 木 　 宏

RY037137 汪　洋 女 中 国 愛 知 工 業 大 学 博士 3 年 愛 知 長 久 手 田 中　 信 子

RY037153 ビャムババト , オユンバト 女 モ ン ゴ ル 星 城 大 学 学部 4 年 東 海 佐 野　 宏 樹

RY037165 張　媛 女 中 国 南 山 大 学 博士 2 年 名 古 屋 守 山 福 谷　 英 則

RY037177 梁　俊业 男 マ レ ー シ ア 豊橋技術科学大学 修士 1 年 豊 橋 福 井　 英 輔

RY037178 黄　宏臻 男 マ レ ー シ ア 豊橋技術科学大学 修士 1 年 新 城 福 田　 宏 之

RY037180 邝　美婉 女 マ レ ー シ ア 豊橋技術科学大学 修士 1 年 豊 田 杉 浦　 敏 夫

RY037182 甘　美琪 女 マ レ ー シ ア 豊橋技術科学大学 修士 1 年 岡 崎 城 南 鈴 木　 昭 弘

RY037185 ヒュン　バー　フック 男 ベ ト ナ ム 豊橋技術科学大学 学部 4 年 豊 川 宝 飯 原 田　 雄 二

RY037187 ハプアーラッチ , ハリン マヌジャヤ 男 ス リ ラ ン カ 豊橋技術科学大学 学部 3 年 岡 崎 石 川　 勝 敏

RY037188 バヤンバト , アナラーエレデネ 男 モ ン ゴ ル 豊橋技術科学大学 学部 3 年 豊橋ゴールデン 西 郷　 隆 治

RY037197 ジャリロブ , アクバルウロロブチ 男 ウズベキスタン 名 古 屋 経 済 大 学 修士 2 年 名 古 屋 名 南 江 松　 央 統

RY037199 徐　强 男 中 国 名 古 屋 経 済 大 学 学部 4 年 名 古 屋 中 吉 田　 治 伸

RY037200 サー , アブラハム 男 ガ ー ナ 名 古 屋 経 済 大 学 学部 4 年 稲 沢 後 藤　 啓 行

RY037201 ホァン　ティ　ルェン 女 ベ ト ナ ム 名 古 屋 経 済 大 学 学部 4 年 犬 山 真 野　 健 二

RY037202 グェン　ティ　カリン 女 ベ ト ナ ム 名 古 屋 経 済 大 学 学部 3 年 名 古 屋 瑞 穂 堀 　 慎 治

RY037203 ファン　ミン　ハァン 女 ベ ト ナ ム 名 古 屋 経 済 大 学 学部 3 年 名 古 屋 錦 石 井　 弘 子

RY037207 賈　師充 女 中 国 名 古 屋 工 業 大 学 修士 2 年 名 古 屋 城 北 馬 場　 博 通

RY037210 ドルジダウガ , ビルグーン 女 モ ン ゴ ル 名 古 屋 工 業 大 学 修士 1 年 名 古 屋 北 森 陰　 真 人

RY037212 グェン　ティ　キュウ チン 女 ベ ト ナ ム 名 古 屋 工 業 大 学 学部 4 年 名 古 屋 名 駅 六 鹿　 敏 也

RY037226 史　愛林 女 中 国 名 古 屋 市 立 大 学 修士 2 年 一 宮 森 　 俊 夫

RY037233 林　世原 女 韓 国 名 古 屋 大 学 学部 4 年 名 古 屋 千 種 福 井　 浩 道

RY037237 張　雨 女 中 国 名 古 屋 大 学 修士 2 年 名 古 屋 名 東 竹 尾　 祥 子

RY037238 宋　承桓 男 韓 国 名 古 屋 大 学 修士 2 年 尾 張 旭 松 永　 洋 子

RY037239 丁　博舒 男 中 国 名 古 屋 大 学 博士 3 年 瀬 戸 井 上 　 博

RY037240 張　師豪 男 中 国 名 古 屋 大 学 修士 2 年 小 牧 江 崎　 柳 節

RY037243 崔　玮涵 女 中 国 名 古 屋 大 学 博士 3 年 名古屋アイリス 荒 山　 久 美

RY037246 馮　軒昂 男 中 国 名 古 屋 大 学 博士 2 年 あ ま 板 津　 和 博

RY037249 谷　金榜 男 中 国 名 古 屋 大 学 博士 3 年 名 古 屋 大 須 岩 崎　 征 一

RY037254 ビラマルフ 男 バングラデシュ 名 古 屋 大 学 博士 3 年 名 古 屋 名 北 西 脇　 良 一

RY037270 馬　琳 女 中 国 名 城 大 学 修士 2 年 名 古 屋 西 近藤　多喜男

RY037652 ヤン　スンギュ 男 韓 国 名 古 屋 大 学 修士 1 年 名 古 屋 清 須 三 輪　 隆 裕

RY037676 オボート　バト・オルシフ　ソドゲレル 男 モ ン ゴ ル 名 古 屋 大 学 修士 1 年 名 古 屋 東 山 鈴 木　 陽 子

第2760地区
米山記念奨学会　奨学生
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派遣学生 上から　氏名・派遣先・スポンサーRC

神谷璃玖

高浜RC

フランス
ANGOULEME LES EAUX CLAIRES RC

第1690地区

寺尾あかね

名古屋東RC

カナダ
Sioux Lookou RC

第5550地区

石田裕城

名古屋北RC

フィンランド
Pyynikki RC

第1390地区

松井千紘

新城RC

アメリカ　
Door County North RC

第6940地区

深谷海宇

一宮RC

ブラジル
Botucatu RC

第4310地区

乗池桜子

名古屋和合RC

スイス
ZüRICH Limmattal RC

第2000地区

中野　愛

名古屋大須RC

アメリカ
Alamo Heights RC

第5840地区

河村凛香

名古屋名駅RC

フランス
Merignac RC

第1690地区

受入学生 上から　氏名・受入先・スポンサーRC

Brandon Jair BALLESTEROS

新城RC

アメリカ
Holland RC

第6290地区

Aline Tia Rose NASSELQUIST

名古屋東RC

カナダ
Flin Flon RC

第5550地区

BOYER, Alexia, Salomé

高浜RC

フランス
Villeneuve-sur-Lot RC

第1690地区

CAULONQUE, Daphné

名古屋名駅RC

フランス
Dax côte d'argent RC

第1690地区

Repo, Arttu Henrik Werneri

名古屋北RC

フィンランド
Siilinjarvi RC

第1430地区

Arthur Americo Santos MARIA

一宮RC

ブラジル
Botucatu RC

第4310地区

Voegelin Rena Gaby

名古屋和合RC

スイス
Luzern Wasserturm RC

第1980地区

第2760地区
青少年交換学生
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　ガバナー月信、地区ホームページを１年間、いや構想から最終号まで考えると約
２年間担当をさせていただきました。ガバナー月信が本来持つべきコンテンツ、随
時更新可能なホームページという特質を生かしたコンテンツ、両面の特性を生かし、
大きく交通整理をいたしました。
　地区内の会員の皆様からも、分区内交流事業、クラブ事業、地区委員会事業、特
別寄稿と、本当に多くのご投稿をいただくことができ、お陰様で当初の目的であっ
た、より多くの地区情報を親しみやすく、正確に、皆様のもとにお届けする事がで
きたと思っております。ご協力いただいた会員の皆様、月信やHPに目を通してい
ただいた皆様、事務局担当者やHPに関する業者の方々に、感謝、感謝、感謝の２
年間でした。ありがとうございました。
　最後になりましたが、大変お忙しい中、毎月月信とぱっちわーく２本をご担当頂
いた村井2018-19年度ガバナーにも感謝申し上げます。本当にお疲れさまでした。
　

ガバナー月信・地区ＨＰ　編集長　佐藤裕彦

地区大会開催の思い出の蒲郡市で、ガバナー年度を終えてくつろぐ村井總一郎
パストガバナーと佐々木利政前地区幹事。

村井パストガバナー 『もう一度やり直すなら、どこを直す？』
佐々木前地区幹事 『ぼーっと地区便覧を見てますが…今はやり直すなんて…。
   二度とやりたくないですよ』
村井パストガバナー 『だよね』

※対話は編集長の妄想です
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米山記念奨学会　寄付金納入（クラブ別）明細表
米山記念奨学会　寄付金納入（地区別）明細表
米山記念奨学会　寄付一覧 / 米山功労者
米山功労法人 / 米山功労クラブ / 達成クラブ
米山記念奨学会　奨学生
青少年交換学生

92

93

94

95

96

97

99

100

102

104

106

107

110

112

113

116

117

118

ガバナーメッセージ
ガバナーフォトメモリー
ガバナー月信表紙の振り返り
ろーたりーぱっちわーく
地区幹事メッセージ
ガバナー補佐報告
地区研修リーダー報告
地区委員長報告

【2018-19年度　年次報告書】
地区主要日程・地区委員会日程
ガバナー公式訪問日程
ガバナー補佐公式訪問日程
国際ロータリー及び地区表彰
2018-19年度地区資金決算書（案）
第6回WFF決算収支報告書
地区大会収支決算書
地区研修・協議会収支決算書

あなたの街でロータリーを！
　　あなたの街からロータリーを！

村井總一郎
国際ロータリー第2760地区
2018-19年度

１ 年 間 あ り が と う ご ざ い ま し た

ガバナー第2760地区


